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Codex委員会調査報告

2



イタリア出張報告

1．出張者

　技術調査部国際課　課長　湯地和夫

　　　　同　　　　係員　笠間裕貴

2．日程等　『

平成16年3月　6日（土〉　成田発

　　　　同　　　　　　　　ローマ着

　　　　　　　　8日（月）　Codex事務局：遠藤食品規格専門官との意見交換

　　　　　　　　　　　　　Codex事務局：宮城島事務長との意見交換

　　　　　　　　　　　　　FAO，情報課：Mr．R．ich　Sutton主任との意見交換

　　　　　　　　9目く火）　ロ㎞マ発

　　　　　　　10目（水）　成田着

3．調査の概要

（1）Codex事務局：遠藤食品規格専門官との意見交換

　1）Codex食品添加物一般規格（GSFA）について

　　GSFAについては、全食品を対象にした食品分類表を別途作成し、その食品と食品

　添加物の組合せで基準値を設定している。また並行して食品添加物使用の一般原則を

　遵守するためのGSFA用Preambleについても作業部会を設けて検討している。

　　食品添加物は、従来技術的正当性の観点か個別食品部会でその使用が検討され、食

　品添加物汚染物質部会は、安全性の観点から審査していたが、GSFAの作成に伴い食

　品添加物の基準値の検討の場の一本化が進むと考えられるが、個別食品の分類と

　GSFA用食品分類表の分類とは完全に一致していないため、個別品目の基準が該当す

　るGSFAに食品分類の基準値に追加されることとなる。

2）カドミウムの基準値について　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

　今回日本が提出した意見は、カドミウム基準値の設定方法の方法論も踏まえて提出1

されていることから、従来の議論に無い流れである。汚染物質の基準値の設定には、

各国固有の摂食実態、開発途上国の汚染実態のデータが、基準値作成において反映さ

れていない等の間題が指摘されている。このため、コーデックス事務局内での議論で

も、消費者の健康の保護の観点からの基準作成は各国に委ね、特に貿易上問題を引起

こす恐れのある食晶の基準値について、コーデックス委員会は調整するべきとの意見

もある。

　臼本の意見は、日本国内では尤もであるが、・国際的には各国の摂食状況が異なるた

めこれが正しいとは言えないが、議論の展開として興味のあるところである。

　タイは、現在検討されている汚染物質の基準値検討に先立ち、並行して検討されて

いる暴露評価の規格を先ず策定し、その後汚染物質の基準値を検討すぺきとの意見で

ある。
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　途上国での汚染物質の実態データの作成に関して、日本が国際協力案件として取り

組むことも可能ではないかと考える。

　なお、今回のCCFACでは、オランダと目本が共同で汚染物質及びカビ毒の基準に

ついて整理した一般規格の改正案が検討される。

3〉カビ毒の基準値について

　マイコトキシンの基準値については、基本的には汚染が見られる低緯度地域の問題

であるが、目本は食糧輸入国として自覚した対応がとられていない。農産物輸出国、

特に開発途上国での汚染を抑制するには、適正農業規範の普及を図り総体的に汚染水

準を引き下げる必要があり、また、汚染実態を調査する必要があるが、この分野でも

　日本の国際協力で対応できるではないかと考える。

4）環境ホルモン汚染への取組みについて

　環境ホルモンによる汚染は、食品だけの問題ではなくもっとグローバルな問題であ

る。例えば、ダイオキシンについては各種ダイオキシン類の毒性をどのように総体的

に示すか等の問題もあるが、既にADIは許容値を超えているとも指摘もある。

　ダイオキシンと同様に環境ホルモンの問題は、排出源の問題に関わることから、コ

ーデックス委員会ではなく、地球環境問題を取り扱う国連機関で対処すべきであると

考える。

（2）Codex事務局：宮城島事務長との意見交換

　　本年5月に開催されるCodex一般原則部会での食品トレーサビリティの議論は、

　フランスが作成した原案には要求事項も加えられているが、定義のみのシンプルなも

　のとなるのではないか。また、要求事項は、別途ガイダンスとして作成されるべきと

　考える。

　　なお、コーデックス委員会は作成に時問を要するごとから、ISOでの作業が先行し

　てしまうことを懸念している。

（3）FAO，情報課：Mr．Rich　Sutton主任との意見交換

　　当センターが、FAO公表のCodex規格・リスク評価報告書の翻訳物を、Copy　rights

　を受けてセンタ｝ホームページで提供したいとの要請があることは承知している。本

　件については、WHO担当者の了解も必要なことから、来週予定されるWHO担当者

　との会議の際に了解を取り付け、当センターに通知したい。
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Codex委員会の概要

1　委員会の概要

　コーデックス委員会は、「消費者の健康の保護」、「食品の公正な貿易の確保」等を目的

として、1962年に国連食糧農業機関（FAO）及び国連世界保健機関（WHO）により設置された

国際的な政府間機関であり、国際食品規格（コーデックス規格）の作成等を行っている。

　コーデックス委員会が策定した食品規格は、WTO（世界貿易機関）条約のもとで、国

際的な制度の調和を図るものとして位置付けられている。

　コーデックス委員会の下には、28部会（休会中の部会も含む）が設けられている。

　　※組織図：本報告書巻末に掲載

　部会は、参加国の中から選ばれたホスト国（主催国）が運営しており、会議は一般にホ

スト国で開催される。

　　コーデックス委員会加盟1169ヶ国（2003年12，月現在）

　　　　　　　　　　　　　（我が国は1966年より参加）

　　事務局：Eへ0本部（ローマ）

　※コーデックスとは、コーデックス・アリメンタリウス（CodexAliment面us）の略で、ラ

　　テン語で喰品基準」の意味である。

　コーデックス委員会総会は、2001年までは隔年で、2002年からは、ローマのFAO本

部、ジュネーブのWHO本部で交互に毎年開催されている。総会の参加者は約500名で、

会議に参加する代表団は国単位で派遣される。代表団は政府任命の高官を団長とし、産

業界、消費者団体、学術機関の代表が含まれることもある。

　委員会に未加盟の国は、適宜オブザーバーの枠内で参加している。

　また、多くの国際的政府機関や国際的非政府組織（NGO）もオブザーバーとして参加して

’おり、オブザーバーではあるが、・コーデックス委員会の伝統により、加盟国政府の排他

的特権である決議のための投票権を除いては、どの段階でも意見を出すことが許されて

いる。

　委員会は、加盟国と絶えず連携を行う必要があることから、各国政府と協力して卯盟

国内にコーデックス連絡窓口を設け、また、国内の活動を調整するために、加盟国に国

内コーデックス委員会の設置を推奨している。

　コーデックス委員会の発足以来、その活動が国際貿易に関係することから、委員会の

動向が注目されており、近年、開発途上国の参加が増加している。
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2　コーデックス委員会の設立背景

　オーストリア・ハンガリ。一において、18零7年から1911年にかけて、様々な傘品に関す

る基準と製品に関する情報の収集・整理が行われ、コーデックス・アリメンタリウス・

アウストリアクス（CodexAI㎞entariusAustriacus）としてまとめられた。

　現在のコーデックスの名称は、この食品基準書の名を受け継いだものである。

　1903年に設立された国際酪農連盟［htemational　DairyFeaeration1（DF）は、各国独自の食

品法と食品基準に規定された品質で安全な食品を貿易できるよう、各種の食品規格を調

和させるよう各国に働きかける団体の一つであり、IDFが取り組んだミルクと乳製品の基

準作りが、その後のコーデックス委員会の設立等に大きな役割を果たした。

　1940年代には、科学技術の発展が分析技術にも波及し、食品の品質、健康への危害、

使用される物質について消費者に注目されるようになり、食品に関係する業者、消費者、

専門家等は、消費者保護を踏まえた食品規制について、Eへ0とWHOに対しリーダーシ

ップを取るよう期待した。

　1953年、食晶へ使用される化学物質について公衆衛生の観点から、FAOとWHOの両

機関において、それに関する研究を進めることが提案され、食品添加物の使用問題が重

要な位置付けとされた。

　その結果、1955年、両機関は、第1回EAOIWHO合同食品添加物会議を開催し、その

後、この会議からEへ0／WHO合同食品添加物専門家委員会（JECEへ）が発足した。

　1960年10月のFAO欧州地域総会において、「急速に統合しつつある欧州経済において、

最低限の食品規格と関連問題（表示、分析法等含む）について、国際合意を求めること

は、消費者の健康保護、食品の品質確保及び貿易障壁の低減化のため、重要な方法であ

る。」との意見が集約され、また、「多くの機関によって作成され、さらに増加する食品

規格計画の調整という問題が生じてきた」との認識が示された。

　この地域総会後に、FAOは、WH：0、ECE、OECD、CodexAlimentadusEuropaeus理事会

と協議し、国際食品規格計画の設立につながる提案を行った。

　1961年11月、コーデックス委員会設立に関する決議が第n回FAO総会で承認され、

1962年にコーデックス委員会が設立された。そして、1963年5月、第16回WHO総会に

おいて、FAOIWHO合同食品規格計画の設定が了承され、コーデックス委員会規約が採択

された。
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3　委員会設立に関する決議

　コーデックス委員会を設立するための決議は、1961年の第11回FAO総会及び1963年

の第16回WHO総会の両方において承認され、両機関はさらに、　「委員会の規約」及び

　「手続きマニュアル」を採択した。

　　2003年現在の加盟国は169ヶ国、世界人口の97パーセントに及んでいる。

　　コーデックス委員会は国際機関であり、・設立以来2003年まぞに26回の総会が開催

　されている。

（1）規約

　規約は、委員会の業務の法的根拠を示し、背後にある概念と設立理由を公式に反映し

　たものである。．

　規約第1条では、委員会の目的、権限、目標が示されている。第2条では、委員会

　への加盟資格が示されており、その資格はFAO及びWHOの全加盟国及び準加盟国に

　開放されている。

○コーデックス委員会の目的（第1条）

　a消費者の健康を保護し、食品貿易における公正な慣行の保証。

b　国際的な政府組織及び非政府組織が行うすべての食品規格業務の調整、促進。

　c適切な組織の援助により、規格草案の優先順位の決定、作成の着手及び指導。

　d　作成された規格を最終決定し、各国政府が受諾後、コーデックス食品規格委員会

　で公表。この際、可能であれぱ、上記bに基づき他の機関がすでに最終決定した国

　際規格とともに、地域的または国際的な食品規格のいずれかとして公表。

　e　その後の進展に基づき適切な調査を実施した後、公表済みの規格を修正。

（2）コーデックス委員会の手続きマニュアル

　　コーデックス委員会の手続きマニュアルは、規格作成等に関する事務手続きを公文

　化したものであり、下記事項が規定されている。

　a委員会への加盟条件
　b　議長、3人の副議長、地域調整官、事務局長を含めた委員会職員の任命、及び責

　　任

　c執行機関として委員会を代表して活動するため、委員会開催以外に会合する執行．

　　委員会の設立

　d　委員会の開催頻度と業務

　e　委員会の議題の性格

　f投票手続き
　9　オブザーバー
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h　委員会の記録及び報告書の作成

i下部機関の設置

j規格作成のために取るべき手続き

k　予算配分と経費の積算

1委員会における使用言語

4　委員会構成、組織　　（本報告書巻末の別添組織図参照）

（1）コーデックス委員会総会

　　コーデックス委員会総会は、FAO本部のあるローマと、WHO本部のあるジュネーブ

　で交互に開催される。

　　総会では、各部会において8段階のステップを経て討議された規格・基準及び関係

　文書の採択について討論される。

（参考）

　コーデックス食品規格及び関連文書の作成に関する統一手続き（8段階のステップ）

ステップ1

ステップ2

ステップ3

ステップ4

ステップ5

ステップ6
チ　　　　　　の

スァッフ7

ステップ8

総会又は執行委員会が規格作成を決定

事務局が提案規格草案の手配

提案規格草案について各国にコメントを要請

部会が提案規格草案を検討

提案規格草案について各国にコメントを要請。そのコメントに基づき、

総会又は執行委員会が規格案の採択を検討

規格案について各国にコメントを要請

部会が規格案を検討

規格案について各国にコメントを要請。そのコメントに基づき、総会

が規格案を検討し、コーデックス規格として採択

デ　　　　　　
くン

スアツフ1
　「委員会」では、「作業優先順位の確立及び下部機関の設置に関する基準」を考慮に入れて、

規格を作成すべきか判断し、どの下部機関またはその他機関がその作業を担当するかを決

定する。
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ステップ2
　事務局は、「提案規格草案」（proposeddraRstandard）の作成を手配する。

　また、提案規格草案作成の調整にあたって、農薬または動物用医薬品の最大残留基準値

の検討は、F八6／WHO合同食品添加物専門家委員会（JECFA）またはFAO／WHO合同残留農，

薬専門家会議（JMPR）からの情報が得られる場合は、事務局が、壕大残留基準値に関する専

門家会議の勧告を配布する。乳及び乳製品またはチーズに関する個々の規格については、

事務局が、国際酪農連盟［IntemationalD琴iryFederationl（IDF）の勧告を配布する。

ステップ3

　経済的利益に対して提案規格草案が与える可能性のある影響を含め、すべての分野につ

いてのコメントを受け付けるため、「委員会」加盟国及び関心のある国際組織に送付される。・

　デ　　　　　　　　ロ

スァッフ4
　事務局が受け付けたコメントは、考察し、提案規格草案を修正する能力のある下部機関

またはその他の関連機関に、事務局により送付される。

　い　　　　　　　　ロ

スアツフ5
　提案規格草案は、規格案として採択のため、事務局を通じ、r委員会」または執行委員会

に提出される。　　　　　　’

　※・「委員会」は、規格草案作成を委任している下部機関等コーデックス部会から「ステ

　　ップを省略する」旨を勧告された場合には、投票数の3分の2の賛成多数により、Step

　　6及びS重ep7の省略を是認できる。

　デ　　　　　　　ロ

スァッフ6
　規格案は、事務局を通じてすべての加盟国及び関心のある国際組織に送付し、経済的利

益に関して規格案が持ち得る意味を含むすべての局面についてのコメントを受ける。

　い　　　　　　　　ロ

スァッフ7
　受け付けたコメントは、考察し、規格案を修正する能力の南る下部機関またはその他関

連機関あてに事務局が送付する。

ステップ8

　規格案は、7一デックス食品規格としての採択を目的として、加盟国及び関心のある国

際組織から受け取ったStep8での修正に関する提議文書とともに、事務局を通じて「委員会」

に提出され、総会で採択される。

　※　「委員会」若しくは関係する下部機関またはその他機関は、規格案の検討において、、
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それを手続きの適切な前のステップに差し戻すべきかを決定することができる。

また、「委員会」では、革案をStep8で保蜜するとの決定もできる。

※詳細は、本報告書後半のマニュアルの第1部：コーデックス食晶規格及び関連文書の作

成に関する統一手続きを参照。

（2）執行委員会ExecutiveCo㎜i賃eeoftheCodexAlimen重adusCo㎜ission

　執行委員会は、議長、3副議長及び7地域代表（アジア、アフリカ、欧州、ラテンア

　メリカ・カリブ海、北米、南西太平洋、近東）で構成され、毎年開催される。

　第26回総会（2003年6月）においてコーデラクス委員会の管理機関として機能するこ

　とが合意された。

　議長：Stu飢AlexanderSlorach（スウェーデン）

　副議長：ClaudeJo㎞SharaMosha（タンザニア）

　　　　　PaulMayers（カナダ）

　　　　　H丘oshiYoshikura（吉倉廣）　（目本）

（3）委員会の下部機関

　’委員会は、手続きマニュアルに従って2種類の下部機関を設立する権限が与えられ

　ている。

　○コーデックス部会　　Codex　Committees

　　委員会へ提出する規格案を作成する。

　　　コーデックス部会は、一般問題部会、個別食品部会及び特別部会に分類される。

　○地域調整部会　　CqordinatingCommi鵬es

　　複数国により構成される地域またはグループが、地域規格の作成を含めて、地域

　　内の食品規格に関する諸活動を調整する。

　各部会は、僅かな例外を除き加盟国の一つがホスト国として、部会の維持、運営費

　の負担、及び議長としての責任を負う。

ア　コーデックス部会

（ア）一般問題部会　General　SubjectCommittees

　　コーデックスの規約のほか、食品添加物・汚染物質、食品表示等食品全般に横断

　的に適用できる規格基準、取扱い規範等の予備的作成を行う部会。

　　一般問題部会は、食品全般や特殊な食晶、あるいは一群の食品に適用すべき包括

　的な概念と原則を決める。また、コーデックスの個別食品規格に関する関係諸規定

　の承認や検討、専門科学関係機関の助言に基づく消費者の健康と安全性に関する主
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要な勧告の作成を行う。

　業務がすぺての個別食品規格全般にわたって適用されることから、一般問題部会

は時として「水平的部会」ともいわれる。これには次の9部会がある。

　（）の国名は主催国。

①一般原則部会（フランス）

TheCodexCommi枕eeonGeneralprinciples（CCGP）　　議長：MichelThibier

（a）食品規格の目的、範囲、性質と各国の食品規格の採択様式を定義する「一般原

　則」の制定。

（b）食品別規格部会に対するガイドラインの開発；個別規格または規格の規定が有

　する経済上の可能性ある示唆に関して、各国政府から提出された経済的利益に

　ついての意見を検討する機構の開発。

（c）食品の国際貿易に対する倫理綱領の制定。

②食品表示部会（カナダ）

TheCodexCommi枕eeonFoodLabelling（CCFL）　議長：AmeMac：Kenzie

（a）すべての食品に適用できる表示に関する規定案の作成。

（b）食品別規格部会が作成する特定の表示規定案の検討。必要に応じて修正し、適

　正な場合に承認。

（c）。「委員会」が当部会に指示した特定の表示問題の検討。

（d）強調及び誤解を招く記述事項に関する食品表示の間題の検討。

③　分析・サンプリング法部会（ハンガリー）

　TheCodexCommitteeonMethods　ofAnalysis　andSampling（CCMAS）

　議長：P6terA．Biacs

（a）国際食品規格の分析方法及びサンプリング方法に適合した基準の定義。

（b）分析、サンプリング方法及び品質保証についての作業を実施している国際グル

　ープに対する調整業務。

（c）（b）の機関から当部会に提出された最終勧告に基づいて、多数の食品に一般的に

　適用できる食品規格に適する分析及びサンプリングの参照方法の特定。

（d）食品別規格部会によって提案された分析及びサンプリング方法の検討。必要に

　応じて修正し、適正な場合に承認。ただし、食品中の残留農薬または残留動物

　用医薬品に対する分析及びサンプリング方法、食品中の微生物学的な品質及び

　安全性の評価、食品添加物の明細事項の評価は、当部会の業務には含まない。

（e）必要に応じたサンプリング方法及びマニュアルの作成。

（f）　「委員会jまたは部会により当部会に提出された特定のサンプリング及び分析
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　の問題の検討。

（9）研究機関の品質保証システムと同様に、食晶試験機関制度の評価のための手続

　き、原案、ガイドラインまたは関連文書の明示。

④　食品衛生部会（来国）

TheCodexCommi鵬eonFoodHygiene（CCFH）　議長：KarenHuleb欲

（a）すべての食品に適用できる食品衛生に関する基礎的な規定案の作成。

（b）食品別規格部会により作成され、各食品別規格に含まれている食品衛生に関す

　る規定の検討。必要に応じ修正し、適正な場合に承認q

（c）食品別規格部会により作成され、各食品規格の取扱い規範に含まれる食品衛生

　に関する規定を検討し、必要に応じて修正し、適正な場合に承認。

（d）特定の食品または食品グループに適用できる衛生に関する規定案の作成。

（e）　「委員会」から指示された特定の衛生問題の検討。

（f）国際的なレベルで微生物学的リスク評価が必要な分野を提案し、それらに優先

　順位付けし、リスク評価機関に対する問題の提起。

（g）微生物学的リスク管理事項を、食品衛生及びFAO並びWHOのリスク評価に関

　連付けた検討。

⑤　残留農薬部会（オランダ）

TheCodexCommi廿eeonPesticideResidues（CCP：R）　議長：HansJeuhng

（a）食品または食品グループ中の農薬に対する最大残留基準値の制定。

（b）国際的に貿易される動物飼料中の農薬に対する最大残留基準値の制定。

（c）FAO！WHO合同残留農薬専門家会議（JMPR．）による評価のための農薬の優先リス

　　トの作成。

（d）食品及び飼料中の残留農薬を測定するためのサンプリング及び分析方法の検

　討。

（e）農薬が残留している食品及び飼料の安全性に関する事項の検討。

（f）食品または食品グループ中において農薬と同じような化学的にまたは他の類

　似性を示す汚染物質に対する最大基準値の制定。

⑥　食品添加物・汚染物質部会（オランダ）

The　CodeズCommittee　on　FoodAdditives　and　Contaminants（CCFAC）

　議長：AlmiedeVeer

（a）個々の食品添加物、汚染物質並びに食品及び動物飼料中の天然毒物の許容最高

　限度または許容限度ガイドラインの制定、承認。

（b）FAOIWHO合同食晶添加物専門家委員会による毒物学的評価を受けるため食品
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　添加物及び汚染物質の優先リストの作成。

（c）「委員会」による採択のための、食品添加物の同定と純度に関する規格の勧告。

（d）食品中の添加物（汚染物質）測定のための分析方法の検討。

（e）食品添加物を販売する際の表示や食品照射等の関連事項の規格または規範の

　検討、作成。

⑦　食品輸出入検査・認証制度部会（オーストラリア）

The　CodexColn血ttee　onFoodImpoltandExport　hspectionandCertification　Systems

（CCFICS）　議長：GregoryRead

（a）食品の輸出入検査及び認証制度のための原則及びガイドラインの開発g

（b）必要に応じて、食品が諸要件（特に健康に関する法令上の要件）に適合するこ

　とを保証するために、各輸出入国の所管官庁における手段適用のための原則及

　びガイドラインの開発。

（c）食品が諸要件に適合することを保証するために、品質保証制度利用のガイドラ

　インの開発。

（d）公式証明書の書式、内容及び言語に関するガイドライン及び基準の開発。

（e）食品の輸出入管理に関する情報交換の勧告。

（f）食晶の検査及び認証制度に関する事項に関して作業しているその他の国際的

　グループとの協議。

（g）「委員会」から当部会に指示されたその他の事項の検討。

⑧　栄養・特殊用途食品部会（栄養のための一般部会）（ドイツ）

The　Codex　Committee　onNutrition　and　Foods　fbr　Special　DietaryUses（CCNFSDU）

議長：RolfGrossklaus

（a）「委員会」から指示された特定の栄養上の問題を検討。　「委員会」に対する一

　般的な栄養面に関するアドバイスの実施。

（b）すべての食品の栄養面に関する規定案の作成。

（c）他の部会と協力し、特殊用途食品の規格、ガイドライン及び関連書類の作成。

（d）食品別規格部会及び一般問題部会に対する規格中の栄養面についての勧告及

　びガイドラインの作成。

（e）栄養面に関する事項で国際食品規格に含めるべきとの提案を受けた案件につ

　いての規定の検討。必要に応じ修正し、適正な場合に承認。

⑨　食品残留動初用医薬品部会（米国）

The　Codex　Committee　on　Residues　ofV¢tΦnary　Dnlgs　in　Food（CCRVDF）

　議長：StephenFSundlof
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（a）食品中の残留動物用医薬品を検討するための優先順位ゐ決定。

（b）食品中の残留動物用医薬品の最大残留基準値の勧告。

（c）必要に応じた取扱い規範の開発。

（d）食品中の残留動物用医薬品の測定に使用される分析方法の基準決定。

（イ）個別食品部会

　個別食品部会は、個々または一群の食品のための規格を作成する責任を負う。

　個別食品部会は必要に応じて開かれ、仕事が終了したと委員会によって決定され

　た時は休会または廃止される。新規基準の作成が特別に必要な場合は、臨時に特別

部会を設けることができる。ホスト国は、必要に応じて1年ないし2年おきに、ホ

　スト部会を開催する。

　　「水平的部会」と区別し、また全面的責任が認められているために、この部会は

　しばしば「垂直的部会」と呼ばれて、次の11部会がある。

　　（）の国名は主催国。

①油脂部会（英国）

　TheCodexCommitteeonFatsandOils（CCFO）　議長：RosemaryHignett

　動物性、植物性の油脂及び海産起原の油脂に関する国際規格の作成。　（マーガリ

ン及びオリーブ油を含む）

②　魚類・水産製品部会（ノルウェー）

　The　Codex　Committee　on　Fish　and　Fishe堀Products　（CCFFP〉

　　議長：jom：RotheKnudtsen

　生鮮、冷凍（急速冷凍を含む）またはその他加工した魚・甲殻類及び軟体動物の国

際規格の作成。

③　乳・乳製品部会（ニュージーランド）

　TheCodexCommittee　onMilkandMilkProducts（fbmlerlytheFAO／WHOCommittee　of

GovemmentExpertsontheCodeofPdnclPles　fbrMilkandM重lkPrQducts）（CCM箪P）

　議長l　SteveHahathaway

　　乳及び乳製品に関する国際的規格、取扱い規範及び関連文書の作成。

④生鮮果実・野菜部会（メキシコ）

　The　Codex　Committee　on　Fresh　Fnユits　and　V6geねbles（CCF：FV）

　議長：MiguelAg雌arRomo

　　生鮮果実及び野菜の国際的規格、取扱い規範の作成。
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⑤コヌア製品・チョコレート部会（スイス）…　休会

　The　Codex　Committee　on　Cocoa　Products　and　Chocolate（CCCPC）

　ココア製品及びチョコレートの国際規格の作成。

⑥　糖類部会（英国）…　　休会

　　　　　　す　The　Co（iex　Co曲撹ee　on　Suga匡s（CCS）

　全種類の砂糖及び砂糖製品の国際規格の作成。

⑦加工果実・野菜部会（米国）

　The　CodexCommittee　on：ProcessedFruits　andV¢getables（CCPFV）

　　議長：DavidPhester

　・全種類の加工果実及び野菜の国際規格の作成。　（乾燥製品、乾燥えんどう及び

　　ビーンズの缶詰、ジャム及びゼリーを含むが、乾燥すもも、果実ジュース並びに

　野菜ジュースは含まない。）

　・急速冷凍果実及び野菜の規格改訂。

⑧　植物タンパク質部会（カナダ）…　　休会

　The　Codex　Comn誠ttee　on　V6ge搬ble　Proteins（CCVP）

　・ヒトに摂取されてきた植物源に由来する植物タンパク食品の定義及び国際規格の

作成。

　・食晶供給システムにおける植物タンパク食品の利用に関するガイドライン、栄養

の基準並びに安全性に関するガイドライン、表示に関するガイドライン及びその他

関係するガイドラインの作成。

⑨　穀類・豆類部会（米国）…　　休会

　The　Codex　Committee　on　Cereals，Pulses　and　Legumes（CCCPL）

　適宜、穀類、豆類及びそれらの製品の国際規格、取振い規範の作成。

⑩　食肉衛生部会（ニュージーランド）

　TheCodexCommitteeonMeatandPoul噂Hygiene（CCMH）

　　議長：AndrewMcKenzie

　食肉衛生に関する国際規格、取扱い規範の作成。

⑪　ナチュラル・ミネラルウォーター部会（スイス）…　休会

　TheCodexCommi廿eeonNaturalMineralWaters（CCNMW）

　ナチュラル・ミネラルウォーターの国際規格の作成。
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※休会中の部会は、検討事項について総会においてステップ8で採択され、当面、検

討事項がない場合や検討事項が他の部会での検討に移行したことなどにより、休会と

なっている。

（ウ）特別部会

　特別部会は、期限を設けて特定議題を検討する部会で、11999年の第23回総会にお

　いて次の3部会が設置された。

　果汁・野菜ジュース特別部会は2005年までに終了予定。

　また、作業終了予定が2003年であった動物用飼料特別部会は、2003年までに作業

　を終了できず2005年までに延長された。

　バイオテクノロジー応用食品特別部会は当該目的事項完了のため、2003年の第26

　回総会で廃止された。

①バイオテクノロジー応用食品特別部会（目本）

　The　Codex　ad　hoc血tergovemmental　Task　Force　on　Foods　Dedved丘om　Biotec㎞010gy

　（CTFBT）　議長：HiroshlYoshi㎞ra（吉倉廣）

（a）バイオテクノロジー応用食品に関する規格、ガイドライン及びその他原則の作

　成。

（b）バイオテクノロジー応用食品に関連する適当な食品規格部会との綿密に連携協

　力と、それらの任務との調整。

○主な合意内容

・「組換えDNA微生物利用食品の安全性評価の実施に関するガイドライン案」に

っいて、ステップ8に進めることで合意し、その後の2003年第26回コーデック

ス委員会総会で採択された。

・リスク分析におけるトレーサビリティについては、一般原則部会（CCGP）をは

じめとするコーデックスの他の部会で議論されるべきであると決定されているが、

当特別部会では、安全性に問題が生じた場合の製品回収や上市後のモニタリング

の目的として製品の追跡がリスク管理の一つの有効な手法である旨が、リスク分

析に関する原則案に取り込まれており、各国ともこの概念の重要性を確認した。

・その他（当特別部会の会議の成果文書）

　「モダンバイオテクノロジー応用食晶のリスク分析に関する原則案」

　「組換えDNA植物由来食晶の安全性評価の実施に関するガイドライン案（付

　属文書のrアレルギー誘発性評価に関する添付資料案」を含む。）」
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「組換えDNA微生物利用食品の安全性評価の実施に関するガイドライン案（付

属文書の「アレルギー誘発性評価に関する添付資料案」を含む。）

②果汁’・野菜ジュース特別部会（ブラジル）

　TheAdHoc　Codex　Intergovemmental　Task　Force　onFruit　andVbgetable　Juices

　　（CCFVJ）　　　議長：MagaoTadano

　（a）果汁1野菜ジュース及び関連商品に関する既存の国際規格及びガイドライ著の

　　改訂、統合。

　（b）商品の分析方法及びサンプリング方法の改訂、更新。，

　（c）当特別部会の作業は、2005年第28回の委員会までに終了。

③　動物用飼料特別部会（デンマーク〉

neAdHochtergove㎜e漁lTaskForceon顛㎜1Feeding（CCAF）

　　議長：GomLum
　（a）関連の部会で作成されている動物用飼料の使用に関する取扱い規範草案の完

　　了及び改訂。

　（b）毒性物質、病原体、抵抗性微生物、新たな技術、保管、管理方法、トレーサビ

　　リティ等、食品の安全性に関するその他重要な事項の提起。

イ　地域調整部会

　　地域調整部会は、委員会の業務が地域の利害や途上国の関心事に応えることを保証

　するという点で、非常に重要な役割を果たしている。地域調整部会は、各地域の国の

　代表の出席の下に、1ないし2年おきに開催され、会議報告は総会に提出され、討議

　される6

　　食品の規格や管理等に関する地域的な問題の議論や地域に関係の深い食品の世界規

　格の策定の提言等を行う。主要業務は次のとおり。

　（a）地域の食品規格及び食品管理の問題及び二一ズの明確化。

　（b）提案された発議の作成及び食品管理から生じる問題に関する情報交換のための連

　　絡促進。食品の管理基盤の強化の促進。

　（c）将来国際市場力を潜在的に有すると考えられる製品も含めた、当該地域に利害関

　　係のある製品について、　「委員会」．に対する国際規格の開発の勧告。

　（d）地域内で貿易する食品の地域規格の開発。

　（e〉地域に特に有意義となる「委員会」の業務について、　「委員会」への提起。

　（f）地域内で、国際的な政府間及び非政府間機関によって取り組まれた地域食品規格

　　化事業の調整促進。
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（g）地域に対する一般的な調整及び当委員会にギ委員会」が委託する機能の行使。

（h）加盟国によるコーデックス食品規格及び最大残留基準値の採択の促進。

　地域調整部会には常任のホスト国はない。会議は当該地域内の国がホスト国となっ

て、委員会の同意を得て開かれる。次の6部会からなる。－

①
②
③
④
⑤
⑥

アフリカ

アジア

欧州

近東

ラテンアメリカ及びカリブ海

北米及び南西太平洋

ウ　その他

　コーデックス委員会において、食品中の食品添加物・汚染物質、動物用医薬品、農

薬の人の健康へのリスク評価については、コーデックス委員会とは独立した次の専門

家の会合において検討されている。この会合には専門家が個人の資格で参加する。

（ア）FAOIWHO合同食品添加物専門家委員会

　JointEAOIWHOExpertCommitteeonFoodAdditives　（J　ECFA）

　FAOとWHOが合同で運営する専門家の会合として、1956年設立された。FAO、WHO

それらの加盟国及びコーデックス委員会に対する科学的な助言機関として、食品添加

物、汚染物質、動物用医薬品等の安全性評価を行う。

　通常年2回開催（添加物・汚染物質で一回、動物用医薬品で一回〉。

　1956年設立後、1972年に食品中の汚染物質、1987年に食品中の動物用医薬品が評価

対象に拡大された。

（イ）FAO八VHO合同残留農薬専門家会合

　JointFAO／WHOMeetingonPesticideResidues（JMPR）

　FAOとWHOが合同で運営する専門家の会合として、1963年設立された。FAO、WHO

それらの加盟国及びコーデックス委員会に対する科学的な助言機関として、科学的評

価に基づき農薬の残留レベルや一目摂取許容量（ADI）について検討する。通常年1回

開催。
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（ウ）FAOIWHO微生物学的リスク評価専門家会合

　Jo血重EAOIWHOExpe丘MeedngsonMicrobiogica1R．iskAssessment（J　EMRA）

EへOとWHOが合同で運営する専門家の会合として、2000年設立された。EへO、WHOそ

『れらの加盟国及びコーデックス委員会に対する科学的な助言機関として、特定の病原

体と食品の組合せにおける定量的リスク評価手法の確立を行う。

5　ALARAの原則

　コーデックス委員会では、食品の汚染物質の基準値の設定は、食品の摂取に伴って人の

健康への影響がある場合のみに行うとしている。

　基準値は、1）消費者の健康を保護すること、2）通常の生産技術等により合理的に達成

可能な範囲で、できる限り低い水準とすることを原則（「ALARAの原則（AsLow　As

ReasonablyAchievable）」と呼ばれている。）として設定するとしている。

　基準値は、科学的なデータに基づいて、各国が受け入れ可能で、食品の貿易を容易にす

る水準となるように検討するべきとしている。

6　コー一デックスの編纂

　滋一デックス委員会の規約第1条に述べられているように、委員会の主目的の一っは、

食品規格を作成し、それを「コーデックス」の形で出版することである。

　委員会の業務並びに委員会が従うべき諸規程の法的根拠は、　「コーデックスの手続き

々ニュアル」に記されており、2004年3月現在では第13版が最新となっている，手続き

マニュアルは、各委員会の任務の他、規格の作成手続きも規定されており、一般に公開

されているる規格作成手続きの概要は次の通りである。

・それぞれの国の政府またはコーデックス委員会の下部部会から規格作成のための提

　案の提出。

・提案を受け、委員会または執行委員会が規格の作成を決定。作成過程を通じて規格の

　取扱いに責任を持てるように、委員会または執行委員会の意志決定や、下部機関の選

　択あるいは創設を支援するために、　「業務の優先順位の確定、及び下部機関確立のた

　めの公式判断基準」がある。

・委員会事務局による提案規格草案作成の手配、及びコメントを求めるための加盟国政

　府への回報。

・コメントは提案規格草案作成の責任を与えられた下部機関により検討される。この下

　部機関が次の段階として規格案を委員会に提出。
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・規格案は、委員会によって採択された場合、各手続き段階を踏みながら何度も各国政

　府へ送付され、了承さ紅た場合、案はコーデックス規格となる。早い場合でも、規格

　作成に要する手続き段階は最高8回、最低5回にわたる．事情により手続きが繰り返

　される場合もある。多くは規格作成までに何年も要する。

・委員会の採択により、コーデックス規格としてコーデックスに加えられる。

「コーデックスの個別食品規格とその内容形式」はコーデックスの一般原則に記されてお

り、下記種類の情報を含むものである。

適用範囲一規格の名称を含む

特徴、必須組成、品質要件一食品の最低基準を定義する

食品添加物一コーデックス委員会で基準値が定められたもののみ使用可

汚染物質

衛生、重量、容積

表示一「包装食品の表示に関するコーデックスー般規格」に従う

分析及びサンプリング法

個別食品規格の他に、コーデックスには一般事項に関する規格がある。それはすべての食

品に横断的に関わる内容である。下記事項には一般規格あるいは勧告が設け學れている。

　食品表示

　食品添加物

　汚染物質

　分析及びサンプリング

　食品衛生

　栄養及び特殊用途食品

・食晶輸出入検査及び認証システム

・食品中の残留動物用医薬品

・食品中の残留農薬
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※コサデジクスで設定された規格等の状況（2003年の総会後）は次のとおり。

　・食品規格（237）

　・取扱い規範（45）

　・ガイドライン（33）

　・評価済み農薬（207）

　・残留農薬の限度（3，274）

　・汚染物質のガイドライン限度（25）

　・評価済み動物用医薬品（54〉

　・残留動物用医薬品の限度（289）

　・評価済み食品添加物（1，900）

7　コーデックス規格の改訂

　委員会とその下部機関は、コーデックス規格及び関連する記述が現在の科学知識に合

致しそれを反映するようにするため、必要に応じて改訂するごとを委任されている。

　委員会の加盟国は、現行のコーデックス規格や関連記述の改訂1と正当な理由を与える

可能性のある新しい科学情報やその他関連情報を特定し、適当な部会へ伝える責任を負

っている。改訂の手続きは初めの規格作成手続きと同様である。

（参考）

コーデックス（規格）の構成

　・第1A巻一一般的要件

　・第1B巻一一般的要件（食品衛生）、

　・第2A巻一食品中の残留農薬（一般事項）

　・第2B巻一食品中の残留農薬（最高残食品中の残留農薬留限度）

　・第3巻一食品中の残瘤動物用医薬品

　・第4巻一特殊用途食品（乳幼児及び児童用食品を含む）

　・第5A巻一加工及び急速冷凍果実及び野菜

　・第5B巻一生鮮果実及び野菜

　・第6巻一果汁

　・第7巻一穀類、豆類及びその製品並びに植物たんぱく質

　・第8巻一油脂及び関連製品

　・第9巻一魚類及び水産製品

　・第10巻一喪肉衛生、スープ及びブロス

　・第11巻一糖類、ココア製品及びチョコレートその他各種製品’

　・第12巻一乳及び乳製品

　・第13巻一分析及びサンプリング法
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全体的に見れぱ、上記規格集には一般原則、一般規格、定義、規範、個別食品の規格、

分析方法、勧告などが含まれている。各巻の内容リストは、次のように参照し易く整理

されている。

第1A巻一一般的要件

1．コーデックスの一般原則

2．コーデックスのための定義

3．国際食品貿易のための倫理規範

4．食品標記

5．食品添加物一食品添加物の一般規格を含む

6．食品汚染物質一食品中の汚染物質及び毒素に関する一般規格を含む

7．照射食品

8．食品輸出入検査及び認証システム

　既刊コーデックスは英、仏、スペイン語で出版されており、個々の基準は無料でインタ

ーネット上に提供するとともに、CD－ROMでも販売されている。

8　加盟国によるコーデックス規格の受諾

　食晶規格の調和は、消費者の健康保護と、公正な食品貿易を確保する上で必要である

　と一般に考えられている。そのため、「衛生及び植物検疫措置の適用に関する協定」（S

　P　S協定）及び「貿易の技術的な障害に関する協定」　（T　B　T協定）に関するウルグア

イ・ラウンド合意は、いずれも食品規格の国際的調和を促している。

　調和はすべての国が同じ規格を採用した時にのみ達成できる。コーデックスの一般原

則には、加盟国がコーデックス規格を「受諾」する方法が記述されている。受諾の形は、

規格が個別食品についてであるか、一般規格であるか、または農薬や動物用医薬品の残

留レベルに関するものであるかによってやや異なる。しかし、通常提案される受諾方式

　は、　「完全受諾」、　「条件付き受諾」、及び「自由な流通」に分けられる。受諾方式は

手続きマニュアルに明確に規定されているが、その方式が適切であるか否かについては、

一般原則部会により検討されることもある。

　コーデックスの活動のあらゆる分野に対する世界的関心の高まりによって、コーデッ

クスの哲学一すなわち調和、消費者保護、及び国際貿易の促進一が全地球的に受入れら

れていることは明らかであるが、実際は、法律の形式や行政組織の相異、政治形態の相
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異、そして、時として国民の態度や主権概念の影響などにより、コーデックス規格を受

諾しない国が多数存在する。

　しかし、コーデックス規格はWTOのS　P　S協定やTBT協定に規定する国際規格と

して、WTO加盟国は国内規格を策定する際は基本的にコーデックス規格への準拠が義

務付けられており、受諾の是非に関係なく、国際規格としての重要性が高まると予想さ

れる。

（注）　「THECODEXALIMENTARIUS」　（FAO！WHO発行）より引用
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Procedural Manual Introd uction 

I NTRODUCTION 

The Procedural Manual of the Codex Alimentarius Cornmission is 
intended to help Member governments participate effectively in the work o f the 

Joint FAorwHO Food StarLdards Programme . The Manual is particularly 
usefiil for national delegations attending C odex meetings and for international 

organizations attending as observers. It will also be useful for Member 

Governments which wish to participate in Codex work by correspondence. 

Section I sets out the Commission's basic Rules of Procedure and the 

other intemal procedures necessay to achieve the Comrnission's objectives. 

These include the procedures for the elaboration of Codex Standards and related 

texts , general principles and guidelines for the acceptance of C odex standards 

by govemments, and some basic definitions. 

Section 11 is devoted to guidelines for the efficient operation of Codex 

Committees. These Comulittees are organized and operated by Member 
Govemments designated by the Commission. It describes how standards are set 

out in a uniform mamer, describes a uniform reference system for Codex 
documents and working papers , and provides a number o f general princip les for 

formulating key sections of Codex standards and outlines the core functions of 

national Codex Contact Points. ' 
Section m lists the Comrnission's subsidiay bodies with their Terms of 

Reference. It also gives the Membership of the Commission (169 Member 
countries in July 2003) together with the addresses of Codex Contact Points. 

This Thirteenth Edition of the Procedural Manual was prepared by the 

Secretariat following the Twenty-sixth Session of the Codex Alimentarius 

CommissiorL, Rome, 2003 . Further infiormation concerning the Codex 
Ahrnentarius Commission and its Subsidiary Bodies can be obtained from the 

Secretary. Codex Alimentarius Commissioh, Joint FAorwHO Food Standards 

Programme, FAO, OOIOO Rome, Italy. 

1 
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序文

　コーデックス食品規格委員会［CodexAlimentadusCommission］の手続きマニュアルは、加盟国

政府がFAOソWHO合同食品規格計画の業務に効果的に参加できるようにするためのものである。

本書は、コーデックスの諸会議に出席する各国の代表団及びオブザーバーとして出席する国際組

織に特に有用である。さらに、通信文書によるコーデックスの作業への参加を希望している加盟

国政府にとっても有用である。

　第1節では、「委員会」の基本的な手続き規程［Rules　of：Procedure］、及び「委員会」の目的を遂行

するために必要なその他の内部手続きにっいて述べている。本節では、コーデックス食品規格

［CodexStandards］及び関連文書の作成手続き、各国政府によるコーデックス食品規格の受諾に関

する一般原則及びガイドライン並びにいくつかの基本定義にっいても解説している。

　第II節では、コーデックスの各部会を効率よく運営するためのガイドラインについて述べてい

る。これらの部会は、「委員会」が指名した加盟国政府によって組織運営されている。さらに、規

格を統一書式で作成する方法並びにコーデックス関係文書及び作業用文書の統一参照方法につ

いて解説し、コーデックス食品規格の主要部分を作成するための一般原則を提示し、さらに各国

のコーデックス・連絡所の主な機能についても概説している。

　第III節では、「委員会」の下部機関及びその委託事項を記載している。また、「委員会」の加盟国

（2003年7月現在169ヶ国）とともに、コーデックス連絡所の所在地も記載してある。

　この「手続きマニュアル第13版」［ProceduralManual，ThirteenthEdition］は、2003年ローマで開

かれた第26回コーデックス食品規格委員会後、事務局が作成したものである。コーデックス食品

規格委員会及びその下部機関に関する詳細については、下記に問い合わせていただきたい。すな

わち、

secret班y，codexAlimentadus　commission，Joint　FAo／wHo　Foodstandards　Programme，FAo，

00100Rome，ltaly．
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Section I Codex Alimentartus Commission 

SECTI ONI 

Statutes 

Rutes of Procedure 

Elaboration Procedures 

General Principles 

Definitions 

CONTENTS OF THIS SECTION 

The Statutes and Rules of Procedure of the Codex Alimentarius 
Comoaission were first established by FAO Conference and the World Health 

Assembly in 1961/62 when the Corniuission itselfwas established. The Statutes 

were revised in 1966. The Rules of Procedure have been amended on several 

occasions, the last time being in 2003. The Statutes fonn the legal basis of the 

Commission ' s work and provide its mandate or tenns of reference . The Rules 

o f Procedure describe the forrnal working procedures appropriate to an 

intergovernmental body. 

The Procedure for the Elaboration of Codex Standards describes the way 

by which Codex standards are prepared and the various Steps in the process 

which ensure comprehensive review o f drafi standards by governments and 

other interested parties. It was comprehensively revised in 1 993 to provide a 

uniform elaboration procedure for all Codex standards and related texts . The 

Procedure allows the use of a "fast-track" approach in cases where urgent action 

is needed. 

The General Principles of the Codex Alimentarius define the Scope and 

the purpose of Codex Standards and the way by which governments indicate 

their formal acceptance of the Standards. The Guidelines on Acceptance 
provide additional information to Member govemments on the procedures 

regarding acceptance. 

This Section concludes with Defmitions for the Purpose of the Codex 

Alimentarius which assist in the uniform interpretation of these texts. 

2 

- 32 -



第　1節

　
程

約
襯

規
続

　
手

コーデックス食品規格の作成手続き

コーデツクス食品規格の一般原則及び受諾

定義

　　　　　　　　　　　　　　　本節の内容

　コーデックス食品規格委員会の規約及び手続き規程は、「委員会」そのものが設立された

1961／62年に、FAO総会［ConjerenceofFAO］及び世界保健総会［WorldHealthAssemblylによって最

初に定められた。この規約［Statutes］は、1966年に改訂されている。手続き規程［RulesofProcedure］

は何回か修正されており、最新の修正は2003年に実施された。輝約は「委員会」ゐ業務の法的基

礎をなすものであり、権限及び委託事項が記されている。手続き規程は、政府間組織に適した正

式な業務手続きにっいて記述している。

　コーデックス食品規格に関する作成手続きは、コーデックス食品規格作成の基礎となる方法並

びに政府及びその他関係者による規格草案の包括的な検討が可能となる種々の過程Step］にづい

て記載している。本書は1993年に、すべてのコーデックス食品規格及び関連文書が統一された作

成手続きとなるよう、全面的に改訂された。この手続きにより、緊急に対処する必要が生じた場

合、「迅速な」アプローチをとることが可能となっている。

　コーデックス食品規格の一般原則は、コーデックス食品規格の範囲及び目的並びに各国政府が

本規格の公式受諾を示す方法にういて定めている。受諾ガイドライン［Guideline　on　Acceptance］

では、受諾に関する手続きにっいての詳細な情報を加盟国政府に提供する。

　本節の最後には、コーデックス食品規格のための定義が記載されている。これは、条文の内容

について一定の解釈をするための助けとなるものぞある。
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Procedural Manual Sta tutes 

STATUTES OF THE CODEX ALIMENTARIUS COMMISSION 

ARTICLE 1 

The Codex Alimentarius Commission shall, subject to Article 5 below, be 

responsible for making proposals to, and shall be consulted by, the Directors-

General of the Food and Agriculture Organization (FAO) and the World Health 

Organization. (WHO) on all matters pertaining to the hnplementation of the 

Joint FAorwHO Food Standards Programme, the purpose of which is: 

(a) protecting the health of the consumers and ensuring fair practices in 

the food trade; 

(b) promoting coordination o f all food standards work undertaken by 

international governmental and non governmental organizations ; 

(c) determining priorities and initiating and guiding the preparation of 

drafi standards through and with the aid of appropriate 
organizations ; 

(d) finalizipg standards elaborated under (c) above an~L after acceptance 

by goverrunents, publishing them in a Codex Alirnentarius either as 

regional or world wide standards , to gether with interflational 

standards already finalized by other bodies under (b) above, 
wherever this is practicable; 

(e) amending published standards, after appropriate survey in the light 

of develo pments. 

ARTICLE 2 

Membership of the Comnrission is open to all Member Nations and Associate 

Members of FAO and WHO which are interested in international food 
starLdards. Membershr'p shall comprise such of these nations as have notified 

the Director-General of FAO or of WHO of their desire to be considered as 

Members. 

AR TICLE 3 

Any Member Nation or Associate Member of FAO or WHO which is not a 
Member of the Commission but has a special interest in the work of the 

Conmission, may, upon request communioated to the Director-General of FAO 

or WHO, as appropriate, attend sessions of the Corrunission and of its 

subsidiary bodies and ad hoc meetings as observers. 

3 
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コーデックス食品規格委員会規約

第1条

　コーデックス食品規格委員会は、下記第5条の規定に従い、FAO／WHO合同食品規格計画〔loint

FAOIWH：OFoodStandards　Programme］の実施に関するすべての事項において、国連食糧農業機関

【Fooda面Ag貢cultureOrganization1（FAO）及び世界保健機関［Wor！dRealt血Organiz甜on1（WHO）の

事務局長に対して提案を行い、その諮問に応じる責任を有する。その目的は以下の通りである。

（a）消費者の健康を保護し、食品貿易における公正な慣行を保証する；

（b）国際的な政府組織及び非政府組織が行うすべての食品規格業務の調整を促進する；

（c）適切な組織の援助により、規格草案の優先順位を決定し、作成の着手及び指導を行う；

（d）上記（c）に基づき作成された規格を最終決定し、各国政府が受諾後、コーデックス食品規格委

員会で公表する。この際、実行可能であればどこでも、上記（b）に基づき他の機関がすでに最終

決定した国際規格とともに、地域的なまたは世界規模の食品規格のいずれかとして公表する。

（e）その後の進展に基づき適切な調査を実施した後、公表済みの規格を修正する。

第2条

、「委員会」への加盟資格は、国際食品規格に関心のあるFAO及びWHOのすべての加盟国並びに

準加盟国に認められている、「委員会」は、FAOまたはWHOの事務局長宛に加盟国とみなされる

ヒとを希望する旨、通知した各国で構成されるものとする。

第3条

　「委員会」の加盟国ではないが、r委員会」の活動に特別な関心をもつFAOまたはWHOの加盟国

または準加盟国は、FAOまたはWHOのいずれかに該当する事務局長宛に要請を通告することに

より、「委員会」及びその下部機関の会議及び特別委員会にオブザーバーとして出席することがで

きる。
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Section I Codex Alimentarius Commission 

ARTICLE 4 

Nations which, while not Member Nations or Associate Members of FAO or 
WHO , are members of the United Nations, may be invited on their request to 

attend meetings of the Commission as observers in accordance with the 
provisions of FAO and WHO relathg to the grant of observer status to nations. 

ARTICLE 5 

The Cornrnission shall report and make recommendations to the Couference of 

FAO and the appropriate body o f wao through the ir respective D irectors-

General. Copies of reports , including any conclusions and recommendations , 

will be Girculated to interested Member Nations and international organizations 

for their information as soon as they become available. 

ARTICLE 6 

The Commission shall establish an Executive Committee whose composition 
should ensure an adequate representation of the various geographical areas of 

the world to which the h4embers of the Commission belong. Between sessions, 

the Executive Committee shall'act as the Executive organ of the Commission. 

ARTICLE 7 

The Commission may establish such other subsidiary bodies as it deems 
necessary for the accomplishment of its task, subject to the availability of the 

necessary funds. 

ARTICLE 8 

The Comoris s ion may adopt and amend its own Rules of Procedure which shall 

come into force upon approval by the Directors-General of FAO and waO, 
subject to such confirmation as may be prescribed by the procedures of these 

Orgaaizations . 

ARTICLE 9 

The operating expenses of the Commission and of its subsidiary bodies, other 

than those for which a Member has accepted the Chair, shall be bome by the 

budget o f the Jo int FAOIWHO Food Standards Programme which shall be 
a(hninistered by FAO on bchalf of the two Organizations in accordance with the 

financial regulations of FAO. The Directors-General of FAO and waO shall 
jointly determine the respective portion of the costs of the Prograrmne to be 

bome by each Organization and prepare the corre sponding annual expenditure 

estimates for inclusion in the Regular Budgets of the two Organizations for 

approval by the appropriate goverDing bodies. 
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第4条

　FAOまたはWHOの加盟国または準力口盟国ではないが国連に加盟している国は、要請により「委

員会」の会議にオブザーバーとして、各国のオブザーバー資格認可に関連するFAO及びWHOの規

定に基づき出席することができる。

第5条

　「委員会」は、FAO総会及びWHOの適切な機関に対し、それぞれの事務局長を通じ、報告及び

勧告を行われなければならない。すべての決定事項及び勧告を含む報告書の写しは、入手可能と

なったときは直ちに、これらの情報に関心のある加盟国及び国際組織に配布される。

第6条

　「委員会」は、「委員会」加盟国が所属する世界の多様な地理学的地域の適切な代表を確保できる

ような構成の執行委員会を設立しなければならない。この執行委員会は、次回定例会議開催まで

の問、「委員会」の執行機関［ExecutiveOrgan］としての役割を果たさなければならない。

第7条

　「委員会」は、必要な財源が入手可能であることを条件として、職務の遂行に必要であると思わ

れるその他の下部機関を設置することができる。

第8条

　「委員会」は、自らの手続き規程を採択し、修正することができるが、この規程は、FAO及び

WHOの手続きにより定め得ることを条件として、両事務局長が承認した時点で効力を発するも

のとする。

第9条

　「委員会」及び1加盟国が議長職を受諾した機関以外の下部機関の運営費は、FAO／WHO合同食

品規格計画の予算でまかなわれなければならない。この予算は、FAOの財務規定に従い、2っの

組織に代わって、FAOにより管理しなければならない。FAO及びWHOの事務局長は、各組織が

負担するこの計画の経費のそれぞれの配分を共同で決定し、これに対応して両組織の定例予算に

算入するため、年間の支出見積を作成し、該当する運営機関で承認を得なければならない。
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Procedural Manual Statutes 

ARTICLE 10 

All expenses (including those relating to meetings, documents and 
interpretation) involved in preparatory work on drafi standards undertaken by 

Members o f the Commis sion, either independently or upon reconnnendation of 

the Commis sion, shall be defiayed by the government conc emed . Within the 

approved budgetary estirnates , the Conirnission may, however, recommend that 

a specified part of the costs of the preparatory work undertaken by the 

government on behalf of the . Commission be recogDized as operating expenses 

ofthe Commission. 

5 
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第10条

　「委員会」の加盟国溺行う規格草案の準備作業に関連するすべての経費（会議、文書作成、及び

通訳に関する経費を含む）は、「委員会」の勧告の有無に関わらず、関係国政府によって支払われ

なければならない。「委員会」は、承認済みの予算見積額の範囲内であれば、「委員会」に代わって

当該政府が行う準備作業にかかる経費の特定部分は、「委員会」の運営費とみなすよう勧告するこ

とができる。
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Rules of procedure Codex Aiimentarius Commission 

RULES OF PROCEDURE OF THE 
CODEX ALIMENTARIUS COMMISSION 

RULEI MEMBERSHIP 

l . Membership of the Joint FAorwHO Codex Atimentarius Cornmlsslon 
hereinafier referred to as "the Commis sion", is open to all Member Nations an~ 

Associate Members of FAO and/or WHO. 

2. Membership shall comprise such eligible nations as have notifiled the 

Director-General of FAO or of WHO of their desire to be considered Members 

ofthe Cotnmission. 

3 . Membership shall also comprise regional economic integration 
organizations members of either FAO or WHO that notify the Director-General . 

of FAO or WHO oftheir desire to be considered Members of the Commission 

4. Each Member of the Commission shall communicate to the Director-
General of FAO or of WHO che names of its representative and where possible 

other members of its delegation before the opening of each session of the 

Commission. 

RULE 11 - MEMBER ORGANIZA TIONS 

1 . A Member Organization shall exercise membershi'p rights on an 
altemative basis with its Member States that are Members of the Commission in 

the areas of their respective competence. 

2. A Member Organization shall have the right to participate in matters 

withiri its competence in any meetings of the Commission or its subsidiary 

bodies in which any of its Member States is entitled to participate. This is 

without prejudice to the possibility for the Member States to develop or support 

the position of the Member Organization in areas withirL its competence. 

3 . A Member Organization may exercise on matters within its competence, in 

any meetings of the Commission or any subsidiary body of the Commission in 

which it is entitled to participate in accordance with paragnph 2, a number of 

votes equal to the number of its Member States which are entitled to vote in 

such meetings and present at the tirne the vote is taken. Whenever a Member 

Organization exercises its rigirt to vote, its Member States shall not exercise 

theirs, and conversely. 

4. A Member Organization shall not be eligible for election or designation, 

nor to hold office in the Commission or any subsidiary body. A Member 

6 
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コーデックス食品規格委員会手続き規程

第1規定一如盟資格

1．FAqWHO合同コーデックス食品規格委員会（以下「委員会」という）の加盟資格は、FAO及び

WHO（またはそのいずれか）のすべての加盟国及び準加盟国に認められている。

2．「委員会」は、加盟国とみなされることを希望する旨、FAOまたはWHOの事務局長宛に通知し

た適格国で構成されるものとする。

3．「委員会」はまた、加盟国とみなされることを希望するFAOまたはWHOの加盟組織である地域

経済統合組織が、その旨、FAOまたはWI｛0の事務局長宛に通知することにより、構成されるも

のとする。

4．「委員会」の各加盟国は、「委員会」の各定例会議開催目までに、その代表者氏名及び可能なと

きは代表団となる他の構成員名をFAOまたはWHOの事務局長宛に通知しなければならない。

第E規定一加盟組織

L　加盟組織は・各々権限を有する分野の委員会のメンバーであ為その加盟国と．ともに・当該加

　盟組織または当該加盟国のいずれかが加盟資格の権利を行使する方法で権利を行使するも

　　のとする。

2．加盟組織は、その権限の有する事項にっいて、加盟国に参加資格がある全ての委員会及びそ

　　の下部機関の諸会議に参加することができる。これは加盟組織が権限内の分野においてその

　　立場を発展支援さすることを加盟国が偏見なしにできるだけ助長するものである。

3．加盟組織は、前記第2項記載の通り、参加資格がある委員会及び委員会の下部機関の全ての

　　諸会議においてその権限を行使することができ、当該諸会議に参加資格があり、かつ投票時．

　　に出席している加盟国と同等の投票権が与えられる。加盟組織が投票権を行使する場合はそ

　　の加盟組織は投票権を行使することができず、逆もまたしかりである。

生　加盟組織は、委員会及び委員会の下部機関の選挙｝指名、及び議長資格の対象とはならない。

　加盟組織は、委員会及び委員会の下部機関のいかなる選挙においても投票に参加しないもの

　　とする。
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Organization shall not participate in voting for any elective places in the 

Comnrission and its subsidiary bodies. 

5. Before any meeting of the Commission or a subsidiary body of the 
Cornmission in which a Member Organization is entitled to participate, the 

Member Organization or its Member States shall indicate in writing which, as 

between the Member Orgaxiization and its Member States, has competence in 

respect of any specific question to be cbnsidered in the meeting and which, as 

between the Member Organization and its Member States, shall exercise the 

right to vote in respect of each particular agenda item. Nothing in this paragraph 

shall prevent a Member Organization or its Member States fiom making a 

single declaration in the Commission and each subsidiary body in which a 

Member Orgailiza:tion is entitled to participate for the purposes of this 

paragraph, which declaration shall remain in force for questions and agenda 

items to be considered at all subsequent meetings, subject to such exceptions or 

modifications as may be indicated before any indiviidual meeting. 

6 . Any Member o f the Commis sion may request a Member Organization or 

its Member States to provide nformation as to which~ as between the Member 

Organization and its Member States, has competence in respect of any specific 

question. The Member Organization or the Member States concemed shall 
provide this irLformation on such request. 

7. In cases where an agenda item covers both matters in respect o. f which 

competence has been transferred to the Member Organization and matters 

which lie within the competcnce of its Member States, both the Member 
Organization and its Member States may participate in the discussions. In such 
cases the meeting, in arriving at its decisions,1 shall take into account only the 

intervention of the party which has the right to vote.2 

8. For the purpose of determining a quorum, as specified in paragraph 6 of 

Rule rv, the delegation of a Member Organization shall be counted for a 

number equal to the number of its Member States which are entitled to 

1 The word 'decisions' should be understood to mean both voting and 

situations where a decision is taken by consensus. 

2 The above is without prejudice to the question of whether or not the 

views of the party not having the right to vote shall be reflected in the report of 

the meeting. Where the views of the party not having the right to vote are 

reflected in the report, the fact that they are the views of the party not having the 

right to vote shall also be reflected in the report. 
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5．加盟組織が参加資格を有する委員会及びその下部機関の諸会議に先立ち、加盟組織又はその

　’加盟国は両当事者間の協講により、会議で検討されるべき特定の議題項目の提案者及び各特

　　定事項の投票権の行使者がいずれになるかを文書により明示するものとする。本項の定めに

　　よらず、本項の目的に従い加盟組織が参加資格を有する委員会及びその下部機関において、

　加盟組織又は加盟国は単一の申し立てをすることができ、その申し立てはその申し立て以降

　　のすべての諸会議で質疑の対象及び検討事項とし効力を有するるこのためには単一の申し立

　　て事項のに関する例外や修正事項について、各会議の前にその旨明示されなければいけない。

6．委員会の全てのメンバーは、加盟組織又は加盟国に対し、いかなる特定の質疑事項について

　　もそのいずれが権限を持っか情報を提供するよう要求することができる。当該加盟組織及び

　加盟国は、当該要求に応じて除法を提供するものとする。

ス　議題が加盟機関に権限が移譲された事項と加盟国に権限が移譲された事項の両方を含む場

　合は、加盟組織及び加盟国はともに議論に参加することができる。当該ケースにおいて決定・

　事項を採択するときは、投票権を有する当事者の調停を考慮するものとする。

8．規則I　V第6項記載の通り、定足数決定の際には、加盟組織の代表団は関連議題について投

　　票権がある範囲において、参加資格のある諸会議に出席し、加盟国と同等と数えられるもの

　　とする。

　　　　　　’

一43一



Rules of procedure Codex Alimentartus Commission 

participate in the meeting and are present at the time the quorum is sought, to 

the extent that it is entitled to vote under the relevant agenda item. 

RULE 111 OFHCERS 

l . The Commission shall elect a Chaiperson and three Vice-Chaipersons 
from among the representatives, alternates and advisers (hereinaf;er referred to 

as "delegates") of the Members of the Cbmmission; it being understood that no 

delegate shall be eligible without the concurrence of the head of his delegation. 

They shall be elected at each session and shall hold office from the end of the 

session at which they were elected until the end of the following regular 

session The Chaiperson and Vice-Chaipersons may remain in office only 
with the continuing endorsement of the respective Member o f the Comnriss ion 

of which they were a delegate at the tirne of election. The Directors-General of 

FAO and WHO shall declare a position vacant when advised by the Member of 

the Commission that such endorsement has ceased. The Chairperson and Vice-

Chairpersons shall be eligible for re-election but afi;er having served two 

consecutive terrns shall be ineligible to hold such office for the next succeeding 

term. 

2. The Chaiperson, or in his absence a Vice-Chaiperson, shall preside at 

meetings of the Cornmission and exercise such other function as may be 
required to facilitate the work of the Commission. A Vice-Chaiperson acting 

as Chaiperson shall have the same powers and duties as the Chaiperson. 

3 . When neither the Chaiperson nor the Vice-Chaiperson are able to serve 

and, on the request of the outgoing Chamj)erson, durirLg elections for the 

Chaiperson, the Directors-General o f FAO and WHO shall appoint a staff 

member to act as Chaitperson, until either a temporary Chaiperson or a new 
Chaiperson has been elected. Any temporary Chaiperson so elected shall hold 

offlce until the Chairperson or one of the Vice-Chaipersons is able to serve 

again. 

4. (a) The Commission may appoint a Coordinator from among the Members 
of the Commission for any of the geognphic locations enumerated in Rule rv.1 

(bereinafter referred to as "regions") or for any group of countries specifically 

t d by the Commission (bereinaiter referred to as ' groups of 
enumera e 
countries'), whenever it may fin~L on the basis of a proposal of a majority of the 

Members of the Commission which constitute the region or group, that work for 

the Codex Alimentari'us in the countries concerned so requires. 

(b) Appointment of Coordinators shall be made exclusively on the 
hich constitute the proposal of a majority of the Members of the Commission w 

region or group of countries concerned. Coordinators shall hold offilce from the 

end of the session of the Cornmission at which they were appointed until not 
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第：皿規定一役員

1．「委員会」は、「委員会」加盟国の代表者、代表者代理、及びアドバイザー（以下「代表」という〉

の中から、議長1名及び副議長3名を選出するものとする。代表は、所属する代表団の長の同意が

なければ、その適格性を失うものと判断される。議長及び副議長は、会期ごとに選出され、選出

された会期終了後から次の会期終了までの問、在任する。議長及び副議長は、選出時に代表であ

った「委員会」加盟国代表が継続を承認した場合のみ継続できる。その継続が切れたと「委員会」

加盟国により報じられた場合、FAO及びWH（）の事務局長は空いた役職を公表する。議長及び副

議長は再選される資格を有するが、連続2期つとめた後は、次期の期間中在任する資格を失う。

2．議長、または議長欠席の場合は副議長1名は、「委員会」の会議において司会をつとめ、「委員

会」の業務の促進に必要と思われるその他の職務を果たさなければならなヤ・。議畢代行となる副

議長は、議長と同等の職権及び責務を有する。

3．議長及び副議長のどちらも任務遂行が不可能な場合並びに辞職する議長の要請による議長選

出期問中は、臨時議長または新議長が選出されるまでの間、FAO及びWHOの事務局長が、議長・

としての職務を行う職員を1名指名するものとする。選出された臨時議長は、議長または副議長1

名が再び業務を行えるようになるまでの間、在任する。

4．（a）r委員会」は、第IV．1規定に列挙されているすタての地理学的区域（以下「地域」という〉また

は「委員会」が特別に列挙した国家のグループ（以下「国家グルドプ」という〉に対して「委具会」加

盟国の代表の中から、調整委員を1名指名する。これは、地域またはグループを構成するr委員会」

加盟国の過半数ゐ提案に基づき、関係各国におけるコーデックス食品規格委員会の業務がそれを

必要とすると判断される場合に行う。

　（b）調整委員の指名は、関係各国の地域またはグループを構成する「委員会」加盟国の過半数

が提案した場合のみ行われるものとする。調整委員は、選出された「委員会」の会期終了後から、

最長で連続する3回目の会期終了までの間、在任する。正確な期限は、その都度「委員会」により

定まる。連続2期っとめ之後は、その調整委員は次期期間中在任する資格の適格性を失う。
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later than the end of the thrd succeeding regular session, the precise term being 

, determined by the Commission in each instance. Aiter having served two 
consecutive terms, the Coordiriators shall be ineligible to hold such office for 

the next succeeding term. 

(c) The functions ofthe Coordinators shall be: 

(i) to assist and coordinate the work of the Codex Comolittees set up 

under Rule X. I (b)(i) in their region or group of countries in the 

preparation of drafi standards, guidelines and other 
recommendations for submission to the Commission; 

(li) to assist the Executive Committee and the Commission, as 

required, by advising them of the views of countries and 

recognized regional intergoverDmental and non-government 
organizations in their respective regions on matters under 

discussion or of interest. 

(d) In order to carry out their functions, CoorditLators shall participate in 

the Executive C ommittee as Observers . 

5 . The Commission may a~point one or more rapporteurs from among tbe 

delegates of the Members of the Commission. 

6. The Directors-General of FAO and WHO shall be requested to appoint 
from the staffs of their organizations a Secretary of the Commission ~nd such 

other officials, likewise responsible to them, as may be necessary to assist the 

officers and the Secretary in performing all duties that the work of the 

Cornmission may reqlJire. 

RULE IV EXECUTIVE COMMITTEE 

1 . The Executive Comalittee shall consist of the Chairperson and Vice-

Chaipersons of the Commission together with seven further members, elected 

by the Commission at regular sessions from among the Members of the 
Commission, one each coming from the following geognphic locations: 
Africa, Asia, Europe, Latin ~nerica and the Caribbean, Near East, North 

America, S outh-West Pacific ; it being understo od that not more than one 

delegate from any one country shall be a member of the Executive Cominittee. 

Members elected on a geographic basis shall hold office from the end of the 

session of the Commission at which they were elected until the end of the 

second succeeding regular session and shall be eligible for re election, but after 

having served two consecutive terms shall be ineligible to hold such ofiice for 

the next succeeding term. 
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（c）調整委員の機能は、以下の通りである。

　　　（i）その地域及び国家ぞループにおいて、「委員会」に畢出する規幣草案の作成に関して、

第Dくユ（b）（i）規定に基づいて設置されるコーデックス各部会の作業を補助し、調整すること。

　　　（ii）要求に応じ、審議中または興味のある問題に関し、．国家及び認められた地域相互国

家及び非政府組織の意見を勧告することにより、執行委員会及び「委員会」を補助すること。

　（d）第Dも1（b〉（ii）規定に基づき、地域調整委員会が設置された場合、関係地域の調整委員が、そ

の調整委員会の議長をつとめる。

　（e）調整委員が事務所の機能を果たせない場合、調整委員が任命時に代表だった「委員会」

加盟国は「委員会」事務局．にその旨を伝えなくて1まならず、調整委員がそのような機能を回復で

きるようになるまで、または「委員会」の次の会期までに仮の調整委員を任命しなくてはならな

い。

5。「委員会1は、「委員会」加盟国の代表の中から、1名以上の報告書作成者を指名する。

6．FAQ及びWHOの事務局長は、要請によりその機関の職員の中から「委員会」の書記1名を任命

し、また「委員会」の役員及び事務官が「委員会」の業務に必要とされる全ての職務を遂行する際に、

これを補佐するのに必要とされ、同様の責任を負うその他の役員を任命するものとする。

第IV規定一執行委員会

1．執行委員会は、「委員会」の議長、、副議長に加え、定例会議において「委員会」加盟国であり、

次の地理学的堆域によりそれぞれ1名選出された7名の委員で構成されなければならない。すなわ

ち、アフリカ、アジア、ヨーロッパ、ラテンアメリカ及びカリブ海諸国、近東、北アメリカ、太

平洋南西部である。1ヶ国から複数名の代表が執行委員会の委員に選出されてはならない。地理

的な規準で選出された委員は、選出された「委員会」の定例会期終了後から連続2回の定例会期終

了までの間、在任し、再選出の資格を有するが、2期連続してつとめた後は、次期期間中在任す

る資格を失う。
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2. The Executive Committee shall, between sessions of the Commission, act 

on behalf of the Comrnission as its executive organ. In particular the Executive 

Committee may make proposals to the Colnmission regarding the general 
orientation and progtamme of work of the Commission~ study special problems 

and help implement the prognmme as approved by the Commission. The 
Executi've Committee may also exercise, when it shall deem it to be essential 

and subject to oonflrrnation by the next session of the Commission, the 

Commission's powers under Rule X. I (b)(i), Rule X.5 irLSofar as it refers to 

bodies established under Rule X. 1(b)(i), and Rule X. 10, insofar as it refers to 

the designation of the Members who shall be responsible for appointing 
Chaipersons to subsidiary bodies established under Rule X. I (b)(i). 

3 . The Chaiperson and Vice-Chairpersons of the Comoaission shall be 

respectively the Chaiperson and Vice-Chaipersons of the Executive 

Committee. 

4. Sessions of the Executive Committee may be convened as ofien as 
necessary by the Directors-General of FAO and waO, in consultation with the 

Chaiperson. The Executive Committee shall norrnally meet immediately prior 

to each session of the Commission. 

5. The Executive Committee shall report to the ComrDission. 

RULE V SESSIONS 

1 . The Comnrission shall in principle hold one regular session each year at 

the Headquarters of either FAO or WHO. Additional sessions shall be held as 

considered necessary by the Directors-General of FAO and WHO afier 
consultation with the Chaiperson of the Executive Cornmittee . 

2. Sessions of the Comtnission shall be convened and the place of the 
meeting shall be deterfnined by the D irectors -General of FAO and WHO afier 

consultation where appropriate, with the authorities of the host country. 

3 . Notice of the date and place of each session of the Commission shall be 

cornmunicated to all Members of the Connnission at least two months before 

the session. 

4. Each Member of the Commission shall have one representative, who may 

be accompanied by one or more altemates and advisers. 

5. Meetings of the Commission shall be held in public, unless the 

Connnission decides otherwise. 

6. The majority pf the Members of the Commission shall constitute a quorunl 

for the purposes of making recommendations for amendments to the Statutes of 

the Commission and of adopting amendinents of, or additions to, the present 
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2．執行委員会は、「委員会」の会期と会期の間の期間中、執行機関として「委員会」め代理をつと

める。特に、執行委員会は、「委員会」の通常業務の方針及び計画に関する提案を「委員会」に提出

し、特別な問題について検討し、「委員会」が承認した計画の実施を促進することができる。さら

に、執行委員会ほ、次回の会期での確認が重要かつ必要であると思われる場合、第Ix．1（b）（i〉規定、

第lx．1（b）（i）規定に基づき設置された下部機関に関する限りは第lx．5規定、さらに第lx．1（b）（i）規定

に基づき設置された下部機関の議長指名の責を負う加盟国の指名に関する限りは第IX．10規定に

基づき、「委員会」の職権を行使できる。

3．「委員会」の議長及び副議長は、それぞれ執行委員会の議長及び副議長が当たる。

4．執行委員会の会議は、FAO及びWHOの事務局長が議長と協議の上、必要に応じ、招集できる。

執行委員会は通常、r委員会」の各会期の直前に開催される。

5．執行委員会は、r委員会」へ報告を行わなければならない。

第V規定一会議

1．「委員会」は、原則として、FAOまたはWHOいずれかの本部において、毎年1回定例会議を開

催する。臨時の会議は、FAQ及びWHOの事務局長が執行委員会議長と協議の上・，必要と判断さ

れたとき開催される。

2．「委員会」の会議招集及び会議開催地は、必要に応じて主催国の当局と協議の上、FAO並びに

WH：Oの事務局長が決定する。

3．ギ委員会」の各会議に関する目程及び開催地は、少なくとも開催目より2ヶ月前までに、「委員

会」のすべての加盟国に通知される。

4．「委員会」の各加盟国は、代表者を1名派遣するが、1名以上の代表者代理及びアドバイザーを

随行させることができる。

5．「委員会」の会議は、「委員会」が他の決定を下さない限り、公開で行われる。

6．r委員会」規約の修正を勧告し、第xHL1規定に従い現行の規程の修正または追加の勧告を採

択するための定足数は、「委員会」加盟国の過半数でなければならない。その他の目的に関しては、

その過半数が「委員会」加盟国の過半数の20パーセン』ト以上または25ヶ国以上であることを条件

に、会議に出席している「委員会」加盟国の過半数が定足数に当たるものとする。さらに、所定の

地域または国家グループに対して提案された規格の修正または採択を行う場合、「委員会」の定足

数には、関係する地域または国家グループに属する加盟国の3分の1が含まれていなければならな
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Rules in accordance with Rule XIV.1. For all other purposes the majority of the 

Members of the Commission attending the session shall constitute a quorum, 

provided that such a majority shall be not less than 20 percent of the total 

memberslu'p of the Commission, nor less than 25 Members. In addition, in the 

case of amendment or adoption of a proposed standard for a given region or 

group of countiies, the quorum of the Commission shall include one third of the 

Members belonging to the region or group of countries concemed. 

RVZE VI A GENDA 

1 . The Directors-General of FAO and WHO, after consultation with the 
Chairperson of the Commission or with the Executive Committee, shall prepare 

a Provisional Agenda for each session of the Comnrission. 

2. The frrst item on the Provisional Agenda shall be the adoption of the 

Agenda. 

3 . Any Member of the Commission may request the Directors-General of 
FAO or WHO to include specifiG items in the Provisional Agenda. 

4 . The Provisional Agenda. shall be circulated by the Directors-General o f 

FAO or WHO to all Members of the Commission at least two months before the 

opening ofthe session. 

5. Any Member of the Commission, and the Directors-General of FAO and 
WHO, may, afi;er the dispatch of the Provisional Agenda, propose the inclusion 

of specific items in the Agenda with respect to matters of an urgent nature. 

These items shall be placed on a supplementary list, which, if time permits 

before the opening of the session, shall be dispatched by the Directors-General 

of FAO and WHO to all Members of the Commission, failing which the 
supplementary list shall be communicated to the Chaiperson for submission to 

the Comrnis sion. 

6. No items included in the Agenda by the goverDing bodies or the Directors-

General of FAO and waO shall be deleted therefrom. Afier the Agenda has 
been adopted, the Commission may, by a two-thirds majority of the votes cast, 

amend the Agenda by the deletion, addition or modification o f any other item. 

7. Documents ;o be submitted to the Commission at any session shall be 

furnished by the Directors-General of FAO and waO to all Members of the 
Commission, to the other eligible Nations attending the session as observers and 

to the non-member nations and intemational organizations invited as observers 

thereto, in principle at least two months prior to the session at which they are to 

be discussed. 
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い◎

第W規定一議題

1。FAO及びWHOの事務局長は、「委員会」の議長または執行委員会と協議の上、「委員会jの各会

議に関する仮議題［Provisiona1Agenda］を作成する。

2。この仮議題の最初の項目は、議題の採択でなければならない。

3。「委員会」のすべての加盟国は、FAOまたはWHOの事務局長に対し、この仮議題に特定の議

題を設けることを要請することができる。

4。　FAOまたはWI｛Oの事務局長は、この仮議題を会議開催の少なくとも2ヶ月前までに「委員

会」のすべての加盟国に配布しなければならない。

5．「委員会」のすべての加盟国並びにFAOまたはWHOの事務局長は、仮議題発送後、その内容か

ら急を要する事項に関しては、議題の特定の項目に含めるとの提案を行うことができる。これら

の項目は補足リストに記載され、会議開催までに時間的余裕がある場合は、FAO及びWHOの事

務局長から「委員会」のすべての加盟国宛に送付されるも実施できない場合、この楠足リストは「委

員会」へ提出するため、議長に伝達される。

3．、管轄する機関またはFAO及びWHOの事務局長は、議題に含めたいかなる項目も議題から削

除してはならない。それ以外の項目にっいては、「委員会」は、この議題が採択された後、投票総

数の3分の2をもって、その項目の削除、追加、または他の項目の変更によりこの議題の修正を行

うことができる。

7．すべての会議において「委員会」に提出される文書は、原則としてその文書についての審議が

行われる会議の少なくとも2ヶ月前までに、FAO及びWH：0の事務局長が「委員会」のすべての加盟

国、オブザーバーとして会議に出席するその他の有資格国、並びにオブザーバーとして招かれる

非加盟国及び国際組織に配布しなければならない。
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RULE VII VOTZVIGAND PROCEDUna;S 

1 . Subject to the provisions of paragraph 3 of this rule, each Member of the 

Cornmission shall have one vote. An altemate or advilser shall not have the right 

to vote except where sub stituting for the representative. 

2. Except as otherwise provided in these rules, decisions of the Commission 

shall be taken by a majority of the votes east. 

3. At the request of a majority of the Members of the Cominission 
constituting a given region or a group of countries that a standard be elaborated, 

the standard conc erned shall be elaborated as a standard pritnarily intended for 

that region or group of countries. When a vote is taken on the elaboration, 

amendment or adoption of a drafl; standard priD~:arily intended for a region or 

group of countries, only Members belonging to that region or group of countries 

may take part in the voting. The adoption of the standard may, however, take 

place only after submission of the drafi text to all Members of the Conmission 

for comments. The provisions of this paragraph shall not prejudice the 
elaboration or adoption o f a corresponding standard with a different tenitorial 

sco pe. 

4. Subject to the provisions of paragraph 5 of this Rule and paragraph 2 of 

Rule X, any Member of the Commission may request a roll-call vote, in which 

case the vote of each Member shall be recorded. 

5. Elections shall be decided by secret ballot, except that, where the nuniber 

of candidates does not exceed the number of vacancies, the Chairperson may 

submit to the Commission that the election be decided by clear general consent. 

Any other matter shall be decided by secret ballot if the Commission so 

determines. 

6 . Formal proposals relating to items of the Agenca and amendments thereto 

shall be introduced in writing and handed to the Chaiperson, who shall 

circulate them to representatives of Members of the Commission. 

7. The provisions of Rule XII ' of the General Rules of FAO shall apply 
mutatis mutandis to all matters which are not specifically de alt with under Rule 

VI of the present Rules. 

RULE VIII OBSER VERS 

1 . Any Member Nation and any Associate Member of FAO or WHO which 
is not a Member of the Commission but has a special interest in the work of the 

Commission, may, upon request communicated to the Director-General of FAO 

or waO, attend sessions of the Commission and of its subsidiary bodies as an 
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第W規定一投票及び手続き

1．本規定の第3項の条項に従い、「委員会」では各加盟国当たり1票の投票権を有するものとする。

代表者代理またはアドバイザーは、代表者の代わりである場合を除き、投票権をもたない。

2．これらの規定中で別の規定があるときを除き、「委員会」の決定は、投票総数の過半数をもっ

て採択される。

3．．所定の地域または国家グループを構成している「委員会」加盟国の過半数から、ある規格を作

成するよう要請があれば、その関係規格を主にその地域または国家グループを対象とする規格と

して作成する。主にある地域または国家グループを対象とする規格草案の作成、修正、または採

択に関する投票を行う場合は、その地域または国家グループに属する加盟国のみが投票に参加す

ることができる。しかし、その規格の採択にっいては、必ず草案の原文を「委員会」のすべての加

盟国に提出しコメントを受けた後に実行するものとする。本項の条項は、適用管轄地域の異なる

同等の規格の作成または採択を妨げない。

4．本規定第5項の条項に従い、「委員会」のすべての加盟国は点呼投票［ro11－ca11］（訳注：国名を順

次読み上げ、議場で賛否を口頭で表明する投票方法）を要求することができ、この場合、各加盟

国の投票は記録される。

5．選挙は無記名投票で決定されるが、候補者数が欠員数を上回らない場合は、議長は選挙が明

らかに異議のないものとして、選任が決定されるべきである、と議長が「委員会」に意見を表明で

きる。その他の問題については、r委員会」の判断により、無記名投票で決めなければならない。

6．議題の項目及びその修正に関する正式な提案は、文書として提出され、議長に手渡されなけ

ればならず、議長はこれを「委員会」加盟国の代表者に配布しなければならない。

7．現行規程の第W規定に基づき特に定められていないすべての問題については、必要な変更を

加えてFAOの一般規程の第紐規定の条項が適用されるものとする。

第皿規定一オブザーバー

1．「委員会」の加盟国ではないが「委員会」の活動に特に関心のある：FAOまたはWHOのすべての

加盟国及び準加盟国は、FAOまたはWHOの事務局長宛に要請を通達した後、「委員会」及びその

下部機関の会議にオブザーバーとして出席できる。当該国は、投票権を持たないが、覚書を提出

し、討議に参加できる。
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ob server. It may submit memoranda and participate without vote in the 

discussion. 

2. Nations which, while not Member Nations or Associate Members of FAO 

or WHO, are Members of the United Nations, may, upon their request and 
subject to the provisions relating to the gnnting of observer status to nations 

adopted by the Conference of FAO and the World Health Assembly, be invited 

to attend in an observer capaoity sessions of the Cominission and of its 

subsidiary bodies. The , status of nations invited to such sessions shall be 

governed by the relevant provisions adopted by the Conference of FAO. 

3 . Any Member of the Commission may attend as an observer the sessions of 

the subsidiay bodies and may submit memoranda and participate without vote 

in the discussions. 

4. Subject to the provisions of Rule VIII.5 the Directors-General of FAO or 

WHO may invite intergovernmental and international non-goverDmental 
orgamzations to attend as observers sessions of the Commission and of its 

subsidiay bodies. 

5 . Participation of international organizations in the work of the Commission, 

and the relations between the Commission and such organizations shall be 

govemed by the relevant provisions of the Constitutions of FAO or WHO, as 

well as by the applicable regulations of FAO or WHO on relations with 
international organizations; such relations shall be handled by the Director-

General of FAO or of WHO as appropriate. 

RVZE IX RECO~DSAND REPORTS 

l . At each session the Commission shall approve a report embodying its 

views, recommendations and conclusions, including when requested a statement 

of minority views. Such other records for its own use as the Commission may 

on occasion decide shall also be maintained. 

2. The report of the Commission shall be transmitted to the Directors-General 

of FAO and WHO at the close of each session, who shall circulate it to the 

Members of the Commission, to other countries and to organizations that were 

represented at the session, for their information, and upon request to other 

Member Nations and Associate Members of FAO and WHO. 

3 . Recommendations of the Commission having policy, programme or 
financial implications for FAO and/or WHO shall be brought by the Directors-

General to the attention of the goverDing bodies of FAO and/or WHO for 

appropriate action. 
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2．FAOまたはWHOの加盟国若しくは準加盟国ではないが、国際連合に加盟している国は、自ら

の要請にぷり、FAO総会［ConjerenceofFAq及び世界保健総会［WorldHealthAssembly】によって

採択された各国へのオブザーバー資格の承認に関する規定に従うことを条件として、「委員会」．

及びその下部機関の会議にオブザーバーとして出席することができる。当該会議に招かれる国家

の資格は、FAO総会が採択した関連規定によって決定されなけれぱならない。

3．「委員会」のすべての加盟国は、下部機関の会議にオブザ憎バーとして出席でき、投票権を持

たないが、覚書を提出し、討議に参加できる。

4．第VH．5規定の条項に基づき、FAOまたはWHOの事務局長は、「委員会」及びその下部機関の

会議にオブザーバーとして出席するよう、政府問組織及び国際的な非政府組織を招請できる。

5．国際組織の「委員会」への参加及び「委員会」とこれら組織との関係は、国際組織との関係に関

連するFAOまたはWHOの適用規則とともに、FAOまたはWHO憲章［ConstitutionofFAOand

WH：O］の関連規定によって、決定されなければならない；この関係は、FAOまたはWHOいずれ

か該当する方の事務局長が処理する。

第皿規定一記録及び報告書

1．各会議において、「委員会」は、請求された場合は少数意見の陳述も含め、その見解、勧告、

激び結論を具体的に記述した報告書を承認しなければならない。「委員会」が独自で使用するため、

と決めることもあり得るその他の記録も、保存しなければならない。

2．r委員会」の報告書は、各会議終了後、FAO及びWEOの事務局長に送付される。また、両事

務局長は情報として、これを「委員会」の加盟国、並びに当会議に出席したその他の国及び組織宛、

さらに要請があった場合は、FAO及びWHOのその他加盟国及び準加盟国宛に、参照資料として

配布するものとする。

3．FAO及びノまたはWI｛0に関する方針、計画、または財政に関係する「委員会」の勧告は、適切な

処置がとられるよう、両事務局長がFAO及び／またはWHOの運営機関に諮る。
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4. Subject to the provisions of the preceding paragraph, the Directors-

General of FAO and wao may request Members of the Commission to supply 

the Commission with information on action taken on the basis of 
recommendations inade by the Commission. 

RULEX SO~SID~R YBODIES 

1 . The Commission may establish the following types of subsidiary bodies: 

(a) subsidiary bodies which it deems necessary for the accomplishment 

of its work in the finalhation of draft standards; 

(b) subsidiary bodies in the form ofi 

(i) Codex Comniittee s for the prep aration o f drafi standards for 

submission to the Commission, whether intended for world-

wide use, for a given region or for a group of countries 

specifically enumerated by the C ornmissiolL 

(ii) Coordinating Committees for regions or groups of countries 

which shall exercise general coordination in the preparation of 

standards relating to such regions or groups of countries and 

such other functions as may be entrusted to them . 

2. Subject to paragraph 3 below, membershr'p in these subsidiary bodies shall 

consist, as may be determined by the Commissior~ either of such Members of 

the Commission as have notified the Directors-General of FAO or waO of 
their desire to be considered as Members thereof, or of selected Members 

designated by the Commission. 

3 . Membershi'p of subsidiary bodies established under Rule X. I (b)(i) for the 

preparation of drafi standards intended prirnarily for a region or group of 

oountries, shall be open only to Members of the Commission belonging to such 

a region or group of countries. 

4. Representatives of members of subsidiary bodies shall, insofar as possible, 

serve in a continuing capacity and shall be specialists active in the fields of the 

respective subsidiary bodies. 

5. Subsidiay bodies may only be established by the Commission except 
where otherwise provided in these Rules. Their terrns of reference and 

reporting procedures shall be detertnined by the Commission, except where 

otherwise provided in these Rules. 

6. Sessions of subsidiary bodies shall be convened by the Directors-General 

ofFAO and WHO: 
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1
4
．
前
項 の条項に従い、FAO及びWHOの事務局長は、「委員会」加盟国に対し、「委員会」が作成し

た勧告に基づきとった処置に関する情報を「委員会」に提出するよう要請することができる。

第X規定一下部機関

1．　「季員会」は、下記のような下部機関を設置することができる。すなわち、

（a）規格草案を完成するための「委員会」の業務遂行に必要と思われる下部機関1

（b）次の形式の下部機関。すなわち、

　（i）’「委員会」が世界規模、特に掲げた所定の地域、若しくは国家グループを対象としたも

　のであるかのいずれかで使用される、「委員会」に提出される規格草案の作成に関する各

　食品規格部会。

　（ii〉当該地域または国家グループに関係し、かつそれらの地域または国家グループに委託

　することができるその他の機能に関係した規格を作成する際に全般的な調整を行う地

　域または国家グループの調整委員会。

2．下記第3項に従い、これら下部機関の構成国は、「委員会」で決定することができるが、FAO

若しくはWHOの事務局長に加盟国となるとの希望を通告した「委員会」加盟国または「委員会」が

指名選出した加盟国のいずれかでなければならない。

3．第IX．1（b）（i）規定に基づき、主にある地域または国家グループを対象とした規格草案を作成す

るために設置された下部機関の加盟国は、これら地域または国家グループに属する「委員会」加盟

国に対してのみ、認められる。

4．下部機関の加盟国の代表者は、可能な限り、継続してその任務を果たし、それぞれの下部機

関の分野で活動中の専門家でなければならない。

5．下部機関は、本規定に特に定められているときを除き、「委員会」によってのみ設置可能であ

る。その担当業務及び報告手続きは、本規定に他の牢めがあるときを除き特に指定されていない

限り、「委員会」により決定される。

6．下部機関の各会議は、FAO及びWHOの事務局長により、次のように招集されなければならな

い。
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(a) in the case of bodies established under Rule X. I (a), in consultation 

with the Chaiperson of the Commission; 

(b) in the case of bodies established under Rule X. I (b)(i) (Codex 

Committees), in consultation with the chaiperson of the respective Codex 

Committee and also, in the case of Codex Committees for the preparation 

of drafi standards for a given region or group of countries, with the 

Coordinator, if a Coordinator has been appointed for the region or group 

of countries concerned; 

(c) in the case of bodies established under Rule X. I (b)(ii) (Coordinating 

Committees), in consultation with the Chaiperson of the Coordinating 

C ommittee . 

7. The Directors-General of FAO and WHO shall determine the place of 
meeting of bodies established under Rule X. 1(a) and Rule X. I (b)(li) after 

consultatior~ where appropriate , with the ho st country concemed and, in the 

case of bodies established under Rule X. I (ky)(ii), after consultation with the 

Coordinator for the region or group of countries concemed, if any. 

8. Notice of the date and place of each session of bodies established under 

Rule X. I (a) shall be communicated to all Members of the Comrnission at least 

two months before the session. 

9. The establishment of subsidiary bodies under Rule X. I (a) and Rule 
X. I (b)(ii) shall be subject to the availability of the necessary fimds, as shall the 

establishment of subsidiary bodies under Rule X. I (b)(i) when any of their 

expenses are proposed to be recognized as operating expenses within the budget 

of the Conunission in accordanie with Article 10 of the Statutes of the 
Cornmission. Before taking any decision involving expenditure in conuection 

with the establishment of such subsidiary bodies, the Commission shall have 

before it a report from the Director-General of FAO and/or WHO, as 
appropriate, on the administrative and financial implications thereof. 

l O. The Members who shall be responsible for appointing Chairpersons of 
subsidiary bodies established under Rule X. I (b)(i) and Rule X. I (b)(ii) shall be 

designated at each session by the Commission, except where otherwise 
provided in these Rules, and shall be eligible for re-designation. All other 

officers of subsidiary bodies shall be elected by the body concerned and shall be 

eligible for re-election. 

1 1 . The Rules of Procedure ofthe Commission shall apply mutatis mutandis to 

its subsidiary bodies. 
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（a）第D【．1（a）規定に基づき設置された機関の場合は、「委員会」の議長と協議の上招集する；

　　（b）第D【．1（b）（i）規定に基づき設置された機関（食品規格部会）の場合は、それぞれの規格部会

の議長と協議の上招集し、また、所定の地域または国家グループに関する規格草案の作成を行う

規格部会の場合で当該地域または国家グループを担当する調整委員が指名されていれば、その調

整委員と協議の上招集；

　　（c）第Ix．1（b）（ii）規定に基づき設置された機関（地域調整委員会）の場合は、当該調整委員会の

議長と協議の上招集；

7．第IX．1（a）規定及び第Dく．1（b）（ii）規定に基づいて設置された機関の会議開催地については、該当

するときは、関係する主催国（ホスト国）との協議が適切であればその協議の後、また、第lx．1（b）（ii）

規定に基づき設置された機関の場合は、関係地域または国家グループの調整委員がいればその調

整委員と協議の後、または調整委員会の議長と協議の後、FAO及びWHOの事務局長が決定する。

8．第Dく．1（a）規定に基づき設置された機関が開催する各会議の目時及び開催地は、少なくとも開

催目の2ヶ月前までに「委員会」のすべての加盟国に通知されなければならない。

9．第IX．1（a）規定及び第IX．1（b）（ii）規定に基づく下部機関の設置は、そのすべての経費が「委員会」

規約第10条によるr委員会」の予算内で運営費として認めるよう提案された場合の第D⊆1（b）（i）規

定に基づく下部機関の設置と同様、必要資金の入手が可能であることを条件としなければならな

い。このような下部機関の設置に関連した支出にかかわる決定を行う場合は、FAO及び／または

WHOのいずれかの該当する方の事務局長は、事前に必ず管理及び財政事項に関する報告書を「委

員会」宛に提出しなければならない。

10．第Ix．1（b）（i）規定に基づき設置された下部機関の議長を指名する責務を負う加盟国は、特に

本規定に定められていない限り、各会議ごとに「委員会」が任命するものとし、再指名されるもの

とする。下部機関のその他役員は、すべて関係機関により選出され、再選出されるものとする。

11．「委員会」の手続き規程は、必要な変更を加えてその下部機関に適用されるものとする。

一59一



Rules of procedure Codex Alimentartus Commission 

RULEH ELABO~ATIONAND ADOPTION OFSTAND~RDS 

l . Subject to the provisions of these Rules of Procedure, the Commission 

may establish the procedures for the elaboration Qf world-wide standards and of 

standards for a given region or group of countries, and, when necessary, amend 

such procedures. 

2 . The Commission shall make every effort to reach agreement on the 
adoption or amendment of standards by consensus . Decisions to adopt or amend 

standards may be taken by voting only if such efforts to reach consensus have ' 

failed. 

RULE XH BVVGETAND EXPENSES 
1 . The Directors-General of FAO and WHO shall prepare for consideration 

by the Commission at its regular sessions an estimate 'of expenditure based on 

the proposed programtne of work of the Comolission and its subsidiary bodies, 

together with information conceming expenditures for the previous financial 

period. This estimate, with such modifications as may be considered 
appropriate by the Directors-General in the light o f recommendations made by 

the Commission, shall subseqtiently be incorporated in the Regular Budgets of 

the two Organizations for approval by the appropriate governing bodies. 

2. The estimate of expenditure shall make provisions for the operatug 
expenses of the Commission and the subsidiary bodies of the Commission 
established under Rule X. 1(a) and X. 1(b).(ii) and for the expenses relating to 

staff assigned to the Programme and other expenditures incurred in connection 

with the servicing of the latter. 

3 . The operating costs of subsidiary bodies established under Rule X. I (b)(i) 

(Codex Cornmittees) shall be bome by each Member accepting the Chair of 

such a body. The estitnate of expenditure may include a provision for such 

costs involved in preparatory work as may be recognized as operating expenses 

of the Commission in accordanc~ ~with the provisions of Article I O of the 

Statutes of the Connnission. 

4. Expenses incurred in connection with attendance at sessions of the 
Commission and its subsidiary bodies and travel of delegations of the Members 

of the Commission and of observers referred to in Rule VII, shall be bome by 

the governments or organizations concemed. Should experts be invited by the 

Directors-General of FAO or WHO to attend sessions of the Conmission and 

its subsidiary bodies in their individual capacity, their expenses shall be borne 

out of the regular budgetary funds available for the work of the Cormoission. 
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第XI規定一規格の作成

1．本手続き規程の条項に従い、「委員会」は、世界規模規格及び所定の地域または国家グループ

を対象とした規格の作成に関する手続きを制定することができ、必要であれば、これらゐ手続き

を修正することができる。

第xH規定一，予算及び支出

L　FAO及びWHOの事務局長は、「委員会」及びその下部機関の提案した作業計画とともに、前

会計年度の支出に関する情報に基づく支出見積を、「委員会」の会議で検討するために作成する。

この見積は、「委員会」による勧告に照らして両事務局長が適切であると判断した修正を行い、次

いで該当する管理機関による承認塗受けるため、両機関の正規予算に組み込まれなければならな

い。

2．支出見積は、「委員会」並びに第IX．1（a）規定及び第IX．1（b）（i三）規定に基づき設置された「委員会」

の下部機関の運営費、並びに（FAO／WHO合同食品規格〉計画に任命された職員に関連する支出及

び後者の作業に伴い生じるそめ他支出に対応していなければならない。

3．第XL1（b）（i）規定に基づいて設置された下部機関（各食晶規格部会）の運営費は、当該部会の議

長職を受諾したそれぞれの加盟国により負担されなければならない。この支出の見積には、「委

員会」規約第10条に基づき、1準備作業にかかわる費用が運営費として認められる可能性があるの

と同様に、準備作業に関わる費用の項目を含めることができる。

4．「委員会」及びその下部機関の会議への出席に関連する支出並びに「委員会」加盟国の代表団及

び第VII規定に記載されているオブザーバーの旅費に関する支出は、関係する政府または組織に

より負担されなければならない。個々の担当業務において、「委員会」及びその下部機関が開催す

る会議に個人として出席するよう、FAOまたはWHOの事務局長が専門家を招聴する場合は、そ

の経費をr委員会」の業務に使用できる正規予算で負担するものとする。
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RULE XZII LANGUA GES 

1 . The languages of the Commission and of its subsidiary bodies set up under 

Rule X. 1(a) shall be not less than three of the working languages, as shall be 

determined by the Commis sion, which are working language s both of FAO and 

of the Health Assembly of WHO. 

2. Notwithstanding the provisions of paragraph I above, other languages 

which are workng languages either of FAO or of the Health Assembly of waO 

may be added by the Commission if 

(a) the Commission has before it a report fiom the Directors-General of 

FAO and WHO on the policy, financial and adrninistrative irrLplications of 

the addition of such languages; and 

(b) the addition of such languages has the approval of the Directors-

General of FAO and waO. 

3 . Where a representative wishes to use a language other than a language of 

the Commission he shall himself provide the necessary interpretation and/or 

translation into one of the langYages of the Comnrission. 

4. Without prejudice to the provisions of paragraph 3 of this Rule, the 
languages of subsidiary bodies set up under Rule X. I (b) shall include at least 

two of the languages of the CommissiorL 

RULEXTV AMENDMENTS AND SUSPENSION OFRULES 

1 . Amendments of or additions to these Rules may be adopted by a two thirds 

majority of the votes cast, provided that 24 hours' notice of the proposal for the 

amendment or addition has been given. Amendments of or additions~ to these 

Rules shall come into force upon approval by the Directors-General of FAO and 

waO, subject to such confrrmation as may be prescribed by the procedures of 

the two Organizations. 

2.' The Rules of the Coinmission, other than Rule I, Rule nl.1, 2, 3 and 6, 

Rule rv, Rule V.2 and 6, Rule VI.1, 4 and 6, Rule Vn.1, 2 and 3, Rule VIH, 

Rule IX.3 and 4, Rule X.5, 7 and 9, Rule XII, Rule XIV and Rule XV, may be 

suspended by the Commission by a two thirds majority of the votes cast, 
provided that 24 hours' notice of the proposal for suspension has been given. 

Such notice may be waived if no representative of the Members of the 

Commission objects. 

RULE XV ENTRY~VTO FORCE 
1. In accordance with Article 8 of the Statutes of the Commission, these 

Rules of Procedure shall come into force upon approval by the Directors-
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第x血規定一言語

1．「委員会」及び第D弧1（a）規定に基づき設置されたその下部機関の使用する言語は、「委員会」が

定める公用語のうちの3ヶ国語以上とする。これらの言語は、FAO及びWHO保健総会の両者の公

用語である。

2．以下のような場合には、上記第1項の規定にかかわらず、FAOまたはWHO保健総会のいずれ

か一方の公用語であるその他の言語を、「委員会」が付加することができる。すなわち、

　（a）FAO及びWHOの事務局長から、これらの言語追加に関する方針、財政、及び管理上

の影響に関する報告書が、「委員会」宛に提出されている場合で；

　（b）これら言語の追加が、FAO及びWHOの事務局長の承認を得ている場合。

3．，代表者が「委員会」公用語以外の言語を使用することを望んだ場合は、必要となる「委員会」の

公用語のいずれか1つへの通訳及び／または翻訳を自ら用意しなければならない。

生　本規定第3項の規定に関わらず、第IX1（b）規定に基づいて設麗された下部機関の言語には、

少なくともr委員会」の2言語が含まれなければならない。

第XIV規定一規程の修正及び停止

1．本規程の修正または追加は、当該修正または追加の提案が24時聞前に通告されていた場合、

投票数の3分の2の賛成多数で採択することができる。本規程の修正．または追加は・FAO及びWHO

が手続きにつき定めている可能性のある追認を条件として、FAO及びWHOの事務局長が承認し

た時点で効力を発するものとしなければならない。

4．第1規定、第II規定1、2、3及び6、第皿規定、第IV規定2及び6、第V規定1、4及び6、第VI規定1、

2及び3、第VII規定、第V皿規定3及び4、第IX規定5、7及び9、第阻規定、第X皿規定、及び第XrV

規定の各規定を除く、「委員会」の規程は、停止の提案が24時問前に通告されていた場合、投票数

の3分の2の賛成多数で、「委員会」が停止することができる。「委員会」加盟国の代表者からの巽議

申し立てがない場合、このような通告は省略することができる。

第XV規定一発効

1．r委員会」規約第8条に従い、FAO及びWHOが手続きを定めている可能性のある追認を条件と

して、本手続き規程は、FAO及びWHOの事務局長が承認した時点で発効するものとしなければ
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General of FAO and WHO , subj ect to such conflmation as may be prescribed 

by the procedures of the two Organiza:tions. Pending the coming into force of 

these Rules, they shall apply provisionally. 
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ならない。本規程が発効するまでは、暫定的に適用されるものとする。
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Procedural Man ual Elaboration procedures 

PROCEDURES FOR THE ELABORATION OF CODEX STANDARDS 
AND RELATED TEXTS 

Note: Throughout this text the word "Standard" is meant to include any 

of the recornmendations of the C ommission intended tb b e submitted to 

Governments for acceptance . Except for provis ions relating to 
acceptarice, the Procedures apply mutatis mutandis to codes of practice 

and other texts of an advisory nature. 

~VTROD UCTI ON 

1 . The fiill procedure for the elaboration of Codex standards is as follows. 

The Commission decides, taking into account the "Criteria for the 
Establishment of Work Priorities", that a standard should be elaborated and also 

which subsidiary body or other body should undertake the work. Decisions to 

elaborate standards may also be taken by subsidiary bodies of the Conmission 

in accordance with the above-mentioned criteria subject to subsequent approval 

by the Commission or its Executive Committee at the earliest possible 
opportunity. The Secretariat aranges for the preparation of a 'iproposed drait 

standard" which is circulated to goverDments for c onments and is then 
considered in the light of these by the subsidiary body concemed which. ~ay 

present the text to the Commission as a "(hafi: standard" If the Comnnsslon 

adopts the "draft standard" it is sent to governments for further comments and 

in the' Iight of these and after further consideration by the subsidiary body 

concemed, the Commission reconsiders the draft and may adopt it as a "Codex 

standard". The procedure is described in Part I ofthis document. 

2. The Conunission or the Executive Committee, or any subsidiay body, 
subj ect to the confimation of the Cornmiss ion or the Executive Comnrittee may 

decide that the urgency of elaborating a Codex standard is such that an 

accelerated elaboration procedure should be followed. While taking this 
decision, all appropriate matters shall be taken into cons ideration, including the 

likelihood of new scientific inforrnation becoming available in the immediate 

future. The accelerated elaboration procedure is described in Part 2 of this 

document. 

3. The Commission or the subsidiary body or other body concemed may 
decide that the draft be retumed for further work at any appropriate previous 

Step in the Procedure. The Commission may also decide that the draft be held 

at Step 8. 
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〆

コーデックス食品規格及び関連文書の作成手続き

注：この本文中で使用されている「規格［standardsljという用語は、政府の受諾を得ることを

目的とする「委員会［Commissionl」のすべての勧告を含むものであることを意味している。本

手続きは、受諾に関連する規定を除き、必要な変更を加えて取扱い規範及び勧告的性格をも

つその他の文書に適用される。

序文

1．コーデックス食品規格を作成するためのすべての手続きは次の通りである。「委員会」では、

「作業優先順位の確立及び下部機関の設置に関する基準」を考慮に入れて、規格を作成すべきか判

断し、どの下部機関またはその他機関がその作業を担当するかを決定する。規格作成については、

可能な限り最も早い時期に「委員会」または執行委員会による承認を受けることを条件とし、上述

の基準に従い、「委員会」の下部機関が決定することができる。事務局は「提案規格草案」［proposed

dra丘standard1の作成を手配し、これを各国に配布してコメントを受け、関係する下部機関がこ

れらのコメントに基づき検討を行い、「規格草案」［dr誼standard】として「委員会」に提出する。「委

員会」がこの「規格草案」を採択すると、さらにコメントを得るため、各国に送付され、関係する

下部機関がこれらコメントに基づき再検討した後、「委員会」で草案を再検討し、「コーデックス

食品規格」［CodexStandard］として採択されることになる。この手続きについては、本書の第1部

に記載してある。

2．「委員会」若しくは執行委員会、または「委員会」若しくは執行委員会による確認を条件とする

任意の下部機関は《コーデックス食品規格を緊急に作成するために早期作成手続きを行うべきか

否かを決定することができる。これを決定する場合には、新しい科学情報がごく近い将来利用で

きる可能性などを含む、すべての適切な関連事項を考慮に入れなければならなセ・。早期作成手続

きについては、本書の第2部に記載してある。

3．「委員会」若しくは関係する下部機関またはその他機関は草案の次の検討において、それを手

続きの適切な前のステップに差し戻すべきかを決定することができる。「委員会」では、草案を

Step8で保留するとの決定もできる。
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4. The Commission may authorize, on the basis of two-thirds majority of 

votes cast, the omission of Steps 6 and 7, where such an omission is 
recommended by the Codex Committee entrusted with the elaboration of the 

draft. Recommendations to omit steps shall be notified to Members and 
interested intemational organizations as soon as possible afier the session of the 

Codex Committee concemed. When formulating reconmendations to omit 
Step s 6 and 7 , Codex Committees shall take all appropriate matters into 

consideration, including the need for urgency, and the likelihood of new 
scientific iniiormation becoming available in the intnediate fil;ture . 

5. The Commission may at any stage in the elaboration of a standard entrust 

any of the remaining Steps to a Codex Cornmittee or other body different ~rom 

that to which it was previously entrusted. 

6. It will be for the Commission itself to keep under review the revision of 

"Codex standards". The procedure for revision should, mutatis mutandis, be 

that laid down for the elaboration of Codex standards, except that the 

Commission may decide to omit any other step or steps of that Procedure 

where, in its opinion, an amendrnent proposed by a Codex Committee is either 

of an editorial nature or of a substantive nature but consequential to provisions 

in similar standards adopted by the Comrnission at Step 8 . 

7. Codex standards are published and govermnents are invited to notify the 

Commission's Secretariat of the status or use of the Codex sta~Ldard in 
accordance with their established legal and adininistrative procedures. They are 

also sent to intemational organizations to which competence in the matter has 

been transferred by their Member States. See Part 3 of this document. Details 

of notifications are published periodically by the Commission's Secretariat. 

PART1: UNIFO~MPROCEDU~E FOR THEELABO~A TION OF 
CODEX STANDARDS AND RELA TED TEXTS 

Steps 1, 2 and 3 

(1) The Conurtission decides, taking into account the "Criteria for the 
Establishment of Work Priorities", to elaborate a World-wide Codex Standard 

and also decides which subsidiary body or other body should undertake the 

work. A decision to elaborate a World-wide Codex Standard may also be taken 

by subsidiary bodies of the Commission in accordance with the above 
mentioned criteria, subject to subsequent approval by the Cornrnission or its 

Executive Committee at the earliest possible opportunity. In the case of Codex 

Regional Standards, the Commission shall base its decision on the proposal of 

the majority of Members belongir~g to a given region or group of countries 

submitted at a session of the Codex Alimentarius ConarDission. 
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4．「委員会」は、草案作成を委任されているコーデックス部会により、次の省略が勧告された場

合には、投票数㊨3分の2の賛成多数に基づき、Step6及びStep7の省略を是認できる。ステップ

を省略するという勧告は、当該コーデックス部会の会議終了後できる限り早急に、各加盟国及び

関心のある国際組織に通知されなければならない。Step6及びStep7の省略に関する勧告を公式

に表明する場合、コーデックス部会は1緊急を要するか否か及び新しい科学情報がごく近い将来

利用できる可能性などを含め、すべての適切な関連事項を考慮しなければならない。

5．「委員会」は、規格作成のいかなるステップにおいても、以前に委任したものとは異なるコー

デックス部会またはそめ他の機関に残りの任意のステップを委任することができる。

6．「コーデックス食品規格」の改訂を継続して検討するのは、「委員会」自体である。改訂の手続

きは、コーデックス食品規格作成のための策定に必要な範囲の変更を加えたものであるべきであ

る。ただし、「委員会」は、コーデックス部会が提案する修正案が文章上の問題または本質的な問

題ではあるがヂ委員会」がStep　8で採択した同様な規格の規定に由来Fしたものである、と自らが

判断したとき手続きの任意の他のステップ（単数または複数）の省略を決定することができる。

7。rコーデックス食品規格」は公表され、各国政府に受諾のため送付される。また、加盟国から

その問題における作業遂行権限が委譲された国際組織宛にも送付される。本書の第3部を参照の

こと。各国政府の受諾に関する詳細は、「委員会」事務局から定期的に発行される。

第1部：コーデックス食品規格及び関連文書の作成に関する統一手続き

Step1、Step2及びStep3

（1）「委員会」は、［作業優先順位の確立及び下部機関設置に関する基準」を考慮に入れ、滋一デッ

クス世界規模規格を作成するか否か及びどの下部機関またはその他の組織がその作業を行うべ

きかを決定するるコーデックス世界規模規格［WorldwideCodexStandards】を作成するFとの決定は、

決定後の可能塗限り最も早い時期に「委員会」または執行委員会による承認を受けることを条件

として、上述の基準に従い、「委員会」の下部機関によっても決定することができる。コーデック

ス地域規格［Codex：RegionalSt2mdards1の場合には、「委員会」は、コーデックス食品規格委員会の

会議において提出された所定の地域または国家グループに属す為加盟国の過半数の提案に基づ

いて、決定しなければならない。
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(2) The S ecretariat ananges- for the prep aration of a proposed draft staridard. 

In the case of Maximum Liniits for Residues of Pesticides or Veteripaty Drugs, 

the Secretariat distributes the recommendations for maximum lirbi'ts , when 

available from the Joint Meetings of the FAO Panel of Experts on Pesticide 

Residues in Food and the Environment and the WHO Core Assessment Gtoup 

on Pesticide Residues (JMPR) , or the Joint FAorwHO Expert Comtnittee on 

Food Additives (JECFA). In the cases of milk and milk products or individual 

standards for cheeses, the Secretatiat distributes the recommendations of the 

Intemational Daky Federation ~DF). 

(3) The proposed drafi standard is sent to Members of the Commission and 

interested international organizations for comment on all aspects includirig 

possible irnplications ofthe proposed drafi standard for their economic interests. 

step4 

The conments received are sent by the Secretariat to the subsidiary body or 

other body concemed which has the power to consider such comrnents and to 

amend the proposed draft standard. 

step5 

The proposed draft standard is submitted through the Secretariat to the 

Commission or to the Executive Committee with a view to its adoption as a 
drafi: standard.3 In takng any decision at this step, the Commission or the 

Executive Committee will give due consideration to any colnments that may be 

submitted by any of its Members regarding the implications which the proposed 

draft standard or any provisions thereof may have for their economic interests. 

In the case of Regional Standards, all Members of the Commission may present 

their comments , take part in the debate and propose amendments , but only the 

majority of the Members of the region or group of countries concemed 
attending the session can decide to amend or adopt the draft. In taking any 

decisions at this step, the Members of the region or group of countries 

concemed will give due consideration to any connnents that may be submitted 

by any of the Members of the Commission regarding the implications which the 

proposed drafi standard or any provisions thereof may have for their economic 

interests. 

3 Without prejudice to any decision that may be taken by the Commission at 

Step 5, the proposed drafi standard may be sent by the Secretariat for 
government comments prior to its consideration at Step 5, when, in the opinion 

of the subsidiary body or other body concemed, the time between the relevant 

session of the Commission and the subsequent session of the subsidiay body or 

other body concemed requires such action in order to advance the work. 
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（2）事務局は、提案規格草案作成の調整を行う。農薬または動物用医薬品の最大残留基準値

［MaximumLimit師orResiduesofP6sticides　orVete五naryDrugs］については、FAO／WHO合同残留

農薬専門家会議UointMeetingsoftheFAOPanelofExpertsonPesticideResiduesinFoodandthe

EnvironmentandtheWHOPanelofEゆeltsonPesticideResidues1σMPR）またはFAO／WHO合同食

品添加物専門家会議σoint　FAO／WHO　Expert　Committee　on：FoodAdditives］（JECFA）から

の情報が得られる場合は、事務局が最大残留基準値に関する勧告を配布する。乳及び乳製品また

はチーズに関する個々の規格については、事務局が国際酪農連盟［lntemationalDairy

Federationj（IDF）の勧告を配布する。

（3）提案規格草案は、経済的利益に対して提案規格草案が与える可能性のある影響を含め、す

べての分野についてのコメント塗受け付けるため、「委員会」加盟国及び関心のある国際組織に送

付される。

Step4

　受け取られたコメントは、そのコメントについて考察し、提案規格草案を修正する能力のある

下部機関またはその他の関連機関宛に事務局により送付される。

Step5

　提案規格草案は、規格草案として採択のため、事務局を通じ、「委員会」または執行委員会に提

出される。3　本ステップで何らかの決定を下す場合、「委員会」または執行委員会は、提案規格

草案またはその任意の規定が経済的利益に対し与え得る影響について、いずれかの加盟国から提

出されるすべてのコメントを十分考慮する。地域規格の場合、「委員会」のすべての加盟国はその

コメントを提出し、討議に参加し、修正案を提出することができる、しかし、草案の修正または

採択にっいては、会議に出席している当該地域の加盟国または国家グループの過半数によっての

み決定することができる。本ステップで何らかの決定を下す場合、当該地域の加盟国または国家

グループは、提案規格草案またはその任意の規定が経済的利益に関し与え得る影響について、「委

員会」のすぺての加盟国から提出され得るすべてのコメントを十分考慮する。

3Step5で「委員会」が下すことのできるいかなる決定にも影響を及ぽすこ≧なく、下部機関

またはその他関連機関の意見に基づき、「委員会」の関連性のある会議及びその後の下部機関

またはその他の機関の会議の間の期間のため、当該措置が作業を促進するため必要であると

判断されたとき、事務局は、Step　5で検討する以前に、提案規格草案を送付し、各国政府

のコメントを受けることができる。
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other　body　concemed，whic1ゆas　the　power叙》consider　such　commen重s　and

amcnd　the　draft　standard．

醜砂8

The伽丘s伽dard雄submi“ed血・ou客h伍eSecreta戯attotheCommission
together　with　any　written　proposals　received丘om　Members　and　interested

intemational　orga1血ations　fbr　amcndments　at　StΦ8wi重h　a　view重o　its　adoption

as　a　Codex　st3ndard．In血e　case　of　Re衷onal　standardε，a11Members　and

interestedintema廿・nal・rg血ti・nsmaypresentthe辻co㎜ents，takep韻in
the　debate　and　propose　amendments　but　only　the　m勾ority　ofMembers　ofthe

regi・n・r群・up・fc・un㎞esc・ncemeda麓en血gthesessi・nc㎝decidet・
amend　and　adopt　t五e（㎞丘，

　丑4RT2’㎜盟。40侃ER47切盟06EZレ肥遍OR噂丁班

伽酬㎜膵α0ω螂㎜螂欄L4卿皿∬
5‘甲51，2απ43

（1）　The　Commiss享on　or　血e　Executive　Committee　be籾veen　Commission

sessions，on血ebasisofatwo一舳rdsm句odtyofvotescast，敏ingintoacc・unt
the“C雌teda　fbr｛he　Establis㎞en㊧of　Work　Pho㎡ties”，shall　ide面魯those

s伽戯趣w姐chs圃be血esu句ect・f㎝acceleratedelab・md・npr・cess。4
The　identification　ofsuch　standards　may　also　be　made　by　subsidiary　bodies　of

血e　Com血ssion，on　the　basis　of　a伽o一曲ds血勾ority　of　votes　cast，su切ect　to

con倣nation　at血e　ea：rliest　oppo軸ty　by　the　Commission　or　its　Execu緬ve

Co㎜ittee　by　a　two一曲db　m勾ori琢ofvotes　cast・

（2）TheSe㏄e㎞at漁nges釦r血eprep鉱a辰・n・fapr・P・sed血且stan⑫d・
In　the　case　ofMax血um　L血its　fbr　Residues　ofPesticides　or　Vete血y　Drugs，

Relevant　considemtions　could血clude，but　need　not　be　limited奪o，matters

conce］m血g　new　scient迅c　infb皿ation；new　tec㎞010gy「（ies）；urgent　pmblems

relatedto㈱eorpublichea1出・rthere廊io聾orup－da軸gofexis血9
standalds．

4
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Step6

　規格草案は～事務局を通じてすべての加盟国及び関心のある国際組織に送付し、経済的利益に

関して規格草案が持ち得る意味を含む、すべての局面についてのコメントを受ける。

Step7

　受け取られたコメントは、かかるコメントにっいて考察し規格草案を修正する能力のある下部

機関またはその他関連機関宛に事務局が送付する。

Step8

　規格草案は、コーデックス食品規格としての採択を目的として、加盟国及び関心のある国際組

織から受け取ったStep8での修正に関する提議文書とともに、事務局を通じて「委員会」に提出さ

れる。地域規格の場合、すべての加盟国及び関心のある国際組織は、そのコメントを提出し、討

議に参加し、修正案を提出することができるが、草案の修正及び採択については、会議に出席し

ている当該地域または国家グループの加盟国の過半数によってのみ決定することができる。

第2部：コーデックス食品規格及び関連文書の作成に関する早期統一手続

き

Step1、Step2及びStep3

（1）「委員会」または「委員会」会議の開催の間における執行委員会は、投票数の3分の2の賛成多

数をもとに、「作業優先順位の確立及び下部機関の設置に関する基準」を考慮に入れ、早期作成手

続きの主題となるべき規格を特定できる4。これら規格の特定は、投票数の3分の2の賛成多数を

もとに、「委員会」の下部機関が行うこともできるが、「委員会」または執行委員会が最も早い機会、

に投票数の3分の2の賛成多数により確認することを条件とする。

4関連する考慮事項には、新科学情報、新テクノロジー、貿易または公衆衛生に関連する緊

急問題、または既存規格の改訂または更新に関する問題も含まれているが、これらに限定す

る必要はない。
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the　Secretaガat　dほstributes走he　recommendations　fbr　max㎞um1㎞its，w五en

ava証able　fヒom　the　Joint　Meetings　of奮he　FAO　Panel　ofExpe質s　on　Pestic量de

Residues血Food琴nd　the　E鉦vironment　and血e　WHO　Core　Assessment　Gmug

on　Pesdcide　Rosidues（JMPR），or　the　Jo血t　FAO／WHO　Expert　Co面ttee　on

Food　Additives（JECFA）。h　the　cases　ofmilk　and　milk　products　or　individaal

s伽dards』致）r　cheeses，血e　Secre掘at　dis樋butes血e　reco㎜enda怠ons　of血e

Intemational　Dai【y　Federation（肛）F）．

（3）The　proposed　dra丘standard　is　sent亀o　Members　ofthe　Commission　and

血terested　血亡ernadonal　organ伽丘ons　食》r　co㎜ent　on　an　aspec鵬　血cludh19

possible血Plications　of血e　proposed　dra負s轍K蜘d負》r　the辻econo血c血teres鵬．

V陥cn　　s毎ndafd5　are　su句ect紋》an　accelera亡ed　procedure，面s　飴Ct　shan　be

noti丘ed　to　the　Members　of　the　Commission　and　the　interested　intemational

organセadons．

ぶ頚印4

The　co㎜ents　receive（1are　sent　by　the　Secre㎞at　to　the　subsidia可body　or

other　body　concemed　which　has　the　power　to　consider　such　comments　and　to

amend仕1e　proposed　dmR　s惚ndard，

3吻5

1n血e　case　of　s捻ndards　identi五ed　as　be血g　sutづect　to　an　accelerated　elaboration

procedure，　the　dra丘　s伽dard　is　sub血tted　仕ぼough　血e　Secre㎞at　to　血e

Co面ssion　toge血er　v直血any　wri賃en　proposals　received丘om　Membe鵬and

interested　intemational　org面zations　fbr　amend㎞ents　with　a　view　to　its

adoP直on　as　a　Codex　stan（弛ぼd．　　In　惚k血g　any　decision　at　仕雌s　step，　穏1e

Com血ssion　will　give　due　considera鍍on　to　any　comments　血at　may　be

submittedbyanyofitsMembersregardingthe㎞plicationswhichtheproposed
血aft　standardoranyprovisionsthereofmayhave　fbrtheireconomic　interests．

　　　Z4RT3’5乙競ρ乙励VT㎜00酌0乙昭00一
　」ρ乙吼皿47㎜1槻》14伽ρ㎜OFOOO皿Y5㎜4ROβ
The　Codexstandardispublishedandissuedto　allMember　States　andAssociate

Members　of　FAO　and／or　WH：O　and　to　the　intemational　orga血ations

concemed，Membeτs　of　the　Commission　and　intemational　organizations　to

whick　competence　in　the　matter　has　been　transf◎rred　by　theむMember　States

no丘取血e　Secre㎞at　of　the　sねt鵬or　use　of血e　Codex　s伽（聾ぼd　hl　accordance

with　the　not迅cation　acceptaace　procedure　set　out　hl　palagraph4，paragraph5

0r　pa餓g卑ph60fthe　Gene盤1P血c圭ples　ofthe　Cod，ex　A1㎞enta㎡us，whichever

is　appropriate．Member　States　and　Associate　Members　ofFAO　and／or　WHO



（2）事務局は、提案規格草案の作成を手配する。農薬または動物用医薬品の最大残留基準値につ

いては、FAO／WHO合同残留農薬専門家会議GMPR〉から、またFAO／WHO合同食品添加物専門家

会議σECFA）からの情報が得られる場合は、事務局が最大残留基準値に関する勧告を配布する。

乳及び乳製品またはチーズに関する個々の規格については、事務局が国際酪農連盟（IDF）の勧告

を配布する。

（3）提案規格草案は、「委員会」加盟国及び関心のある国際組織た送付し、経済的利益に関して提

案規格草案が持ち得る意味を含む、すべての局面についてのコメントを受ける。これらの規格が

早期作成手続きを条件としている場合は、こゐ事実を「委員会」加盟国及び関心のある国際組織に

通知しなければならない。

Step4

受け取られたコメントは、かかるコメントにっいて考察し提案された規格草案を修正する能力

のある下部機関またはその他関連機関に事務局が送付する。

Step5

　早期作成手続きの対象として特定された規格の場合、その規格草案は、「コーデックス食品規

格」として採択のため、加盟国及び関心のある国際組織から受け取ったStep8での修正に関する

すべての文書とした提案とともに、事務局によりr委員会」に提出される。本ステップで何らかの

決定を下す場合、「委員会」は、提案規格草案またはそれに関する任意の規定が経済的利益に関し

て与え得る影響について、「委員会」のいずれかの加盟国から提出される可能性があるすべてのコ

メントを十分考慮する。

第3部：コーデックス食品規格の公表及び受諾に関するその後の手続き

　コーデックス食品規格は、：FAO及びノまたはWHOのすべての加盟国及び準加盟国並びに関連の

ある国際組織に、公表及び伝達される。「委員会」加盟国及び加盟国からそめ問題における権限が

譲渡された国際組織は、コーデックス食品規格一般原則の第4、5、または6項のいずれか該当す

る規定に定められている受諾手続きに従い、コーデックス食品規格の受諾を事務局に通告する。

「委員会」の加盟国でないFAO及び／またはWHOの加盟国及び準加盟国は、そのコーデックス食品

規格を受諾する意思があるときは事務局に伝えるよう、要請されている。

　事務局は、各国政府及び加盟国からその問題における権限が譲渡された国際組織から受け取っ

た、コーデックス食品規格を受諾するかどうかの通告の詳細を定期的に公表し、この情報に加え、
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Elaboration procedures Cbdex Alimentarius Commission 

that are not Members of the Commis sion are also invited to notify the 
S ecretariat if they wish to accept the Cbdex standard. 

The Secretariat publishes periodically details of notifications received from 

governments and from intemational organizations to which comp etence in the 

matter has been transferred by their Member States with respect to the 
accept~;nce or othelwise of Codex standards and in addition to this iDformation 

an appendix for each Codex standard (a) Iisting the countries in which products 

confortbirig with such standard may be freely distributed, and (b) where 

applicable , stating in detail all specified deviations which may have been 

declared in respect to acceptance. 

The above mentioned publications will constitute the Codex A Iimen tarius . 

The S ecretariat examines deviations notifled by governments and reports 

periodically to the Codex Alimentarius Commission conceming possible 
amendments to standards which might be considered by the Commission in 

accordance with the Procedure for the Revision and Amendment of 
Recommended Codex Standards. 

SUBSEQUENTPROCEDU~E CONCERNING PUBLICA TloN, A CCEPTANCE 
AND POSSIBLE EXTENSION OF TERRITO~4L AppLICATION OF THE 

STANDARD 
The Codex Regional Standard is published and issued to all Member States and 

As sociate Members of FAO and/or WHO and to the international organizations 

concerned. Members of the region or group of countries concerned notify the 

Secretariat of the status and use the Codex Regional Standard in accordance 

with the notification procedure set out in Section 4 of the General Principles of 

the Codex Alimentarius . Other Members of the Commission may likewise 
notify the Secretariat of their use of the standard or of any other measures they 

propose to adopt with respect thereto, and also submit any observations as to its 

application. Member States aud Associate Members of FAO and/or WHO that 
are not Members of the Cornrnission are invited to notify the Secretariat of the 

status or use of the Codex standard. 

It is open to the Commission to consider at any time the possible extension of 

the tenitorial application of a Codex Regional Standard or its conversion into a 

World-wide Codex Standard in the light of all notifications received. 

GUIDE To THE CONSIDERA TION OFSTANDARDSA TSTEP S OF T~~ 
PROCEDURE FOR THEELABO~A TION OF CODEX STANDARDS INCLUDING 
CONSIDEl~ TION OFANY STA TEMENTS RELA TING To ECONOMICIMPA CT 

1. In order: 

24 

~ 76 -



（a）当該規格に適合する製品を自由に流通させることができる国を列挙し、（b〉適用可能であれば、

受諾に関して表明されている可能性のある逸脱事項をすべて詳細に明記している、各コーデック

ス食品規格の付属文書も公表する。

上述め刊行物が、コーデックス食品規格集【Codex！Mimentadus1となる。

　事務局は、各国政府によって通知された特定差事項を調査し、「勧告コーデックス食品規格の

改定及び修正手続き［ProcedurejorRevisionandAmendmentofRecommendedCodex

Standards1に従い、「委員会」が検討する可能性のある規格の修正に関し、定期的に「委員会」に

報告する。

地域規格の公表、受諾及び適用地域拡大の可能性に関するその後の手続き

　コーデックス地域規格は、FAO及び／またはWHOのすべての加盟国及び準加盟国、並びに関係

国際組織に、公表及び伝達される。地域内の加盟国及び関係する国家グループは、コーデックス

食品規格一般原則［Genera1PrinciplesoftheCodex1Mimentadus】の第4、5、または6項のいずれか

該当する規定に定められている受諾手続きに従い、コーデックス地域規格の受諾を事務局に通告

する。「委員会」のその他加盟国も、本規格またはそれに関連して採択を提案しているその他の措

置の受諾を同様に事務局に通告でき、その適用に関する任意の所見も提出できる。「委員会jの加

盟国でないFAO及び／またはWHOの加盟国及び準加盟国は、本規格を受諾する意思があるか否か

を事務局に通告するよう、要請されている。

　r委員会」では、受け取ったすべての受諾に基づき、コーデックス地域規格の適用地域拡大の可

能性、またはそのコーデックス世界規模規格への変換に関して、いつでも検討することができる。

経済的影響にかかわるすべての意見の考察を含め、コーデックス食品規格作成

手続きStep8における規格考察の手引き

1．このことに関しては、下記の通りである。
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Procedural Manual Elaboration procedures 

(a) to ensure that the work of the Codex committee concemed is not 

made less valuable by the passage of an insufficiently considered 

amendm:ent in the Colnmission; 

(b) at the same time to provide scope for significant amendments to 

be raised and considered in the Commission; 

(c) to preven~ as far as practicable, Iengthy discussion in the 

Commission on points that have been thoroughly argued in the Codex 

conmittee concemed;, 

(d) to ensure, as far as practicable, that delegations are given 

sufflcient waming of amendments so that they may brief themselves 

adequately, 

amendrnents to Codex standards at Step 8 shonk~ as far as practicable, be 

submitted in writing, although amendments proposed in the Commission would 

not be excluded entirely, and the following procedure should be employed: 

2. When Codex standards are distributed to Member Countries prior to their 

consideration by the Commission at Step 8, the Secretariat will indicate the date 

by which proposed amendmerits must be received; this date will be fixed so as 

to allow sufficient thne for such amendinents to be in the hands of governments 

not less than one month before the session of the Comoaission. 

3 . Governments should submit amendlnents in writing by the date ~indicated 

and should state that they had been previously submitted to the appropriate 

Codex committee with details o f the submission of the amendrnent or should 

give the reason why the amendrnent had not been proposed earlier, as the case 

may be. 

4. When amendments are proposed during a session of the Commission, 
without prior notice, to a standard which is at Step 8, the Chaiperson of the 

Comiuission, afier consultation with the chaiperson of the appropriate 
committee, or, if the chaiperson is not present, with the delegate of the chairing 

county, or, in the case of subsidiary bodies which do not have a chairing 

county, with other appropriate persons , shall rule whether such amendments 

are substantive. 

5. If an amendment ruled as substantive is agreed to by the Commission, it 

shall b e referred to the appropriate Codex committee for its comments and, until 

such comments have been received and considered by the Cornmission, the 

standard shall not be advanced beyond Step 8 of the Procedure. 

6. It will be open to any Member of the Commission to draw to the attention 

of the Commission any matter conceming the possible implications of a drafi; 

standard for its economic interests, including any such matter which has not, in 

25 
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（a）「委員会」において十分に検討されない修正案の可決により、関連するコーデックス部会

の作業の有用性が低下することを避けるため1’

（b）同時に、「委員会」で重要な修正案が取り上げられ検討される機会を与えるため；

（c）実行可能な範囲内で、関連するコーデックス部会においてすでに十分に論議されたこと

のある点について、「委員会」で冗長な論議を避けるため；

（d）実行可能な範囲内で、代表団が自国の意見の要約を作成できるように、修正に対する

十分な注意を代表団に与えるため。

　下記の理由により、　「委員会」に提案された修正案が完全に排除されることはないが、Step8

におけるコーデックス食品規格の修正は実行可能である限り、文書で提出されるべきである。ま

たそれは次の手続きによるものとする。

2．「委員会」がStep8での検討を行う前に、コーデックス食品規格が加盟国に配布されている場

合、事務局は修正案の受取り期目を明示する；この期目は、各国政府が「委員会」の会議開催の1

ヶ月以上前で、各国政府による修正案に対する時間的余裕を十分に設けて、設定されることとな

る。

3．各国政府は文書により定められた日までに修正案を提出すべきであり、修正案の詳細ととも

に、その該当する状況に従い、妥当なコーデックス部会に以前に提出されたことがあるか、また

は修正案が以前に提出されたことがなかった理由を提起すぺきである。

‘L　修正案が事前の通告なしにある規格に対し、Step8で「委員会」の会議を通じて提出されたと

きは、「委員会」の議長は該当する部会の議長の意見を求めた後、またはその議長が不在の場合は、

議長国の代表若しくは議長国の定められていない下部機関のときは他の妥当な者の意見を求め

た後、その修正が本質的なものであるか否かの決定を下さなけれぱならない。

5．修正がr委員会」により本質的なものであると判定されたときは、修正案はコメントを求める

ため、妥当なコーデックス部会に委託され、「委員会」によりそのコメントが受け取られて、検討

された後でなければ、その規格を手続きのStep8以後に進めてはならない。

6．加盟国は、コーデジクス食品規格作成手続きにおける初娚の段階で十分解決されていないす

べての事項を含め、自国の経済的利益に対する規格草案の及ぼす可能性のある影響に関するすべ

ての事項につき、「委員会jの留意を求める自由を有する。「委員会」またはその下部機関での以前

のすべての検討結果を含め、問題点に関するすべての情報は、経済的影響を考慮して修正した規
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Elaboration procedures Codex Alimentarius Commission 

that Member's opinion, been satisfactorily resolved at an earlier step in the 

Procedure for the Elaboration of Codex Statidatds. All the irtformation 
pertaining to the matter, including the outcome of any previous consideration by 

the Commission or a subsidiary body thereof should be presented in writing to 

the Comrnission, together with any drafi amendments to the standard which 
would in the opinion of the county concerned, iake into aceount the economic 

inrplications . In considering statemel~:ts conceming economic implications the 

Cothmission should have du~ regard to the pngposes of the Codex Alimentarius 

concerning the prote ction of the health of consurners and the ensuring of fair 

practices in the food trade, as set forth in the General Principles of the Codex 

Aliinentarius, as well as the economic interests of the Member concerned. It 

will be open to the Commission to take any appropriate action including 

referring the matter to the appropriate Codex committee for its comments . 

GUIDE To THEPROCEDU~EFOR Tn~ REVISIONAND AMENDMENT OF 
CODEX STANDARDS 

1 . Proposals for the amendment or revision of Codex standards should be 

submitted to the Commission's Secretariat in good time (not less than tbree 

months) before the session 'of the Commission at which they are to be 
considered. The proposer o f an amen(hnent should indicate the reasons for the 

proposed amendinent and should also state whether the proposed amendment 

had been previously submitted to and considered by the Codex cQmmittee 

concerned and/or the Commission. If the proposed amendment has already 

been considered by the Codex committee and/or Commission, the outcome of 

the consideration of the proposed amendment should be stated. 

2 . Taking into account such inforrnation regarding the prop o sed amendment 

as may be supplied in accordance with paragnph I above, the Commission will 

decide whether the amendment or revision of a standard is necessary. If the 

Commission decides in the affirmative, and the pro~oser of the amendment is 

other than a Codex committee, the proposed amendment will be referred for 

consideration to the appropriate Codex committee, if such comulittee is still in 

existence. If such committee is not in existence, the Comoaission will deterrnine 

how best to deal with the proposed amen(hnent. If the proposer of the 

amen(hnent is a Codex committee, it would be open to the Commission to 

decide that the proposed amen(hnent be circulated to governments for 
comments prior to fbrther consideration by the sponsoring Codex Committee. 

In the case of an amendrnent proposed by a Codex ComrDittee, it will also be 

open to the Conmission to adopt the amendrnent at Step 5 or Step 8 as 
appropriate, where in its opinion the amendment is either of an editorial nature 

or of a substantive nature but consequential to provisions in similar standards 

adopted by it at Step 8 . 
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格についての草案とともに、委員会へ文書で提出されなくてはならない。経済的影響に関する意

見を考慮し、「委員会」は、関係国の経済的利益とともに、コーデックス食品規格一般原則中で定

められている、消費者の健康の保護及び食品貿易における公正な取引の確保に関するコーデック

ス食品規格の目的に十分な配慮を払うべきである。「委員会」は、議題を妥当なコーデックス部会

にコメントを求めるため差し戻すことを含め、妥当な措置をとる権限を有する。

コーデックス食品規格の改訂及び修正手続きの指針

1．コーデックス食品規格の修正または改訂に関する提案は、検討が予定される「委員会」の会議

の開催前の適当な時期（3ヶ月以上前）に、r委員会」事務局宛に提出されなければならない。修正

案の提案者は、提案修正案の理由を明らかにし、当該修正案の提案が以前に提出されたか否か並

びに関係あるコーデックス部会及び／または「委員会」で以前に検討されたことがあるか否かにつ

いても明らかにすべきである。提案の修正案が、すでにコーデックス部会及びノまたは「委員会」

で検討されたことがあるものである場合は、その検討結果を明らかにすべきである。

2．「委員会」では、提案修正案に関して上記第1項に従い、提供されることのある情報を考慮し、

規格の修正または改訂が必要であるか否かを決定する。r委員会」が必要と認め、その修正案の提

案者がコーデックス部会以外からである場合、適切なコーデックス部会が存続しているときは、

この提案修正案は、当該部会に検討のため委託される。．当該部会が存在しない場合は、「委員会」

が提案修正案の最善の処理方法を決定する。修正案の提案者がコーデックス部会である場合は、

提案修正案について所轄のコーデックス部会でさらに検討を行う前に、これを各国政府に配布し、

コメントを求めべきか否かの決定は、「委員会」の裁量に委ねられている。コーデックス部会が提

案した修正案の場合、当該修正案が文章上の問題または本質的な問題のいずれかではあるが、「委

員会」がStep8で採択した同様の規格の規定の修正の結果である、と「委員会」が判断した場合に

は、かかる修正案をStep5またはStep8のいずれか該当する方で採択することも、「委員会」の裁

量に任されている。
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3 . The procedure for amending or revising a Codex standard would bc as laid 

down in paragraphs 3 and 4 of the Introduction to the Procedure for the 

Elaboration of Codex Standards (see page 1 9 above). 

4. When the Colntnission has decided to amend or revise a standard, the 

unrevised standard will remain the applicable Codex standard until the revised 

standard has been adopted by the Commjssion. 

AR~~NGEMENTSFOR THEAMENDMENT OF CODEXSTANDARDS 
ELABO~A TED BY CODEX COMMITTEES WHICHl~ VEAD!JOURNED SlINE 

DIE 

l . The need to consider amending or revising adopted Codex standards arises 

from tirne to time for a variety of reasons amongst which can be: 

(a) changes in the evaluation of food addittves pesticides and 
contaminants ; 

(b) finalization of methods of analysis; 

(c) editorial amendments o f guideline s or other texts adopted by the 

Commission and related to all or a group of Codex standards e.g. 

"Guidelines on Date Marking", "Guidelines on Labelling of Non-retail 

Containers", "Cany-over PritLciple"; 

(d) consequential amendments to earlier Codex standards arising from 

Commission decisions on currently adopted standards of the same type of 

products; 

(e) consequential and other amendinents arising from either revised or 

newly elaborated C odex standards and other texts o f general applicability 

which have been referenced in other Codex standards C~evision of General 

Principles of Food Hygiene, Codex Standard for the Labelling of 
Prepackaged Foods); 

(O techuological developments or economic considerations e.g. provisions 

conceraing styles, packaging media or other factors related to composition 

and essential quality criteria and consequential changes in labelling 

provisions; 

(g) modifications of standards being proposed following an examination of 

govemment notifications of acceptances and specified deviations by the 

Secretariat as required in accordance with the Procedure for th. e 

Elaboration of Codex standards i.e. "Subsequent Procedure concernmg 

Publication and Acceptance of Codex Standards", page 24. 
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3．コ囲デックス食品規格の修正または改訂に関する手続きは、コーデックス食品規格作成手続

き序文の第3項及び第4項（原文26ぺ一ジ参照）に定められているものである。

4．「委員会」が規格の修正または改訂を決定した場合、改訂された規格が「委員会」により採択さ

れるまでは、改訂前の規格が引き続き適用されるコーデックス食品規格である。

無期休会となったコーデックス部会によって作成されたコーデックス食品規格

修正の作業

1．次のことを含むさまざまな理由により、採択されたコーデックス規格の修正または改訂を検

討する必要が生じることがある。すなわち、

（a）食晶添加物、農薬及び汚染物質の評価結果の変更；

　（b）分析方法の最終的な取りまとめ1

　（c〉「委員会」によって採択され、コーデックス食品規格のすべてまたは1群に関連しているガ

イドラインまたはその他文書（例えば、「目付奉示に関するガイドライン」、「非小売容器の表示に

関するガイドライン」、「キャリーオーバーの原則」など〉の文言上の修正；

　（d）広く承認された同種類の食品の規格についての「委員会」の決定により、当初のコーデッ

クス食品規格に対する必然的な修正1

　（e）改訂されまたは新たに作成されたコーデックス食品規格及びその他のコーデックス食品

規格中で引用されている、一般に適用されるその他の文書から生じる必然的及びその他の修正

（食品衛生一般原則、包装食品の表示に関するコーデックス食品規格の修正）。

　（D技術的な発展または経済上の検討、例えば、外観、充填用媒体［Packagingmedia】または組

織及び必須の品質の基準並びにそれに伴う表示規定に関する他の因子1

　（g）受諾の各国政府による修正及び逸脱に関する事務局による検討の後における、コーデッ

クス食品規格作成手続き「コーデックス食品規格の公表及び受諾に関するその後の手続き」の原

文31ぺ一ジにより提案される規格の修正。
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2 . The "Guide to the Procedure for the Revlslon and Amendment of Codex 
Standards" (see page 26) covers sufflciently amendiuents to Codex standards 

which have been elaborated by still active Codex Committees and those 
mentioned under paragraph I (g) above . In the case of amendments proposed to 

Codex standards elaborated by Codex Cornmittees which have adj oumed sine 

die, the procedure places an obligation on the Commission to "determine how 

best to deal with the proposed amen(inent". In order to facilitate consideration 

of such amendments, in particular, those of the type mentioned in para. I (a), 

(b). (c), (d), (e) and (O, the Comoaission has established more detailed guidance 

within the existing procedure for the amendment and revision of Codex 

standards. 

3. In the case where Codex committees have adjourned sine die: 

(a) the Secretariat keep s under review all Codex standards originating 

from Codex Connnittees adj ourtLed sine die and to determine the need for 

any amendments arising from decisions of the Cornmission~ in particular 

amendinents of the type mentioned in para. 1(a), (b), (c), (d) and those of 

(e) if of an editorial nature. If a need to amend the standard appears 

appropriate then the S ecretariat should prep are a text for adoption in the 

Commission; 

(b) amendrnents of the type in para (O and those of (e) of a substantive 

nature, the Secretariat in cooperation with the national secretariat o f the 

adjoumed Committee andj if possible, the Chairperson of that Committee, 

should agree on the need for such an amendment and prep are a working 

paper containing the wording of a proposed amendment and the reasons 

for prop osing such amendment, and request comments from Member 
Governments: (a) on the need to proceed with such an amendment and (b) 

on the proposed amendment itself. If the majority of the replies received 

from Member Governments is afflrmative on both the need to amend the 

standard and the suitability of the proposed wording for the amendment or 

an altemative proposed.wording, the proposal should be submitted to the 

Commission with a request to approve the amendment of the standard 

concemed. In cases where replies do not appear to offer an 
uncontroversial solution then the Comrnission should be irLformed 
accordingly and it would be for the Comnrission to detertnine how best to 

proceed. 
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2．コーデックス食品規格の改訂及び修正手続きの指針（原文35ぺ一ジ参照〉は、現在休会となって

いないコーデックス部会が作成したコーデックス食品規格及び上記第1項（g）に示した修正を、十

分にカバーするものである。無期休会のコーデックス部会が作成したコーデックス食品規格に対

する修正案が提案された場合、この手続きでは、「提案された修正案の最善の処理方法を決定す

る」義務を「委員会」に課している。このような修左、特に第1項の（a）、（b）、（c）、（d）、（e）及び（f）で

述べたような種類に関する検討を容易に行うため、r委員会」では、コーデックス食品規格の修正

及び改訂に関する既存の手続き中で、さらに詳細な手引きを定めている。

3．コーデックス部会が無期休会である場合は、次の通りとする。すなわち、

　（a）事務局は、無期休会のコーデックス部会が作成したすべてのコーデックス食品規格を常

に検討し、「委員会」の決定によりもたらされるすべての修正、特に、第1項の（a）、（b）、（c）、（d）

及び文言上の本質のときには（e）で述べたような種類の修正にっいて、その必要性を判断する。

規格修正の必要が適切なものであると思われる場合、事務局は「委員会」において採択する文書を

作成すべきである。

　（b）第1項の（D及び本質的な問題の（e）の修正のときには、事務局は、休会する部会の国の事務

局と、さらに可能であれば、当該部会の議長と協力し、その修正の必要につき同意し、提案修正

案の文言、及び当該修正を提案する理由を記載した作業用文書を作成すべきである。また、（a）

かかる修正を行う必要性及び（b）提案修正案そのものについて、加盟国政府にコメントを求めな

ければならない。加盟国政府からの回答の過半数が、規格修正の必要性及び修正案に関する提案

文の文言またはこれに代わる提案文の文言が適切である、と双方に賛成する場合は、当該規格の

修正を承認するよう要請し、提案を「委員会」に提出すべきである。各国からの回答が、議論の余

地のない解決策を提供するものでないと判断される場合には、その旨を「委員会」に報告し、「委

員会」は最善の処理方法を決定することとなろう。
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GENERAL PRINCIPLES OF THE CODEX ALIMENTARiUS 

PURPOSE OF THE CODEXALIM:~:NTARIIUS 

1. The Codex Alimentarius is a collection of intemationally adopted food 

standards presented in a uniform mamer. These food standards aim at 
protecting consumers ' health and ensuring fair practices in the food trade . The 

Codex Alirnentarius also includes provisidns of an advisory nature in the form 

of codes of practice, guidelines and other reconmended measures intended to 

assist in achieving the purposes of the Codex Alimentarius. The publication of 

the Codex Alimentatius is intended to guide and promote the elaboration and 

establishment of definitions and requirements for foods to assist in their 

harmonization and in doing s o to facilitate intemational trade . 

SCOPE OF rHE CODEX ALm4~NTARlIUS 

2. The Codex Alimentarius includes standards for all the principle foods, 

whether processe(~ semi-processed or raw, for distnbution to the consurner. 

Materials for further processing into foods should be included to the extent 

necessay to achieve the purposes of the Codex Alimentarius as defined. The 

Codex Alimentarius includes provisions in respect of food hygiene, food 
additives, pesticide residues, contaminants, Iabelling and presentation, methods 

of analysis and sampling. It also includes provisions of an advisory nature in 

the form of codes of practice, guidelines and other recommended measures. 

NA TURE OF CODEXSTANDARDS 

3. Codex standards contain requirements for food aimed at ensuring for 

the consumer a soundj wholesome food product free from adulteration, 
correetly labelled and presented. A Codex standard for any food or foods 

should be drawn up in accordance with the Format for Codex Commodity 
Standards and contair~ as appropriate, the criteria listed therein. 

A CCEPTANCE OF CODEX COMMODITY STANDARDS 

4.A. A Codex standard may be accepted by a county in accordance with its 
established legal and administrative procedures in respect of distribution of the 

product concerned, whether imported or home produced, within its tenitorial 

jurisdiction in the following ways: 
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コーデックス食品規格の一般原則

コーデックス食品規格集の目的

1．コーデックス食品規格集は、国際的に採択されている食品規格を統一された方法で記述し、

集約したものである。これらの食品規格は、消費者の健康を保護し、食品取引における公正な慣

行の確保を目的としている。コー』デックス食品規格集にはまた、コーデックス食品規格の目的を

達成するために取扱い規範、ガイドライン及びその他の勧告措置の形式での助言的な性質の規定

も含んでいる。コーデックス食品規格集の発行は、食品に関する定義及び必要条件の作成及び確

立を指導奨励し、その調和を助け、その際の国際取引促進を目的とするものである。

コーデックス食品規格集の範囲

2．コーデックス食品規格集には、加工品、半加工品、または生鮮品を問わず、消費者への流通

を目的とするすべての主要食品に関する規格が含まれている。食品にさらに加工される原料につ

いては、定義されているコーデックス食品規格の目的を達成するため必要な範囲内で含まれるべ

きである。コーデックス食品規格集には、食品衛生、食品添加物、残留農薬、汚染物質、表示及

び提示、分析及びサンプリング法に関する規定が含まれている。さらに、取扱い規範、ガイドラ

イン及びその他の勧告措置の形式での助言的な性質の規定も含まれている。

コーデックス食品規格の性格

3．コーデックス食品規格には、粗悪品がなく、正しく表示され、提示のなされている安全で、

衛生的な食品を消費者のために確保することを目的とした、食品に関する必要条件が含まれてい

る。いかなる食品（単数または複数）に関してもコーデックス食品規格は、コーデラクス食品別規

格の書式に従って作成し、該当するときは、その中に基準を含めるべきである。

コーデックス食品別規格の受諾

4．A．コーデックス食品別規格［CodexCommodityStandards］は、輸入品、国産品のいずれかにか

かわらず、主権管轄領域内における関係食品の流通に関しての自国の法律及び行政手続きに従い、

各国が次により受諾できる。すなわち、
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Fau aeceptance 

(a) Full acceptance means that the county concerned will ensure that a product 

to which the standard applies will be permitted to be distributed freely, in 

accordance with (c) below, witbin its territorial jurisdiction under the name 

and description laid down in the standard, provided that it complies with all 

the relevant requirements of the stand~rd. 

(b) The county will also ensure that products not complying with the standard 

will not be perrnitted to be distributed under the name and description laid 

down in the standard. 

(c) (c)The distdbution o f any sound products conforming with the standatrd 

will not be hiridered by any legal or adininistrative provisions in the 

county concemed relating to the health o f the consumer or to other food 

standard matters except for considerations of human, plant or anirnal health 

which are not specifically dealt with in the standard. 

(il) A cceptance wit:h spea~ied deviations 

Acceptance with specified deviations means that the county concemed gives 

acceptance, as defined in paragiaph 4.A(i), to the standard with the exception of 

such deviations as are specified in detail in its declaration of acceptance; it 

being understood that a product complying with the standard as qualified by 

these deviations will be permitted to be distributed freely within the tenitorial 

jurisdiction of the county concemed. The county concemed will further 
include in its declaration of acceptance a statement of the reasons for these 

deviations, and also indicate: 

(a) whether products fully conforming to the standard may be distn'buted 

freely within its territorial j urisdiction in accordance with paragraph 

4.A(i); 

(b) whether it expects to be able to give fiill acceptance to the standard and, if 

so, when. 

(iil) Free distrib ution 

A declaration of free distribution means that the country concemed undertakes 

that products conforming with a Codex commodity standard may be distributed 

freely within its terdtorial jurisdiction insofar as matters covered by the Codex 

commodity standard are concemed. 

B. A country which considers that it cannot accept the standard in any of 

the ways mentioned above should indicate: 

(i) whether products conforming to the standard may b e distn'buted freely 

within its tenitorial jurisdiction; 
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（i）完全受諾

　　（a）完全受諾とは、規格の適用される食品が、本規格の全ての関係のある必要条件に適合

しているときに限1り、規格に定められた品名及び記載により、その主権管轄領域内で下記（c）に

従い、自由に流通できることを受諾国が保証することをいう1

　　（b）当該国は、本規格に適合しない食品を、本規格に規定された品名及び記載の下では流

通できないことも保証することとなる。

　　（c）本規格に適合する安全な食品の流通は、本規格において特に取り扱われていない人間、

植物または動物の健康に関し考慮するときを除き、消費者の健康またはその他食品規格の問題に

関連する、当該国におけるすべての法律上または行政上の規定により妨げられることはない。

（ii）特定差付き受諾

　　　特定差付き受諾とは、その受諾文書に詳細を記載してある逸脱項目を例外事項として、

当該国が本規格に対し、第4み項（i）で定義した受諾を行うことをいう1これらの特定差付きで変

更された規格に適合する食品は、当該国の主権管轄領域内で自由に流通できることをいう。さら

に関係国は、この受諾文書に当該特定差の理由を記載し、下記事項についても明示するものとす

る。

　　（a）当該規格に完全に適合する食品を、第4A（i）項に従い、主権管轄領域内で自由に流通す

ることができるか否か1

（b）同国が本規格を完全受諾する見込みがあるか否か、及びその場合にはいつ実施できる

か。

（iii）自由流通

　　　自由流通の表明とは、当該国がコーデックス食品別規格に適合している食品を、ヲーデ

ックス食品規格が対象としている事項に関する範囲内で、主権管轄領域内において自由に流通す

ることができる、と約束する責務を負うことをいう。

B．本規格を上記のいずれによっても、受諾できないと判断した国は、次にっき明らかにすべき

である。

（i）本規格に適合する食品をその主権管轄領域内で自由に流通できるか否か；
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(ii) in what ways its present or proposed requirements differ from the 

standard, and, if possible the reasons for these differences. 

C. (i) A county which accepts a Codex standard according to one of the 
provisions of 4.A is responsible for the ubiform and impartial application of the 

provisions of the standard as accepted, in respect of all home-produced and 

importe d products distributed within its tenitorial j urisdiction. In addition, the 

county should be prepared to offer advice and guidanee to exporters and 

processors of products for export to promote understanding of and compliance 

with the requirements of importing countries which have accepted a Codex 
standard according to one of the provisions of 4.A. 

(ii) Where, in an importing country, a product claimed to be in compliance 

with a Codex standard is found not to be in compliance with that standar(~ 

whether in respect of the label accompanying the product or otherwise, the 

importing county should inform the competent authorities in the exporting 

county of all the relevant facts and in particular the details of the origin of the 

product in question (name and address of the exporter), if it is thought that a 

person in the exporting county is responsible for such non-compliance. 

A CCEPTANCE OF CODEX GENERAL STANDARDS 

5.A. A Codex general standard may be accepted by a county in accordance 

with its established legal and administrative procedures in respeet of the 

distribution of products to which the general standard applies, whether imported 

or home-produced, witbin its tenitorial juJisdiction in the following ways: 

(1) Fall acceptance 

Full acceptance of a general standard means that the country concerned will 

ensure, within its tenitorial j urisdiction, that a product to which the general 

standard applies will comply with all the relevant requirrements of the general 

standard except as otherwise provided in a Codex commodity standard. It also 

means that the distn'bution of any sound products conforrning with the standard 

will not be hindered by any legal or administrative provisions in the county 

concemed, which relate to the health of the consumer or to other food standard 

matters and which are covered by the requirements of the general standard. 

(il) Acceptance with speafad deviaa'ons 

Acceptance with specified deviations means that the country concemed gives 

acceptance, as defined in paragraph 5.A(i), to the generai standard with the 

exception of such deviations as are specified in detail in its declaration of 

acceptance. The country concemed will further include in its declaration of 

acceptance a statement of the reasons for these deviations, and also indicate 
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　（ii）当該国が提示または提案する必要条件が、本規格とどのよ「うな点で異なるか及び可能で

あるときはその異なる理由。

ασ）4．Aのいずれか1つの規定に従い、コーデックス食品規格を受諾した国は、当該国の主権管

轄領域内で流通されるすべての国産品及び輸入品に関し、受諾した本規格の規定を同様に、公平

に適用する義務を負う。さらに、生Aの規定のいずれか1つに従い、コーデックス食品規格を受諾

した輸入国は、自国の必要条件に対する理解を促し、その遵守を促進するため、輸出用食品の輸

出業者及び加工業者に対し、助言及び指導を行い、情報提供をすべきである。

　（ii）食品に添付されている表示に関しまたはその他の点1にっいて、コーデックス食品規格に

適合していると主張されてレ～る食品が』輸入国において本規格に適合していないことが判明した

場合、その不適合の責任が輸出国内のものにあると考えられるとき、当該輸入国は、輸出国の所

管官庁に、すべての関連事実及び特に問題の食晶の輸出元に関する詳細（輸出業者の名称及び所

在地）を通知すべきである。

コーデックスー般規格の受諾

5．A　コーデックスー般規格［CodexGeneralStandards1は、輸入品、国産品を問わず、主権管轄領

域内で、一般規格が適用される食品の流通に関し、自国において制定された法律及び行政上の手

続きに従い、各国が以下により受諾できる。すなわち、

（i）完全受諾

一般規格の完全受諾とは、当該国がその主権管轄領域内で、一般規格の適用される食品が、コー

デックス食品規格に特に定められているものを除き、当該一般規格の関連するすべての必要条件

に適合している、と保証することをいう。また、本規格に適合する安全な食品の流通が、消費者

の健康またはその他の食品規格の事項及び一般規格の必要条件の対象とされている、受諾国にお

けるいかなる法律上または行政上の規定によっても、その流通が妨げられないこともいう。

（ii）特定差付き受諾

特定差付き受諾とは、その受諾文書に詳細を記載してある逸脱項目を例外事項として、当該国が

本規格に対し、第5．A項（i）で定義した受諾を行うことをいう；さらに関係国は、この受諾文書に

当該特定差の理由を記載し、同国が一般規格を完全受諾する見込みがあるか否か及びその場合に

はいっ実施できるかを明らかにするものとする。
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whether it expects to be able to give fiill acceptance to the general standard an(~ 

if so, when. 

(iil) Free distribution 

A declaration of free distu'bution means that the country concemed underta:kes 

that products corforming with the relevant requirements of a Codex general 

standard may be distiibuted freely within its terri:torial jufisdiction insofar as 

matters covered by the Codex general staridard are concemed. 

A county which c onsiders that it cannot accept the general standard in B. 
any of the ways mentioned above should indicate in what ways its present or 

proposed requirements differ from the general standard, and if possible, the 

reasons for these differences. 

C. (i) A county which accepts a general standard according to one of the 

provisions of paragraph 5.A is responsible for the uniform and impartial 
application of the provisions of the standard as acceptetL in respect of all home 

produced and imported products distributed within its tenitorial jurisdiction. In 

addition, the county should bc prepared to offer advice and guidance to 
exporters and processors of products for export to promote understanding of 

and compliance with the requirrements of importing countries which have 
accepted a general standard aocording to one of the provisions of paragraph 

5.A. 

. (ii) Where, in an importhrg country, a product clairped to be in compliance 

with a general standard is found not to be in compliance with that standar~ 

whether in respect of the label accompanying the product or otherwise, the 

importing county should inform the competent authorities in the exporting 

county of all the relevant facts and in particular the details of the origin of the 

product in question (name and address of the exporter), if it is thought that a 

person in the exporting county is responsible for such non-compliance. 

A CCEPTANCE OF CODEXMAXIMbMLIMrTS FOR RE;SIDUES OF 
PESTICZOES AN~D VETERI~ARYDRUGS INFOOD 

6.A. A Codex maximum limit for residues of pesticides or veterinay drugs 

in food may be accepted by a county in accordance with its established legal 

and administrative procedures in respect of the distu'bution within its territorial 

jurisdiction of (a) home-produced and imported food or (b) imported food only, 

to which the Codex maximum limit applies in the ways set forth below. In 

additiol~ where a Codex maximum limit applies to a group of foods not 
individually named, a country accepting such Codex maximum lirnit in respect 

of other than the group of foods, shall specify the foods in respect of which the 

Codex maximum limit is accepted. 
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（iii）自由流通

自由流通の表明とは、当該国がコーデックスー般規格に適合している食品を、Fコーデックス食品

規格が対象としでいる事項に関する範囲内で、主権管轄領域内において自由に流通することがで

きる、と約束する責務を負うことをいう。

B．本規格を上記のいずれによっても、受諾できないと判断した国は、自国の現行のまたは提案

する必要条件が、一般規格とどの点で異なるか及び可能であるときはその異なる理由につき明ら

かにすべきである。

c．（i）5．Aのいずれか1つの規定に従い、一般規格を受諾した国は、当該国の主権管轄領域内で流

通されるすべての国産品及び輸入品に関し、受諾した本規格の規定を同様に、公平に適用する義

務を負う。さらに、5．Aの規定のいずれか1っに従い、一般規格を受諾した輸入国は、自国の必要

条件に対する理解を促し、その遵守を促進するため、輸出用食品の輸出業者及び加工業者に対し、

助言及び指導を行い、情報提供すべきである。

　（ii）食品に添付されている表示に関しまたはその他の点について、一般規格に適合していると

主張されている食品が、輸入国において本規格に適合していないことが判明したとき、その不適

合の責任が輸出国内のものにあると結論づけられたとき、当該輸入国は、輸出国の所管官庁に、

すべての関連事実及び特に問題の食品の輸出元に関する詳細（輸出業者の名称及び所在地）を通

知すべきである。

食品中の農薬及び動物用医薬品に関するコーデックス最大残留基準値の受諾

6．A．食品中の農薬及び動物用医薬品に関するコーデックス最大残留基準値は、（a）国産食品及び

輸入食品または（b）輸入食品のみについて、主権管轄領域内での流通に関し、自国の制定した法

律上及び行政上の手続きに従い、各国が受諾することができ、コーデックス最大基準値は、上記

食品に対し次に定めるように適用される。さらに、コーデックス最大基準値が個々に定められて

いない一連の食品群に適用される場合、当該食品群以外のものに関するコーデックス最大基準値

を受諾する国は、コーデックス最大基準値を受諾する食品を指定しなければならない。
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(i) Full acceptance 

Full acceptance of a Codex maximum limit for residues of pesticides or 
veteripary drugs in food means that the country concerned will ensure, within 

its tenitorial jurisdiction, that a food, whether home-produced or imported, to 

which the Codex maximum limit applies, will comply with that lirnit. It also 

means that the distu'bution of a food confonnttig with the Codex maximurn lirbit 

will not be hindered by any legal or administrative provisions in the county 

concemed which relate to matters covered by the Codex maximurn limit. 

(il) Free distu'b ution 

A declaration of free distn'bution means that the county c oncemed undertakes 

that products conforming with the Codex maximum linrit for residues of 
pesticides or veterinary drugs in food may be distributed fieely within its 

tenitorial jurisdiction insofar as matters covered by the Codex maximum lirnit 

are concemed. 

B. A county which considers that it camot accept the Codex maximum 
limit for residues of pesticides or veterinary drugs in foods in any of the ways 

mentioned above should indi. 'cate in what ways its present or proposed 

requirements differ from the Codex maximum limit andj if possible, the reasons 

for these differences. 

C. A county which accepts a Codex maximum lirnit for residues of 
pesticides or veterinary drugs in food according to one of the provisions of 

paragraph 6.A should be prepared to offer advice and gnidance to exporters and 

processors of food for export to promote understanding of and compliance with 

the requirements of importing countries which have accepted a Codex 
maximum limit according to one of the provisions of paragraph 6.A. 

D. Where, in an importing county, a food claimed to be in compliance 
with a Codex maximum limit is fotind not to be in compliance with the Codex 

maximum limit the mjporting county should inform the competent authorities 

in the exporting country of all the relevant facts and, in particular, the details of 

the origin of the food in question (name and address of the exporter), if it is 

thought that a person in the exporting country is responsible for such non-

com pliance. 

WITI~!~A WAL OR AMENDMENT OFACCEPTANICE 

The withdrawal or amendment of acceptance of a Codex standard or a 7. 

Codex maxhnum limit for residues of pesticides or veterinary drugs in food by a 

county shall be notified in writing to the Codex Alimentarius Commission's 

Secretariat who will nform all Member States and Associate Members of FAO 

and WHO of the notification and its date of receipt. The county concemed 
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（i）完全受諾

食品中の農薬及び動物用医薬品に関するコーデックス最六残留基準値の完全受諾とは、受諾国が

その主権管轄領域内で、国産品または輸入品のいずれであるか否かにかかわらず、コーデックス

最大基準値が適用される食品が、当該許容値に合致すると保証することをいう。また、本コーデ

ックス最大基準値適合を満たす食品であれば、コーデックス最大基準値の対象となっている事項

に関し、当該国におけるいかなる法律上または行政上の規定によっても、その流通が妨げられな

いことをいう。

（ii）自由流通

自由流通の表明とは、関係国が食品中の農薬及び動物用医薬品に関するコーデックス最大残留基

準値に適合している食品を、その主権管轄領域内において、コーデックス最大基準値に関する限

り、自由に流通することができる、と約束する責務を負うことをいう。

B．上記のいずれの方法によっても、食品中の農薬及び動物用医薬品に関するコーデックス最大

残留基準値を受諾することができないと判断する国は、当該国の現在のまたは提案されている必

要条件がコーデックス最大基準値とどのように異なるものであるか及び可能であれば、その異な

る理由についても明示すべきである。

C．第6．A項のいずれか1つの規定に従い、食品中の農薬及び動物用医薬品に関するコーデックス

最大残留基準値を受諾した国は、第6A項の規定のいずれか1っに従い、コーデックス最大基準

値を受諾した輸入国は、自国の必要条件に対する理解を促し、その遵守を促進するため、輸出用

食晶の輸出業者及び加工業者に対し、助言及び指導を行い、情報提供をすべきである。

D．コーデックス最大基準値に適合していると主張されている食品が、輸入国において本コーデ

ックス最大基準値に適合していないことが判明した場合、その不適合の責任が輸出国内のものに

あると考えられたときは、当該輸入国は、輸出国の所管官庁に、すべての関連事実及び特に問題

の食品の輸出元に関する詳細（輸出業者の名称及び所在地）を通知すべきである。

受諾の撤回または修正

7．ある国がコーデックス食品規格または食品中の農薬または動物用医薬品に関するコーデック

ス最大残留基準値の受諾の撤回または修正するときは、r委員会」事務局宛に文書として通告し

なければならない、また、事務局は、FAO及びWH：Oのすべての加盟国及び準加盟国にその通告

及び受領目を伝えることになる。当該国は、上述の第4．A（iii）、5．A（iii）、4』B、5』B、または6．Bの

各項のうち、該当するものにつき、義務づけられた情報を提供すべきである。さらに、同国は実
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should provide the information required under pamgraphs 4.A(iii), 5 .A(ili), 4.B, 

5.B or 6.B above, whichever is appropriate. It should also give as long a notice 

of the withdrawal or amendment as is practicable . 

REVISION OF CODEXSTANDARDS 

The Codex Alirhentarius Commission and its subsidiary bodies are 8. 

committed to revision as necessary of Codex standards and related texts to 

ensure that they are consistent with and reflect current scientific knowledge and 

other relevant information. When required, a standard or related text shall be 

revised or removed using the same procedures as followed for the elaboration of 

a new staJidard. Each member of the Codex Alimentarius Comoaission is 
responsible for identifying, and presenting to the appropriate committee, any 

new scientific and other relevant iniormation which may warrant revision o f 

any existing Codex standards or related texts. 

34 

- 96 -



行できる限りは撤回または修正の通知を行うべきである。

コーデックス食品規格の改訂

8．　r委員会」及び下部機関は、必要な場合、コーデックス食品規格及び関連文書の改訂をする

ことを委ねられている。すなわち、これらが広範な科学的知識及びその他の関連情報と合致し、

並びに反響することを確認するものである。改訂するよう要請されたとき、規格または関連文書

は、新しい食晶規格を作成するのと同じ手続きを用いて改訂し、若しくは取り除かなければなら

ない。「委員会」の各加盟国は、これを承認し、現存するコーデックス食品規格若しくは関連文

書の改訂を請負うべく新しく科学的で、またその他の関連情報を適切な部会に提供する責任を負

う。
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GUIDELINES FOR THE ACCEPTANCE PROCEDURE FOR CODEX 
STANDARDS 

TI~ IMPORTANCE OFA RESPONSE To EV~:RYNOTIFICA TION 

1 . The Codex Alimentarius is the record of Codex Standards and of 
acceptances or other notifications by Member Countries or international 
organizations to which competenc e in the matter has b een trans ferred by their 

Member States. It is revised regularly to take account of the issue of new or 

amended standards and the receipt of notifications. It is important that 

governments respond to every issue of new or amended standards . 
Governments should aim at giving formal acceptance to the standards. If 
acceptance or free circulation camot be given unconditionally, the deviations or 

conditions, and the reasons, can be included in the response. Early and regular 

responses will ensure that the Codex Alimentarius can be kept up to date so as 

to s erve as an indispensable reference for governments and intemational traders . 

2. Governments should ~nsure that the information in the Codex 
Alimentarius reflects the up to date position. When changing national laws or 

practices the need for a notification to the Codex Secretariat should always be 

kept in mind. 

3 . The Codex procedure for elaboration of standards enables governments to 

par~'cipate at all stages. Governments should be able to make an early response 

to the issue of a Codex standard and should do their uttnost to be ready to do so. 

THE CODEXALIMENTARIIUS.' NOTA SUBSTITUTE FoR. OR ALTERNA TIVE 

TO. REFEl~~vlG TONATIONAL LEGISLA TION 

4. Every county's laws and adrninistrative procedures contain provisions 
which it is essential to understand and comply with. It is usually the practice to 

take steps to obtain copies of relevant legislation and/or to obtain professional 

advice about compliance. The Codex Alimentarius is a comparative record of 

the substantive sirnilarities and differences between Codex Standards and 

corresponding national legislation. The Codex Standard will not normally deal 

with general matters of human, plant or animal health or with trade marks. The 

language which is required on labels will be a matter for national legislation and 

so will import licences and other administrative procedures. 

5 . The responses by governrnents should show clearly which provisions of 

the Codex Standard are identical to, similar to or different from, the related 

national requirements. General statements that national laws must be complied 
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コーデックス食品規格に関する受諾手続きのガイドライン

各通告に対する応答の重要性

1．コーデックス食品規格集は、コーデックス食品規格及ぴ加盟国または加盟国により当該事項

における担当権限の委譲を受けている国際組織による受諾またはそれ以外の通告の記録である。

食品規格集は、新たなまたは修正された規格の発行及び通告を受けた事項を考慮に入れ、定期的

に改訂される。各国政府が新たにまたは修正されたすぺての規格に関する事項に応答することが

重要である。各国政府は、規格に関する正式な受諾を目指すべきである。受諾または自由流通を

無条件に行うことができないときは、逸脱事項または条件及びその理由を応答に盛り込むことが

できる。早期及び定期的に応答することにより、コーデッ クス食品規格集が常に最新の情報をと

り入れたものとなり、各国政府及び国際的な貿易業者にとって必要不可欠な参照資料とすること

ができる。

2．各国政府は、コーデックス食品規格集に掲載されている情報が、最新情報を確実に反映して

いるものとすべきである。国内の法律または規範を変更するときは、コーデックス事務局へ通告

する必要性につき、常に留意すべきである。

3．規格作成に関するコーデックス手続きは、各国政府があらゆる段階で参加できるようになっ

ている。各国政府は、コーデックス食品規格の問題に対して早期に応答が可能で、すぐに実施で

きるよう最大の努力を払うべきである。

コーデックス食品規格集一国内法への引用であり、その代替またはそれに代わ

る選択肢ではない　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　’

4．各国の法律及び行政手続きに含まれる規定には、それを理解し遵守することが必要不可欠な

ものが記載されている。このためには、関連する制定法の写しを入手し、かっ／または遵守に関

する専門的な助言を得るという手段を踏むのが慣例となっている。コーデックス食品規格集は、

コーデックス食品規格と対応する国内法との間における本質上の類似点と相違点との比較記録

である。コーデックス食品規格は、通常、人間、植物または動物の健康に関する一般的な問題ま

たは商標を扱うものではない。表示をするのに義務づけられる言語は、国内制定法の問題であり、

輸入許可書及びその他の行政手続きも同様である。

5．各国政府からの応答には、コーデックス食品規格のどの規定が、対応する国内の必要条件と

一致するか、同様であるか、または異なるかが、明確に示されていなければならない。国内の法

律を遵守しなければならないという一般的記述は避けるべきであり、または留意しなければなら
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'th should be avoided or accompanied by details of national provisions which 
wr 
require attention. Judgement will sometime s be required where the national law 

is in a different foml or where it has different provisions. 

OBLIGA TIONS UNDER Tl~ ACCEPTANCEPROCEDURE 

6 . The obligations which a county underta:kes under the acceptance 
pro cedure are included in paragrajPh 4 of the General Principles . Paragraph 

4 .A(i) (a) provides for free distri'bution of conforming products , 4 .A(i) (b) with 

the need to ensure that products which do not conform may not be distn'buted 

'~nder the name and description laid down". P aragraph 4 .A(i) (c) is a general 

requirement not to hinder the distribution of sound products , except for matters 

relating to human, plant or animal health, not specifically dealt with in the 

standard. Similar provisions are included in Acceptance with Specified 

Deviations . 

7. The essential difference between acceptances and notifications of free 

distri'bution is that a county which accepts , undertakes to enforce the Codex 

standard and to accept all the obligations set out in the General PrirLciples 

subject to any specified deviatio. ns. 

8. The Codex Committee on General Principles (CCGP) and the Comlnission 

(CAC) have reviewed the acceptance procedure and notifications by 
governments on a number of occasions. While recogpizing that difflc~lties can 

arise fiom tirne to time in reconciling the obligations of the acceptance 

procedure with the laws and administrative procedures of a Member County, 
the CCGP and the CAC have detennined that the obligations are essential to the 

work and status of the CAC and that they should not be weakened in any way. 

The purpose of these guidelines therefore is to assist governments when they 

are consideritLg how, in the light of the objectives of the acceptance procedure, 

to respond to Codex Standards. 

TH~ RETU~N OF THE RESPONSE 

9. The principal decision which is required is whether to notify an acceptance 

according to one of the methods prescribed, or non acceptance as provided for 

in 4.B. Free distn'bution (4.A(iii)) does not carry with it the obligation to 

prevent non conforming products from being circulatedj and it may be usefiil in 

cases where there is no corresponding national standard and no intention to 

introduce one. 
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ない国内の規定の詳細が添付されているべきである。国内法の形態が異なる場合または異なる規

定がある場合は、判断が義務づけられるであろう。

受諾手続きに基づく義務

a　国の受諾手続きに基づく義務は、一般原則の第4項中に述べられている。第4A（i）（a）項は、適

合食品の自由流通を定めており、第4A（i）（b）項は、適合していない食品が「定められた品名及び記

載の下では」流通することができないとの保証を定めている。第4A（i）（c）項は、人問、植物または

動物の健康に関する問題を除ぐ、この規格では特に取り扱っていない、健全な食品の流通を妨げ

ないための一般必要条件である。同様の規定が特定差付き受諾［Acceptancewith

Speci五cDevisio耳s垂に含まれている。

7．受諾と自由流通の通告との本質的な違いは、受諾した国がコーデックス食品規格を施行する

ことと、任意の逸脱事項を条件として一般原則に定められているすべてゐ義務を受け入れること

とにある。

8．一般原則規格部会（CCGP）及び「委員会」（CAC）は、多くの機会に各国政府による受諾手続き及

び通告を検討してきた。受諾手続きの義務と加盟国の法律及び行政上の手続きとを調和させるに

あたり、種々の困難が生じることがあり、得るが、CCGP及びCACは、その義務がCACの業務及び

立場において必要不可欠であり、いかなる場合にも緩和すべきではない、との判断を下している。

したがって、これらガイドラインの目的は、各国政府が受諾手続きに関し、コーデックス食品規

格に対してどのように対応するかを考える際に、各国政府を支援することである。

応答の返戻

9．義務づけられている主要な決定は、定められた方法の1つによる受諾または4Bに定められて

いる不承諾を通告するか否かである。自由流通（4A（iii））には～非適合食品の流通を防止する義務

はなく、対応する国内規格がなく、これを導入する意向もない場合に役立つものである。
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Procedural Man ual Guidelines ior acceptance 

THENEED FOR ANINFORMED. RESPONSIBLE JUDGEMEN,T WHEN 
COMP~RLNG THE CODEX STANDARD VWTHNA TIONAL LA WS 

1 O. There will be some occasions when the detail in the Codex Standard is 

identical with national laws . Difficulties will arise however when national laws 

are in a different form, contain different figures or no figures at all, or in cases 

where there may be no standard in the county which corresponds in substance 

to the Codex Standard. The authority responsible for notifying the response to 

the CAC is urged to do its b est to overcome any such difficulties by the exerqise 

of its best endeavours and to respondj after such consultations as may be 

appropriate with the national organizations. The grounds on which the 
judgement has been based can be made clear in the notification. It may well be 

that they will not be such as to justify an acceptance, because of the obligations 

to stop the distu'bution of non conforming products, but a statement of free 

circulation should be possible on the basis of the facts and practices of each 

case. If there was a court decision or change in the law or practice 
subsequently, an amending response should be made. 

PRESUMPTI VE STANDARDS 

1 1 . A presumptive standard is one which is assumed to be the standard in the 

absence of any other. (A presumption in law is the assulnption of the truth of 

anything until the contrary is proved.) Some countries have said that a Codex 

MRL is the presumptive lirnit for a pesticide residue. Countries may be able 

and willing to regard a Codex Standard as the presutnptive standard in cases 

where there is no corresponding standard, code of practice or other accepted 

expression of the "nature, substance or quality" ofthe food. A county need not 

apply the presumption to all the provisions of the standard if the details of its 

additives, contaminants , hygiene or labelling rules are different from tho se in 

the standard. In such a case the provisions in the Codex Standard defining the 

descriptior~ esscntial composition and quality factors relating to the specified 

name and description could still be the presurnptive standard for those matters. 

12. The justification for regarding the Codex Standard as a presumptive 
standard is the fact that it is the minimurn standard for a food elaborated in the 

CAC "so as to ensure a sound, wholesome product free from adulteration, 
correctly labelled and presented". (General PrirLciples, Paragraph 3 .) The word 

minitnum does not have any pejorative connotations: it simply means the level 

of quality and soundness of a product judged by consensus to be appropriate for 

trade intemationally and nationally. 

1 3 . Whether a presumptive standard would merit an acceptance would depend 

on whether the country concemed could say that non conforming products 
could not be distn'buted under the same name and description laid down in the 
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コーデックス食品規格と国内法との比較における、情報に基づく確実な判断の必要性

10．コーデックス食品規格の詳細が国内法と同一の場合がある。しかし、国内法の形式が異な

る場合、数値が異なるかもしくはまったく数値が含まれていない場合またはその国に実質上コー

デックス食品規格に対応する規格がない場合は、問題が起こるであろう。CACへの応答を通告す

る責任のある当局は、最善の努力を尽くしてかかる問題を解決し、国内組織と適切と思われる協

議の後、応答するよ，うに努める必要がある。判断の基礎となる根拠は、通告で明確にすることが

できる。非遵守食品の流通を停止する義務演あるため、その根拠はおそらく受諾を正当化するよ

うなものとはならないであろう。しかし、それぞれの場合の真実及び慣例を基礎として、自由流

通を表明することは可能なはずである。その後、裁判所の決定または法律または慣例の変更があ

った場合は、修正の応答を行わなければならない。

推定的規格

11．推定的規格とは、他の規格が何もないため規格と仮定されるものである（法における推定と

は、反対が立証されるまで何らかの真実を仮定することである）。国によっては、コーデックス

MRLが残留農薬の推定的許容値であるとするところもある。各国では、対応する規格、取扱い』

規範、またはその他に食品の「性質、内容、または品質」にっいて認められている表現がない場合

に、コーデックス食品規格を推定的規格とみなすことが可能であり、それを自発的に行うことが

できる。自国の添加物、汚染物質、衛生または表示規則の詳細が本規格のものと異なる場合は、

この推定を本規格のすべての規定に適用する必要はない。このような場合、特定の名称及び説明

に関連して、説明、必須組成及び品質要件にっいて定義しているコーデックス食品規格の規定は、

なおもこれら事項に関する推定的規格となり得るはずである。

12．コーデックス食品規格を推定的規格とみなすことを正当化する理由は、とれが「粗悪品がな

く、正しく表示され、提示のなされている、安全で、衛生的な食品を確保するための」CACで作

成された食品に関する最低規格であるということである（一般原則、第3項）。最低という用語に

は、軽蔑的な暗示的意味は少しも含まれていない。単に、国際的及び国内での売買に適するよう

な、合意により判定された品質及び安全性のレベルを意味する語である。

13．推定的規格が受諾に値するかどうかは、関係国が非遵守食品を本規格に規定されているも

のと同様の名称及び説明のもとでは流通できないと明言できるかどうかによって決まるはずで

ある。ただし、自由流通を表明できるとしても、各国はその認識を重大に考えるよう求められる。
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Guidelines for acceptance Codex Alimentarius Commission 

standard. However it would enable a declaration o f free circulation to be made 

and countries are asked to give the idea serious Gonsideration. 

Fo~M4 TAND CONTENT OF CODEXSTANDARDS 

SCOPE 

14. This section, together with the name of the standard and the name and 

description laid down in the labelling section, should be examined in order to 

assess whether the obligations of the acceptance procedure can properly be 

accepted. 

DESCRlnloN. ESSENTIAL COMPOsrrION AND QUALITY FACTons 

15. These sections will define the minimum standard for the foo~L They will 

be the most difflcult to address unless by chance the details are virtua:1ly 

identical (i.e. ignoring sighificant matters of editorial expression or format). 

However, a county which has taken part in the elaboration of the standard 

either by attending the meetings or by sending comments under the Step 

Procedure has, no doubt, consulted national organizations on the extent to 
which the drafi provisions in the standard would be acceptable nationally. This 

factual information needs to be turned into a formal response when the standard 

is sent out for acceptance. Countries are asked to do their best to exercise an 

inforrnal judgement on lines discussed in Paragraph 7 above. Some of the 
quality criteria e . g . allowances for defects may represent good manufacturing 

practice or be lefi to trade contracts. This will have to be taken into account. A 

free distri'bution response ought to be possible in most cases. 

FOOD ADDrrIVES 

1 6. The food additi'ves included in the standard have been assessed and 

cleared by JECFA. The Connnodity Committee and the CCFAC have assessed 
technological need and safety in use. If national laws are different, all the 

detailed differences should be reporte(~ It should be borne in mind; however, 

that the aim of international food standardization work is to harmonize policies 

and attitudes as much as possible. Therefore every effort should be made to 

keep deviations to the minimum. 

C ONTAMINAN TS 

17. If national limits apply they should be quoted if not the same as those laid 

down in the Codex Standard. Where general laws about s afety, health or nature 

of the food apply, the limits quoted in the standard could properly be regarded 

as representing those which are unavoidable in practice and within safety limits. 
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コーデックス食品規格の書式及び内容、

範囲

14．規格の名称、並びに表示の項に規定されている名称及び説明とともに、受諾手続きの義務

を正しく受け入れられるかどうかを評価するために、この項について考察しなければならない。

説明、必須組成及び品質要件

15．これらの項では、食品の最低規格を定義する。偶然に詳細が事実上同一（すなわち、編集上

の表現または書式の重要な問題は無視する）でない限り』、これらに取り組むのは最も困難である。

しかし、会議に出席するかまたは手続きステップのもとでコメントを送付するかのどちらかの手

段を用いて規格の作成に参加した国は、おそらく、本規格における規定草案が国内的に受諾でき

る範囲について、国内組織と協議を重ねてきている。このような実際の情報は、本規格が受諾の

ために送付される場合に、公式の応答に替える必要がある。各国は、上記第7項で述べた方向で

非公式の判断を下すことに全力を尽くすよう求菊られる。品質規格、たとえば不良品の許容限度

などの中には、優れた製造工程を示すものもあれば、売買契約書に記されるものもある。これは

考慮の対象としなければならない。ほとんどの場合、自由流通の応答が可能なはずである。

食品添加物

16．本規格に記載されている食品添加物は、JECFAによって評価及び承認されたものである。

食品別規格部会及びCCFACは、技術的な必要性及び使用上の安全性にっいて評価してきた。国

内の法律と異なる場合は、詳細な相違点をすべて報告しなければならない。しかし、国際的な食

品標準化作業の目的は、できる限りその方針及び姿勢を一致させることであるということを、念

頭に置かなければならない。したがって、すべてにおいて逸脱事項を最小限に抑えるよう努力す

る必要がある。

汚染物質

17．国内の基準値を適用する場合は、コーデックス食品規格に規定されている値と異なるので

あれば、この基準値を引用しなければならない。食品の安全、衛生、または性質に関する一般の

法律を適用する場合は、本規格に引用した基準値を、実際には避けることのできない安全圏内の

ものを示すものとして、正しく認識することができる。
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Procedural Manual Guidelines for acceptance 

HYGIENE AND WEIGHTS ANl) MEASIJIU~S 

1 8. If national requirements are different they should be reported. 

LABELLING 

1 9. The General Standard for the Labclling of Prepackaged Foods represents 

the intemational consensus on information to be included on the labels of all 

foods . 

20. Governments are exhorted to use the General Standard as a basis for their 

national legislation and to keep differences to an absolute minirnum especially 

those of detail or minutiae. Governments should observe the footnote to the 

Scope section and should ensure that all compulsory provisions relating to 

pre sentation of iniormation which are additional to , and different from, tho se in 

the standard should be notified. Any other compulsory provisions in national 

legislation should also be notified if they are not provided for in the Codex 

standard. The labelling provisions in Codex standards include sections of the 

revised General Standard by reference. When accepting a Codex commodity 

standar(~ a county which has already accepted and resp onded to the General 

Standard can then refer to the, terms of that acceptance in any subsequent 

responses. As much specific information as is relevant and helphLl should be 

given. In particular, this should include the name and description relating to the 

food, the interpretation of any special requirements relating to the law or custom 

o f the county, any additional details about pres entation o f the malidatory 

nformation and detailed differences if any in the labelling requirements e.g. in 

relation to class names, declaration of added water, declaration of origin. It will 

be assumed that the language(s) in which the particulars should be given will be 

as indicated by national legislation or custom. 

METHODS OF ANALYSIS AND SAMPLING 

2 1 . The obligations which a county assumes in accepting the following 

Codex Deiining Methods of Analysis included in Codex standards are as 
follows5 : 

(a) Codex Defining Methods of Analysis (Type I) are subject to 
acceptance by governments just as are the provisions which they 

define and which form part of Codex standards. 

5 The Committee on General Principles, when elaborating these Guidelines, noted 

that the Classification of Methods was under review by the Codex Committee on 

Methods of Analysis and Sampling and that the application of Part (b) 

particularly could be unnecessatily restrictive. 
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衛生、重量及び分量

18．国内の必要条件が異なる場合は、報告を行わなければならない。

表示

19．包装食品表示に関する一般規格とは、すべての食品の表示に記載されている情報に関する

国際的な同意を示すものである。

20．各国政府は、この一般規格を国内制定法の基礎として使用し、相違点、特に詳細部分に関

する相違点を最小限に抑えるように勧告を受ける。各国政府は、範囲の項の脚注を遵守し、本規

格内の規定に追加する情報及びこれとは異なる情報の提示に関する、すべての必須規定を確実に

通告しなけれぱならない。国内制定法におけるその他の必須規定がコーデックス食品規格にない

場合は、これらの規定についても通告しなけれぽならない。コーデックス食品規格の表示に関す

る規定には、参照により、改訂された一般規格の項が含まれている。コーデックス食品別規格を

受諾する場合、すでに受諾し、一般規格への応答を行った国は、その後の応答で、その受諾条件

について言及することができる。適切で役に立っ特定の情報をできるだけ多く示さなければなら

ない。特に、これには、食品に関する名称及び説明、その国の法律または慣例に関する特別な必

要条件の解釈、必須情報の提示に関する補足の詳細事項及び表示必要条件、たとえば等級名、加

えた水の公表、原産地の公表などに関する必要条件に相違点がある場合はその詳細などが含まれ

る。説明に使用しなければならない言語は、国内制定法または慣例が示すとおりであると考えら

れる。

分析及びサンプリング方法

21．コーデックス食品規格に含まれている下記の分析に関するコーデックス公定方法を受諾す

る際1と各国が負う義務には、次のようなものがある1。

　　（a〉分析に関するコーデックス公定方法（Typel）は、各国政府が定義し、コーデックス食品

規格の一部を形成している規定と同様に、各国政府の受諾が必要である。

1一般原則規格部会は、ガイドラインを作成する際に、方法の分類が分析・サンプリング法

規格部会によって再検討中であり、特に（b）項の適用は不必要に制限されることがないことを

通告している。
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Gσ∫de’か7es煮：》ノ’acceβオaηce Codex　A加ηeη重aノ究Js　Comη7’ssJoη

　　“F罧11acce脚nce”ofaCodexDe価ngMethodmeanstheaocΦtance
　　血at血c　value　provided　fbr血a　Codex　s伽dard　is（1e伽ed　by　means

　　ofthe　Codex　method．In　detem血ing　compliance　wi奪h　the　value　hl

　　theCodexs伽伽¢gove㎜ents皿de鮎etousetheCodex
　　Def盤血gMe亡hod，especiallyincasesofdisputesinvolvingtheresults

　　ofanalysis，

　　“Non　acc¢p‡ance，，of　Codex　Def皿ng　Me血od　or　acceptance　of

　　Codex　standards　with　substantive　deマiations　in　the　Codex　Defi血血g

　　Methods　means　accep伽ce　of　the　Codex　stand窺rd　with　specified

　　devia坂on。

（b）　The“acc¢ptance”of　Codex　sta：nd訂ds　conta血血g　Codex　Refヒrence

　　Methods　of　Analysis（丁距e　II）mea誼s　the　reco婁雌on　that　Codex

　　Ref硫ence　Methods　are　methods　the　reliability　of　which　has　been

　　demons血ted　on　the　basis　of血te㎜蕊onany　acceptable（酒te嫉a．They

　　訂e，血erefbre，oUi理toryfbruse，Le．su切ecttoaccep伽ceby
　　gove㎜ents，indisputesinvolv血9血eresu1偲・famlysis・‘Non
　　accΦtance”ofthe　Codex　Refちrence　Method　or　acc㎎tance　ofCodex

　　s伽d鍵dswithsubstantivedeviationsintheCodexRe角rence
　　Methods　fbruse　indisputes　involv血gmethods　ofanalysis，shouldbe

　　憾en　to　mean　accepta且ce　of血e　Co（1ex　s伽dard輌th　speci丘弓d

　　devia纏on．

（c）　The“accep惚nce”of　Codex　s惚ndards　con惚血i血g　Codex　Altema丘ve

　　ApprovedMethods　ofAnalysis（Typem）means　therecognitionth飢
　　Codex　Altemative　Approved　Methods　are　methods　the　reliability　of

　　w短ch　has　be㎝demonstrated　in　te㎜s　of血temationally　accのtable

　　criteria．They　are　reco㎜ended愈》r　use血負）od　con柱01，hBpec丘on　or

　　負）r　regulatory　puηposes。

　　‘咽onacc㎎tance”ofaCodexAlte㎜tiveApProvedMethoddoesnot
　　cons“加te　a　devia駈on丘om血e　Codex　s伽dard．

（d）Since　the　reliability　ofthe　Tenta版ve　Methods（T》Φe　IV）has　not　yet

　　been　endorsedby　theCodex　Committee　onMeIhods　ofAnalysis　and

　　　Samp1血9・nthebasis・fthe血temati・nallyaccepted面teha，it
　　　fbllows　that　they　camot　be　regarded　as　f㎞1Codex　methods。Type

　　　IV　methods　may，eventually　become　T）Φe　I，II　or　IH　methods　with

　　　theres曲antimplicationsregadingtheaccep賛mceofCodex
　　　meth・ds．TyperVme血・蕊肛e，血ere鉤re，n・trec・㎜ended％
　　　Co（1ex　metho（蛤　unti1血e仕reliabili琢has　been　recognセed　by血e

　　　CCMAS．Theymaybe血cludedin伽丘C・dexs伽伽ldso血
　　　Codexs伽．伽dsp1・videdthe辻nonapProvedstatusiscle訂1y
　　　血dicated．
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　　コーデックス公定方法の「完全受諾」とは、コーデックス食品規格で規定されている値がコー

デックス方法により定義されていると受諾することを意味する。コーデッグス食品規格内の値に

対する遵守を判断する場合、各国政府は、特に分析結果に関する論議において』コーデックス公

定方法を使用することを約束する。

　　　コーデックス公定方法の「拒否」または、コーデックス公定方法における本質的逸脱事項を

伴うコーデックス食品規格の受諾とは、コーデックス食品規格の特定差付き受諾を意味する。

　　（b）分析に関するコーデックス参照方法（TypeII）を含むコーデックス食品規格の「受諾」とは、

コーデックス参照方法が、国際的に受諾可能な規格を基にその信頼性が立証されている方法であ

ると認識することを意味する。したがって、分析結果に関する論議において必ず使用しなければ

ならない、すなわち、各国による受諾を必要とするものである。コーデックス参照方法の「拒否」

または、分析方法に関する論議に使用されるコーデックス参照方法における本質的逸脱事項を伴

うコーデックス食品規格の受諾とは、コーデックス食品規格の特定差付き受諾を意味するもので

なければならない。

　　（c）分析に関するコーデックス代替認定方法（Type皿）を含むコーデックス食品規格の「受諾」

とは、コーデックス代替認定方法が、国際的に受諾可能な規格によってその信頼性が立証されて

いる方法であると認識することを意味する。これは、食品の管理、検査、または規制目的での使

用を勧告されている。

　　コーデックス代替認定方法の「拒否」は、コーデックス食品規格からの逸脱事項を成すもの

ではない。

　　（d）暫定的な方法（TypeIV）の信頼性は、国際的に受諾可能な規格を基にした、分析・サンプ

リング法規格部会によってまだ保証されていないため、結果的に、最終的なコーデックス方法と

して認めることはできない。TypeIVの方法は、コーデックス方法の受諾に関して結果として生

じる含みにより、結局はTypeI、H、または皿の方法になる可能性がある。したがって、TypeIV、

方法は、CCMASによってその信頼性が認識されるまでは、コーデックス方法としては推奨でき・

ない。これらは、コーデックス食品規格草案、またはコーデックス食品規格に含まれる場合があ

るが、非承認状態が明確に表示されているものとする。
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Procedural Manual Guidelines for acceptance 

SUMM4R Y 

22. Governments are urged to respond to every issue of Codex standards. The 

inclusion of responses in the Codex Alimentarius will enable the CAC and 

Member Governments to address the question o f closer approximation o f 

international and national requirements . Govennnents are urged to nke the 

Codex standard fiilly into consideration when changing their national laws . The 

Codex Alimentarius will always be an invaluable reference for governments and 

for international traders although national legislation must always be consulted 

and complied with. 
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要約

22．各国政府は、コーデックス食品規格の発行ごとに応答するよう要求される。コーデックス

食品規格集にこれら応答を盛り込むことで、CAC及び加盟国政府が国際上及び国内の必要条件を

より規格に近づけるという問題と取り組むζとができる。各国政府は、その国の法律を改正する

際に、すべてのコーデックス食品規格を考慮に入れるよう求められる。各国政府及び国際的な貿

易業者は、国内の制定法を常に顧慮し、これを遵守しなければならないが、コーデックス食品規

格集は、彼らにとって常に大変貴重な参照資料となる。
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Wor団ng　Princlples5◎rrlsk母nalysls Procedural　Manual

WORKINGPRINCIPLESFORRISKA閥ALYSISF◎RAPPUcA了1㎝IN
　　　　　マHE　FRAMEwORK　OF　THE　COPExAlIMENTARIUS

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3ω四

1．Thesep血ciplesfbrhsk窪nalysis肛eintended飾rapPlica丘oninthe飴me－

work　of亡heCodexA1㎞entadus．

2．The　o句ec丘ve　ofthese　Wod血g　P血ciples　is　to　provide師dance　to　the

Codex　Alimentadus　Commission　and　the　joillt　FAO！WHO　expert　bodies　and

consu1伽dons，so血at負）od　sa飴旬and　heal血aspects　of　Codex　s伽dar（㎏and

related　texts　are　based　on　risk　analysis．

3．Within　the　f㎞ework　of血e　Codex　Alimen㎞us　Commission　and　its
procedures，the　responsibility　fbl　providing　advice　on亘sk　management　lies

with　the　Commission　and　its　subsidialy　bodies（fisk　managers），while　the

responsibilityfbrriskassessment五esprimadlywiththejoin±FAO／WHO　expert

bodies　an（1consu1惚tions（risk　a感5essors）。

R五釦【！掘臨8ロ伽囚」4L1魏ECZ9

4．　The　r蛤k　analysis　used血Codex　s血ould　be：

　　●　　apPlied　consistently；

　　●　　open，血nsparent　and　documented；

　　●　　conducte（1　in　accordance　▽幅th　bo血　the　51孟‘初εη2επ麺　q〆Pア加o砂Zε

　　　　　σoηo㎝加9∫hεRo泥φSσ勧・ε醗hεCo伽Dε・‘s∫on一ゐ姻ηgPγoo㏄5

　　　　　αη4訪8翫卿’頚o陥∫ohO試h¢ア凡獅o摺αアε抽舵n加o1ioooμη雄ndtke

　　　　　S如勧2備qブP耽卿Rε伽伽9姐hεR・∫eヴF・・4Sφ≧りノR猷
　　　　イSS8∬η2ε漉；and

　　●　evaIuated　and．reviewed　as　appropriate血血e　light　ofnewly　generated

　　　　　scientificdata．

5．The　risk　analysis　should　fbllow　a　structured　approach　compdsi血g　the　three

distinct　but　closely　linked　components　of　risk　analysis（risk　assessment，risk

mamgementaaωskco㎜unicati・n）asde血edbytheCodexA1血en㎞us
Commission6，eachcomponentbeingintegraltotheoveralIriskanalysis．

6 SeeP¢伽’ご’・燗q傭5雇n4ケs繍ε舩sRぬθ4≠oFo・43ψ郁page51・
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コーデックス食品規格体制においてリスク分析を適用する際の作業原則

適用範囲

1．これらのリスク分析原則は、コーデックス食品規格体制において適用されるためのものであ

　る。

2．これらの作業原則の目的は、コーデックス食品規格委員会及び共同FAO／WHO専門家会議・

　諮問機関等に対して指針を示し、国際食品規格及び関連文書における食品の安全性及び健康

　面の問題がリスク分析に準拠させることである。

3，コーデックス食品規格委員会の体制及びその手続きにおいて、リスク管理に関する助言を行

　う責任は食品規格委員会（リスク管理機関）であり、リスク評価に関する責任は共同

　FAO／WHO専門会会議・諮間機関等（リスク評価機関）にある。

リスク分析一一般面

4　コーデックスにおけるリスク令析は次の通りとすべき。

　●　首尾一貫して適用されること

　●　公開、明白であり、文書化されていること

　●　　「コーデックス意志決定プロセスにおける科学の役割に関する原則及びその他考慮さ

　　　れるべき要因の範囲」並びに「食品の安全性リスク評価に関する原則」に従って実施

　　　されること

　●　新たに発見された科学的データを踏まえ、適宜、評価及び見直しされること

5．リスク分析は、コーデックス食品規格委員会6によって定義された通り、それぞれ全く異な

　る、しかし緊密に関連性のある三っの要素（リスク評価、リスク管理、リスクコミュニケー

　ション）によって構成される体系的なアプローチをとるべきである。これらの各要素はリス

　ク分析に不可欠である。

6P．51の食晶安全性に関するリスク分析用語の定義参照
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Codex Alimentarlus Commission Working prinoiples for risk analysis 

6. The three cbmponents of risk analysis should be documented fiilly and sys-

tematic ally in a transparent manner. While respecting legitiniate concems to 

preserve confidentiality, documentation should be accessible to all interested 

parties7. 

7 . Effective communication and consultation with all interested parties should 

be ensured throughout the risk analysis. 

8 . The three components of risk analysis should be applied withiri an 
overarching fiamework for management of food related risks to human health. 

9. There should be a functional separation of risk assessment and risk 
management, in order to ensure the scientific integrity of the risk assessment, to 

avoid confusion over the functions to be performed by risk assessors and risk 

managers and to reduce any conflict of interest. However, it is recognized that 

risk analys is is an iterative proces s , and interaction between risk managers and 

risk assessors is essential for practical application. 

1 O. When there is evidence that a risk to human health exists but scientific data 

are insufiicient or incomplete, the Codex Alimentarius Commission should not 

proceed to elaborate a standatd but should consider elaborating a related text, 

such as a code of practice, provided that such a text would be supported by the 

available scientific evidence. 

1 1 . Precaution is an inherent element of risk analysis. Many sources of uncer-

tainty exist in the process of risk assessment and risk management of food 

related hazards to human health. The degree of uncertainty and variability in the 

available scientific information should be explicitly considered in the risk 

analysis. Where there is sufflcient scientific evidence to allow Codex to proceed 

to elaborate a standard or related text, the assurnptions used for the risk assess-

ment and the risk management options selected should reflect the degree of un-

certainty and the characteristics of the hazard. 

12. The needs and situations of developing countries should be specifically 

identified aild taken into account by the responsible bodies in the different 

stages of the risk analysis. 

R~:KASSESSMENT POLI CY 

1 3 . Deterrnination of risk assessment policy should be included as a speciflc 

compo~ent of risk management. 

7 For the purpose of the present document, the term "interested parties" refers to 

"risk asses sors, risk managers, consumers, industy, the academic couununity 

andj as appropriate, other relevant parties and their representative organizations" 

(see definition of "Risk Communication'~ 

) 
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6．　リスク分析の三要素は全て体系的に透明な方法で文書化されなければいけない。機密保持に

　配慮するという当然の懸念に留意しつつ、文書化して全ての関係者7が入手可能としなけれ

　ばならない。

7．全ての関係者との効果的なコミュニケーション及び協議は、リスク分析全体を通して確保さ

　れるべきである。　　　　　　　　　　　ノ

8．リスク分析の三要素は、人間の健康における食品関連リスク管理の包括的な体制において適

　用されるべきである。

9．　リスク評価の科学的統合性を確保し、またリスク評価と行機能上の混乱を避けてかつそれぞ

　れの利害の対立を減ずるため、リスク評価とリスク管理は機能的に分離していなければなら

　ない。しかしながら、・リスク分析は反復プロセスであり、リスク管理機関とリスク評価機関

　り問の相互作用が実効的な適用のために必要不可欠である。

10．人間の健康面へのリスクが存在するとの証拠はあるが科学的データが不十分か不完全な場

　合、コーデックス食品規格委員会は規格の作成を進めてはいけない。そのかわり、文書が入

　手可能な科学的証拠に基づいているという条件付きで、取扱い規範のような関連文書を作成

　しなけれ群まならなレ￥。

11．警告はリスク分析の内在要素である。人問の健康への食品関連危害のリスク評価及びリスク

　管理の過程においては、多くの不確定要因が存在する。入手可能な科学的情報における不確

　定要因と変動要因の程度は、リスク分析の観点から明白にされなければならない。コーデッ

　クスが規格又は関連文書の作成を進めてよいと考えるに足りる科学的証拠がある場合、そこ

　で選択されたリスク評価とリスク管理の前提は危害の不確定要因と特性を反映したもので

　なければならない。

12．

リスク評価方針

13．リスク評価方針の決定は、リスク管理の特定の要素として取り入れられなければならない。

7文書提示という目的のため、関係者とはリスク評価機関、リスク管理機関、消費者、業界、学会、及

び適宜他の関係者及びそれらが代表する機関とする（リスクコミュニケーションの定義参照）。
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Working principles for risk analysis Pro~dural Manual 

14. Risk assessment policy should be established by risk mahagers in advance 

of risk assessment, in consultation with risk assessors and all other interested 

parties. This procedure atns at ensuritLg that the risk assessment is systematic, 

complete, unbiased and transparent. 

1 5 . The mandate given by risk managers to risk assessors should be as clear as 

possible. 

1 6. Where necessary, risk managers should ask risk assessors to evaluate the 

potential changes in risk resulting from different risk management options . 

R~:KASS~S:SMENTS 

17. The scope and purpose of the particular risk assessment being carried out 

should be clearly stated and in aecordance with risk assessment policy. The out-

put form and possible alternative outputs of the risk assessment should be 

defined 

1 8 . Experts responsible for risk assessment should be selected in a transparent 

mamer on the basis of their expertise, experience, and their independence with 

regard to the interests involved. The procedures used to select these experts 

should be docurnented including a public declaration of any potential conflict of 

interest. Tbis declaration should als o identify and detail their individual exper-

tise, experience and independence. Expert bodies and consultation~ should 

ensure effective participation of experts from different parts of the world, in-

cluding experts from developing countries. 

1 9. Risk assessment should be conducted in accordance with the Statements of 

Principle Relating to the Role of Food Safety Risk Assessment and should in-

corporate the four steps of the risk assessment, i.e. hazard identificatior~ hazard 

characterization, exposure as sessment and risk characterization. 

20. Risk assessment should be based on all available scientific data. It should 

use available quantitative information to the greatest extent possible. Risk as-

s essment may also take into ac count qualitative information. 

2 1 . Risk assessment should take into account relevant production, storage and 

handling practices used throughout the food chain including traditional 
practices, methods of analysis, sampling and inspection and the prevalence of 

specific adverse health effects. 

8 Reference is made to the Statements of Principle Relating to the Role of Food 

Safe~, Risk Assessment: See Appendix: General Decisions of the Commission, 

page 183. 
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14．ツスク評価方針は、リスク評価に先立ち、リスク管理機関がリスク評価機関及び他の関係者

と協議のうえ定められなければならない。この手続きは、リスク評価が体系的、完全かっ不偏で、

透明性の高いものであることを確保することを目的とする。

15．リスク管理機関がリスク評価機関に課す所掌は、できる限り明瞭でなければいけない。

16．リスク管理機関は、必要であればリスク評価機関に対し、複数の異なるリスク管理上の深択

肢を提供したうえで、リスクに起因する潜在的な変化を評価するよう依頼することができる。

リスク評価8

8「食品の安全性リスク評価の役割に関する原則［StatementsofPdncip1eRelatingtotheRoleofFood

SafetyRiskAssessment］」に対する参考資料が作成された。付属書類「Generamecisionsofthe

Commission」のP．183参際。

17．実施されようとする特定のリスク評価の適用範囲及び目的は、リスク評価方針に従って明確

に提示されなければならない。リスク評価の出力書式及び可能性のある代替出力方法は定義され

なけれ轟まならない。

18．リスク評価の専門家は、各自の専門分野、経験、利害関係者からの独卑性を基にして、透明、

性の高い方法で選出されなければならない。これらの専門家を選出する手続きは、潜在的な利害

の対立を有するという公的な表明を含め、文書化されなければならない。この表明は、個々人の

専門分野、経験及び独立性にっいて特定し詳細に述べたものでなければならない。専門家機関及

び諮問機関は、発展途上の地域を含め、世界中の異なる地域から専門家が効果的に参加できるよ

う担保しなければならない。

19．リスク評価は、　「食品安全性リスク評価の役割に関する原則表明」に従って実行されなけれ

ばならず、危険要因の特定、危険要因の特性、暴露評価及びリスクの特性描写というリスク評価

の4つのステップを盛り込む必要がある。

20．リスク評価は、全ての入手可能な科学的データに基づくものでなければならず、入手可能な

限りの定量的情報を最大限に用いなければならない。リスク評価はまた、定性的情報を考慮する

必要がある。

21．リスク評価は、伝統的な慣行・分析方法・サンプリング及び検査方法、特定の健康への悪影

響の流行などを含む食品流通のなかでの関連する生産、保管、取扱い慣行に考慮しなければなら
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Codex Alimentarius Commission Working principles for risk analysis 

22 . Risk as sessment should seek and incorp orate relev. ant data from different 

parts of the world, including that from developing countries. These data should 

particularly include epidemiological surveillance data, analyiical and exposure 

data. Where relevant data are not available from developing countries , the 

Commis sion should request that FAO/WHO initiate tirne-bound studies for this 

purpose. The conduct of the risk assessment should not be inappropriately 

delayed pending receipt of these data; however, the risk assessment should be 

reconsidered when such data are available . 

23. Constraints, uncertainties and assumptions having an impact on the risk as-

sessment should b e explicitly considered at eaoh step in the risk as ses sment and 

documented in a transparent mamer. Expression of uncertainty or variability in 

risk estimates may be qualitative or quantitative, but should be quantified to the 

extent that is scientifically achievable . 

24. Risk assessments should be based on realistic exposure scenarios, with 

consideration of different situations being defined by risk assessment policy. 

They should include cons ideration of susceptible and high-risk population 

groups. Acute , chronic (including long-term) , cumulative and/or comb ined 

adverse health effects should be taken into account in carrying out risk assess-

ment, where relevant. 

25. The report of the risk assessment should indicate any constraints, uncertain-

ties, assumptions and their impact on the risk assessment. Minority opiDions 

should also be recorded. The responsibility for resolvimg the impact of 
uncertainty on the risk management decision lies with the risk manager, not the 

risk assessors. 

26. The conclusion of the risk assessment including a risk estimate, if available, 

should be presented in a readily understandable and usefixi form to risk 

managers and made available to other risk assessors and interested parties so 

that they can review the assessrnent. 

Rl SKMANAGEMENT 

27. While recognizing the dual purposes of the Codex Alimentarius are protect-

ing the health of consumers and ensuring fair practices in the food trade, Codex 

decisions and recommendations on risk management should have as their 
primary obj ective the protection of the health o f consumers . Unj ustified differ-

ences in the level of consumer health protection to address sirnilar risks in 

different s ituations should b e avoided 
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ない。

22．リスク評価は、，発展途上国を含め世界中の異なる地域の関連データを求め、それらを盛り込

まなければならない。これらのデータは特に疫学的な監視データ、解析データ及び暴露データを

含んでいなければならない。発展途上国からこれらのデータが入手できない場合は、委員会は

FAOIWHOに対し、期限を定めて当該目的のための調査に着手することを要求することができる。

リスク評価の行為は、これらのデータを受領するまでは不適切に遅延することのないようにしな

ければならないが、これらのデータが入手可能1こなった場合はリスク評価は再考慮される必要が

ある。

23．リスク評価に影響を及ぽす制約、不確実性及び仮説は、リスク評価の各ステップにおいて明

確に考慮され、透明性の高い方法で文書化される必要がある。リスク見積もりにおける不確実性

及び変動性についての表現は定量的又は定性的である必要があるが、科学的に達成可能な限度ま

で定量的でなければならない。

24．リスク評価は、リスク評価方針で定義された異なる状況を考慮し、現実的な暴露シナリオに

基づいて行わなければいけない。これらのリスク評価は、影響を受けやすいハイリスクの人ログ

ループを含んでいなければならない。急性・慢性（長期的慢性を含む〉・累積の及び／又は複合、

の健康上の弊害がリスク評価に関係ある場合は、これらを考慮に入れてリスク評価を実施しなけ

ればならない。

25．リスク評価の報告は、制約、不確実性、仮説があれば、それらの記述及びそれらの影響を提

示しなければならない。少数意見も記録されなければならない。リスク管理決定上の不確実性に

関する問題を解決する責務はリスク管理機関にあり、リスク評価機関にはこれがない。

26．リスク評価の決定は、リスク見積もりが入手可能である場合はこれを含め、直ちにリスク管

理機関が理解し、利用できる形で提示されなければならない。また、この決定は、他のリスク評

価機関、利害関係者が査定を見直しできるように入手可能の状態にしなけれぱならない。

リスク管理

27．コーデック食品規格の目的が消費者の健康と食品貿易の公正な慣行の二点を保護するもので

あるということを認識する一方、リスク管理に関するコーデックスの決定及び勧告の主目的は消

費者保護でなけれぱならない。消費者の健康保護のレベル上の正当な根拠のない違いを持ち出し

て、異なる状況の同様なリスクを解決することは避けるべきである。
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Working principies for risk analysis Procedural Manual 

28. Risk management should follow a structured approach including prelimi-

nary risk management activities9, evaluation of risk management options , 

monitoring and revilew of the decision taken. The decisions should be based on 

risk assessment, and taking into acco~nt, where appropriate, other legitimate 

factors relevant for the health protection o f consumers and for the promotion of 

fair practices in fo.od trade , in accordance with the Criteria for the Consideration 

ofthe Other Factors Referred to in the S~cond Statement of Principleslo 

29. The Codex Alimentarius Commission and its subsidiayy bodies, acting as 

risk managers in the context of these Working Ptinciples , should ensure that the 

conclusion of the risk assessment is presented before making final proposals or 

decisions on the available risk management options, in particular in the setting 

of standards or maxim:um levels, bearing in mind the guidance given in 

paragraph 10. 

30. In achieving agreed outcomes, risk management should take into account 

relevant production, storage and handiing practices us ed throughout the fo o d 

chain including traditional practices, methods of analysis, sampling and inspec-

tion, feasibility of enforcement and compliance, and the prevalence of specific 

adverse health effects. 

3 1 . The risk management process should be transparent, consistent and fiJlly 

documented. Codex decisions and recommendations on risk management 
should b e documente~L and where appropriate clearly identified in individual 

Codex standards and related texts so as to facilitate a wider understanding of the 

risk management process by all interested parties. 

3 2 . The outcome of the preliminaty risk management activities and the risk 

assessment should be combined with the evaluation of available risk manage-

ment options in order to reach a decision on management of the risk. 

33. Risk management options should be assessed in terms of the scope and 

purpose of risk analysis and the level of consumer health protection they 

achieve. The option of not taking any action should also be considered. 

34. In order to avoid unjustified trade barriers, risk management should ensure 

transparency and consistency in the decision-makhrg process in all cases. 

9 For the purpose of these Principles, preliminary risk management activities are 

taken to include: identification of a food safety problem; establishment of a risk 

profile; ranking of the hazard for risk assessment and risk management priority; 

establishment of risk assessment policy for the conduct of the risk assessment; 

commissioning of the risk assessment; and consideration of the result of the risk 

assessment. 

ro See General Decisions of the Commission - Appendix, page 1 81. 
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28．リスク管理は予備的なリスク管理活動9、リスク管理オプションの評価、採択された決定事項

のモニタリング及びレビューを含む体系的なアプローチをとるべきである。その決定はリスク評

価に基づき、適宜、消費者の健康保護に関連した適法要件を考慮し、かつ食品貿易における公正

慣行を促進するものでなければならない。また、　「［Cdteia玄ortheConsiderat圭onoftheOther

FactorsRejerredtointheSecondStatementofP㎡nciples］」10に調和する内容でなければならない。

29．これらの作業原則の文脈においてリスク管理機関となるコーデックス食品規格委員会及びそ

の下部機関は、可能性のあるリスク管理の選択肢を提案又は決定する前に、リスク評価の結論が

必ず提示されるよう保証しなければならない。特に最高限度の規格を設定する際には、前第10

項記載のガィダンスに留意しなければならない。

30．合意済みの結論に達する際には、リスク管理は伝統的な慣行・分析方法・サンプリング及び

検査方法、施行段階での実行可能性及び遵守及び特定の健康への悪影響の流行などを含む食品流

通のなかでの関連する生産、保管、取扱い慣行に考慮しなければならない。

31．リスク管理のプロセスは、透明性が高く、首尾一貫して、完全に文書化されなければならな

い。リスク管理に関するコーデックスの決定及び勧告は文書化され、適宜、全ての関係者がリス

ク管理をより広く理解することを促進するため、コ》デックスの各規格及び関連文書において確

認されなければならない。

32．予備的リスク管理活動及びリスク評価の結果は、リスク管理上の決定に到達するため、取り

得るリスク管理の選択肢の評価と一体化したものでなければならない。

33．リスク管理の選択肢は、リスク分析の適用範囲及び目的並びにそれらによって達成される消

費者の健康保護のレベルという見地から再検討されなければならない。

34．不公正な貿易障壁を避けるため、リスク管理は全てのケースの意志決定プロセスにおいて透

明性と首尾一貫性を確保しなければならない。リスク管理の選択肢の全審査は、可能な限りそれ

らの潜在的な利点及び不利点の評価を考慮しなけれぱならない。消費者の健康保護の観点から同

等に効果的な異なるリスク管理の選択肢があり、そのなから一っの決定をなすとき、委員会及び

その下部機関は当該決定によって加盟国間の貿易にもたらされるであろう潜在的な影響力を考

慮し、必要以上に貿易規制をもたらすことのないような方策を選択しなければならない。

　9これらの原則の目的のため、予備的なリスク管理活動は含まれなければならない：食品の安全性に

　関する問題の特定、リスクプロファイルの確立、リスク評価及びリスク管理上の優先順位付けのため

　の危害のランク付け、リスク評価実施のためのリスク評価方針の確立、リスク評価の仮実施及びリス’

　ク評価の結果の検討

　10付属書類P．181「GeneralDecisionsofthe　Commission」参照
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Codex Alimentarius Commission Working principles for rlsk analysis 

Examination of the fiill range of risk management options should, as far as pos-

sible, take into account an assessment of their potential advantages and disad-

vantages. When makirLg a choice among different risk management options , 

which are equally effective in protecting the health of the consumer, the 

Commission and its subsidiary bodies should seek and take into consideration 

the potential impact o f such measures on trade among its Member countrie s and 

select measures that are no more trade-restrictive than necessary. 

' 35. Risk management should take into account the economic consequences and 

the feasibility of risk management options. Risk management should also recog-

nize the need for altemative options in the establishment of standards, 

guidelines and other recommendations, consistent with the protection of 

consumers' health. In taking these elements 'mto consideration, the Commission 

and its subsidiary bodies should give particular attention to the circurnstanbes of 

developing countries. 

36. Risk management should be a continuing process that takes into account all 

newly generated data in the evaluation and review of risk management 
decisions. Food standards and related texts should be reviewed regularly and 

updated as necessary to reflect new scientific knowledge and other information 

relevant to risk analysis. 

RrsK CO~vl~icAHON 

37. Risk communication should : 

i) promote awareness and understanding of the specific issues under 

consideration during the risk analysis ; 

ii) promote consistency and transp arency in founulating risk manage-

ment options/recommendations ; 

iii) provide a sound b asis for understanding the risk management 

decisions proposed; 

iv) improve the overall effectiveness and effilciency of the risk analysis ; 

v) strengthen the working relationshr'ps among participants; 

vi) foster public understanding of the process, so as to enhance trust and 

confidence in the safety of the food supply; 

vii) promote the appropriate involvement of all interested parties; and 

viii) exchange information in relation to the concems of interested parties 

about the risks associated with food. 

3 8. Risk analysis should include clear, interactive and documented communica-

tion, amongst risk assessors (Joint FAorwHO expert bodies and consultations) 
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35．リスク管理は、経済的影響及びリスク管理の実行可能性を考慮しなければならない。リスク

管理は、規格、ガイドライン及び他の勧告を確立する際には、消費者の健康保護に合致するよう

な代替的選択肢の必要性を認識する必要がある。これらの要素を考慮に入れ、委員会及びその下

部機関は、発展途上国の環境に特段の注意を払わなければならない。

36．リスク管理は継続するプロセスであるので、リスク管理上の決定を評価・再検討するため、

常に新たに発見されたデータを考慮するしなければならない。食品規格及び関連文書は定期的に

再検討され、筆商に応じて新たな科学上の知識及びその他リスク分析関連の情報を反映させて最

新のものにしなければならない。

リスクコミニュケーション

37。リスクコミュニケーションは次の通りであるべきである；

　　i）リスク分析検討における特定の事項についての意識及び理解を促進させる、

　　五）リスク管理の選択肢／勧告の考案において一貫性と透明性を促進させる、

　iii）提案されたリスク管理上の決定がより理解されるよう、健全な基盤を提供する、

　　lv）リスク分析の全般的な効率性及び有効性を向上させる、

　　v）関係者間の業務上の関係を強化させる、

　燐）食品流通における信頼・信用性を高めるため、公衆のプロセス理解を助長する、

　viD全ての関係者が適宜関与を促進させる、さらに

　面）食品関連リスクについて関係者が情報交換する。

38．リスク分析は、その全てのプロセスにおいてリスク評価機関（共同FAOIWHO専門か機関及び

諮問機関）とリスク管理機関（コーデックス食品規格委員会及びその下部機関）間の明確な双方

向の文書化されたコミュニケーションを通して行われるべきであり、かつ加盟国と全ての関係者

との相互的なコミュニケーションを含むものでなければならない。
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Working principles for risk analysis Procedural Manual 

and risk managers (Codex Alimentarius Commission and its subsidiary bodies), 

and reciprocal comnrunication with member countries and all interested patties 

in all aspects of the process. 

3 9 . Risk communication should be more than the disselnination of information. 

Its major function should be to ensure that all･ information and opiaion required 

for effecti've risk management is incorporated into the decision making process. 

40. Risk communication involving interested parties should include a trans-

parent explanation of the risk assessment policy and of the assessment of risk, 

including the uncertainty. The need for specific standards or related texts and 

the procedures followed to deterrnine them, includirLg how the uncertainty was 

dealt with, should also be clearly explained. It should indicate any constraint~, 

uncertainties , assumptions and their impact on the risk analysis , and minority 

opinions that had been expressed in the course of the risk assessment (see para. 

25) . 

4 1 . The guidance on risk conmunication in this document is addressed to all 

those involved in carrying out risk analysis within the ffamework of Codex 

Alimentarius. However, it is also of irnportance for this work to be made as 

transparent and accessible as possible to those not directly engaged in the 

process and other interested parties while respecting legitirnate concems to pre-

serve confidentiality (See para. 6). 
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39．リスクコミュニケーションは、単なる情報の普及であってはならない。その主な機能は、効

果的なリスク管理に必要な全ての情報及び意見が意志決定プロセスに盛り込まれることを確保

しなければならない。

40．関係者を含んだリスクコミュニケ」ションは、不確実要素を含んだリスク評価方針とリスク

のアセスメントの透明壌の高い説明が盛り込まれたいなければならない。特定の規格、関連文書

及びそれらを決定するために必要な手続きは、不確実要素がどのように処理されたかという点と

ともに明確に説明されていなくてはならない。それはいかなる制約、不確実要素や仮定及びそれ

・らがリスク分析にもたらす影響、またはリスク評価の仮定において表明された少数意見も含んで

示されなくてはならない（第25項参照）。

41．本文書におけるリス，クコミュニケーションの指導事項は、コーデックス食品規格体制におけ

る全ての関与者に向けられている。しかしトこの作業においては重要なことは、機密保持に関す

る法的要件に留意しつつ、プロセスに直接関与していない人やその他関係者にとってできる限り

透明性があり、入手使用可能なものでなければならないということである（第6項参照）。
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Procodural Manual De ~n~ions 

DEFINITIONS FOR THE PURPOSES OF THE CODEX ALIMENTARIUS 

For the purposes of the Codex Alimentarius: 

Food means any substance, whether processed, semi-proces~ed or raw, which is 

intended for human c onsumption, and includes drink, chewing gum and any 

substance which has been used in the manufacture, preparation or treatrnent of 

"food" but does not include cosmetics or tobacco or substances used only as 

drugs . 

Food hygiene comprises conditions and measures necessary for the production, 

processing, storage and distribution of food designed to ensure a safe, soun(~ 

whole some pro duct fit for human consunrption. 

Food addiitive means any substance not normally consumed as a food by itself 

and not nortnally used as a typical ingredient of the food, whether or not it has 

nuttitive value, the intentional addition of which to food for a technological 

(including organoleptic) purpQse in the manufacture, processing, preparation, 

treatrnent, packng, packaging, transport or holding of such food results, or may 

be reasonably expected to result, (directly or indirectly) in it or its by-products 

becoming a component of or otherwise affecting the characteristics of such 

foods. The term does not include "contaminants" or substances added to food 

for maintaining or improving nutritional qualities. 

Contaminant means any substance not intentionally added to food, which is 

present in such food as a result of the production (including operations carried 

out in crop husbandry, animal husbandry and veterinay medicine), 
manufacture, processing, preparation~ treatment, packing, packaging, transport 

or holding o f such food or as a result of environmental contamirLation. The term 

does not include insect ffagnents , ro dent hairs and other extraneous matter. 

Pesa'cide means any sub stance intended for preventing, destroying, attracting, 

repelling, or controlling any pest including unwanted species of plants or 

animals during the production, storage, transport, distribution and processing of 

food, agricultural cornmodities, or animal feeds or which may be administered 

to animals for the control of ectoparasites. The term includes substances 
intended for use as a plant growth regulator, defoliant, desiccant, tuit thinning 

agent, or sprouting inhibitor and substances applied to crops either before or 

after harvest to protect the commodity from deterioration during storage and 

transp ort. The term normally excludes fertilizers, p lant and animal nutrients, 

food additives, and animal drugs. 
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コrデックス食品規格における定義

コーデックス食品規格においてけ、下記の通りである。すなわち、

r食品」とは、加工、半加工、または未加工を問わず、人聞による摂取を目的とするすべての物質

をいい、飲料、チューインガム及び「食品」の製造、調整、または処理において使用されるすべて

の物質も含むが、化粧品若しくはタバコまたは医薬品としてのみ使用される物質は含まない。

食品衛生」に1ま、人問の摂取に適する安全で、適切で、健全性ある製品を確保することを目的と

する食品の製造、加工、保管及び流通で必要な条件及び方法が含まれる。

「食品添加物」とは、それ単独では食品として通常摂取されず、その物質が栄養価をもつか否かに

係わらず・食品の主な瞬分としては通常使用されないような物質であって、当該食品の製造、加

工、調理、処理、充填、包装、輸送、または保存における（官能的な目的を含め）技術的な目的の

ため、食品に意図的に添加されることによって、（直接的若しくは間接的に）食品中に存在する

もの若しくは存在すると合理的と考えられるもの、または副生したものがその食品の成分となり

若しくはその特性に影響を及ぼすもの、をいう。この用語には、「汚染物質」または栄養上の品質

を維持若しくは向上させるため、食品に添加される物質は含まれない。

「汚染物質」とは、意図的に食品に加えられたものではなく、当該食品の生産（農作物栽培、家畜

飼育及び家畜医療で行われる操作を含め）、製造、加工、調理、処理、充填、包装、輸送、若し

くは保存の結果または環境汚染の結果、当該食品に存在する物質をいう。この用語には、昆虫の

断片、ゲッ歯類の毛及びその他の異物は含まれない。

「農薬」とは、食品、農産物若しくは動物飼料の生産、貯蔵、輸送、流通及び加工中に、望ましく

ない動植物種をも含めたいかなる病害虫を予防、駆除、誘引、忌避、若しくは抑制するための物

質または外部寄生虫［octtaparasite］の管理のために動物に投与される物質をいう。この用語には、

植物生長調節剤、枯葉剤、乾燥剤、摘果剤、または発芽抑制剤として使用される物質及び保管及

び輸送中の食品の劣化を防止するため、収穫前または収穫後に作物に散布される物質も含まれる。

この用語には、通常、肥料、植物及び動物の栄養素、食晶添加物、及び動物用医薬晶は含まれな

い。
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Detinftions Codex Alimentartus Commission 

Pesa'cide Residue means any specified substance in food, agricultural 
conmodities, or animal feed resulting from the use of a pesticide. The term 

includes any derivatives of a pesticide, such as conversion products, 
metabolites, reaction products, and im:purities considered to be of toxicological 

significance. 

Good Agriculh,ral Pradiee in /he Use of Pestieides (GAP) includes the 

nationally authorized safe uses of pesticides under actual COnditions necessay 

for effective and reliable pest control. It encompasses a range of levels of 

pesticide applications up to the highest authorised use, applied in a mamer 

which leaves a residue which is the smallest amount practicable. 

Authorized safe uses are determined at the national level and include nationally 

registered or recommended uses, which take into account public and 
occupational health and environrnental safety consideratidns . 

Actual condi'tions include any stage in the production, storage , transport, 

distn'bution and processing of food commodities and anirnal feed. 

Codex maxim um limit for pesa'cide residues (2~LP) is the maxiurum 
tration of a pesticide residue (expressed as mg/kg) recommended by the 

Codex Alimentari'us Commission to be legally perrnitted in or ori food 

commodities and animal feeds. MRLS are based on GAP data and foods 
derived fiom cornmodities that comply with the respective MRL s are intended 

to be toxicologically acceptable. 

Codex MRLS , which are prirnarily intended to apply in intemational trade , are 

derived from estirnations made by the JMPR following : 

(a) toxicological assessment of the pesticide and its residue; and 

(b) review of residue data from supervised trials and supervised uses 
including those reflecting national good agricultural practices. Data from 

supervised trials conducted at the highest nationally recommended, authorized 

or registered uses are included in the review. In order to accornmodate 

variations in national pest control requirements . Codex MRLS take into account 

the higher levels shown to arise in such supervised trials, which are considered 

to represent effective pest control practices. 

Consideration of the various dietary re sidue intake e stimates and determinations 

both at the national and intemational level in comparison with the ADI, should 

indicate that foods complyimg with Codex MRLS are safe for human 

consum ption . 

Veterina,y drag means any substanc e applied or administered to any food 
producing anirnal, such as meat or milk producing anirnals, poulty, fish or bees, 
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「残留農薬」とは、農薬の使用に起因して、食品、農産物、または動物飼料に含まれる特定の物質

を意味する。この用語には、分解物、代謝物、反応生成物及び毒性学上有意であると判断される

不純物のような農薬のすべての誘導体が含まれている。

．r農薬使用における適正農業規範［GoodAg廊ulturalPracticeintheUse　ofPestiddes］（GAI》）」には、

実際的条件下で有害生物を効果的かつ確実に制御するため各国で認可された農薬の安全な使用

が含まれる。GAPは、認可された最高濃度までの一連の農薬使用を対象とし、残留物が実現可能

な最小量しか残らないやり方で適用される。

認可された安全な使用は各国別に定められ、公衆及び作業者の健康及び環境影響を考慮に入れ

た各国ごとの登録されたまたは勧告された使用が含まれている。

　実際的条件には食品産品及び動物飼料の生産、貯蔵、輸送、流通及び加工におけるすべての工

程が含まれている。

「農薬のコーデックス最大残留基準値［Codexmaximumlimitjorpesticideresiduesl

（MRLP）」は、コーデックス食品規格委員会より食品産品または動物用飼料の表面またはその中に

合理的に許可されるぺきである、と勧告されている残留農薬の最大基準値（mgイkgにより表され

た〉である。MRLはGAPのデータ及びそれぞれのMR卑に適合する食品産品から製造された食品が、

毒性学上容認できることに基づいている。

　国際貿易に適用することを主目的とするコーデックスのMRLは、JMPRにより作成された推定

値から次のように求められる。すなわち、

　a）農薬及びその残留物の毒性学上の評価：及び

　b）適正農業規範を反映した監督下での試験及び監督下での使用か，らの残留データの評価。

各国で勧告、許可、登録された最高濃度回数の使用法で実施された監督下の試験からのデータの

評価も含まれる。自国内での害虫の変動に役立てるため、コーデックスのMRLは、有効な害虫

の管理規範に対応すると判断される管理された試験に含めることが明らかにされているかなり

高い濃度を含んでいる。

食品からの摂取量に関する各国毎及び国際的なレベルでの推定値及び測定値をADIとの比較

により検討することで、コーデックスMRLに適合する食品が人の摂取において安全であるか否

かが明らかになるであろう。

r動物用医薬品」とは、治療、予防若しくは診断のいずれかまたは生理学的な機能若しくは行動の
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Procedural Man ual De~nttions 

whether used , for therapeutic, prophylactic or diagno stic pluposes or for 

modification of physiological fimctions or behaviour. 

Residaes of veterinary drags include the parent compounds and/or their 
metabolites in any edible portion of the animal product, and include residues of 

associated impurities of the veterinary drug concemed. 

Codex maxim um limit for residues of veterinay drags ~d:RL P;D) is the 
maximum concentration of residue resultug from the use o f a veteripary drug 

(expressed in mg/~g or ug/kg on a ~resh weight basis) that is recommended by 

the Codex Alimentari'us Comnrission to be legally permitted or recognized as 

acceptable in or on a food. 

It is based on the type and amount of residue considered to be without any 

toxicological hazard for human health as expressed by the Acceptable Daily 

Intake (ADD, or on the basis of a temporay ADI that utilizes an additional 

safety factor. It also takes into account other relevant public health risks as well 

as food technological aspects. ' 
When establishing an MRL, consideration is also given to residues that occur in 

food o f plant origin and/or the environment. Furthermore, the MRL may be 

reduced to be consistent with good practices in the use of vetetinary drugs and 

to the extent that practical analyiical methods are available . 

Good Practice in the Use of V~terinary Drags (GPPD) is the official 
recommended or authorized us age including withdrawal periods, approved by 

national authorities, of veterinay drugs under practical conditions . 

Processing aid means any sub stance or material, not including app aratus or 

utensils, and not consurned as a food ingredient by itself, intentionally used in 

the processing of raw materials, foods or its ingredients, to fulfil a certain 

technological purpose during treatnent or processing and which may result in 

the non-intentional but unavoidable presence of residues or derivatives in the 

final product. 

DEFZNITIONS OFRISKANAL Ysls TERMSRELA TED To FOOD SAFETY 

Hazard: A biological, chemical or physical agent in, or condition of, food with 

the potential to cause an adverse health effect. 

Hazard Idenafication: The idenfification of biological, chemical, and physical 

agents capable of causing adverse health effects and which may be present in a 

particular food or group of foods. 

Hazard Characterization : The qualitative and/or quantitative evaluation of the 

nature of the adverse health effects associated with biological, chemical and 

physical agents which may be present in food. For chemical agents, a dose-
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改善のいずれかを問わず、食肉若しくは乳を産生する動物、食鳥肉、魚またはミツバチのような

すべての食晶を産生する動物に使用または投与されるすべての物質をいう。

「動物用医薬品の残留物」は動物の可食部分の中の親化合物及び／またはその代謝生成物を含み、

対象の動物用医薬品の関連不純物を含む。

r動物用医薬品のコーデ羽クス最大残留基準値［CodexMaximumlimit∫orresiduesofvete血ary

（㎞gs］」（MRLVD〉とは、動物用医薬品の使用に起因する残留物の最大限度（生鮮重量に対し、mg／kg

またはμglkgで表示）であり、コーデックス食品規格委員会が食晶上または食品中容認し得ると

して、法的に許可または承認するよう勧告したものである。

　MRLVDは一日摂取許容量［AcceptableDailyIntakej（ADI〉または追加の安全性因子を適用した

暫定ADIとして示された人の健康に、いかなる毒性学上の危害も存在しないと判断される残留物

の種類及び量に基づいている。また、食品の技術的な分野とともに、その他の関係のある公衆衛

生上のリスクについても考慮している。

　MRLを設定する場合は、植物由来の食品中に存在する及び／または環境中に存在する残留物に

ついても考慮が払われている。さらに、MRLは動物用医薬品の使用における適正規範と適合さ

せ、また実際的な分析方法が適用できる範囲まで、引き下げられることがあり得る。

「動物用医薬品使用適正規範［GoodPracticeintheUseofVeterinalyDrugslj（GPVD）は、国家当局

が承認し、休薬期間［withdrawalperiod］を含め、各国当局者により許可された、実際的条件下で

の動物用医薬晶の公式に勧告されまたは認可された使用法である。

「加工助剤［pr㏄essingaidsl」は、装置または用具を含まず、それ自体は食品の成分として摂取さ

れず、処理または加工のとき特定の技術的な目的を達成するため、原材料、食品またはその成分

の加工のとき意図的に用いられるが、最終製品中に意図的にではなく、不可避的に残留物または

誘導体の存在をもたらすものをいう。

食品安全性に関連するリスク分析用語の定義

「危害［hazard］」とは、健康上の弊害をもたらす能性のある生物学的、化学的又は物理的な因子

（agent）で、食品中に存在するものもしくはそのような食品の状態をいう。

「危害の特定」とは、特定の食品又は食品群のなかに存在する可能性がある生物学的、科学的又

は物理的な因子で、健康上の弊害をもたらす性質を有するものを特定することをいう。
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Detinkions Codex Alimentartus Commission 

response assessment should be performed. For biological or physical agents, a 

dose-response assessment should be, performed -if the data are obtainable. 

Dose-Response Assessmert: The determination of the relationship between the 

magtiitude of exposure (dose) to a chemical, biological or physical agent and 

the severity and/or frequency of associated adverse health effects (response). 

Exposure Assessment: The qualitative and/or quantitative evaluation of the 

likely intake of biological, chemical, and physical agents via food as well as 

exposures from other sources ifrelevant. 

Risk: A function of the probability of an adverse health effect and the severity 

of that effect, consequential to a hazard(s) in food. 

Risk Analysis: A process consisting of three components : risk assessment, risk 

management and risk communication. 

Risk Assessmert: A scientifically based process consisting of the following 

step s : (i) hazard identification, (ii) hazard characterizatiol~ (iii) exposure 

assessment, and (iv) risk characterization. 

Risk Assessment Polisy: Documented guidelines on the choice of options and 

associated judgements for their application at appropriate decision points in the 

risk assessment such that the scientific integrity of the process is maintained. 

Risk Characterizaa'on: The qualitative and/or quantitative estimation, including 

attendant uncertainties, of the probability of occurrence and severity o f known 

or potential adverse health effects in a given population based on hazard 

identification, hazard characterization and exposure assessment. 

Risk Comm unicathn: The interactive exchange o f iniiormation and opinions 

throughout the risk analysis process concerning hazards and risks, risk-related 

factors and risk perceptions, among risk assessors, risk managers, consumers, 

industy, the academic commuDity and other interested parties, including the 

explanation of risk assessment findings and the basis of risk management 

decisions. 

Risk Esa'mate: The quantitative estimation of risk resulting from risk 

characterization. 

Risk Management The process, distinct from risk assessment, of weighing 
policy alternatives, in consultation with all interested parties, considering risk 

assessment and other factors relevant for the health protection of consurners and 

for the promotion of fair trade practices, and, if needed, selecting appropriate 

prevention and control options. 

Risk P~lofile: The description of the food safety problem and its context 
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「危害の特性付け」とは、特定の食品又は食品群のなかに存在する可能性がある生物学的、科学

的又は物理的な因子で、健康上の弊害をもたらす性質を有するものを定性的及び／又は定量的に

評価することをいい、用量反応評価を行わなければならない。

「用量反応評価」とは、生物学的、科学的、又は物理的因子に対する投与量（dose）と関連する

健康上の弊害（response）の重大度及び／又は頻度との間の関連性を測定することをいう。

「暴露評価」とは、食品を通して摂取しうる生物学的、科学的、又は物理的因子及び関連性があ

る場合は食品以外のソースから摂取可能な因子の暴露の定性的及び／又は定量的評価のことを

いう。

「リスク」とは、健康上弊害を引き起こす可能性のある機能及び食品中の危害によって引き起こ

された影響もしくは結果のことをいう。

「リスク分析」とは、三要素によって構成される。すなわち（i）リスク評価、（五）リスク管

理及び（亜）リスクコミュニケーションである。

「リスク評価」とは、科学的根拠に基づいたプロセスであり、次の各ステップにより構成される。

すなわち（i）危害特定、（五）危害の特性付け、（血〉暴露評価及び（iv）リスクの特性付け

である。

rリスク評価方針」とは、文書化されたガイドラインで、リスク評価の適切な決定段階で選択肢

を選んだり関連決定を下す際に適用されるべきものである。リスク評価プロセス上で科学的イン

テグリティが確保されなければならない。

「リスク特性付け」とは、危害特定、危害特性付け及び暴露評価に基づき、特定の人的集団にお

いて公知の又は潜在的な健康上の弊害の発生頻度及び重大度の定性的及び／又は定量的見積も

りのことをいい、付随する不確定要素を含むものである。

「リスクコミュニケーション」とは、付随する不確定要素を含んだ定性的及び／又は定量的な見

積もりである。

「リスク見積もり」とは、リスク特性付けの結果判明したリスクの定量的見積もりのことをいう。

「リスク管理」とは、リスク評価とは別個ゐもので、代替性のあるいくつかの方針を比較検討す

るプロセスであり、全ての関係者と協議の上、リスク評価と及び消費者の健康保護・公正な貿易
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節の促進等のその勉の要甲を考慮しつつ、必要であれば適切な防止策及び管理策の選択肢をと

ることをいう。

「リスクプロファイル」とは、食品安全性上の問題の記述及びその記述文書をいう。
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Sec邸oη〃 Codex’4伽7eηホa福σs　Co’ηm云ss’oη

　　　　　　　　　　　　　　　　SECTION　H

　　　　　Guiαe㎞esfbr　Code】【Commi賃ees麗ndTaskForces

P血c董ples血r血ePa血ci蘭・n・flntem曲na豆N・n－9・ve㎜en楓

　　　　　　　　　Orga血醐onsin伽eWorkofCodex

Cr萱te盛afbrWorkP盛ori伽a盤d伽Es励賎shingSubsidiaryBodies

Guide1血es　fbr　theIndusi6藍ofSp㏄童fic　Provisions董n　Codex　Standarαs

　　　　　　　　　　Refbrence　System　fbr　Documents

　　　　　　　　　　　　Format　ofCodex　Standards

　　　　　　　　　Relations　between　CodexCom面ttees

　　　　　　　　Core『Func髄ons　of　Co通ex　Con似ct　Po董皿1偽

　　　　　　　　　　　　　Contents　of　this　S㏄1匝on

This　Sectionofthe　Procedural　Manualsets　outtheworkingprocedures　of

thesubsid鱒b・dies・f血eC・dexA1血en㎞usC・㎜蛤si・n・Itis
p血面1y　addressed　to　the　Cha即ersons　and1血e　Host　Gove㎜ent
Secre㎞aお　　of　血dividual　Codex　　Co面枕ees　and　α4　hoo　Inter－

govemmen訟1Task　Forces。

The　Guide1血es　fbr　Codex　Committees　and　Task　Forces　descdbe　t血e

organization　and　conduct　ofmeetillgs　and　the　proparation　and　dほstribution

of　wo面ng　papers　and　repo並s　and　p血ciples　fbr　admitting　NGOs　to

Observer　s惚加眠，　　The　Codex　Re飴rence　System　釦r　documen槌　is

explαined．

The　Format　of　Codex　standards㎝kd　an　expla：natory　note　on　how

Co面ttees　and　Task　Forces　should　drafしCo（1ex　standards　are　described

五ere，Asectiondescdbesthecritehafbr血eestablishmentofwork
priorities　andfbr　establishingnewsubsi面alybodies．

To　ensure　tha』t　t血e　apPropdate　sec廿ons　of　Codex　Commo｛1i鞍S伽dards

have　been　reviewed　fbr　fbod　safむty，nutrition，consumer　protection　and

fbod　analysis，a　section　on　the　Relations　between　Commodity　Committees

Imd　General　Committees　is　includ、e（1fbr　guidance　to　Codex　Committees

a血d　Task　Forces．

A　section　oll　Core　Functions　ofCodex　Contact　Points　lists　the　main　tasks

of　Codex　Contβct　Po血鳩　at　血e　national　level　and　describes　the辻

血teraction　with　the　Codex　Commission，Committees　and　Task　Forces，
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　　　　　　　　　　　　　　第II節

　　　　　　　　　コーデックス部会及び特別部会のガイドライン

　　国際非政府組織によるコーデックス食品規格委員会参加に関する原則

　　作業優先順位の確立に関する基準及び下部機関設置に関する基準

コーデックス食品規格及び関連文書で特定規定に入れるためのガイドライン

　　　　　　　　　　　　　文書参照システム

　　　　　　　　　　　　　　規格の書式

　　　　　　　　　コーデックス部会問の相互関係

　　　　　　　　　　　コーデックス連絡所の主な機能

本節の内容

　本手続きマニュアル第II節では、コーデックス食品規格委員会の下部機関が行う作業手続

きについて詳説する。これは主として、個々のコーデックス部会及び政府間特別部会の議

長及び開催国政府の事務局に対する解説である。

　コーデックス部会及び特別部会のガイドラインでは、、会議の組織、運営方法、作業用文

書及び報告書の作成配布及びNGOをオブザーバーとして参加資格を与える原則について記

述している。コーデックスの文書参照システムについては、本項で説明されている。

　コーデックス食品規格の書式及び各部会並びに特別部会がコーデックス食品規格草案並

びに注釈を作成する方法に関する解説的内容がここで説明されている。本セクションでは

また、作業優先順位の設定に関する基準及び下部組織の設置基準について記述している。

　コーデックスの各食品規格部会がその規格を食品安全性、栄養、消費者保護、食品分析

の観点から再検討できるよう、本セクションでは食品規格委員会と一般問題委員会の関係

の項では各部会と特別部会との関係についても言及している。

　コーデックス連絡所の主な機能の項では、その国内レベルにおける責務が列挙されてお

り、コーデックス委員会、各部会及び特別部会との関係についても説明されている。
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Pπ》oedα『a’ハ雇aημa’ Gび漁de踊ηesた）r　Coノη’77渥拍es

Gu展DELINES　FOR　CODEx　COMMIT圏『EES　A縄Dメ亀DκOc

　　　　　撤’rERGovERNMEN了Al　TASK　FoRcES

血Z配000ご7m蝉

1．　By　v蜘e　of　A亘icle70f　the　Sta城es　of　the　Codex　A1㎞enta誼us
Co面ssion　and　R』ule工X．1（わ）of　iおRules　of　Procedure，the　Comssion　has

es惚blished　a　number　ofCodex　Com血ttees　andα4hoo　Intergove㎜cn餓1Task

Forces　to　prepare　s伽（飴ぼds　血　accord㎞ce　輌血　比e　Procedure　長》r　血e

Elabomtion　of　Codex　S伽d班ds　a虹d　Coord血a血g　Committees　to　exercise

g㎝eral　coord1nation　ofits　wolk　in　specific　regions　or　groups　ofcountries。The

Rules　ofProcedure　oft11e　Co∬㎜面ssion　sha皿apply，翅π如謝膨〃如η4語，tq　Codex

Committees，Coor（丘nat血g　Committees　andα4hoo　htergovemmen訟1Task
Forces．　The　Guidelhles　apPly血g　to　Codex　Co面ttees・a眠descibed血tMs

Secion　apPly　aIso　to　Codexα4ho61ntergove㎜en餓1Task　Forces・

0α％PO駐Z西0～VOダ600E疋6σ㎜T㎜

MEMBERS皿P

2．　Membership　ofCodexCommitteesisopento　MembersoftheCo㎜ission
who　have　not伍ed　the　Director－Geneml　ofFAO　or　WHO　oftheir　deSire　to　be

considered　as　members　thereof　or　to　selected　members　designaもed　by　the

Commission．Membership　ofRegional　Coor甑ting　Commi賃ees　is　open　only

to　Members　ofthe　Con血ission　belonging　to　the　region　or　group　ofcoulltries

concemed．

OBSERVERS

3．　Any　other　Member　of　the　Co面ssion　or　any　Member　or　Associate

MemberofFAO　orWHO　whichhas　notbecome　aMemberofthe　Commission
may　pa並icipate　as　an　observerαt　any　Codex　Con㎞ttee　if　it　has　notmed血e

Director－General　of　FAO　or　WHO　of　its　wish　to　do　so．Such　countries　may

pa血cipate　f田y　in　the　discussions　ofthe　Committee　and　shall　be　provided　with

the　same　oPPo血nities　as　other　Members　to　express　th鐙point　of　view

（血cluding　the　submission　of　memo驚nda』），but　without　the　hght　to　vote　or　to

move　motions　ei血er　of　subs1組ce　or　of　procedure．　Inte㎜tional　organ伽dons

which　have　fbmal　reIations　with　either　FAO　or　WHO　should　also　be　invited　to

attend　in　an　observer　capacity　sessions　ofthose　Codex　Committees　which　are　of

interestto　them．
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コーデックス部会及び政府間特別部会のガイドライン

序文

1．コーデックス食品規格委員会規約第7条及びその手続き規定第D磁（b）項に基づき、「委員会」

　　は、コーデックス食品規格作成及び政府間特別部会に関する手続きに従い、規格を作成する

　ため、多くのコーデックス食品規格部会を、さらに、特定地域または国家グループ内の一般

　的な作業を調整するために地域調整委員会を設けた。「委員会」の手続き規定は、必要な変更

　　を加え、食品規格部会、地域調整委員会及び政府間特別部会に適用されなければならない。

　本セクションで食品規格部会に適用されるガイドラインは、同様に政府間特別部会にも適用

　　される。

コーデックス部会の構成

加盟資格

2．コ」デックス部会の加盟国となる資格は、加盟国となることを希望する旨、FAOまたはWHO

　　の事務局長宛に通告した「委員会」の加盟国または「委員会」が指名ずる特定加盟国に認めら

　　れている。地域調整委員会の加盟国となる資格は、当該地域または国家グループに属してい

　　る「委員会」の加盟国にのみ認められている。

オブザーバー

3．「委員会」のその他加盟国または「委員会」の加盟国となっていないFAO若しくはWHOの加盟

　　国若しくは準加盟国は、参加希望をFAOまたはWHOの事務局長宛に通告すれば、任意のコ

　　ーデックス部会にオブザーバーとして参加できる。その国は、「部会」の討議に、正式に参

　加することが可能であり、他の加盟国と同様に（覚書の提出を含め〉自らの見解を表明する機

　会が与えられなければならない。ただし、投票権または実質若しくは手続きのいずれについ

　　ても投票権若しくは動議を提出する権利をもたない。FAOまたはWHOのいずれかと正式な

　関係をもっ国際組織も、関心があるコーデックス部会の会議にオブザーバーとして、出席す

　　るよう招請されるべきである。
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Guidelines for Comm~tees Codex Alimentartus Commission 

ORGANIZA TION AND DUTIES 

CBAIR 
4. The Codex Alimentarius Commission will designate a member Gounty of 
the Commission, which has indicated its willirigness to accept fmancial and all 

other responsibility, as having responsibih'ty for appointitLg a chaiperson of the 

Cominittee. The member c ounty concemed is responsible for appointhg the 

chaiperson of the Coinmittee from among its own nationals. Should tbis 

person for any reason be unable to take the chair, the member county 
ed shall designate another person to perform the functions o f the 

concem 
chaiperson for as long as the chaiperson is unable to do so. A Committee may 

appoint at any ses s ion one or more rapporteurs from among the delegates 

present. 

SECRETARIAT 

5 . A member county to which a Codex Committee has been assigned is 
responsible for providing all conference servilces including the secretariat. The 

secretariat should have adequate administrative support staff able to work easily 

in the languages used at the session and should have at its disposal adequate 

word processing and document reproducing equipment. Interpretation, 
preferably simultaneous, should be provided from and into all languages used at 

the session, and if the report of the sessi~on is to be adopted in more than one of 

the workng languages of the Corunlittee, then the services of a translatdr should 

be available. The Committee secretariat and the Joint FAorwHO (Codex) 
Secretariat are charged with the preparation of the draft report in consultation 

with the rapporteurs, if any. 

DUTIES AND TERMS OF REFEnl~NCE 

6. The duties of a Codex Committee shall include: 

(a) the drawing up of a list of priorities as appropriate, among the subjects 

and products_ within its terms o f reference, 

(b) consideration of the types of safety and quality elements (or 
dati ns) to b e covere d whether in standards for general 

recommen o , application or in reference to specific food products, 

(c) consideration of the types of product to be coveied by standards, e.g., 

whether ngaterials for further processing into food should be covered, 

(d) preparation of drafi Codex standards within its terms of reference, 

(e) reporting to each session of the Commission on the progress of its 

work and, where necessary, on any difflculties caused by its terms of 

reference, together with suggestions for their amendment. 
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組織及び義務

議長職

4。コーデックス食品規格委員会は、財政上及びその他すべての責任を引き受ける意思を表明し

　ている「委員会」加盟国の1ヶ国を、「部会」の議長に指名する責務を負う国として指名する。

　その関係加盟国は、自国籍の者から、「部会」の議長を指名する責任を負う。この者が、何ら

　かの理由により議長を受けられないとき、その加盟国は、当該議長が職務を遂行できない間、

　議長の職責を果たす別の者を指名しなければならない。「部会」は、すべての会議において、

　出席した代表の中から1名以上の報告書作成者を指名することができる。

～

事務局’

5．コーデックス部会を委託された加盟国は、事務局を含むすべての会議事務サービスを提供す

　る責任を負う。事務局は、会議で使用される言語を自由に用い業務を遂行できる適切な行政

　事務スタッフを採用し、自由に使用できるワープロ及び文書複写機器を用意しているべきで

　ある。会議で使用されるすべての言語からまたはその言語への通訳者、望ましくは同時通訳

　者も準備すべきであり、会議の報告書が「部会」で使用されている複数の公用語で採択され

　るときには、翻訳者のサービスも利用できるようにすべきである。　「部会」事務局及び

　FAO／WHO合同（コ｝デックス）事務局は、必要な≧きには、報告書作成者と協議し、報告

　書草案を作成する義務を負っている。

任務及び委託事項

6。コーデックス部会の任務には、次が含まれなければならない。すなわち、

（a）委託事項の範囲内での主題及び製晶につき、必要があるときには、優先順位リストの作

成、

　（b〉一般用法の規格にしてまたは特定の食料製品を参照して対象となる安全及び品質要因

（または勧告）の種類の検討、

　（c）規格の対象となる製品の種類の検討。例えば、食品に更に加工される原料を対象とす

るか否かなど、

（d）委託事項の範囲内のコーデックス食品規格草案の作成、

（e）作業の進行状況及び必要なときは、委託事項の範囲によってもたらされた何らかの問題
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(O the review and, as necessay, revision of existing standards and related 

texts on a scheduled, periodic basis to ensure _ that the ~tandards and 

related texts witbin its terms o f reference are consistent with current 

scientific knowledge and other relevant information. 

SESSIONS 

lrtVITATIONS AND PROVISIONAL AGENDA 

7. Sessions of Codex Coinmittees and Coordinating Committees wiill be 
convened by the Directors-General of FAO and waO in consultation with the 

chaiperson of the respective Codex Cornrnittee. The letter of invitation and 

provisional agenda shall be prepared by the Chief, Joint FAorwHO Food 
Standards Programme , FAO , Rome , in consultation with the chaiperson of the 

committee for issue by the Directors-General to all Members and Associate 

Members of FAO and WHO or, in the case of Coordinathg Committees, to the 

countries of the region or group of countries concerned, Codex Contact Points 

and interested international organizations in accordance with the o fflcial 

mailing lists of FAO and WHO . Chaipersons should, be fore finalizing the 

drafts, inform and consult with the national Codex Contact Point where one has 

been established, and, if necessary, obtain clearance from the national 

authorities concemed (Ministy of Foreign Affairs, Ministy of Agiculture, 

Ministy of Health, or as the case may be). The invitation and Provisional 

Agenda will be translated and distu'buted by FAorwHO in the workng 
languages of the Cormhission at least four months before the date of the 

meeting. 

8 . Invitations should include the following : 

(a) title of the Codex Committee, 

(b) time and date of openitLg and date of closing of the session, 

(c) place of the session, 

(d) Ianguages to be used and arrangements for interpretation, i.e., whether 

simultaneous or not, 

(e) if appropriate, information on hotel accommodation, 

(O request for the names of the chief delegate and other members of the 

delegation, and for uformation on whether the chief delegate o f a 

goverDment will be attending as a representative or in the capacity of 

an observer. 

9. Replies to invitations will normally be requested to be sent to reach the 

chaiperson as early as possible and in any case not less than 30 days before the 
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点に関する報告書を、その修正に関する提案とともに、　「委員会」の各会議に提出すること。

　（D規格友び関連文書が委託事項の範囲であることを確実にするため、計画的、定期的に現

在の規格及び関連文書の再検討、及び必要な場合は改訂を最新の科学知識及び他の関連知識をも

って絶えず行うこと。

議△
五

招請状及び仮議題

7。コーデックス部会及び調整委員会の会議は、FAO及びWHOの事務局長が、それぞれのコー

　デックス部会の議長と協議の上、招集される。招請状草案凍び仮議題は、議長と相談してロ

　ーマ：FAOゐFAOIWHO合同食品規格計画の責任者により準備され、両事務局長はこれをFAO

　及びWHOのすべての加盟国及び準加盟国に、あるいは、調整委員会の場合は地域または関

　連国のグループ、コーデックス連絡所、並びに関心のある国際組織宛に、：FAO及びWHOの

　公式の発送先名簿に従い、発送しなければならない。議長は、この草案を最終のものとする

　前に、すでに設置されている国内のコーデックス連絡所に連絡し協議を行わなければならな

　い。さらに必要であれば、関係する国の当局（外務省、農務省、厚生省、またはその他必要

　に応じ）から了解を得なければならない。招請状及び仮議題は、会議目程の少なくとも4ヶ月

　前までにFAO／WHOによって「委員会」の公用語に翻訳され、配布される。

8，招請状は下記事項が含まれるものとする。

（a〉

（b）

（c）

、（d）

（e）

（f）

コーデックス部会の名称

会議の開会目時及び閉会目

会議の開催地

使用される言語及び通訳の手配、すなわち、同時通訳の有無など

必要に応じたホテル宿泊に関する情報

代表責任者及びその他代表団構成員の名前、及び政府の代表責任者が代表者として出

席するかまたはオブザーバーとして出席する力満に関する情報の要請

9．招請状に対する回答は通常、できる限り早く、いかなる場合にも会議開会30目前までに議長

　宛に送付するよう要請される。コピー1部は、ローマFAOのFAOIWHO合同食品規格計画の責

　任者宛にも送付しなければならない。参加を予定しているすべての国家政府及び国際組織が、

　要請された期日までに招請状に対する回答を送付することが、最も重要である。この回答に

　は、必要書類のコピー部数及び言語を記載するものとする。

一143一



Guidelines for Commntees Codex Alimentarius Co,hmission 

session. A copy should be sent also to the Chief, Joint FAorwHO Food 
Standards Prognmme, FAO, Rome. It is of the utmost importance that by the 

date requested a reply to invitations should be sent by all tho se governments and 

international organizations which intend to participate . The reply should 

specify the nutnber of copies and the language of the documents required. 

1 O. The Provisional Agenda should state the ttne, date and- place of the 

meeting and should include the following items : 

(a) adoption ofthe agenda, 

(b) if considered necessary, election of rapporteurs, 

(c) items relating to subj ect matter to be discus sed, including, where 

appropriate, the step in the Comnrission's Procedure for the 
Elaboration of Standards at which the item is being dealt wirth at the 

session. There should also be reference to the Committee papers 

relevant to the item, 

(d) any other business, 

(e) consideration of date and place of next session, 

(O adoption of drafi report. 

11. The work of the Committee and the length of the meeting should be so 
arranged as to leave sufflcient time at the end of the session for a rep6rt of the 

Committee's transactions to be agreed. 

ORGANIZATION OF WORK 

12 A Codex or Coordinathg Committee may assign specific tasks to 
countries, groups o f countries or to international organizations represented at 

meetings of the Committee and may ask member countries and international 

organizations for views on specific points. Ad hoc working groups established 

to accomplish specific tasks shall be disbanded once the tasks have been 

accomplished as deteiuined by the Committee. Reports of ad hoc working 
groups shall be distri'buted to au members of the Committee and observers in 

time to allow ftill consideration of the working groups' reconmendations . A 

Codex or Coordinating Cornmittee may not set up standing sub-corDmittees, 

whether open to all Members of the Commission or not, without the specific 

approval of the Cornmission. 

PREPARATION AND DISTRIBUTION OF PAPEns 

1 3 . Papers for a session should be sent by the chairperson of the Codex 

Comnittee concemed at least two months before the opening of the session to 

the following: (i) all Codex Contact Points, (ii) chief delegates of member 
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10．仮議題には、会議の目時及び場所を明記し、以下の項目を含むものとする。

　　　（a）　当該議題の採択

　　　（b）必要と思われる場合は、報告者の選出

　　　（c）討議する議題に関する項目、これにはこの項目が会議で扱われる規格作成に関する

「委員会」手続きのステップが含まれる。また、この項目に関する「部会」文書についても言及して

いなければならない。

　　　（d）その他作業

　　　（e〉次回会議の期日及び場所の検討

　　　（f）報告書草案の採択

11．「部会」の作業及び会議日程は、会期終了時に、「部会」議事録を承認するだけの十分な時間が

　残っているように手配しなければならない。

作業組織

12．コーデックス部会及び調整委員会は、各国、国家グループ、または「部会」の会議で代表を務

　める国際組織に対して、特定の業務を割り当てることができる。また、加盟国及び国際組織

　に対して、特定の間題に関する見解を求めることができる。特定処理をするために設置され

　た特別ワーキンググループは、「部会」にその仕事が遂行されたと認められた場合解散させ

　られる。特別ワーキンググループの報告書は、すべての加盟国及びオブザーバーにワーキン

　ググループの勧告がただちに十分検討できるように配布される。コーデックス部会及び調整

　委員会は、r委員会」のすべての加盟国にその資格があるかどうかにかかわらず・「委員会」

　で特別の承認を得ずに常設の小部会を設置することはできない。

文書の準備作成及び配布

13。会議用文書は、関係するコーデックス部会の議長が、少なくとも会議開催の2カ月前までに、

　次の関係各位、すなわち1（i）すべてのコーデックス連絡所、（ii）加盟国、オブザーバー国、

　及び国際組織の代表責任者、及び（iii）その他受け取った回答に基づく参加者、に送付しなけ

　ればならない。関係部会で使用されている各言語につきすべての文書の重ピー20部を、ロー

　マFAOのFAOIWH：O合同食品規格計画の責任者宛に送付しなければならない。
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countries, of observer countries and of international organizations, and (iii) 

other participants on the basis of replies received. Twenty copies of all papers 

in each of the languages used in the Committee concemed should be sent to the 

Chief. Joint FAO/WHO Food Standards Programme. FAO, Rome. 

14. Papers for a seSsion prepared by participants must be drafted in one of the 

working languages of the Commission, which should, if possible, be one of the 

languages used in the Codex Committee concemed. The~e papers should be 

sent to the chaiperson of the Committee, with a copy to the Chief, Joint 

FAorwHO Food Standards Programme, FAO, Rome, in good time (see 
paragraph 13) to be included in the distu'bution of papers for the session. 

1 5. Documents circulated at a session of a Codex Committee other than drait 

documents prepared at the session and ultimately is sued in a final form, should 

subsequently receive the same distri'bution as other pap ers prepared for the 

Colnmittee. 

l 6. Codex Contact Points will be responsible for ensuring that papers are 

circulated to those concerned within their own county and for ensuring that all 

necessary action is taken by the date specified. 

1 7. Consecutive reference nunrbers in suitable series should be assigned to all 

documents of Codex Committees. The reference nutnber should appear at the 

top right-hand comer of the first page together with a statement of the language 

in which the document was prepared and the date of its preparation. A clear 

statement should be made of the provenanc e (origin o~r author county) of the 

paper immediately under the title . The text should be divided into numb ered 

paragraphs. At the end of these guidelines is a series of references for Codex 

documents adopted by the Codex Alimentarius Commission for its own sessions 

and those of its subsidiary bodies. 

1 8. Members of the Codex Committees should advise the Committee 
chaiperson through their Codex Contact Point of the number of copies should 

advise the Committee chaiperson through their Codex Contact Point of the 

number o f copies o f documents normally requirred. 

19. Working papers of Codex Committees may be circulated freely to all those 

assisting a delegation in preparing for the business of the Committee; they 

should not, however, be published. There is, however, no objection to the 

publication of reports of the meetugs of comolittees or of completed draft 

standards . 

C ONDUCT OF MEETINGS 

20. Meetings of Codex and Coordinating Committees shall be held in public 

unless the Committee decides otherwise. Member countries responsible for 
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14。関係者が準備作成する会議用文書は、「委員会」公用語のうちの1言語さ草案を作成しなけれ

　ばならない。可能であれば、その言語は、関係するコーデックス部会で使用されている言語

　のうちの1つであるものとする。これら文書は、会議用配布文書に含めることが間に合うよ

　うに「部会」の議長宛に送付され（第13項参照）、コピー1部をローマFAOのFAO／WHO合同食品

　規格計画の責任者宛に送付するものとする。

15．会議で準備作成され最終書式で最後に発行された草案文書以外に、コーデックス部会の会議

　で配布される文書は、「部会」用に準備作成された他の文書と同じ配布物として、その後、配

　布しなければならない。

16．コーデックネ連絡所は、これらの文書が自国内の関係箇所に確実に配布されているかどうか、

　及び指定期目までに必要な処置がすべて確実にとられているかどうかを確認する義務を負

　う。

17．適当な一連の連続参照番号が’コーデックス部会のすべての文書に対して割り当てなければ

　ならない。この参照番号は、当該文書を作成した言語及びその作成期日≧ともに、最初のぺ

　一ジの右上隅に明記することとする。表題のすぐ下には、その文書の発行元（出典または著

　作国）を明記しなければならない。本文は、各項に分け、それぞれ番号を付けなければなら

　ない。さらに、本ガイドラインの末尾には、コーデックス食品規格委員会が独自の会議及び

　下部機関の会議に関して採用したコーデックス文書に関する一連の参照資料を明記してあト

　る。

18。コーデックス部会の加盟国は、コーデックス連絡所を通して「部会」議長に対して通常要求

　される文書のコピー部数を、コーデックス連絡所を通じて通告するものとする。

19．コーデックス部会の作業用文書は、「部会」の作業に関する準備を行う際に、代表団を補佐す

　るすべての人に自由に回覧することができるが、これを発行することは禁止されている。し

　かし、　「部会」の会議に関する報告書、または完成した規格草案の発行は差し支えない。

会議の運営

20．コーデックス部会及び調整委員会の会議は、「部会」による特別の決定がない限り、公に開催

　される．コーデックス部会及び調整委員会に対する責務を負う加盟国は、代理として会議を

　開会する人物を決定しなけれぱならなレ＼。議長は、仮議題に関連して「部会」の加盟国から所

　見を求め、かかる所見に照らして仮議題または修正した議題の採択を「部会」に要請しなけれ
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Codex and Coordinating Committees shall dec ide who should open meetings on 

their behalf. The chairperson should invite observations from members of the 

Conmittee conceming the Provisional Agenda and in the light of such 
ob servations formally request the Committee to adopt the Provisional Agenda 

or the amended agenda. Meetings should be conducted in accordance with the 

Rules of Pfocedure of the Codex Alimentarius Commission. Attention is 
particularly drawn to Rule VI.7 which reads: "The provisions of Rule XII of 

the General Rules o f FAO shall apply mutatis mutandis to all matters which are 

not specifically dealt with under Rule VI of the present Rules." Rule XII of the 

General Rules of FAO, a copy of which will be supplied to all chaipersons of 

Codex and Coordinating Committees, give s fiill instructions on the procedure s 

to be followed in dealing with voting, points of order, adjoumment and 
suspension of meetings, adjournment and closure of discussions on a particular 

item, reconsideration of a subject already decided and the order in which 

amendments should be dealt with. 

2 1 . Chairpersons of Codex Committees should ensure that all questions are 

fully discussed, in particular statements conceming possible economic 
implications o f standards under consideration at Steps 4 and 7 . Chaipersons 

should also ensure that the viritten comments of members not present at the 

session are considered by the Committee; that all issues are put clearly to the 

Cornmittee. This can usually best be done by stating what appears to be the 

generally acceptable view and askng delegates whether they have any objection 

to its being adopted. The chairpersons should always ty to arrive at a 
consensus and should not ask the Committee to proceed to voting if agreement 

on the Committee's decision can be secured by consensus. 

22. Delegations and delegations from observer countries who wish their 
'ti n to a decision of the Committee to be recorded may do so, whether 

opposl o 
the decision has been taken by a vote or not, by asking for a statement of their 

position to bc contained in the report of the Committee. Tbis statement should 

not merely use a phrase such as: "The delegation of X reserved its position" but 

should make clear the extent of the delegation's opposition to a particular 

decision of the Comtnittee and state whether they were simply oppos~d to the 

decision or wished for a further opportunity to consider the question. 

23. Only the chief delegates of member countries, or of observer countries or 

of intemational organizations have the right to speak unless they authorize other 

members of their delegations to do so. 

REPORTS 
24. In preparing reports, the following points shall be bome in mirLd: 
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ばならない。会議は、コーデックス食品規格委員会の手続き規程に従らて運営するものとす

る。特に、第VL7項㊨「FAOの一般規程の第XII規定の条項は、現行規定の第W規定のもとで

特に定められていないすべての問題に対して必要な変更を加えて適用するものとする」とい

う文言に留意する。FAO一般規程の第XII規定は、投票、議事進行上の問題、会議の休会及

び延期、特定の議題に関する討議の延期及び終了、すでに決定きれた主題の再考察、並びに

修正を取り扱う順序などを処理する際に従うべき手続きについて、十分な指示を与えるもの

である。そのコピー1部は、コーデックス部会及び調整委員会のすべての議長に配布される。

21．コーデックス部会の議長は、すべての議題について、特にStep4及びStep7での考察のもと

　で発生する可能性のある経済的な意味に関する特定の意見において、十分な討議が行われる

　ことを確認しなければならない。さらに議長は、会議に出席していない加盟国の文書による

　コメントが、「部会」で考慮されていることも確認しなければならない。また、すべての論題

　が「部会」に明確に提出されていることも確認しなければならない。これには、一般的に承認

　できる見解と思われるものを申し立て、採択されることに対して異論があるかどうかを代表

　に尋ねることが、最善の方法である。議長は、常に合意に達するよう．努力し、「部会」の決定

　に関する合意が総意にょって保証される場合は、「部会」に投票を行うよう要請しないものと

　する。

22．「部会」の決定に対して反対を示すことを希望する代表団及びオブザ｝バー国からの代表団

　は、その決定が投票によるものであろうとなかろうと、「部会」の報告書に自らの立場の表明

　を明記するように要求することで、それを実行することができる。この表明は、単に、「X

　の代表団は立場を留保した」という表現を使用するのではなく、「部会」の特定の決定事項に

　対して代表団が反対している程度を明確に示し、決定事項に単に反対するもめであるか、ま

　たは当該議題についてさらに考察する機会を希望するものであるかを表明しなければなら

　ない。

23．加盟国、オブザーバー国、または国際組織の代表責任者のみが、発言権を有する。ただし、

　自分の代表団の他の構成員にそれを委任していない場合に限る。

書止
・報

24．報告書作成にあたり、下記の点に留意しなければならない。
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(a) decisions should be clearly stated; action taken in regard to economic 

impact statements should be fillly recorded; all decisions on draft 

standards should be accompanied by an indication of the step in the 

Pfocedure ~that the standards have reached; 

(b) if action has to be taken before the next meeting of the committee, the 

nature of the action, who is to take it and when the action must be 

comp leted should be clearly stated; ' 

(c) where matters require attention by other Codex cotnmittees, this sholald 

be clearly stated; 

(d) if the report is of any length, summaries of points agreed and the action 

to be taken should be included at the end of the report, and in any case, 

a section should be included at the end of the report showing clearly in 

sunnnary form: 

- standards considered at the session and the steps they have reached; 

- standards at any step of the Procedure, the consideration ofwhich has 

been postponed or which are held in abeyance and the steps which they 

have reached; ' 

- new standards proposed for consideratior~ the probable time of their 

consideration at Step 2 and the responsibility for drawing up the first 

draft. 

2S. The following appendices should be attached to the report: 

(a) Iist of participants with fiill postal addresses, 

(b) drafi standards with an indication of the step in the Procedure which 

has been reached. 

26. The Joint FAorwHO Secretariat should ensure that, as soon as posible 

and in any event not later than one month afier the end of the session, copies of 

the final report, as adopted, are sent to all participants, and all Codex Contact 

Points. 

D~u WING Up OF CODEXSTANDARDS 

27. A Codex committee, in drawing up standards and related texts should bear 

in mind the following: 

grven in the General Principles of the Codex (a) the guidance ' 
Alimentarius ; 

(b) that all standards and related texts should have a preface containing the 

following information: 
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（a〉決定事項は明確に記載しなければなら塗い。経済的影響評価に函してとられる処置は

　すべて記録しなければならない。規格草案に関するすべての決牢事項は、規格が到達

　　した手続きのステップ明示を添えるものとする。

（b）　「当部会」の次回会議までに処置を講じる必要がある場合は、その処置の性格、誰がそ

　れを講じるか、いっまでに完了しなければならないかなどを明確に記載しなければな

　　らない。

（c）他のコーデックス部会の対応が必要な問題がある場合は、明確に記載しなければなら

　　ない。

（d）本報告書がどのような長さであっても、合意事項の要約と講じるべき処置を報告書の

　最後に含めなければならず、いかなる場合においても、報告書の最後には、要約形式

　　で次のような事項を含めて記載するものとする。

　一一会議で検討された規格及び到達したステップ

　ー手続きが任意のステップにあり、検討が延期されたかまたは棚上げになっている規

　格、及び到達したステジプ

　ー検討が提案された新規規格、Step2での検討推定時問、及び最初の草案作成に関す

　る責任

琴5・報告書には・以下の付録を添付するものとする。

（a）郵送用の正式な住所を記載した参加者のリスト

（b）手続きにおいて到達したステップを明示した規格草案

26．FAO／WHO合同事務局は、できる限り早急に、いかなる場合でも会期終了後1ヶ月以内に、採

　択された最終報告書のコピーを、すべての参加者及びすぺてのコーデックス連絡所宛に確実

　に送付しなければならない。

コーデックス食品規格の作成

27。コ「デックス部会は、規格及び関連文書を作成するにあたり、以下の事項に留意しなければ

　、ならない。

　（a）コーデックス食品規格の一般原則に規定された手引き

　（b）すべての規格及び関連文書に下記事項を含む序文を設けること。
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Guidelines for Commntees Codex Alimentartus Commission 

- the description of the standard or related text, 

- a brief description of the scope and purpose(s) of the stand~rd or 

related text, 

- references including the step which the standard or related text has 

reached in the Commission's Procedures for the Elaboration of 
Standards, together with the date on which the draft was approved, 

- matters in the drafi standard or related text requiring endorsement or 

action by other Codex Committees. 

(c) that for standards or any related text for a product which includes a 

number of sub-categories, the Committee should give preference to the 

development of a general standard or related text with sp ecific 

provisions as necessary for subHeategories with different requirements. 
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　　　一規格及び関連文書の説明

　　　一規格または関連文書の範囲及び臼的の概略

　　　一草案の承認日とともに、規格作成に関するr委員会」の手続きにおいて、規格または関

連文書が到達したステップを含む参照資料

　　　一規格草案または関連文書において、他のコーデックス部会の承認または処置を必要とす

る事項

　　（c）いくつかの小分類を含む製品に関する規格または関連文書に対して、「部会」は、小分類

について異なる要件を必要とするので、特殊規定のある一般規格または関連文書を作成すること

を優先させること。
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R陶cedα階’ん重aημa’ P冨’70’ρ’es　of〈’GOρa意’c和a獅oη

　　　　PR口NCPLES　CO純cERMNG　THE　PAR¶CPAl『10N　OF

lNTER閥Al『10NAL　NO網国GOvERNME閥TAし、ORGAMzATlONS“THE

　　　WORKOFT日ECODExAL㎜E閥TARluSCOM㎜SSIO純

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．」P皿po棚

The　pulpose　of　collaboration　with　Intemational　Non－GovemmentaI

Organizationsistosecmefb圃・eCodex組血en㎞usCom血ssion，expe鴬
耐b㎜don，adviCeandaSSiStanCe丘Omintema廿OnalnOn－90Ve㎜enね1
0rga血tions　and　to　enable　organizations　which　represent㎞po質ant　sections　of

publicopinionandareautho㎡証esinthe団eldsofpro驚ssionalandtechnical

competencetoexpresstheviewso紬e辻members窃駐dtoPlayanapProphate
r・1einensu血gthek㎜01血血gofintemectora1血terestsamongthev貧dous
sectoml　bodies　concer且ed血a　coun噂，regional　or　global　s6廿血9。

Alrangements　made　with　such　organizations　shall　be　designed　to　advance　the

pu甲oses　of　血e　Codex　A1血en㎞us　Comm【ssion　by　secu血g　max血um

c・・pe鋤・n丘omhtemad・舩1N・n－G・ve㎜en城Organ伽d・nsinthe
execution　of　iおprogra㎜e。

　　　　　　　　　　　　　2、T㎜OFR酷。4π0燗P

Onlyonecateg・ryofrelationshipshallbereco9血ed，namely“Observer
Status”；all　other　contacts，血cluding　wor㎞g　relations，shall　be　considered　to

be　ofan　hエR》mal　character．

　　　　　3．0晒～6躍47照0ハ嬢亙乙燗盟rJ弓0’i～6伽ERレ賜R57二4TE9夕夕

The　fbllowing　shallbe　eligible　fbτObserver　Status：

・Intemationa1Non－Gove㎜enta10rganizationsinoonsulta廿vestatus，
　　specia1セed　consultative　status　orliaison　s重atus　withFAO；

●　　Intemadonal　Non－Gove㎜en惚10rgan伽tions　hav血g　of且cial　relations

　　wi仕しM｛0；and

・Intemadona1Non－Govemmenta10rg2血zadonsthat：

　　　（a）鍵eintemad・nalins廿ucture㎝dscopeofactivity，andrepresenta廿ve

　　　　　ofthe　specializedfieldofillterestinwhichtheyopera‡el

　　　（b）aec・ncemedwi血ma撹e㎎c・ve血gap飢・ra11・ftheC・㎜蛤si・n’s

　　　　　丘eld　ofactivi妙；
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国際的非政府組織によるコーデックス食品規格委員会の

　　　　　　　　作業への参加に関する原則

1．目的

国際的な非政府組織と連携する目的は、コーデックス食品規格委員会がそれらの組織から専門的

知識、助言及び支援を得ることを確保するためである。国際的な非政府緯織は公衆の意見の重要

な部分を代表し、また個々の専門分野において高度かつ技術的な優位性を持つので、それらの組

織のメンバーが意見を表明し適切な役割を担うことによって、国・塘域又は国際的規模にわたる

様々な分野の機関が横断的な分野にわたる事項について協調することを図ることを目的とする。

これらの組織との取り決めは、コーデックス食品規格委員会がプログラムを実行する際にそれら

㊨国際的非政府組織が最大限に委員会に協力し、その目的を進展させることができるよう企画さ

れなければ1ならない。

2．関与形態

ひとつの形態の関与の仕方しか認められていない、すなわち「オブザーバー」である。実務関係

などを含むその他全ての接触関係は、非公式な性格を有すると解される。

3．　「オブザーバー」適性資格を有する組織

オブザーバー資格の対象は次の通りである。

●　FAOの諮問機関・特別諮問機関又は連絡機関【1iaison］としての資格を有する国際的な非

　　政府組織

●　WHOと公的な関係にある国際的な非政府組織

●　次の国際的非政府組織

　　（a〉活動の体制及び範囲が国際的であり、それが活動する特殊分野を代表すること

　　（b）委員会の活動分野の一部又ほ全部において関係があること
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principles of NG O participatlon Codex Alimentartus Commission 

(c) have aims and pllrposes in conforrnity with the Statutes of the Codex 

Albnentarius Coniulission; and 

(d) have a permanent directing body, authorized representatives and 

systematic procedures and machinery for communicating with its 

membershr'p in various countries. Its members shau exercise voting 

rights in relation to its policies qr action or shall have other appropriate 

mechanisms to express their views . 

4. PROCED~E FOR OBTAINING "OBSER VER STA TUS" 

4 . I INTERNATIONAL NON-GOVERNMENTAL ORGANIZATIONS HAVING 
STATUS OR OI~ICIAL RELATIONS. WITH FAO AND WHO 

"Observer status" shall be accorded to those International Non-Governmental 

Organizations in consultative status, specialized consultative status or liaison 

status with FAO or Intemational Non-Governmental Organizations having 

official relations with WHO that inform the Secretary of the Codex 
Alimentarius Colmoission of their desire to participate in the work of the 
Commission and/or any or all of the Commission's subsidiary bodiesl I on a 

regular basis. They may also request invitations to participate at specific 

sessions of the Commission or its subsidiary bodies on an ad hoc basis. 

4 .2 NON-GOVERNMENTAL ORGANIZATIONS NOT HAVING STATIJS OR 

OFFICIAL RELATIONS wrTH FAO AND WHO ~ 
Before any form of formal relationship is established with a Non-Governmental 

Organization, such Organization shall supply the S ecretary o f the Commis sion 

with the infonnation outlined in the Aanex to these Procedure s . The S ecretary 

shall transmit tbis information to the Directors-General of FAO and WHO. 

Upon c onfirrna~' on that the DirectorsLGeneral are satisfied that the applicant 

Organization is in a position to make a significant contn'bution in advancing the 

purposes of the Codex Alimentarius Comolission, Observer Status shall be 

granted to the applicant Organization. 

Ob server Status at specific meetugs will not normally be granted to individual 

organizations that are memb ers o f a larger organization authorized and that 

intends to represent them at these meetings . 

ll The term "subsidiay bodies" means any body established under Rule D( of the 

Commission's Rules of Procedure. 
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（c）　コーニデックス食品規格委員会の規約に適当した目標と目的を有すること

（d）永続的な執行機関、承認された代表者、体系的な手続き及び様々な国のメンバー

との連絡通信機器を有すること。そのメンバーは緯織の方針又は処置1と関して投票権

を行使するか｛又は他の適切な仕組みにより自らの意見を表明できること。

4．　「オブザーバー資格」の取得手続き

4．1FAO又はWHOと公的な関係にある国際的な非政府組織の取得手続き

「オブザーバー資格」は、FAOの諮問機関・特別諮問機関又は連絡機関としての資格を有する

国際的非政府組織又はWHOと公的な関係にある国際的非政府組織が、コーデックス食品規格委

員会又はその下部機関nの一部及び／又は全ての作業に定期的に参加を希望する旨を委員会の

事務局宛に通知することにより付与される。

11「下部機関」とは、委員会の手続き規定Dくに定められた機関をいう。

42　FAO又はWHOと公的な関係にない国際的な非政府組織の取得手続き

非政府緯織と公的な関係を持っ前に、当該非政府組織は委員会の事務局宛に本手続き規定の付則

記載の情報を提供しなければならない。委員会の事務局は、受領した当該情報をFAO及びWHO

の事務局長当てに送付しなけれぱならない。

申請団体がコーデックス食品規格委員会の目的を前進させる多大な章献をもたらす立場にある

と事務局長が確認できた場合、その申請団体にオブザーバ｝資格が付与される。

個々の非政府組織がメンバーとなるすでに承認されているより大きく上位の非政府組織があり、

その上位の組織がコーデックスの会議で代表を務める意志がある場合は、通常、個々の非政府組

織には特定の会議におけるオブザーバー資格は付与されない。
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Procedural Manual Principles of NG O participation 

5. P~IVILEGESAND OBLIGA TIONS 

International Non- governmental Organizations in Ob server status shall have the 

following privileges and obligations : ' 
5.1 PRIVILEGES OF INl~ERNATIONAL NON-COVERNMENTAL 
ORGANIZATIONS IN 6'OB~ERVER STATUS" 

An Organizatio~ in Observer Status: 

(a) shall be entitled to send an observer (without the right to vote) to 

sessions of the Commission. who may be accompanied by advisers; to 

receive from the Sedretary of the Commission, in advance of the 

session, all working documents and discussion papers; to circulate to 

the Commission its views in writing, without abridgement; and to 
participate in discussions when invited by the Chairpersonl2. 

(b) shall be- entitled to send an observer (without t~e right to vote) to 

sessions of specified Subsidiary Bodies, who may be accompanied by 

advisers; to receive from the Secretaries of the Subsidiary Bodies, in 

advance - of the session, all working documents and discussion, papers; 

to circulatei to these ~odies its views in writing, without abridgement; 

and to participate in discussions when invited by the Chairpersonl2. 

(c) may be invited by the Directors -General to participate in meetings or 

seminars on subj ects organized under the Jo int FAorwHO Food 
Standards Programlne which fall within its fields of intere st, and if it 

does not so participate it may subrnit its views in writhg to any such 

meeting or seminar; 

(d) will receive documentation and information about meetings plauned on 

subjects agreed upon with the Secretariat; 

(e) may submit, under the authority of its goveming body, written 

statements on matters before the Commission, in one of the languages 

of Commissior~ to the Secretary, who may communicate them to the 

Commission or the Executive Committee as appropriate. 

5.2 OBLIGATIONS OF INTERNATIONAL NON-COVERNMENTAL 
ORGANIZAuoNS IN "OBSERVER STATUS" 

An Organization in Observer Status shall undertake : 

12 An invitation to a Codex meeting and representation thereat by an observer shall 

not imply the granting to an intermational non-governmental organization of a 

status diffierent from that which it already enjoys. 
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5．特権及び義務

5．1オブザーバーとしての国際非政府組織の特権

オブザーバーとしての国際非政府組織は次の特権を有する。

　　（a）　（投票権のない）オブザーバーを委員会の諸会議に派遣し、アドバーザーを随行させ

　　　　ることができる。会議ゐ前に委員会の事務局から全ての作業文書及び討議文書を受領

　　　　し、委員会に所見を文書にて省略せずに公開し、また議長に招請される場合は討議に

　　　　参加することができる12。

（b）　（委投票権のない）オブザーバーを特定の下部機関に派遣し、アドバイザーを随行さ

　　せることができる。会議の前に下部機関の事務局から全ての作業文書及び討議文書を

　　受領し、下部機関に所見を文書にて省略せずに公開し、また議長に招請される場合は

　　討議に参加することができる12。

12オブザーバーとしてのコーデックスの会議への招請及び表叩は、そめ国際的非政府組織に今までと

異なる地位資格を与えるものではない。

（c）FAO／WHO合同食品規格計画が組織する会議の主題が国際的非政府組織の所掌分野で

　　ある場合、事蕩局長はその組織に会議に参加するよう招請できる。当該組織が招請さ

　　れた会議またはセミナーに参加しない場合でも、当該組織は所見を提出することがで

　　きる。

（d）

（e）

事務局と合意した主題についての会議書類又は情報を受領する。

その運営機関の承認を得て、委員会の前に委員会の言語のうちのひとつの言語で問題

点に対する意見を文書にて事務局宛に送付することができる。事務局はこの意見を適

宜、委員会又は執行委員会に対して連絡する。

5．2　オブザーバーとしての国際的非政府組織の義務

オブザーバーとして㊨国際非政府組織は次の義務を有する。
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principles of NG O participation Codex Alimentarius Commission 

(a) to cooperate fully with the Codex Alimentatius Conmission for the 

furthel~Lce of the objectives of the Joint FAOnVHO Food Standards 

Programme; 

(b) in cooperation with the Secretariat to determine the ways and means 

o f co-ordinatug activities within the scope o f the Jo int FAorwHO 

Food Standards Progranmle, with a view to avoiding duplication and 

overla p ping; 

(c) to contribute, as far as possible, and at the request of the Directors-

General, to the promotion o f a b etter knowledge and understanding of 

the Codex Alimentarius Commission and the Joint FAOIWHO Food 
Standards Pro granme through appropriate discus sions or other forrns 

of publicity; 

(d) to send to the Secretary of the Commission on an exchange basis, its 

reports and publications concerned with matters covering all or part of 

the CormEission's field of activity; 

(e) to keep the Secretary of the Commission infiormed of changes in its 

structure and membership, as well as of important changes in its 

secretariat. 

6. REVIEWOF "OBSER VER STA TUS" 

The D irectors -General may terminate arrangements for Ob server Status which 

are no longer considered necessay or appropriate in the light of changing 

pro gramme s or other circumstances, and will rep ort such action to the 

Commis sion. However, the intemational non-governmental organization 

concemed may appeal the termirLation of Observer Status. 

An international non-governmental organization in Observer Status which has 

not shown any interest and has not attended any meetings during a period of 

four years may be deemed not to have sufficient interest to warrant the 

continuance o f such relationshi' p . 

The Secretary shall report to the Codex Alimentaiius Commission on the 

relations between the Codex Alimentarius ComrDission and international non-

govemmental organizations established in accordance with the present 
Procedures and shall provide a list of organizations granted Observer Status, 

with an indication of the membership that they represent. 

The Commission shall periodically review these principles and procedures and 

shall consider, as necessary, any amendments which may seem desira:ble. 
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（a）FAq／WHO合同食晶規格計画の目的の助長のため、コーデックス食品規格委員会に全面

　的に協力する。

（b）事務局と協力して重複を避け、FAOIWHO合同食品規格計画の適用範囲におけるその調

　整活動の方法と手段を決定する。

（c）できる限り、そして事務局長の依頼により、コーデックス食品規格委員会および

　FAOIWHO合同食品規格計画の知識及び理解を促進するため、適宜、討議その他表明手

　段を用いてできる限り協力する。

（d〉委員会の事務局宛に、相互交換的に委員会の活動分野が管轄するすべて又は一部の事項

　に関する自らが作成した報告書及び出版物を送付する。

（e）委員会の事務局に対して、その組織の体制、メンバー、その他事務局方の重要な変更点

　について常に情報提供する。

6．　「オブザーバー資格」の見直し

事務局長は，計画の変更｛他の状況の変化等に応じて不必要になった又は適切でなくなったと判

断した場合はオブザーバー資格についての取り決めを終了させることができ、その処置を委員会

に報告する。しかし、関連国際非政府組織は、オブザーバー資格を終了させることを申し出るこ

ともできる。

オブザーバーとしての非政府国際組織は、4年問何ら自らの関与を示さず、会議にも出席しない

場合は、オブザーバーとしての関係性の継続を保証する行為に十分な関心がなくなったとみなさ

れる。

事務局は、現手続きにおいて構築された委員会と国際非政府組織間の関係にっいて委員会に報告

し、それぞれが代表する加盟資格の注記を付したオブザーバー資格を与えられている組織名の一

覧を委員会に提出する。

委員会は定期的に原則及び手続きを再検討し、必要に応じて望ましい方向でこれらを修正する。
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Procedural Manual prtnciples of NG O participation 

ANNEX.' INFO~MA TION.REQUZRED OFNON-GOVERNMENTAL 
ORGANIZA TIONS REQUESTING "OBSER VER STA TUS" 

(a) O fficial name . of the organization in different languages (with initials) 

(b) Full postal address, Telephone, Telex address, Facsimile and Email as 

appro pnate 

(c) Aims and subject fields (mandate) of organization, and methods of 
operation. (Enclose charter, constitution, by-laws, rules of procedures, 

etc.) 

(d) Member organizations (name and address of each national aifiliate , 

method of afiiliation, giving number of members where possible, and 

names o f principal o fficers . If the organization has individual members , 

please indicate approximate nurnber in each country) 

(e) Structure (assembly or conference; council or other form of governing 

body; type of general secretariat; commissions on special topics, if any; 

etc.) 

(O Indication of source of . funding (e.g., membership contributions, direct 

funding, extemal contu'butions, or grants) 

(g) Meetings (indicate frequency and average attendance; s end report o f 

previous meeting, including any resolutions passed) that are concerned 

with matters covering all or part of the Commission's field of activity 

(b;) Relations with other intemational organizations : 

(i) UN and organs (indicate consultative status or other relationship, if any) 

G ) Other international organizations 

(k:) Expected contribution to the Joint FAorwHO Food Standards Programme 

(1) Past activities on behalf of, or in relation to, the Codex Alimentarius 

Conmission and the Joint FAorwHO Food Standards Programme 
(indicate any relationshr'p by national affiliate s with the Regional 

Coordimating Comnrittees and/or the National Codex Contact Points or 

Committees) 

(m) Area of activity in which participation as an observer is requested 

(Commission and/or Subsidiary Bodies). If more than one organization 
with similar interests is requesting observer status in any field of activity, 

such organizations will be encouraged to form themselves into a federation 

or association for the purpose of participation. If the formation of such a 

single organization is not feasible, the application should explain why this 

is so. 
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付属文書 国際非政府組織がオブザーバー資格を申請する際に必要な情報

（a〉複数の言語表記による組織の正式名称（イニシャルを付記すること）

（b）郵送用の正式な住所、電話番号、テレックスアドレス、適宜ファックス番号及びEメー

　　ルアドレス

（c）i組織の目標及び主な分野（所掌・権限［mandate1〉、運営方法、　（設立綱領、付属定款、

　　手続き規定などを同封）

（d）加盟組織（各国支部の名称及び所在地、加盟方法、可能であればメンバー数および主要

　　役員の氏名。個人会員がいる場合、各国における大体の会員数）

（e）体制（総会又は会議体、評議会又は他の運営形態；全般的な事務局の形態、該当する場

　　合は特定の主題についての委任事項等）

（D資金源の表示（例；メンバーからの出資、直接金融、外部の出資、補助金交付等）

（g）委員会の活動分野の全部又は一部に関連する会議（開催頻度及び平均出席率を表記。決

　　定事項がある場合それを含んだ前回会議の報告書を送付）

（h）他の国際組織との関係

（i）梱及び機関（諮問の関係にあるかその他の関係にあるか等）

G）その他国際組織

（k）FAO／WHO合同食品規格計画に対して予測される貢献内容

（1）コーデックス食品規格委員会及びFAOIWHO合同食晶規格計画のための、又はそれらに

　　関連した過去の活動（その各国支部による委員会の地域調整委員会、国内コーデックス

　　連絡所又は各部会との関係）

（m）オブザーバーとして参加を希望する活動分野（委員会及ぴ／又は下部機関）。どの分野

　　においても、ひとつの事項について複数の組織が参加を希望する場合、それらの組織は

　　ひとつの連盟又は連合に統合するよう要請される。そのようなひとつの連合体を組織す

　　ることが現実不可能な場合は、申請書にはなぜ実現不可能であるか理由を記さなければ

　　ならない。
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prtnciples o f NG O participation 

(n) 

(o) 

(p) 

Codex Aiimentar~us Commission 

Language (English, French or Spanish)in which documentation should be 

sent to the international non-governmental organizations 

Name, Function and address of the person providing the inforrnation 

S ignature and date 
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（n）その層際非政府組織に送達されるべき文書の言語（英語、フランス語又はスペイン語）

（o）上記情報の提供者の氏名、職務及び所在地

（p）署名及び年月目
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Procedural Manual Work prtorn:ies 

CRITERIA FOR THE ESTABLISHMENT OF WORK PRIORITIES 

When a Codex Committee proposes to elaborate a standard, code of practice or 

related text witbin its tenns of reference , it should first cons ider the priorities 

established by the Commission in the Medium-Term Plan of Work, any speci~c 

relevant sirategic proj eet currently being undertaken by the Coinmis sion and the 

prospect of completing the work within a reasonable period of time. It should 

also assess the proposal against the criteria set out below. 

If the proposal falls in an area outside the Cornmittee's terms of reference the 

proposal should be reported to the Commission in writing together with 

proposals for such amendments to the Committee's terms of reference as may 

be required. 

CRITERIA 

criteria applicable to general subjects 

(a) Consumer protection ' from the point of view of health and fraudulent 

practices. 

(b) Diversification of national legislations and apparent resultant or 

potential impediments to international trade . 

(c) Scope of work and establishment of priorities between the various 

sections of the work. 

(d) Work already undertaken by other intemational organizations in tbis 

field. 

Criteria applicable to commodides 

(a) Consutner protection from the point of view of health and fraudulent 

practices. 

(b) Volume of production and consumption in individual countries and 

volurne and pattern oftrade between countries. 

(c) Diversification of national legislations and apparent resultant or 

potential impediments to international trade . 

(d) InterrLational or regional market potential. 

(e) Atnenability ofthe commodity to standardization. 

(O Coverage of the main consumer protection and trade issues by existing 

or proposed general standards. 
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作業優先順位の確立に関する基準

あるコーデックス部会が、その委託事項内の規格、取扱い規範または関連文書を作成する旨提案

する場合は、委員会の中期作業計画［Medium－TermPlanofWork】で確立されている優先順位、関

連性のある委員会によって現在進行中の特定戦略プロジェクト、合理的期限内に委員会が作業を

完了する見込みであるか等をまず検討しなければならない。

提案が委員会ゐ委託事項外である場合は、提案を実行するためには委員会の委託事項を修正する

必要がある旨の注記を付して、その提案を委員会宛に文書にて報告しなければならない。

基準

一般的問題に適用可能な基準

（a〉健康及び不正行為の見地から見た消費者保護。

（b）国内制定法の多様性及びその結果生じる明らかな国際貿易障害。

（c〉種々の作業区分間での作業範囲及び優先順位の確立

（d）その分野ですでに他の国際組織により引き受けられている作業，

商晶に適用可能な基準

（a）健康及び不正行為の見地から見た消費者保護。

（b）各国における生産量及び摂取量、そして各国間の貿易量及び貿易パターン

（c）国内制定法の多様性及びその結果生じる明らかな国際貿易障害。

（d）国際又は地域でのマーケットポテンシャル

（e）食品規格の対応能力［amenability1

（D既存の又は提案された一般的規格の主な消費者保護と貿易問題の適用範囲
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Work prtor~:ies Codex Alimentartus Commission 

(g) Number of commodities which would need separate standards 
indicating whether raw, semi processed or processed. 

(h;) Work already undertaken by other international organizations in this 

field. 
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（g〉未加工、半加工、加工の別を示し、分離した規格が必要になる商晶数

（h）その分野ですでに他の国際組織によって引き受けられている作業
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Procedural Manual Critieria for subsidiary bodies 

CRITERIA FOR THE ESTABLISHMENT OF SUBSIDIARY BODIES OF 

THE CODEX ALIMENTARIUS COMMISSION 

When there is a proposal for the elaboration of a standard, code of practice or 

related text in an area not covered by the terms of reference of any existing 
subsidiay bodyl3, or the revision of standards, codes of practice or other texts 

elaborated by subsidiary bodies adjourned sine die, such a proposal should be 

accompanied by a written statement to the Comrnis sion explainirLg its 

justification in, Iight of the Commission's Medium-Term Objectives and 
containing, as far as practicable, the irLformation contained in the Criteria for the 

Establishment of Work Priorities. 

Should the Commission decide to establish a Subsidiay Body for the purpose 

of elaborating an appropriate diaft standard or related text Qr for the purpose of 

revising an existing standard(s) or related text(s), frrst consideration should be 

given to the establishment of an ad hoc Intergovernmental Task Force under 

Rule IX. l(b)(i) of the Comrni~sion's Rules of Procedure under the following 

conditions : 

1. TERMS OF REIFERENCE: 

e the tenns of reference o f the proposed ad hoc Intergovernmental Task 

Force shall be lirnited to the inmediate task at hand and normally shall 

not be subsequently modified; 

･ the terms of reference shall clearly state the objective(s) to be achieved 

by the establishment of the ad hoc Intergovernmental Task Force; 

e the terms of reference shall clearly state either (i) the number of 

sessions to be convened, or (ii) the date (year) by which the work is 

expected to be completed, which in any case shall not exceed five years. 

2. REPORIING: 

The ad hoc Intergovernmental Task Force shall report to the Codex 
Alimentarius Commission and to the Executive Committee on the progress of 

its work. The reports of the ad hoc Intergovernmental Task Force shall be 

transmitted to all Members of the Commission and interested intemational 

organization. 

13 The Commission may wish to consider extending the Terms of Reference of an 

appropriate existing body to accommodate the proposal. 
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コーデックス食品規格委員会の下部機関設置に関する基準

既存のコーデックスの下部機関の委託事項にない規格、取扱い規範または関連文書を作成する提

案を行う場合、又は無期休会となった下部機関13により作成された規格、取り扱い規範又は関連

文書を改訂する提案を行う場合、委員会の中期目標の見地からして正当性のある説明を文書にし

て提案とともに委員会に提出しなければならない。それらの書類は作業優先順位に関する基準に

含まれている情報を実行可能な限り盛り込まなければならない。

委員会が適切な規格草案、取扱い規範及び関連文書を作成する目的で、又は既存の規格、取扱い

規範及び関連文書を改訂する目的で下部機関を設置する場合、第一に次の条件で手続き規定IX

（b）（i〉に則った政府間特別部会の設置を検討するべきである。

B委員会は提案に対応するため、既存の適切な下部機関の委託事項の拡大を検討することを希望する

場合がある。

1』委託事項

●　提案された特別の政府間タスクフォースの委託事項は当面の課題に限定されており、

　　通常はその後の変更を予定すべきではない。

●　委託事項は当該タスクフォース設置によって到達されるべき目的が明確に記載されて

　　いなければならない。

●　委託事項は、（i〉召集される会議数、又は（五）いかなる場合でも5年を超えない作業終了

　　予定期限を明確に記載しなければならない。

2．報告

特別の政府間タスクフォースは、コーデックス食品規格委員会及び執行委員会宛に作業進

捗状況を報告しなければならない。特別の政府問タスクフォースの報告書は、委員会の全

加盟団体及び関連国際組織に送付されなければならない。
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Crtteria for subsidiary bodies Codex Alimentarlus Commission 

3. OpERATlNG EXPENSES: 

No provision shall be made conceming the operating expenditures of the ad hoc 

Intergoverrilnental Task Force in the e stimaie of expenditures o f the Joint 

FAorwHO Food Standards Programme, except insofar as costs involved in 
preparatory work are recognized as operating expenses of the Commission in 

accordance with Article 10 of its Statutes. 

4. HOST GOVERNMENT ARIW~:GEMENTS: 

The Commission, at the fme of the establishment of the ad hoc 
Intergovernmental Task Force shall ascertain that there will be appropriate host 

government arrangements adequate to ensure the fulctioning of the Task Force 
for the duration of its assignment. 14 

5. WORKING PROCEDURES: 

Ad hoc IntergoverDmental Task Forces shall be open to all Members of the 

Commission and the Rules of Procedure of the Codex Alimentarius 
Colmoission and the Uhiform Procedure for the Elaboration of Codex Standards 

and Related Texts shall apply mutatis mutandis to ad hoc Intergovemmental 

Task Forces. 

6. DrssoLurroN: 

The ad hoc Intergovernmental Task Force shall be dissolved aiter the specified 

work has been completed or when the number of sessions or the time limit 

allocated for the work has expired. 

14 This may involve Host Governlnent arrangements with one or more Members of 

the Commission. 
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3．運営費

特別の政府問タスクフォースの経費にっいては、委員会規約第10条に合致する運営費であると認

められる予備的作業に関する費用を除き、FAO／WHO合同食晶規格計画の見積もりとはみなされ

ず、費用の提供はない。

4．主催国の取り決め

特別の政府問タスクフォースの設置の際には、タスクフォースがその任期期間中適切に機能する

よう、主催国について取り決めるものとする14。

14委員会のうちひとつ又は嶺数のメンバーを含む場合がある。

5．作業手順

特別の政府問タスクフォースは、委員会の全メンバーを対象とし、、コーデックスの手続き規定及

びコーデックス規格及び関連文書の統一作成手続きは、必要な変更を加えて、特別の政府問タス

クフォースに適用される。

6．解散

特別の政府間タスクフォースは、特定業務の終了又は予定会議開催数又は予定期限の失効により、

解散となる。
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ρπ，cθdα盈’ん4aησa’ Sρec〃瓢cρ’℃v浜s’oηs加Codexホexεs

GuDεL胴ES　FOR　THE　INCLuSION　OF　SPECIFIC　PROvlSlONS嚢N

　　　　　CoD日《STA閥DARDSA閥D　RELATEDTExTs

　σ乙m皿1ハ弼OW㎜」砒超0盟7mwノ欄晒～姻㎜W｛ル
600∬0ぞ7㎝0蹴㎝0㎜」m晒～5鱈侃ω㎜00f皿5
The　es惚blishment　of　additオona1最》od　hygiene　requkements　fbr　speci五c　jbod

items　or負》od　groups　should　be　limited　to　the　extent　necessary　to　meet血e

definedo句ec廿vesofindividualcodes．

Codex　Codes　of　Hygienic　Practice　shoul（1serve　the　p曲aly　pulpose　of

provi（血g　advice　to　gove㎜enおon仕Le　apPlicadon　of最）od　hygiene　provisions

withinthe　f｝ameworkofnationaland　hltemationalrequirements。

The　Revised　Recommended　In愈emational　Code　ofPractice－General　P血ciples

of　Food　Rygiene（incIuding血e　Guide1血es　fbr　the　Application　o：f｛he　Razald

Analysis　Critical　Con往01Po血t（HACCP）System）and　the　Revised　Pdnciples

fbrtheEstablis㎞enta：ndApplication　ofMicrobiological　CゴteriafbrFoods　are

血e　base　documents並血e丘eld　of最）od　hygiene．

All　Codex　Codes　ofHygienic　Practice　a？plicable　to　specific　fboditems　or　fbo（1

groups　shall　re角r　to血e　General　P血ciples　of　Food　Hygiene　and　shall　only

containmat面aladdido皿altotheGeneralP血cipleswhichisnecessarytotake
血to　accomtthe　pa而cularrequ圭rements　ofthe　specific　fboditemorfbod　group．

Provisions　in　Codex　Codes　of　Hygienic　Practice　should　be　drafted　in　a

sufficiently　cle訂and　transparent　ma皿er　such　that　ext㎝ded　explanatory

material　is　notrequired　fbrthe辻inteψretation．

The　above　considerations　should　also　apply　to　Codex　Codes　ofPractice　which

con伽血prov盤ions　rela血g　to最》od　hygiene。

一乙∬m四皿E9冗4」％一丁OFOO皿X耀皿006
　　　　　　　　　　　　　　　0F／猟4L那

PuRPoSE　oF　CoDExMETHoDS　oFANALYS】［S

The　me血ods　are　p血aarily　hltende｛1as血temational　metho（1s負》r廿1e　veh丘cadon

of　provisions　血Codex　s伽da1（㎏。　They　should　be　used　fbr　re琵rence，血

calibration　ofme亡hods血use　or　introduced　fbr　routine　examination　and　controI

pulposes・
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コーデックス食品規格及び関連文書で一

特殊規定に入れるためのガイドライン

特定食品に関する衛生取扱い規範を作成及び／又は改訂する際のガイドライン

特定の食品の品目又は食品群の食品衛生要件の追加作成は、個別の規範に定められている目的に

合致する範囲内に限定されるべきである。

コーデックスの衛生取扱い規範は、国内及び国際的な枠組みの中で食品衛生規定を適用するよう

各国に勧告することをその主目的とすべきである。

食品衛生の分野において基礎となる文書は、改訂版国際取扱い規範勧告一食品衛生の一般原則

（危害分析箪要管理点方式田ACC円の適用ガイドラインを含む〉及び改訂版食晶に関する微生

物学的基準の設定及び応用の原則である。

特定の食晶の晶鼠又は食品群に適用される全てのコーデックスの衛生取扱い規範は、食最衛生の

一般原則を参照し、一般原則にはない特定の食晶の品目又は食品群に要求される特段の事項のみ

を一般原則に加味するものに限定する必要がある。

コーデックスの衛生取扱い規範の規定は、規定の解釈をする説明資料が必要ない程度に十分に明

確で透明性の高い方法で草案化しなければならない。

上記の考慮材料は、食品衛生関連のコーデックス取扱い規範に適用される。

コーデックス分析方法の設定の原則

二一デックス分析方法の目的

これらの分析方法はコーデックス食晶規格の規定を証明するための国際的方法とすることを主

目的としている。これらの分析方法はルーチン検査及び管理目的のために使用または導入される

方法の検量［calibration］において、参考として用いられるぺきである。
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Sρec茄oρκ，vブsめηs〃7Codex　fexまs Codex緬meη伯吻s　Coη7’η’ssめη

瓶mODS　Ol『」姻仙YSIS

D4π痂0”4朝P85‘ゾ励ε飾0ゐ4例¢卵お

（a）De血蓋ngMet血o磁s（丁距eI）

D瞬π赫oπ：A　method　which　determhes　a　value　that　can　only　be　aτrived　at血

te㎜s・紬emeth・dperse囲se卿esbyde鋤ti・nasthe・町me血・d蝕
establishing血e　accepted　value　ofthe　item　measure（L

臨σ仰伽＝壬｛owardMouldCount，：Reichert－Meisslvalue，10ss　ondrying，salthl

b血e　by　densi‡y，

（b）Refbren¢eMethods（r距e皿）

D4π勧π：A　T距e　II　method　is　the　one　designated：Ref◎rence　Methodwhere

T》⑩e　I　methods　do　not　app1》㌦It　shouldbe　selected　fヒom　T》Te　III　methods（as

defined　below）．It　should　be　reco㎜ended　fbr　use　in　cases　ofdispute　and　fbr

calibration　PuΦqses・

砒σ”ψ飽＝Poten廿ome廿ic　method　f麦）r　halides．

（c）Altema憾veApprovedMethods（Type皿）

．D4π肋π：A　T》Φe皿Methodis　one　whichmeets　the　criteria　requhedby　the

Codex　Com血ttee　onMethods　ofAnalysis　and　Samphng　fbrmethods　thatmay

be　used　fbr　con加01，血pection　or　regulatory　puηりoses・

E㎞1㎎，颪8：VolhardMethodorMohrMethodfbrchloddes

（d）Tenta樋veMethod（TypeW）

Pφπ伽”：A　Type　IV　Method　is　amethod　whichhas　been　used　traditionally

or　eIse　has　been　recently血troduced　but　fbr　which　the　crite亘a，required飾r

acceptance　by　the　Codex　Committee　on　Methods　of　Analysis　and　SampHng

have　not　yet　been　detenn血ed，

擁σ卿を5：chlo血e　by　X－my　fluorescence，estimation　of　synthetic　colours　in

fbods．

62π8アπ1C冠惚吻卿7訪ε58伽吻π41晩訪oゐ‘ゾ1蛋π4加お

（a）0伍cialmeth・ds・fanalysiselab・mtedby血temati・na1・rg曲ati・鵬
　　occupying　themselves　witha　fbod　br　group　offbods　shouldbe　pref◎∬ed．

（b）Pref¢rence　should　be　given　to　methods　of　analysis　the　reliability　ofwhich

　　have　been　established　in　respect　of　the　fbllowing　criteria，selected　as

　　appropdate：

　　　（i）　　specifici妙
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分析方法

分析の種類及び目的の定義

（a）公定方法［De丘ningMethods】（TypeI）

定義：その方法自体のみによって到達可能な値を決定する方法であり、また測定項目の容認でき

る値を得るための唯」の方法として、定義によって用いられる方法である。

例：ハワードのカビ集落計測法田：owardMouldComt1、ライヘルト・マイスル値［Reichert－Meissel

V田ue1、乾燥減量、重量法による塩水中の食塩濃度

（b）参照方法［ReferenceMethods］（TypeH）

定義・：TypeI【の方法はTypeIの方法が適用できない場合に、選定され斥1つの方法である。この

方法はType皿（次に定義を示す）の方法から選定されるべきである？この方法は論争のあったと

き及び検量の目的で使用されるべきである。・

例：ハロゲン化物の電位差滴定法［Potentiometdcmethod】

（c）代替認定方法［1UtemativeApprovedMethods］（Type皿）

定義：Typemの方法は管理、検査または規制の目的で用い得る方法として、分析・サンプリン

グ法規格部会により義務づけられた基準に適合させる方法である。

例：塩化物の分析に用いるフォルハルド法［VolhardMethod1またはモール法［MohrMethod】である。

（d）暫定的な方法（TypeW）

定義：TypeWの方法は以前から用いられていた方法または最近導入された方法ではあるが、分

析・サンプリング法規格部会による受諾のときに義務づけられている基準に基づいた決定が、下

されていない方法である。

例：蛍光X線［X－ray伽orescenselによる塩素、食品中の合成着色料の測定

分析方法選定の一般的な基準

（a）食品または一群の食品に関与している国際的な組織により，作成された公式な分析方法を選ぶ

べきである。

（b）該当するとして選定された次の基準に関する信頼性［reliability1が確証されている分析方法を

選定すべきである。

（i）　特異性［specl丘city］

一177一



Procedural Manual Specd~c pro visions in Codex texts 

(ii) 

(iii) 

(iv) 

(v) 

(vi) 

(vii) 

accuracy 

preoision; repeatability intra-laboratory (within laboratory), 

reproducibility inter-1aboratory (within laboratory and between 

laboratories) 

lirnit of detection 

sensitivilty 

practicability and applicability under normal laboratory conditions 

other criteria which may be selected as required. 

(c) The method selected should be chosen on the basis of practicability and 

preference should be given to methods which have applicability for routine 

use . 

(d) All proposed methods of analysis must have direct pert_inence to the Codex 

Standard to which they are directed. 

(e) Methods of analysis which are applicable uniforrnly to various groups of 

cornmodities should be given preference over methods which apply only to 

individual conmodities . 

General criteria for the Selection ofMethods ofAnalysis using th e Criteria 

Approach 

In the case of Codex Type 11 and Type lll methods, method criteria may be 

identified and values quantified for incorporation into the appropriate Codex 

commodity standard. Method criteria which are developed will include the 

criteria in section Methods of Analysis, paragraph (c) above together with other 

appropriate criteria, e.g., recovery factors." 

WORKING INSTRUCTIONS FOR TEE IMPLEMENTATION OF TBE CRITERIA 
AppROAcu IN CODEX 

Any Code~( Commodity Conlmittee may continue to propose an appropriate 
method of analysis for determining the chemical entity, or develop a set of 

criteria to which a method used for the determination must comply . In some 

cases a Codex Commodity Committee may find it easier to recommend a 
specific method and request the Codex Committee on Methods of Analysis and 

Sampling (CCMAS) to "convert" that method into appropriate criteria. The 

Criteria will then be considered by the CCMAS for endorsement and will, after 

the endorsement form part of the commodity standard replacing the 
recommended method of analysis. If a Codex Commodity Committee wishes to 
develop the criteria by itself rather than allowing the CCMAS to do so, it should 
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（i三）精確さ［accuracy】

（iii）精度［precisionI；

　　検査機関内の併行精度［repさatabilityintra－1aboratory1（検査機関内）、

　　検査機関間の再現精度［τeproducibility1ntra－1aboratoryl（検査機関内及び検査機関

問）

（iv）検出限界［1imitofdetectionj

（V）　感度［sensitivity1

（vi）通常の検査機関の状態下での実用性［practicability】及び適合力［applicability1

（vii）必要により選定されるその他の基準

（c）選定される方法は実用性に基づき行われるべきであり、ルーチンの使用に適用できる方法が

選定されるべきである。

（d）提案された全ての分析方法は』コーデックス食品規格が目標とする規格に対して直接的に妥

当性［direct－pe面nence］があるべきである。

（e）食品の種々の群に一様に適用できる分析方法については、個々の食品のみに適用される方法

よりも、優先して選定されるべきである。

基準アプローチを用いた分析方法選定に関する一般的な基準

TypeIとTypeIIの使用にあたっては、適切な食品規格に盛り込むため、手法基準が特定され、

かっ数値デ｝タが定量化されていなければならない。作成される手法基準は、回収率などのその

他適切な基準とともに、　「分析方法」セクションの第c項記載の基準を含まなければならない。

食品規格における基準アプローチ実施の作業手引き

食品別規格部会は、化学物質特定のための適切な分析方法を提案し、またはそのような化学物質

特定のために遵守しなければならない一連の基準を作成することができる。食品別規格部会が特

定の方法を推奨し、分析・サンプリング法部会（CCMへS〉にその方法を適切な基準に転換する方

が容易であると判断する場合があるかもしれない。その場合、基準はCCMASによって承認され、

推奨された分析方法に代わり、食品規格の一部をなすことになる。食品別規格委員会がCCMAS

に委託するのではなく、みずから基準を作成しようとする場合、次に記載の通り、特定の基準作

成にあたっての一定の指示に従わなければならない。これらの基準は、問題となっている決定方

法にっいて承認を受ける必要がある。
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fo 110w instructions given for the development o f specific criteria as outlined 

below. These criteria must be approved for the deterrnination in question. 

However, the prirnary responsibility for supplyipg methods of analysis and 

criteria resides with the C ommodity C ommittee. If the Commodity Committee 

fails to proviide a method o f analysis or criteria despite numerous requests , then 

the CCMAS may supply an appropriate method and "convert" that method into 

appropriate criteria. 

The minirn:um "approved" Codex analyical characteristics will include the 

followimg numeric criteria as well as the general criteria for methods laid down 

in the Analyiical Terminology for Codex Use (see page ##) : 

e precision (within and between laboratories, but generated from 

collaborative trial data rather than measurement uncertainty 

considerations) 

･ recovery 

･ selectivity (interference effects etc.) 

･ applicability (matrix, toncentration range and preference given to 

'general' methods) 

･ detection/deterrnination limits if appropriate for the determination 

being considered 

･ Iinearity 

CCMAS will generate the data corresponding to the above criteria. 

CONVERSION OFSpECIHCMETHODS OFANAL YSIS TO METHOD 
CRITERIA BY TB~ CCM4S 

When a Codex Commodity Committee submits a Type II or Type 111 method to 

CCMAS for endorsement, it should also submit iniiomation on the criteria 

listed below to enable the CCMAS to convert it into suitable generalized 

analyiical characteristics: 

･ accuracy 

･ app lic ab ility (matrix, concentration range and preference given to 

'general' methods) 

･ detection limit 

･ determination limit 
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しかし、分析方法又は基準を提供する主要な責務は食晶規格委員会にある。多数の要望があるに

もかかわらず食品規格委員会が分析方法又は基準を提供しない場合、CCMASが適切な方法を提

供し、その方法を適切な基準に転用することができる。

最低限に承認されたコーデックスの分析特性は、　「コーデックスのための分析用語集（Analytical

Teminology50rCodexUse）」（ぺ一ジ孝孝参照〉にて規定の一般方法基準とともに、次の数値基準

を含む

●　精度；

　　　　　検査機関内の併行精度（検査機関内及び検査機関間）、

　　　　　検査機関間の再現精度（検査機関内及び検査機関聞〉

●　回収率［recovery】

●　選課性（干渉効果［inter£erencee旋cts］）

●　適合力（「一般的な」方法に対するマトリックス、濃度範囲、優先傾向［preference］）

●必要であれば、検討中の測定のための検出限界／測定限界［deteminationlimitsl

●　直線性［1ineadty｝

CCMASは上記基準に対応したデータを生成するものとする。

CCMASによる特定の分析方法から法基準への転換

各食品別規格部会がTypeHまたはType皿の方法をCCMASに提出する場合、CCMASがそれを適

切な一般化した分析特性に転換できるよう、部会は次に記載のリストをCCMASに情報として提

出しなければならない。

精確さ

適合力（「一般的な」方法に対するマトリックス、濃度範囲、優先傾向）

検出限界

測定限界

●
●
●
●
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･ precision; repeatability intra-laboratory (wilthin laboratory), 

reproducibility inter-laboratory (witbin laboratory and between 

laboratories), but generated from collaborative trial data rather tharl 

measurembnt uncertainty considerations 

e recovery 

e selectivity 

e sensitivilty 

e linearity 

These terms are defined in the Analyiical Terminology for Codex Use (see page 

##), as are other terms of importance. 

The CCMAS will assess the actual analyiical performance of the method which 

has been determined in its validation. This will take account of the appropriate 

precisi6n characteristics obtained in collaborative trials which may have been 

carried out on the method together with results from other development work 

carried out during the course of the method development. The set o f criteria 

that are developed will fonn part of the report of the CCMAS and will be 

ins erted in the appropriate Codex Commodity Standard. 

In addition, the C CMAS will identify numeric values for the criteria for which it 

would wish such methods to comply. 

ASSESSMENT OF TIIE ACCEPTABllJIY OF THE PRECISION CHARACTERISTICS 

OF A M~moD OF ANALYSIS 

The calculated repeatability and reproducibility values can be compared with 

existing methods and a comparison made. If these are satisfactory then the 

method can be used as a validated method. If there is no method with which to 

compare the precision parameters then theoretical repeatability and 
reproducibility values can be calculated ffom the Horwitz equation. (~~ 

Thom son Anal st 2000 125 385-386 . 

AN~L YTICAL TERlmNOLOGYFOR CODEX USE 

Resuu: The final value reported for a measured or computed quantity, afier 

performing a me asuring procedure inc luding all sub -procedures and 
evaluations. 

Notes: 

When a result is given, it should be made clear whether it refers to: 

･ the indication [signal] ; 
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●　精度；

　　　　　検査機関内の併行精度（検査機関内）、

　　　　　検査機関間の再現精度（検査機関内及び検査機関間〉

　　必要であれば、検討中の測定のための検出限界／測定限界

　　回収率

　　選択性

　　感度

　　直線性

●

●

●

●

●

これらの用語は、他の重要な用語とともに、

参照）にて定義されている。

コーデックス使用のための分析用語集（ぺ一ジ≠孝

CCMASは、バリデーション（妥当性確認）で測定された方法の実際の性能を評価する。この評

価には、方法を開発する過程で実施された他の開発作業の結果とともに実施されたであろうクロ

スチェック諌験で得られた精度特性を考慮する。開発された基準はCCMASの報告書の一部とな

り、適切な食品規格に挿入される。

さら1こ、CCMASはそのような方法において遵守させたい基準がある場合は、数値を設定するこ

とができる。

分析方法の精度特性の受容性の評価

計算された併行精度及び再現精度のデータを既存の方法と比較する。これらが満足のいくもので

ある場合、方法は妥当性のあるものとして使用することができる。精度パラメータと比較すべき

方法がない場合、理論上の併行精度及び再現精度データはホーウィッツの方程式田：owitz

equation］を使って計算する。（M．Thompsonの「Analystj2000，125，385－386より）。

コーデックスのための分析用語集

「結果（Result〉」とは：全ての副次的手続き及び評価を含んだ測定手続きを実施した後の、測定

又は算出された最終報告データをいう。

注⊥結果が出た場合、次のことを参照しているか否かにかかわらず、その結果を明確にしなけ

ればならない：

　　●　暗示（シグナル）
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･ the uncorrected result; 

e the corrected result; and 

e whether several values were averaged. 

A comp lete statement o f the result o f a measurement includes information about 

the uncertainty o f measurement. 

Speaficib, : The property of a method to respond exclusively to the 
characteristic or analyie defined in the Codex standard. 

Notes: 

Specificity may be achieved by many means: It may be inherent in the 
molecule (e.g., infiared or mass spectrometric identification techniques), or 

attained by separations (e.g., chromatography), mathematically (e.g., 
simultaneous equations), or biochemically (e.g., enzyme reactions). Very 

frequently methods rely on the absence of interferences to achieve specificity 

(e.g., determination of chloride in the absence of bromide and iodide). 

In some cases specificity is not desired (e.g., total fa~ faty acids, crude protein, 

dietary fibre, reducing sugars). ' 

Accuracy (as a concept): The closeness , of agreement between the reported 

result and the accepted reference value. 

Notes: 

The term accuracy, when applied to a set of test results, involves a combination 

of random components and a common systematic error or bias component. 
When the systematic error component must be arrived at by a process that 

includes random error, the random error component is increased by propagation 

of error considerations and is reduced by replication. 

Accura(V (as a statistic): The closeness of agreement between a reported result 

and the accepted reference value . 

Notes : 

Accuracy as a statistic applies to the single reported fmal test result; accuracy 

as a concept applies to single, replicate, or averaged values. 

Trueness : The closeness of agreement between the average value obtained 

fi:om a series of test results and an accepted reference value. 

Notes: 

The measure oftrueness is usually expressed in t~rms ofbias. 

Trueness has been referred to as "accuracy of the mean". 
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●　校正不要の結果、

●　校正済の結果、及び

●　複数の数値が平均化されているか

測定結果の完全な表示は、測定の不確実さに関する情報を含まなければならない。

「特異性」とは：コーデックス規格に規定されている特徴又は測定物質のみに対応した方法特性

である。

注：特異性は多くの手段により測定することが可能である。特異性は、微分子［molecule】に内

在している場合もあるし（例；赤外線又は大量光度の識別テクニックなど）、分離によって（例：

クロマトグラフ分析法）数学的に（例：連立方程式）得られる場合もあるし、あるいは生化学的に

（例：酵素反応）得られる搬もある誹常1こ頻繁賄ることだが詩異性の達成1ま干渉の欠如

1こよるところが大きい（例；臭化物とヨウ化物がないときは、クロ～レ定量法）。

特異性が望ましくないケースもある（例；総脂質、脂肪性酸、粗蛋白質、植物繊維、還元糖など）

r精確さ」　（概念として）1は、報告された結果と採択された参照値の間の近似度を言う。

注：精確さという用語が一連の試験結果に用いられる場合、偶然要因と共通の系統誤差の要因

の組み合わせ耳はバイアス要因の双方を含む。系統誤差の要因が系統誤差を含む過程で達成され

るとき、偶然誤差の要因は誤差の考慮材料の分布により増大し、反復［replication垂によって減少

する。

「精確さ」　（統計姫としての）；報告結果と認容されている参考値の間の一致の程度をいう。

注⊥　統計上の精確さが単一の報告された最終試験結果に用いられる場合・概念としての糟確さ

は単一の、反復の、又は平均化されたデータをいう。

「真実性」［trueness］とは；一連の試験結果によって得られる平均値と認容されている参考値の

間の近似をいう。

注；　真実性の測定は、通常バイアスの見地から表示される

真実性はr平均精度［re£erencevalueljとも呼ばれている。
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Bias: The difference between the expectation of the test results and an accepted 

reference value. 

Notes: 

B ias is the total systematic error as contrasted to random error. There may be 

one or more systematic error components contributing to bias. A Iarger 
systematic difference from the accepted reference value is reflected by a larger 

bias value. 

When the systematic error component(s) must be arrived at by a process that 

includes random error, the random error comp onent is increased by propagation 

of error considerations and reduced by replication. 

Precision: The closeness of agreement between independent test results ' 

obtained under stipulated conditions. 

Notes: 

Precision depends only on the distri'bution of random errors and does not relate 

to the true value or to the specified value. 

The measure of precision is . usually expressed in terms of imprecision and 

computed as a standard deviation of the test results. Less precision is refiected 

by a larger standard deviation. 

"Independent test results" means results obtained in a mamer not influenced by 

any previous result on the same or similar test object. Quantitative measures of 

precision depend critically on the stipulated conditions . Repeatability and 

reproducibility conditions are particular sets of extreme conditions. 

Repeatabilie, [Reproducibilie:1: precrsron under repeatabillty [reproducibillty] 

conditions . 

Repeatabilty eonditions : Conditions where independent test results are 
obtained with the same method on identical test items in the same laboratory by 

the same operator using the same equipment within short interv,als of time. 

Reproducibilty condia'ons : Conditions where test results are obtained with the 

same method on identic al test items in different laboratorie s with different 

operators using different equipment. 

Notes: 

When different methods give test results that do not differ s ignific antly, or when 

different methods are permitted by the design of the experiment, as in a 

proficiency study or a material-certification study for the establishment of a 

consensus value of a reference material, the term 'ireproducibilit)f' may be 

applied to the resulting parameters. The conditions must be explicitly stated. 
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「バイアス」とは；試験結果g期待値と採択された参考値の間の相違をいう。

注三　バイアスは偶然誤差との対比で完全に系統誤差である。バイアスの原因となる要因はひと

つ以上の系統誤差の可能性がある。採択された参照値との系統相違が大きければ大きいほど、バ

イアス値も大きくなる。

系統誤差の要因が偶然誤差を含む過程で発生する場合は、偶然誤差の要因・は誤差の考慮材料の分

布によって増大し、また反後によって減少する。

「精度」とは；（同一試料に対する）定められた条件のもとで得られる独立の測定結果の一致の、

程度をいう。

注二．精度は偶然誤差の分布にのみ依存し、真の値や特定の値には関係しない。

精度の測定は、通常、不精密［imprecision】の観点から表現され、測定結果の標準偏差として計算

される。標準偏差が大きければ大きいほど、それだけ精度も落ちる。

「独立な測定結果」とは、同一若しくは類似した測定対象物の過去の測定結果の影響を受けない

測定結果めことをいう。精度の定量的観測は、定められた条件に決定的に依存する。極端な条件

は併行精度及び再現精度である。

「併行精度（再現精度）」とは1併行精度（再現精度〉の条件下での精度をいう。

「併行条件［repeatabilityconditions】」とは；同一試料の測定において、研究機関・方法・実験者・

装置が同一で、かっ短い間隔で実施して得られる独立な測定結果の条件をいう。

「再現条件［reproducibilityconditions］」とは；同一試料の測定において、方法は同一だが、異な

る実験者・装置を用いて実施して得られる測定結果の条件をいう。

注三　研究所実施研究［pro丘ciencystudy］や物質証明［mate直al－certi丘cation1を用いて合意値又は参

照資料を設置しようとする際に、異なる方法で試験を行った結果に重大な差異がない場合、又は

異なる実験手法が認められている場合、「併行精度」≧いう用語は結果としてのパラメータに適

用することができるるこの条件は明確に記述されなければならない。

一187一



Spec~;c prQVisions jn Codex texts Codex Alimen tartus Commission 

Repeatability [Reproducibili~] standard d~iation: The standard deviation of 

test results obtained under repeatability [reproducibility] conditions . 

Notes: 

Repeatability [Reproducib ility] standard deviation is a measure of the dispersion 

o f the distribution of test results under repeatability [reproducibility] conditions . 

Sirnilarly 'trepeatability [reproducibility] variance" 'and "repeatability 

[reproducibility] coefflcient of variation" could be defined and used as 

measures of the dispersion of test results under repeatability [reproducibility] 

conditions. 

Repeatability [Reprodacibiuty] Iimit.' The value less than or equal to which the 

absolute difference between two test re sults obtained under repeatab ility 

[reproducibility] conditions may be expected to be with a probability of 95c/o . 

Notes: 

The symbol used is r [R;]-

When examining two single test results obtained under repeatability 
[reproducibility] conditions, . the comparison should be made with the 
repeatability [reproducibility] limit r [R] = 2.8 sr[sR]. 

When groups of measurements are used as the basis for the calculation of the 

repeatability [repro ducibility] limits (now called the critical difference) , more 

complicated formulae are required that are given in ISO 5725-6: 1994, 4.2.1 and 

4.2.2. 

Interlaboratory Study: A study in which several laboratories measure a 
quantity in one or more "identical" portions of homogeneous, stable materials 

under documented conditions, the results of which are compiled into a single 

do cument . 

Notes: 

The larger the mnnber of participating laboratories , the greater the confidence 

that can be placed in the resulthg estimates of the statistical parameters. The 

IUPAC-1987 protocol (Pure & Appl. Chem., 66, 1903-1911(1994)) requirres a 

minimum of eight laboratories for method-performance studie s . 

Method-Performance Stlldy: An interlaboratory study in which all lab oratories 

follow the same written protocol and use the same test method to measure a 

quantity in sets of identical test samples. The reported results are used to 

estimate the perfonnance characteristics of the method. Usually these 
characteristics are within-laboratory and among-1aboratories precision, and 

when necessary and possible, other pertinent characteristics such as systematic 
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「併行精度（再現精度）標準偏差」とは1併行条件（又は再現条件）のもとで得られる測定結果

の標準偏差をいうも

注：　併行精度（又は再現精度）標準偏差は、併行条件（又は再現条件）における測定結果の分

布分散の指標である。

同様に、　「併行精度（又は再現精度）の分散［vari註nce】」及び「反復（又は回収率）の変動係数

は定義され、併行条件（又は再現条件〉における測定結果の分散の指標として使用される。

「併行許容差［repeatabilitylimit］」とは、併行条件（又は再現条件）下におけるふたっの測定結

果の絶対差異［di鎚erence】以下であるかそれと同一であるとこ「ろの値は、確率95％以内であること

が求められる。

注：記号はr［R1を使用する。

併行条件（又は再現条件）下でのふたつの単一試験結果を検査するとき｛並行（又は再現）許容

差r［R］＝2．8sr［sR］で比較しなければならない。

複数の測定群が併行条件（又は再現条件）（それらを決定的差異と総称する）の計算の基として

使用される場合、ISO5725－6：1994，4．2．1及び4．2。2で規定の通り、さらに複雑な公式が必要となる。

「検査機関内研究」とは；複数の検査機関が均質で安定したひとっ以上の材料の同一の部分の量

を書式化された条件で測定する研究のことで、その結果はひとつのドキュメントにまとめられる。

注三　参加検査機関が多ければ多いほど、統計容ラメータの結果となる推定値に対する信頼度は

増す。IUPAC－1987プロトコール［protocq1］（Pure＆AppL　Cher瓜66，1903。1911（1994））によると、

方法性能研究［Method－PerfomlanceStudy］には少なくとも8検査機関の参加を要する。

「方法性能研究」とは；全ての検査機関が同一の試料群にっいて定量測定をする場合、同一の記

載されたプロトコールに従い、同一の試験方法を使用することをいう。報告された測定値は方法

の性能特性を見積もるために使用される。通常これらの特性は検査機関内または検査機関間にお

ける精度であり、必要又は可能な場合、系統誤差、日収率｛内部品質管理パラメータ［intemal

qualitycontrol　pa㎜eters］、敏感度、測定限界及び適合性などり関連特性である。
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error, reoovery, intemal quality control parameters , sensitivity, Iimit of 

determination, and applicab ility. 

Notes : 

The materials used in such a study o f analyical quantities are usually 
representative o f materials to bc analyzed in actual practice with respect to 

matrices , amount of test component (concentration) , and int9rfering components 

and effects. Usually the analyst is not aware of the actual composition of the 

test samples but is aware of the matrix. 

The numb er of laboratories , number of test samples, numb er of determinations , 

and other details of the study are specified in the study protocol. Part of the 

study protocol is the procedure which provides the written directions for 

performing the analysis . 

The main distinguishing feature of this type of study is the necessity to follow 

the same written protocol and test method exactly. 

Several methods may be compared using the same test materials. If all 
laboratories use the same set cf directions for each method and if the statistical 

analysis is conducted separately for each method, the study is a set of method-

performance studies. Such a study may also be designated as a method-
comparison study. 

Lab oratory-Performance (Proficiemp ) Stu4,: An interlaboratory study that 

consists of one or more measurements by a group of laboratories on one or 

more homogeneous, stable, test samples by the method selected or used by each 

laboratory. The reported results are compared with those from other 
laboratories or with the knowa or assigned reference value, usually with the 

obj ective o f improving laboratory p erformance. 

Notes: 

Laboratory-performance studies can be used to support accreditation of 
laboratories or to audit perforrnance. If a study is conducted by an organization 

with some type of management control over the participating laboratories-

organizational, accreditation, regulatory, or contractual-the method may be 

specified or the selection may be lirnited to a list of approved or equivalent 

methods. In such situations, a single test sample is insuffircient to judge 

performance. 

A Iaboratory-perforrnance study may be used to select a method of analysis that 

will be used in a method-performance study. If all laboratories, or a sufficiently 

large subgroup, of laboratories , use the same methodj the study may also be 

interpreted as a method-performance study, provided that the test samples cover 

the range of concentration of the analyie. 
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』注⊥　そのような分析量の研究に使用される材料は、通常マトリクス、試験成分［componentl（濃

度）量及び干渉成分・干渉効果に関する実際の慣行において分析される材料の代表的なものであ

る。分析者が実際の試験サンプルの構成を知らないが、マトリクスについては知っているという

ことが通常である。

検査機関数、試験サンプル数、測定数［numberofdete㎜inat三〇nsユ及び試験についての他の詳細は

研究プロトコールのなかで特定されている。研究プロトコールの一部には、分析実施にあたって

の指示が手続きとして記載されている。

この類型の研究の主な特徴は、同一の記述されたプロトコール及び試験方法に正確に従う必要が

あるということである。

同一試験材料を用いた複数の方法が比較されることもある。もし全ての検査機関が各方法に同じ

一連の指示を使用し、各方法にっいて個別の異なる統計分析が実施された場合、その研究は一連

の方法性能研究といえる。そのような研究は方法比較研究として指名されることもある。

「検査機関性能（熟達［Pro丘ci6ncyl）研究」とは；各検査機関で選択されたもしくは使用された

方法により一っ以上の均質で安定した試験サンプルにっいて検査機関群が実施したひとっ以上

の測定値で構成される検査機関間の研究のことである。測定結果は、多くの場合検査機関性能の

嘩上を目的として、他の検査機関の測定結果又は基地のもしくは指定された参照値と比較される。

注三　検査機関性能研究は、検査機関の認定をサポートするため、又は性能を監査するために使

用することができる。参加検査機関に対して運営上の支配カー組織上の、認定上の、法規制上の、

又は契約上の支配力など一を持っ組織がこの研究を行う場合、その方法が指定又は承認されたも

しくは同等の方法のリストに制限を加えるような選択がされる可能性がある。そのような状況に

いおいては、単一の試験サンプルでは性能を評価するのに不十分である。

検査機関性能研究は、方法性能研究に用いられる分析方法の選定に使用される場合もある。全て

の検査機関又はそのうちで必要十分な数の検査機関が同一の方法を使用する場合、試験サンプル

が被分析物濃度範囲を網羅しているという条件で、研究は方法性能班究とみなされる場合もある。

単一の組織に属するが独立した施設、機器、検量装置などを有する複数の検査機関はヨそれぞれ

がひとつの検査機関とみなされる。
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Laboratories o f a single organization with independent facilities , instrwnents , 

and calibration materials , are treated as different laboratories. 

Material-Cerafication Study: An interlab oratory study that as signs a reference 

value (' Irue value") to a quantity (concentra:tion or property) in the test material, 

usually with a stated uncertainty. 

Note : 

A material-certification study often utilizes selected reference laboratories to 

analyze a candidate reference material by a method(s) j udged most likely to 

provide the least-biased estimates of concentration (or of a characteristic 

property) and the smallest associated uncertainty. 

Applicability: The analyies, matices, and concentrations for which a method of 

analysis may be used satisfactorily to determine compliance with a Codex 

standard. 

Note: 

In addition to a statement of the range of capability of satisfactory performance 

for each factor, the statement of applicability (scope) may also include warnings 

as to known interference by other analyies, or inapplicab ility to certain matrices 

and situations. 

Sensitit,ty: Change in the response divided by the corresponding change in the 

concentration of a standard (calibration) curve; i.e., the slope, ~, of the 

analyiical calibration curve. 

Note: 

This term has been used for several other analyical applications, oiten referring 

to capability of detection, to the concentration giving I o/o absorption in atomic 

absorption sp_ectroscopy, and to ratio of found positives to kuown, true positives 

in immunological and microbiological tests. Such applications to analyiical 

chemisty should be discouraged. 

A method is said to be sensitive if a small change in concentation, c, or 
quantity, q, causes a large change in the measure, x; that is, when the derivative 

dx/dc or dx/dq is large. 

Although the signal may vary with the magnitude of ci or qi, the slope, Si, is 

usually constant over a reasonable range of concentiations. si may also be a 

ftinction of the c or q of other analyies present in the sample. 

Raggedness: The ability of a chemical measurement process to resist changes 

in results when subjected to minor changes in environmental and proeedural 

variables, Iaboratories, personnel, etc. 
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「物質認可研究［materialcerti丘cationstudy］」とは；通常、記述された不確かさを加味して、試験

材料中の参照値（「真の値」）を分量（濃度又は属性［propertyl）に代入する研究をいう。

注：　物質認可研究は、最も偏りの少ない濃度（又は特徴的属性）及び最も不確かさの少ない濃

度推定値を提供しそうな方法を用いて候補となる参照物質を分析するよう選定された関連検査

機関を利用することがしばしばある。

「適合性」とは；コーデックス規格に順守しているか測定するため、分析方法が十分に使用され

ているところの被分析物もマトリクス及び濃度をいう。

注：各要因の満足のいく性能の幅の記述に加え、他の被分析物または特定のマトリクスもしく

は状態への不適合についての既知の適合性（範囲）の記述も警告に加えられるかもしれない。

「感度」とは1規格（検量）曲線［curve】の濃度中の対応する変化によって分けられる反応の変

化、例えば傾き［slope］、分析検量曲線のSiなどをいう。

注：　この用語は従来他の複数の分析アプリケーションに用いられ、しばしば検出能力、原子吸

収分光学における1％の吸収を発生せしめる濃度、免疫学的又は微生物学的な試験において正数

であると知られるようになった率のことを意味する場合に使用されてきた。この用語を分析化学

においてそのような意味で使用することは控えるべきである。

濃度（c）、又は分量（q）中のわずかな変化によって測定（x）中で大きな変化が引き起こされ

る場合、方法は感度があるという。すなわち、誘導体［derivative】dx／dc又はdx／dqは大きいという。

シグナルはCi又はqの大きさにより変動するが、かたむき［slope］Siは合理的な濃度範囲では通常一

定に保たれる。Siはまた存在する他の被分析物のC又はqの作用［functionユである場合もある。

「耐久性［：Ruggedness］」とは1化学の測定プロセスにおいて環境上及び手続き上の変数や施設・

人員などの軽微な変化があった場合、結果の中の変化抵抗能力のことをいう。
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TERMS To BE USED IN THE CRrTERIA AppROACU 

Detecdon Limit.･ The detection lirnit is conventionally defined as field blank + 

30, where a is the standard deviation of the field blank value signal (IUPAC 

defidition) . 

However, an alternative definition which overcome s most of the obj ections to 

the above approach (i.e. the high variability at the lirni't of measurement can 

never be overcome) is to base it on the rounded value of the reproducibility 

relative standard deviation when it goes out of control (where 3 OR = 100010; OR 

= 330/Q, rounded to 500/0 because of the high variability). Such a value is 

directly related to the analyie and to the measurement system and is not based 

on the local measurement system. 

Detemination limit.･ As for detection limit except that 60 or I Oo is required 

rather than 30. 

However, an altemative defini'tion that corresponds to that proposed for the 

detection lirnit is to use (JR = 250/0. This value does not differ much from that 

assigned to the detection limit because the upper limit of the detection limit 

merges indisthguishably into the lower limit o f the determination limit. 

Recovely: Proportion of the amount of analyie present or added to the test 

material which is extracted and presented for measurement. 

Selectit,iO,: Selectivity is the extent to which a method can determine particular 

analyie(s) in mixtures or matrices without interferences from other components . 

Selectivity is the recommended term in analyiical chemisty to express the 
extent to which a particular method can deterrnine analyie(s) in the pre sence o f 

interferences from other components. Selecti'vity can be grade~L The use of the 

term specificity for the same concept is to be discouraged as this oiten leads to 

confusion. 

Linearty: The ability of a method of analysis, witbin a certain range, to provide 

an instrurnental response or results proportional to the quality o f analyie to be 

determined in the laboratory sample. This proportionality is expressed by an a 

priori defined mathematical expression. The linearity limits are the 
experirnental lirnits of concentiations between which a linear calibration model 

can be applied with a known confidence level (generally taken to be equal to 

1 Olo) . 
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基準アプローチにおいて使用される用語

「検出限界」とは；従来σがフィールドブランク［亘eldblank］の標準偏差値のシグナル（IUPAC

定義による）の標準偏差である場合に、フィールドブランク＋3σと定義されている。哨

しかし、上記のアプローチに対する異論を克服することのできる代替的な定義（例えば、測定限

界における高い変動性は決して克服することはできない）は、再現精度関係の標準偏差が制御不

能になった場合、その値の端数を切り捨てることをべ一スにしている（例えば、3σ，＝100％；

σ，＝33％の場合、変動性が高いため、50％に切り捨てる）。そのような値は直接被分析物及び

測定システムに関係し、ローカルな測定システムをべ一スにはしていない。

「測定限界」とは13σではなく、むしろ6σ又は10σ湖要求される場合の検出限界をいう。

しかし、検出限界のために提案されるそれに対応する代替的な定義では、σr＝25％を用いる。

実際は検出限界の上限は測定限界の下限と区別のつかないくらいのところで出現するので、この

値は検出限界に割り当てられた値とはそれほど異ならない。

「回収率」とは；試験材料に存在している、または付加された被分析物の量の比率をいい、測定

のために抽出され提示される。

「選択性」とは1他の成分に干渉されない混合物中の特定の被分析物又はマトリクスを

選択性は、他の成分からの干渉のあるところで被分析物を測定する特定の方法の範囲をあらわす

のに用いられる分析化学上推奨される用語である。選択性は段階に分けられる。しばしば混乱を

招くので、同じ概念で特異性という用語を用いることはひかえるべきである。

「直線性［1ineadty］」とは；一定範囲における分析方法の計測反応や、検査機関のサンプルで測

定される被分析物の質に対する比例する結果を提供する能力のことである。この比例は先験的に

定義された数式であらわされる。直線性限度は、既知の信頼度水準（一般的に1％に等しいとさ

れている）で直線検量モデルを適用することができる濃度の実験的な限界である。
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PRINCIPLESFOR THEESTABLISH~,~~NT OR SELECTION OF 
CODEX SAMPLlrylG PROCED URES 

PURPOSE OF CODEX METHODS OF SAMPLING 

Codex Methods of'Samphng are designed to ensure that fair and valid sampling 

procedures are used when food is being tested for compliance with a particular 

Codex cornmo dity standard. The sampling methods are intended for use as 

intemational methods designed to avoid or remove difflculties which may be 

created by diverging legal, adn,inistative and technical approaches to sampling 

and by diverging interpretation of results of analysis in relation to lots or 

con!signments of foods, in the light of the relevant provision(s) of the applicable 

Codex standard. 

METHODS OF SAMPLING 

T)pes of Sampling Pians and Procedures 

(a) Samplilrg Plans for Commodity Defects: 

These are normally applied to visual defects (e.g. Ioss of colour, mis-graded for 

size, etc.) and extuneous matter. They will normally be attributes plans, and 

plans such as those included in the FA OIWHO Codex A Iimentarius Sampling 
,- Plans for Prepachaged Foods (AQL 6.5)15 may be applied. 

(b) Sampling Plans for Net Contents: 

These are samphng plans which apply to pre-packaged foods generany and are 

intended to serve to check compliance of lots or consignnents with provisions 

for net contents. 

(c) Sampling Plans for Compositt'onal Criteria: 

Such plans are normally applied to analyiically determined c ompositional 

criteria (e.g., Ioss on drying in wlu'te sugar, etc.). They are predominantly based 

on variable procedures with unknown standard deviation. 

(d) Specffic Sampling Plans for Health-related Properties: 

Such plans are generally applied to heterogeneous conditions, e.g. , in the 

assessment of microbiological spoilage, microbial by-products or sporadically 

o ccurring chemical contaminants . 

15 Codex Alimentarius: VolurrLe 13. 
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コーデックスサンプリング方法の設定または選定の原則

コーデックスのサンプリング方法の目的

コーデックスあサンプリング方法［CodexMethodsofSampling匪は食品の特定のコーデックス食品

別規格への適合を試験するとき用いられる。．このサンプリング方法ほサンプリングの異なる法的、

行政上及び技術的アプローチによる問題点、または適用されるコーデックス食品規格の関連規定

（単数または複数）に対するロット、若しくは積荷に関する分析結果の異なる解釈により生じる問

題点を避け、若しくは排除するための国際的な方法として、用いることを目的としている。

サンプリング方法

サンプリング方法の種類及び手順

（a）食品の欠陥に関するサンプリング方法

この方法は通常、外観上の欠陥（例えば、退色、大きさの分類の相違など）及び異物に対して適用

される。サンプリング法は通常、属性方法［attribute　plan］であり、包装食品についてのコー一デッ

クス食品規格サンプリング手法［FAOIWHO　CodexAliment面usSamplingPlansjorPackaged

Foods1（AQL6．5）15に記載されているような方法を用い得る。

15コーデックス食晶規格：　第13版

（b）正味内容量に関するサンプリング方法

これらのサンプリング方法は包装食品全般に適用される方法で、ロットまたは積荷の正味内容量

の規定への適合をチェックするため用いるものである。

（c）組成の基準に関するサンプリング方法

この方法は通常、分析により測定される組成の基準に適用される（例えば、精糖の乾燥による重

量減など）。これらの方法は未知の標準偏差の異なる多くの方法に顕著に基づく。

（d）健康に関わる性質に関する特異的なサンプリング方法

これらのサンプリング方法は不均質状態［heterogeneousconditions｝、例えば、微生物による汚染、

微生物の副生成物または偶発的に起こる化学的な汚染物質に一般に適用される。
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General Instraca'ons for the Selecdon ofMethods of Sampling 

(a) O fficial methods of sampling as elaborated by international orgaEizations 

occupying themselves with a food or a group of foods are preferre~L Such 

methods, when attracted to Codex standards , may be revised using Codex 
recorrunended sarnpling terms (to be elaborated) . 

(b) The appropriate Codex Commodi'ty C ommittee should indicate, before it 

elaborates any sampling plan, or before any plan is endorsed by the Codex 

Committee on Methods of Analysis and Sampling, the following: 

(i) the basis on which the criteria in the Codex Commodity standards 

have been drawn up (e.g. whether on the basis that every item in a 

lot, or a specified high proportion, shall cQmply with the provision in 

the standard or whether the average of a set of samples extracted 

from a lot must comply and, if so, whether a miniinum or maximum 

tolerance, as appropriate, is to be given); 

(ii) whether there is to be any differentiation in the relative importance of 

the criteria in the standards and, if so, what is the appropriate 

statistical parameter･ each criterion should attract, and henqe , the bas is 

for judgement when a lot is in conformity with a standard. 

(c) Instructions on the procedure for the taking of samples should indicate the 

following: 

(i) the measures necessay in order to ensure that the sample taken is 

representative of the consignment or of the lot; 

(ii) the size and the nwnber of individual items forming the sample taken 

from the lot or consignulent; 

(iii) the administrative measure s for taking and handling the sample . 

(d) The sampling protocol may include the following infiormation: 

(i) the statistical criteria to be used for acceptance or rejection of the lot 

on the basis of the sample; 

(ii) the procedures to be adopted in cases of dispute. 

GENERAL CONSIDERATIONS 

(a) The Codex Committee on Methods of Analysis and Sampling should 
maintain closest possible relations with all interested organizations working on 

methods of analysis and sampling. 
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サンプリング方法の選定の一般的な指針

（a）食品または一群の食品に関与し七いる国際的な組織により作成された公式なサンプリグ方

怯が望ましい。コーデックス食品規格にとり入れられるときは、これらの方法を現コーデックス

が勧めている（作成される予定の）用語を用い、修正することができる。

（b）サンプリング方法の作成前または何らかの分析方法が分析・サンプリング法規格部会で承

認される前に、該当する食品別規格部会は次の点を明らかにすべきである。すなわち、

　（i）コーデックス食品別規格中の基準が作成されたときの根拠（例えぱ、ロット中のすべて

の製品または定められた高い比率の製品が基準中の規定に適合しなければならないか否か、

または1つのロットから抽出した1群のサンプルの平均値が適合しなければならないか否か、

及びそのときには、最低値または最高値の許容限度【tolerancelのいずれかに該当するものが

示されているべきか否か）1

　（ii）規格中の基準の相対的な重要度に何らかの差が存在するか否か及びもし差が存在す

・るときには、各基準に入れるべき妥当な統計学上の基準が何であるか、及びあるロットが規

格に適合しているとの判断の根拠。

（c）サンプル採取の手順の指示書は以下のことを明らかにすべきである。すなわち、

（i）採取したサンプルが積荷またはロットを代表していると保証するため必要な措置1

（ii）ロットまたは積荷から採取されたサンプルを形成する個々の品物の大きさ及び数；

［iii〉サンプルの採取及び取り扱いに関する行政措置。

（d）サンプリング法のプロトコールには次の情報を含めても差し支えない。すなわち、

（i）サンプルに基づくロットの受入または拒否のため用いる統計学上の基準；

（ii）論争のとき、用いられる手順；

一般的検討

（a）分析・サンプリング法規格部会は、分析及びサンプリング方法につき作業を行っているすべ

ての関係機関とできるだけ密接な関係を保持すべきである。
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Speci~:c provisions in Codex texts Codex Alimentarius Commission 

(b) The Codex Coinmittee on Methods of Analysis and Sampling should 
organize its work in such a mamer as to keep under constant review all 
methods of analys is and sampling published in the Codex Alimentarius . 

(c) In the Codex methods of analysis, provision should be made for variations 

in reagent concentrations and specifications from county to county. 

(d) Codex methods of analysis' which have been derived from scientific 
journals, theses, or publications, either not readily availa:ble or available in 

languages other than the offic ial languages of FAO and WHO , or which for 

other reasons should be printed in the Codex Alimentarius in extenso, should 

follow the standard layout for methods o f analysis as adopted by the Codex 

Committee on Methods of Analysis and Sampling. 

(e) Methods of analysis which have already been printed as official methods 

of analysis in other available publications and which are adopted as Codex 

methods need only be quoted by reference in the Codex Alimentarius. 
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（b）分析・サンプリング法規格部会は、コーデックス食品規格集に公表されたすべての分析及び

サンプリング方法を常時、再評価している状態に保てるよう作業を組織的に行うべきである。

（c）コーデックス分析方法は、国ごとにおける試薬の濃度及び規格の変動に対する規定を設ける

べきである。

（d）学術雑誌、論文、刊行物から引用されたコーデックス分析方法で、これらの学術雑誌、論文、

刊行物のいずれもが容易には入手できない若しくはFAOまたはWHOの公用語以外の言語でしか

入手できないとき、またはその他の理由のためコーデックス食品規格集に詳細に記載される必要

のあるときは、分析・サンプリング法規格部会により採用されている分析方法の記述方法に従い、

記述されるべきである。

（e）他の入手可能な刊行物中に公式な分析方法としてすでに記載されている分析方法及びコーデ

ックスの方法として用いられている方法は、コーデックス食品規格集に所在を明らかにし、引用

すれば十分である。
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ρπ》cedα躍2，ル‘aησa’ Do側meηf紛拍燈ηceεysねm

UMFoRM　SYSTEM　oF　REFERENcEs　Fo良CoDEx　DocuMεNTs

In　refヒrencing　COdex　documents，the　Document　Refbrence　given血the　table

below　appear　fkst，fbllowed　by　the　year　in　which　the　sessio豆will　be　held，the

session　number，and丘口a鍛y　the　co豆secu蘇ve　number　ofthe　document，

F・rexample，d・cumen於prep飢e曲rthe20血sessi・n・ftheC・dexC・㎜批ee

on　General　P血ciples　meet血g血2004，are　identified　by重he　sehes　CX／GP

O4／20／1，2，3etc．

Prior　to2003，most　documents　are　i（1enti五e（1by　the　Document　Refごrence，year，

a血d　seガes　number　only（except　jbr　the　Execu重ive　Committee）．

Sta加toly　Body

CodexA！㎞entahus　Commission

　　　　　　Executive　Committee

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Codex　Committees

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　General　P血ciples

　　　　　　　　　　FoodAdditives　andCo血ta面nants

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Food　Hygiene

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Food　Labe11血9

　　　　　　　　　　Methods　ofAnalysis　andSampling

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pestici（1e　Residues

　　　　　　　Residues　ofVete血aηD皿gs　in　Foods

Food　Import　an（i　Export　Inspection　an（1Certification

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Systems

　　　　Nutrition　and：Foods　fbr　Special　DietaryUses

　　　　　　　　　　　　　Cereals，Pulses　and　Legumes

　　　　　　　　　　　　Cocoa　Produc徳and　Chocolate

D㏄ument
Refbrence

ALINORM

CX／EXEC

CXIGP

CX／FAC

CX／FH

CX／FL

CX∠MAS

CXIPR

CXズRVDF

CX∠FICS

CXズNFSDU
CX／CPL

CX／CPC
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コーデックス文書の参照を容易にする統一システム

　デックス文書の参照を容易にするゆ・以下の文書上の参照記琴が最初に記載され・次絵

議の開催年、開催回数、最後に当該文書の続き番号が記載される。

たとえば、2004年開催の第20回コーデックスの一般原則委員会会議用に作成された文書は、

CX／GPO4／20〆1，2，3などのように特定される。

2003年以前は、ほとんど全ての文書は文書上の参照記号、開催年、続き番号のみの表記であった

（執行委員会を除く）。

規約上の機関名

コーデックス食品規格委員会

執行委員会

文書上の参熊記号

一一一　A：LINORM

一一一　C）σEXEC

コーデックス規格部会

一般原則　・

食品添加物・汚染物質

食品衛生

食品表示

分析・サンプリング法

残留農薬

残留動物用医薬品

食品輸出入検査及び認証制度

栄養・特殊用途食品

穀類、豆類

ココア製品・チョコレート

CX／GP

CX／FAC

CX／FH：

CX／FL

CX／MAS

C刃PR
CX／RVDF

CX／FICS

CX／NFSDU
CX／CPL

C汐CPC
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Docαmeη～副b’eηceεys拍π7 Codex’4伽袷η忌a’毎s　Comm〆ssloη

Sta加tory登ody，

　　　　　　　　　　FatsandOils

　　　FishandFisheryProducts

　　　　MilkandMilkProducts

　　　MeatandPoultryHygiene

　　　　NatumlM血emlWaters

Processed　Fruits　and　Vegetables

　　　　　　　　　　　　　Sugars

　　　　　　　Vegetable　Proteins
　　　　　　　　　ぺ
　　Fresh　Fn媛綿and　Vege惚bles

　　　　　　　Re渉onal　CoOrdina㎞ng　Comm轍ees

　　　　　　　　　Coordinating　Committee　fbrA出ca

　　　　　　　　　　Coordinating　Committee　fbrAsia

　　　　　　　　Coord元na血g　Committee負｝r　Europe

Coord血a血g　Co面ttee長）r　La血1㎞erica　and　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cadbbean

　　　　　Coordimting　Committee　fbrtheNearEast

CoordinadngCo㎜i賃eefbrNo曲Amedcaandthe
　　　　　　　　　　　　　　　　　SouthWestPac迅c

。44ぬoc　Intergovernmenta璽Task　Forces

　　　　　　　　　　　　　　　　FruitJuices

　　　　　　　　An㎞al　Fee（1i且g　Pヤacdces

　　Statuto㎎Bodies　Abohshed　or　Dissolved

　　　　　　　　　　（fbrarchivalre角renceohly）

∠4ゴhoo　Intergovenmen重al　Task　Force　on　Foods

Document
Ref◎rence

CX／FO

CX／FFP

CX加［MP

CXZMPH

C㎜
CX／P：FV

CXIS

CXIVP

CX∠FFV

CXIAFR【CA

CX／ASIA

CXIEURO

CXZLAC

　
冊器C

C

CX／FJ

CX／AF

CXZFBT
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規約上の機関名

油脂

魚類・水産製品

乳・乳製品

食肉・食鳥肉衛生

ナチュラルミネラルウォーター

加工果実・野菜

糖類

植物タンパク

生鮮果実・野菜

文書上の参照記号

一閣一　CX／FO

鼎一騨　CX／FFP

一一一　CXZMMP

一一一　C）αMPR

一一一　CXINMW

一一一　　U2～／1ノ上V

一一一　CX／S

一一一　C）UVP

一一一　CX／FFV

アフリカ地域調整委員会

アジア地域調整委員会

ヨーロッパ地域調整委員会

ラテンアメリカ・カリブ海地域調整委員会

近東地域調整委員会

北アメリカ・南西太平洋地域調整委員会

CXZAF斑CA
CXZASIA

CX／EURO

CX∠LAC

CXZNEA

CXZNASWP

特別の非政府間タスクフォース（特別部会）

　
料

　
飼

　
用

汁
物

果
動

一一　　CX／FJ

一一一　CXZA：F

廃止又は　散した規約上の機関（委託事項の完了による）

バイオテクノロジー応用食品 一一一　C）▽FBT
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Procedural Man ual Document reference system 

Statutory Body 

derived from Biotechnology 

Codex Committee on Edible lces 

Codex Committee on Soups and Broths 

Codex Committee on Processed Meat and Poultry 

Products 

Joint ECE/Codex Alimentarius Gtoup of Experts on 

the Standardization of Fruit Juices 

Joint ECE/Codex Alimentarius Group of Experts on 

the Standardization of Quick Frozen Foods 

Document 
Reference 

CX/IE 

CX/SB 

CX/PMPP 

CX/E J 

CX/QFF 
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規約上の機関名

食用氷

ス」プ・ブロス

加工食肉・食鳥肉製品

果汁の規格化に関するECE／CAC専門家会議

文書上の参照記号

CX∠EI

CX／SB

C）マPMPP
CXIFJ

急速冷凍食品の規格化に関するECEICAC専門家会議一一一C）UQFF
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Fo〃ηafわfcom’ηodめ〆s飴ηdaハds Codexパ”meηホa’物s　Co’ηmlss函oη

FORMAT　FOR　CODEx　COMMoD羅TY　STANDARDS

　　　　　　　　　　　　　　　　　加7Rα0ひご聯

The　Fomat　is　also加tended衆）r　use　as　a　g臆ide　by血e　subsidi鱒bodies　of　the

Codex　Alimen㎞us　Commission　hl　presen血g　their　standards，wi癒the　o句ect

・fachieving，as蝕asp・ssible，a皿i魚mprese蜘ti・n・fc・㎜・ditys伽dards・
The：Fomat　also　indicates　tho　statements　which　shouldbe　included　in　standards

as3PPr・phate皿de曲erelevantheadi血gs・fthesta幽，d・Thesecd・ns・f徳e

F・rmatreq伽t・bec・mpletedinastandard・nlyins・勉assuchprovisi・ns鍵e

apPr・phate重・anintemadonals伽dard飾曲efb・dinquesti・瓜

　　　　　　　NAME　OF　THE　STANDARD

　　　　　　　　SCOPE

　　　　　　　　DESCRIPTION

　　　　　　　　EssENTL配L　COMPoSITIoN　AND　QuAHTY　FAcToRs

　　　　　　　　FOOD　ADDITIVES

　　　　　　　　CONTA］M田NANTS

　　　　　　　　RYG肥NE

　　　　　　　　WEIGHTS　AND　MEASURES

　　　　　　　　LABE：LLING

　　　　　　　　METHODS　OF　ANA：LYSIS　AND　SAM：PLING

ハり7E50卿㎜伽0卿ω

NAME　OF　THE　STANDARD

The　name　of　the　s伽（セぼd　should　be　clear　and　as　concise　as　possible。It　should

usually　be　the　common　name　by　which　the　fbod　covered　by　the　standard　is

㎞own　or，ifmore　than　one　fbod　is　dealt　with　hl　the　standard，by　a　genedc　name

c・ve血gthema11．lfa釦11yinfb㎜ativetitlesh・uldbein・rdinately1・ng，a
subtitle　could　be　adde（1．

SCOPE

魅sec廿onshouldcontaklaclear，concisestatementastothefbodorfbodsto
which　the　standard　is　applicable　unless　t1丘s愁self」explanatoly　tn　the　name　of

血es伽伽・己ln血ecase・fageneralstan戯dcove血gmorethanonespeci五c
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コーデックス食品別規格の書式

序文

この書式は、コーデックス食品規格委員会の下部機関が、可能な限り食品規格の統一表示を達成

することを目標として、その規格を表す際に手引きとして使用するためのものでもある。さらに、

規格の関連表題の下に、必要に応じて規格に含めるべき文章を表示してある。本書式の各項は、

かかる規定が懸案の食品に関する国際規格に適したものである限り、規格の中に入れる必要があ

る。

規格の名称

範囲

説明

必須組成及び品質要件

食品添加物

汚染物質

衛生

重量及び分量

表示

分析及びサンプリング法

表題に関する注釈

規格の名称

規格の名称は明確で、できる限り簡潔なものとする。通常は、規格の対象となっている食品につ

けられた一般的な名称であり、規格に複数の食品がある場合は、それらすべてを総称して呼ぶ名

称とする。十分に内容を表すような表題にすると長すぎる場合は、副題を付けるとよい。

範囲

本項は、規格の名称だけでは明白でない場合に限り、規格の適用が可能な食品（単数または複数）

に関する明確で簡潔な文章を記載するものとする。複数の特定食品を対象としている一般規格の
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Procedural Manual Fomat for commodny standards 

product, it should be made clear as to which, specific products the standard 

ap plies. 

DESCRD?TION 

This section should contain a definition of the product or products with an 
indication, where aipropriate, of the raw materials from which it is derived and 

any necessary references to processes of manufacture. It may also include 

references to types and styles of product and to type of pack. There may also be 

additional definitions when these are required to clarify the meaning of the 

standard. 

ESSENTIAL CoMPosmoN AND QUALITY FACTons 

This section should contain all quantitative and other requirements as to 

composition including, where necessary, identity characteristics, provisions on 

packng media and requirements as to compulsory and optional ingredients. It 

should also include quality factors which are essential for the designation, 

defini'tion or composition of the product concerned. Such factors could include 

the quality of the raw material, with the object of protecting the health of the 

consumer, provisions on tas:te, odour, colour and texture which may be 
apprehended by the senses, and basic quality criteria for the finished products , 

with the object of preventing ffaud. This section may refer to tolerances for 

defects, such as blemishes or imperfect material, but tbis information should be 

contained in an appendix to the standard or in another advisory text. 

FOOD ADDITIVES 

This section should contain the names of the additives permitted and, where 

appropriate, the maximum amount permitted in the food. It should be prepared 

in accordance with guidance given on page 96 and may take the following form: 

"The following provisions in respect of food additives and their 
speafications as contained in section ........ of the Codex Alimentarius 

are subject to endorsemen t lhave been endorsedJ by the Codex 
Committee on Food Additives and Contaminants. " 

Then should follow a tabulation, viz.: 

"Nam e of additive, maximum level (in percen tage or mg/k]rg'. " 
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場合、その規格がどの特定食品に適用されるかを、明確にしなければならない。

説明

本項は、食品（単数または複数）の定義を記載するものとする。また、必要に応じてその食品の原

材料表示及び製造工程に関する必要な言及などを付記すること。さらに、食品の種類及び形態、

並びに包装の種類に関する言及も記載される場合がある。規格の趣意を明らかにするために必要

であれば、補足定義も記載する。

必須組成及び品質要件

本項は、構成要素に関するすべての量的及びその他の必要条件を記載するものとする。構成要素

には、必要に応じて一致特性、包装媒体に関する規定、及び必須並びに任意の成分に関する必要

条件が含まれる。また、関連食品の指定、定義、または構成要素に必要不可欠な品質要件も含ん

でいるものとする。これらの要件には、消費者の健康を保護する目的を伴う原材料の品質、感覚

によって察知される味、におい、色、感触などに関する規定、及び不正手段を防止する目的を伴

う最終食品の基本的な品質基準などが含まれる場合がある。本項では、きずや材料に欠陥のある

不良品の許容範囲に言及する場合もあるが、この情報は規格の付録部分または別の勧告文書に記

載すべきものである。

食品添加物

本項は、認可されている添加物の名称と、必要に応じて、食品への使用を許可されている最高限

度を記載するものとする。これは、，原文96ぺ｝ジに示す手引きに従って作成しなければならず、

以下のような形式をとることができる。

「コーデックス食品規格集の＿．．項に記載されている食品添加物及びその規格に関する下記

規定は、食品添加物・汚染物質規格部会の承認を受けなければならない（承認を受けたもの

である〉。」

次に、次のような表を続けなけれぱならない。

r添加物の名称、最高限度（％またはmg／kg）」
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Format for commodty standards Codex Alimentarius Commission 

C ONTAMINANTS 

Pesa'cide Residaes : 

This section should includ~, by reference, any levels for pesticide residues that 

have been established by the Codex Alirhentarius Commission for the product 

concerned. 16 

Other Contaminants~ 

In addition, this section should contain the names of other contaminants and 

where appropriate the maximum level permitted in the food, and the text to 

appear in the standard may take the following form: 

"The following provisions in respect of contaminants, other than 
pesticide residues, are subject to endorsem ent lhave been endorsedJ by 

the Codex Committee on FoodAdditives and Contaminants. " 

Then should follow a tabulation, viz.: 

"Name ofcontaminant, meximum level (in percentage or mg/kg'. " 

HYGIENE 

Any specific mandatory hygiene provisions considered necessary should be 

included in this section. They should be prepared in accordance with the 

guidance given on page 97. Reference should also be made to applicable codes 

of hygienic practice. Any parts of such codes, including in particular any end-

product specifications, should be set out in the standard, if it is considered 

necessary that they should be made mandatory. The following statement should 

also appear: 

"The following provisions in respect of the food hygiene of this product 

are subject to endorsement [have been endorsedJ by the Codex 

Committee on Food Hygiene. " 

WEIGlrrs ANl) MEASUnES 

This section should include all provisions, other than labelling provisions, 

relating to weights and measures, e.g. where appropriate, fill of container, 

weight, measure or count of units detennined by an appropriate method of 

sampling and analysis. Weights and measures should be expressed in S.1. units. 

In the case of standards which include provisions for the sale of products in 

standardized amounts, e.g. multiples of 100 grams, S.1. units should be usedj but 

16 N.B. This Procedure has not been followed for practical reasons. Codex 

maximum limits for pesticide residues are published separately in Volume 2 of the 

Codex Alimentarius. 
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汚染物質

残留農薬

本項は、残留農薬に関するコーデックス食品規格委員会が設定した、関係製品にっいての残留農

薬基準値を、参考として記載するものとする。16

16注意：実施上の理由から、この手続きには従っていない。コーデックス最大残留基準値は、コー一デ

ッタス食品規格集の第2巻として、別に発行されている。

その他汚染物質

さらに、本項は、その他汚染物質の名称と、必要に応じて食品に許容されている最高限度を記載

するものとする。また、規格に記載する文は、次のような形式をとることができる。

r残留農薬以外の汚染物質に関する下記規騨喰品添加物・融物質規格部会の承認を受

けなければならない（承認を受けたものである）。」

次に、次のような表を続けなければならない。

「汚染物質の名称、最高限度（％またはmg／kg〉」

衛生

本項は、必要とみなされる特定の強制的な衛生規定を記載するものとする。これらは、原文97

ぺ一ジに示す手引きに従って作成しなければならない。適用可能な衛生取扱い規範にっいても参

考にすることとする。特に任意の最終食品仕様を含むこれら規範のいずれの部分も、義務的にす

る必要があると思われる場合は、規格に盛り込まなければならない。次の文章も記載することと

する。，

　　「本食品の食品衛生に関する下記規定は、食品衛生規格部会の承認を受けなければならない

　　（承認を受けたものである）。」

重量及び分量

　本項は、表示規定以外の重量と分量に関連するすべての規定、例えば容器の量、重量、分量ま

たは適切なサンプリング及び分析方法で決定された単位での計測を適宜含むものとする。重量及

び分量は、S』L単位で表示しなければならない。100gの倍数など、規格量での食品の販売に関す
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this would not preclude additional statements in the standards of these 

standardized amounts in approximately simila:; amounts in other systems of 

weights and measures. 

LABELLING 

This section should include all the labelling provisions contained in the standatd 

and should be prePared in accordance with the guidance . given on page 95. 

Provisions should be included by reference to the General Standard for the 

Labelling of Prepackaged Foods. The section may also contain provisions 

which are exemptions from, additions to , or which are necessary for the 

interpretation of the General Standard in respect of the product concemed 

provided that these can be justified fiilly. The following statement should also 

a p pear: 

"The following provisions in respect of the labelling of this product are 

subject to endorsement !have been endorsedJ by the Codex Committee 

on Food Labelling. " 

METHODS OF ANALYSIS AND SAMPLING 

This section should include, either specifically or by reference, all methods of 

analysis and sampling considered necessary and should be prepared in 
accordance with the guidance given on page 97. If two or more methods have 

been proved to be equivalent by the Codex Conmittee on Methods of Analysis 

and Sampling, these could be regarded as alternative and included in this 

section either specifically or by reference. The following statement should also 

ap pear: 

"The methods of analysis and sampling described hereunder are to be 

endorsed lhave been endorsedJ by the Codex Committee on Methods of 
Analysis and SamplingL " 17 

17 Methods of analysis should be indicated as being "defining", "reference", 

"alternative approved"or '~entative" methods, as appropriate. See page 73. 
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る規定を含む規格の場合、S．L単位を使用しなければならないが、これらの規格に、他の度量衡

体系によるほぽ同程度の規格量を補足文として追記することが許される。

表示

　本項は、規格に含まれているすべての表示規定を記載しなければならず、原文95ぺ一ジに示す

手引きに従って作成するものとする。規定は、容器包装食品の表示に関する一般規格を参照する

ことによって記載される。本項には、十分根拠がある場合は、関連食品に関する一般規格から免

除、追加、またはその解釈に必要な規定も含めることができる。また次の文章も記載しなければ

ならない。

「本食品の表示に関する下記規定は、食品表示規格部会の承認を受けなければならない（承

認を受けたものである）。」

分析及びサンプリング方法

　本項は、必要と思われるすべての分析及びサンプリング方法を明確にまたは参照として記載し

なければならず、原文97ぺ一ジに示す手引きに従って作成するものとする。分析・サンプリング

法規格部会によって、複数の方法が同等であると証明された場合は、これらを代替方法とみなし、

明確にまたは参照として本項に記載することができる。次の文章も記載しなければならない。

「下記に記載した分析及びサンプリング方法は、分析・サンプリング法規格部会の承認を受

けなければならない（承認を受けたものである）。」17

17分析方法は、必要に応じて「公定」方法、　「参照」方法、　「代替認定」方法、または

　　　　　　　　「暫定的」方法として表示すること。（原文73ぺ一ジ参照）
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RELATIONS BETWEEN COMMODmr COMMi~EES AND GENERAL 
CONIMI ~EES 

Codex Committees may ask the advilce and guidance of committees havimg 
responsibility for matters applicable to all foods on any pOints coming within 

their province . 

The Codex Committees on Food Labelling; Food Additives and ContamirLants; 

Methods of Analysis and Sampling; Food Hygiene; Nutrition and Foods for 
Special Dietary Uses; and Food Import and Export Inspection and Certification 

Systems may estab lish general provisions on matters within their tenns of 

reference. These provisions should only be incorporated into Codex 
Commodity Standards by reference unle s s there is a need for doing otherwise. 

Codex Commodity standards shall contain sections on hygiene, Iabelling and 

methods of analysis and sampling and these sections should contain all of the 

relevant provisions of the standard. Provisions of Codex General Standards, 

Codes or Guidelines shall bnly be incorporated into Codex Commodity 
Standards by reference unless there is a need for doing otherwise. Where 

Codex Committees are of the opinion that the general provisions are not 
applicable to one or more commodity standards , they may request the 
responsible Committees to endorse deviations from the general provisions of the 

Codex Alimentarius. Such requests should be fiilly justified and supported by 

available scientific evidence and other relevant information. S ections on 

hygiene , Iabelling, and methods of analysis and sampling which c ontain sp ecific 

provisions or provisions supplementug the Codex General Standards, Codes or 

Guidelines shall be referred to the responsible Codex Cornmittees at the most 

suitable time during Steps 3, 4 and 5 of the Procedure for the Elaboration of 

Codex Standards and Related Texts , though such reference should not be 

allowed to delay the progress of the standard to the subsequent steps of the 

Procedure. 

Subj ect and c ommodity Committees should refer to the principle s and 

guidelines developed by the Codex Committee on Food Import and Export 
Inspection and Certification Systems when develop ing provisions and/or 

recommendations on insp ection and certification and make any appropriate 

amendments to the standards, guidelines and codes within the responsibility of 

the individual committees at the earliest convenient time. 

f 

f 
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食品別規格部会と一般問題規格部会との関係

　コーデックスの各規格部会はその作業に関するすべての点に関し、全養晶に該当する問題に責

任をもつ部会の助言及び指導を受けることができる。

食品表示1食品添加物・汚染物質；分析・サンプリング法；食品衛生；栄養・特殊用途食品さ

らに食品輸出入検査及び認証制度のコーデックス各規格部会は委託事項内で内容に応じた一般

規定を作成することができる。これらの規定は、別の方法で行う必要性がない場合、委託により

コーデックス食品別規格に組み込むことだけできる。

　コーデックス食品別規格は、衛生、表示、分析・サンプリング法の部門を含み、これらの部門

は全ての関連規定を含まなくてはならない。コーデックスー般規格、規範またはガイドラインは、

別の方法で行う必要性がない限り、委託によりコーデックス食晶別規格に組み込むことのみでき

る。コーデックス規格部会が、一般規定がひとつ以上の食品別規格に適さないとの見解を持った

場合、コーデックス食品規格の一般規定からはずすよう責任部会に要求することができる。その

ような要求は有効な科学的証拠及び他の関連資料により十分に正当化され支持されなくてはな

らない。特殊規定またはコーデックスー般規格の規範及びガイドラインを補足する規定を含む衛

生、表示、分析・サンプリング法に関する部門は、コーデックス規格及び関連文書を作成する手

続きのStep3，4，5における最適な時期に責任のあるヲーデックス規格部会に委託しなくてはなら

ない。・しかし、そのような委託により手続きの次のステップヘの規格の進行を遅延させることは

言午されない。

一般問題規格部会及び食品別規格部会は、検査及び認証に関する規定及び／若しくは勧告を検

討する際、食品輸出入検査及び認証制度規格部会により作られた原則及びガイドラインを参照し、

最も早く適切な時期に個別の規格部会の責任範囲内で規格、ガイドライン及ぴ規範を適宜、修正

すべきである。
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FOOD LABELLING 

The provisions on food labelling should be included by reference to the Codex 

General Standard for the Labelling of Prepackaged Foods (CODEX STAN I -

1 985). Exemptions from, or additions to, the General Standatd which are 

necessary for its interpretation in respect of the product concemed should be 

justified fiilly, and should be restricted as much as possible. 

luformation specified in each draft standard should normally be limited to the 

following: 

e a statement that the product shall be labelled in accordance with the 

Codex General Standard for the Labelling of Prepackaged Foods 

(CODEX STAN 1-1985) 

e the specified name ofthe food 

e date markng and storage instructions (only if the-exemption foreseen 

in Section 4.7.1 ofthe General Standard is applied) 

Where the scope of the Codex Standard is not limited to prepackaged foods, a 

provision for labelling of non r~tail containers may be included. 

In such cases the provision may specify that: 

"Infom7atjon on . 1 8 . . sha// be given el~ber on the contalher or 1~7 

accompanylhg doclnaents, except thdt the name of the prodact, Iot 
jdentlfilcation, and the name and ad~iess of the manufdctarer or paoker 
sha]/ appear on tbe contalaer.19 

However. /ot jdentl~lcatlbn, and tho name and ad~less of the 
manul~actUrler or packer may be replaced by an Identl~lcatlon mark 
provlded that such a mark l~ clearly Identl~:able lrith the accompanyl~7g 

documents. " 

In respect of date marking (Section 4.7 of the General Standard), a Codex 

Committee may, in exceptional circumstance s , determine another date or dates 

as defined in the General Standard, either to replace or to accompany the date of 

minimum durab ility, or altematively decide that no date marking is necessary. 

In such cases, a fiill justification for the proposed action should be submitted to 

the Codex Comnrittee on Food Labelling. 

f 

i 

; 

18 

19 

Codex Committees should decide which provisions are to be included. 

Codex Committees may decide that further information is required on the 
container. In this regnxi, special attention should be given to the need for storage 

instuctions to be included on the container. 
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食品表示

　食品表示に関する規定は包装食品の表示に関するコーデックスー般規格［Codex　General

Standar面ortheLabellingofPrepackagedFoods1（CODEXSTAM－1985）を引用して記載されてい

るべきである・対象となる食品の細目についての解釈のため、必要となる一般規格の適用除外ま

たは追加は、十分に根拠があるもので南るべきであり、またできるだけ限定されるぺきである。

各規格草案中に定める情報は通常、下記に限定すべきである。すなわち、

●　食品は包装食品の表示に関するコーデックスー般規格（CODEXSTA：N1－1985）に従っ

　　て表示されなければならない、との記載

●　食品の固有名称

●　日付表示［datemarking］及び貯蔵条件（一般規格の第4．7．1項により適用免除の予想され

　　るときに限る）

　コーデックス規格の範囲が包装食品に限定されないときには、非小売用の容器への表示の規定戸

を加えることができる。

　上記の場合、食品の名称、ロット（特定）番号、製造業者または包装業者の名称及び所在地は、

容器の表面19に記載されなければならないことを除き、規定により、「・…・に関する情報18は容

器の表面上または添付書類中に示されなけれぱならない、と定めることができる。

　しかし、ロット番号、及び製造業者または包装業者の名称及び所在地は、当該表示が添付書類

により明らかに確認できるときに限り、固有記号［identl五cationmark］1こより代えることができる」。

　日付表示に関しては（一般規格の第4．7項）、コーデックス規格部会は特別な場合において、品質

保持期限［dateofminimumdurability］に代えまたはそれとともに、一艀規格で定められた他の目付

（単数または複数〉を用いる、または目付表示が不要である、と決定することができる。これらの

場合、提案された措置の完全な根拠を食品表示規格部会に提出すべきである。

18コーデックスの各規格部会がどの項目を含めるべきか定めるべきである。

19コーデックスの各規格部会はさらに多くの情報を容器上に記載するよう義務づけることができる。

これとの関連で、容器に貯蔵条件を加える必要があるかにつき、注意すべきである。
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FOOD ADDITIVES AND CONTAMINANTS 

Codex commodity committees should prepare a section on food additives in 

each drafi commodity standard and this section should contain all the provisions 

in the standard relating to food additiYes. The section should include the names 

of those additives which are considered to be technologically necessary or 

which are widely permitted for use in the food within ma2~imum levels where 

a ppropnate . 

A11 provisions in respect of food additives (including processing aids) and 

contaminants contained in C odex conunodity standards should be referred to the 

Codex Comnaittee on Food Additives and Contaminants preferably after the 
Standards have been advanced to Step 5 of the Procedure for the Elaboration of 

Codex Standards or before they are considered by the Conrrnodi'ty Committee 

concemed at Step 7, though such reference sholild not be allowed to delay the 

progress of the Standard to the subsequent Steps of the Procedure. 

All provisions in respect of food additives will require to be endorsed by the 

Codex Comrnittee on Food Additives and Contaminants, on the basis of 
technological justification submjltted by the commodity committees and of the 

recommendations of the Joint FAOnVHO Expert Comrnittee on Food Additives 

conceming the s afety-in-use (acceptable daily intake (ADI) and other 
restrictions) and an estimate of the potential and, where possible, the actual 

intake of the food additives, ensuring confonnity with the General PrirLciples for 

the Use of Food Additives. 

In preparing working papers for the Codex Committee on Food Additives, the 

S ecretariat should make a report to the Cornmittee conceming the endorsement 

of provisions for food additives (including processing aids), on the basis of the 

General Principles for the Use of Food Additives. Provisions for food additives 

should indic ate the International Nunibering System CNS) nuniber, the ADI , 

technological justification, proposed level, and whether the additive was 

previously endorsed (or temporarily endorsed). 

When commodity standards are sent to govemments for comment at Step 3, 
they should contain a statement that the provisions "in respect of food additives 

and contaminants are subject to endorsement by the Codex Committee on Food 

Additives and Contaminants and to incorporation into the General Standard for 

Food Additives or the General Standard for Contaminants and Toxins in 

Foods." 

When establishing provisions for food additives, Codex cornmittees should 

follow the General Principles for the Use of Food Additives and the Preamble 

of the General Standard for Food Additives. Full explanation should be 

provided for any departure fiom the above recommendations. 
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食品添加物および汚染物質

　各食品別規格部会はすべての食品規格案中に食品添加物に関する項目を定めるべきであり、こ

の項目には食品添加物に関する規格のすぺての規定が含まれるべきである。この項目には技術的

に必要であるかまたは適切とする最高限度以内で、食品中に広く使用が認められている食品添加

物の名称が含まれるぺきである。

　コーデックス食品規格中の食品添加物（加工助剤を含む）及び汚染物質に関するすべての規定

は、望ましくは、コーデックス食品規格作成手続き［ProcedurejorElaborationoftheCodex

Standards］のStep5に進められたときまたは該当する食品規格部会においてStep7で検討される

以前に、食品添加物・汚染物質規格部会に委託されるべきである、しかし、この委託により手続

きのその後のステップヘの規格の進行を遅延させることは許されない。

　食品添加物に関するすべての規定は、各食晶別規格部会から提出された技術的根拠並びに使用

上の安全性（一目摂取許容量（ADI）及びその他の制限）及び当該食品添加物の潜在の、また可能な

場合は実際の摂取量の推定値に関するFAO／WHO合同食品添加物専門家会議の勧告に基づき、食

品添加物・汚染物質規格部会により承認されることが求められ、このようにして「食品添加物の

使用に関する一般原則」への適合が計られる。

　事務局は食品添加物・汚染物質規格部会の作業用文書の作成に当たり、食品添加物（加工助剤

ゑ含む）に対する諸規定の承認に関して、食品添加物の使用に関する一般原則に基づき、当部会

宛ての報告書を作成すべきである。食品添加物の文言は、国際ナンバリング・システム

（lntemationalNumberingSystem［INS1〉上のナンバーを使用し、ADI、科学的根拠、提案レベル、

および添加物が以前承認されていたか（または暫定的に承認されていたか）などの事項を含まな

ければならない。

　食品別規格がStep3において、コメントを求めるため各国政府に送付されるとき、その文書に

は「食品添加物に関する規定は食品添加物・汚染物質規格部会の承認を受け、同規格部会により

作成された食品添加物のすべての一般リストに従うものとする。」との文言を含める飛きである。

　コーデックス各規格部会が食品添加物の規定を作成する際は、食品添加物の使用に関する一般

原則に従い、また食品添加物の使用に関する一般原則の序文を使用しなくてはならない。上記勧

告から逸脱して規定を設定するときは、いかなる場合も逸脱について十分な説明が行われるべき

である。
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When an active comrnodity committee exists, proposals for the use of additives , 

in any conunodity standard under consideration should be prepared by the 

committee concertLed, and forwarded to the Codex Comnrittee on Food 
Additives and ContarDi~Lants for endorsement. When the Codex Committee on 

Food Additives and Contaminants decides not to endorse specific additives 

provisions (use of the additive, or level in the end-product), the reason should 

be clearly stated. The section under consideration should be referred back to the 

Committee concerned if firther information is needed, or for iniormation if the 

Codex Committee on Food Additives and Contaminants decides to amend the 
provision. 

When no active cornmodity committee exists , proposals fo~ new additive 

provisions or amendment of existing provisions, should be forwarded directly 

by member countries to the Codex Committee on Food Additives and 
Contaminants . 

Good Manafacturing Practice means that : 

e the quantity of the additive added to food does not exceed the amount 

reasonably required to. accomplish its intended physical nutritional or 

other technical effect in food; 

e the quantity of the additive that becomes a component of food as a 
result of its use in the manufactuting, processing or packaging Qf a food 

and which is not intended to accomplish any physical, or other 
technological effect in the food itself, is reduced to the extent 

reasonably possible; 

e the additive is of appropriate food grade quality and is prepared and 

handled in the same way as a food ingredient. Food grade quality is 

achieved by compliance with the specifications as a whole and not 

merely with individual criteria in terms of safety. 

FOOD HYGIENE 

Commodity Committees should use in the commodity standards the following 

text : 

･ It is recornmended that the products covered by the provisions of this 
standard be prepared and handled in accordance with the appropriate 

sections of the Recommended International Code of Practice - General 

Principles ofFood Hygiene (CAC/RCP 1-1969, Rev 3-1997), and other 

relevant Codex texts such as Codes of Hygienic Practice and Codes of 

Practice. 

97 

- 222 ~; 



　部会が活動中であり、検討中の食品規格に関する添加物使用についての提案は当部会が準備し、

その後食品添加物・汚染物質規格部会に送付し承認を求めなければならない。食品添加物・汚染

物質規格部会が特定の添加物の文言（添加物の使用、最終産物中のレベルなど）を承認しないと

決定した場合は、明確に理由を提示しなければならない。さらに情報な場合、または食品添加物・

汚染物質規格部会が文言を改訂するのに情報として必要である場合、検討中の部会は当部会に差

し戻される。

　活動中の適切な規格部会が存在せず、既存の文言にっいて新規文言の追加又は修正提案を行う

場合、加盟国から直接、食品添加物・汚染物質規格部会に提案を送付するものとする。

適正製造規範とは、下記をいう。すなわち、

●　食品に加えられる食品添加物の量は、食品中で意図されている物理学的栄養学的

　［physicalmtdtiona1］または他の技術的効果を達成するため、通常必要とされる量を超え

　ない；

’●　ある食品の製造、加エ、または包装のときのその使用のため食品の一成分となり、食

　　品自体の中で何らかの物理的または他の技術的効果を果之すことを目的としない添加

　　物の量は、合理的に可能程度まで低減される；

●　添加物は適切な食品品質のものであり、食品の原材料と同様の方法で製造され、取り

　扱われる。食品品質は規格のすべてを順守することにより得られ、単に安全に関する

　個々の基準のみの順守によっては得られるものではない。

食品衛生

食品別規格部会は、その食品別規格において次の文言を使用すべきである。すなわち、

●　この規格の規定の対象となる食品は、コーデックス食品規格委員会により勧告された

　食品衛生一般原則の該当する項（Re£NαCACIRCP1－1969，Rev．2－1997）及び衛生取

　扱い規範、取扱い規範などのコーデックスの関連文書に基づき加工および・取扱わな

　ければならない。
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e The products should comply with any mierob iological criteria 
established in accordatice with the Principles for the Establishment and 

Application of Microbiological Criteria for Foods (CAC/GL 2 1 - 1 997). 

METHODS OFANALYSISAND SAMPLING 

NolwAL PRACTICE 

Except for methods of analysis and sampling associated with microbiological 

criteria, when Codex cornmittees have included provisions on methods of 
analysis or sampling in a Codex commodity standard, these sholJid be referred 

to the Codex Coinmittee on Methods of Analysis and Sampling at Step 4 , to 

ensure Government comments at the earliest possible stage in the development 

of the standard. A Codex Committee should, whenever possible, provide to the 

Codex Committee on Methods o f Analys is and Sampling irLformation, for each 

individual analyical method proposed, relating to speciflcity, accuracy, 

precision (repeatability, reproducipility) Iimit of detection, sensitivity, 

applicability and practicability, as appropriate . S imilarly a Codex Committee 

should, whenever possible, provide to the Codex Committee on Methods of 
Analysis and Sampling information for each sampling plan relating to the scope 

or fi.1~ld of application, the type of sampling (e.g..bulk or unit), sample sizes, 

declslon rules details of plans (e g "Operating characteristic" curves), 
iniierences to ~e made to lots or processes, Ievels of risk to be accepted and 

, pertinent supportive data. ' 
Other criteria may be selected as required. Methods of analysis should be 

proposed by the Commodity Committees in consultation if necessary with an 

expert body. 

At Step 4 Codex Commodity Committees should discuss and report to the 
Codex Committee on Methods of Analysis and Sampling on matters connected 

with: 

e Provisions in Codex standards which requirre analyical or statistical 

procedure; 

e Provisions for which elaboration of specific methods of analysis or 

sampling are required; 

e Provisions which are defined by the use of Defining Methods (Type D; 

･ All proposals to the extent possible should be supported by appropriate 
docurnentation; especially for Tentative Methods (Type IV); 

･ Any request for advice or assistance. 
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●
，

この食品は、食品の微生物学的基準の設置および適用（Establishmen㌻andApplicationof

　MicrobiologicalCriteria50rFoods［CACIGL21－1997肇）に従って設定された微生物学的基

　準を遵守しなければならない。

分析・サンプリング法

通常の実務

微生物学的基準関連の分析・サンプリング法を除き、下記の第（v）小節の規定を条件とし、食

品別規格部会がコーデックス食品規格中に分析法またはサンプリング法の規定を含めたときは、

規格の作成の可能な限り早い時点で、各国政府のコメントを得るため、Step4において、これ

ら規定を分析・サンプリング法規格部会に委託すべきである。コーデックス諸部会は可能なとき

は、各々の提案された個別の分析法にっいて、特異性、精確さ、精度（併行精度）、再現性、検出’

限界、感度、適合の可能性及び実用性の該当するものの情報を分析・サンプリング法規格部会に

提供すべきである。同様に、可能なときは、食品別規格部会は範囲または分野、サンプリングの

様式（例えば、無包装物［bulk】または包装単位［mit】、試料採取量［sample　size］、決定の規則［decision

mle1、計画の詳細（例えば「操作特性曲線［℃peratingcharactedsdc”curve1」、ロットまたは製造工

程に対して行われる推定、容認されるべきリスク及び関係する裏付けデータに関する情報を提供

すべきである。

他の基準を必要により選定することができる。分析法は必要なときは、食品別規格部会が専門

家の機関と協議し、提案されるべきである。

食品別規格部会は下記に関わる事項につき、分析・サンプリング法規格部会とStep4において

討議し、報告すべきである。すなわち、

●　分析法または統計学的な手続きが必要な食品別規格中の規定1

●　分析またはサンプリングの特別な方法の作成が必要となる規定；

●　公定方法［D面ningMethodslの使用により定められる規定（TypeI）；

●　すべての提案は可能な範囲内で適切な文書により裏づけられているべきである1特に

　暫定的な方法のときは裏づけられているべきである（TypeW）；

●　助言または援助に関するすべての要請
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Procedural Manual Relations between Commmees 

The Codex Conmittee on Methods of Analysis and Sampling should undertake 

a coordinating role in matters relating to the elaboration of Codex methods of 

analysis and sampling. The originating committee is, however, responsible for 

cairyipg out the Steps of the Procedure. 

When it is necessaiy, the Codex Committee on Methods of Analysis and 
Sampling should ty to ensure elaboration and collaborative testing of methods 

by other recognized bodies with expertise in the field of analysis. 

The Codex Committee on Methods of Analysis and Sampling will assess the 

actual analyiical performance of the method which has been determined in its 

validation. This will take account pf the appropriate precision characteristics 

obtained in collaborative trials which may have been carried out on the method 

together with results from other development work carried out during the course 

of the method development. The set of criteria that are developed will form part 

of the report of the endorsement by the Codex Committee on Methods of 
Ana;1ysis and Sampling and will be inserted in the - appropriate Codex 

Commodity Standard. 

In addition, the Codex Committee on Methods of Analysis and Sampling will 
identify numeric values for th~ criteria for which it would wish such methods to 

com ply. 

METIIODS OF ANALYsrs AND SAMPLING OF GENERAL APPLICATION To FOODS 

When the Codex Cornmittee on Methods of Analysis and Sampling itself 
elaborates methods of analysis and sampling which are of general application to 

foods, it is responsible for carrying out the steps of the PfOcedure. 

METHODS OF ANALYSIS OF FOOD ADDITIVES AS SUCH 

Methods of analysis included in Codex Advisory Food Additives 
Specifications, for the purpose of verifying the criteria of purity and identity of 

the food additive, need not be referred to the Codex Comlnittee on Methods of 

Analysis and Sampling for endorsement. The Codex Committee on Food 
Additives and Contaminants is responsible for car~ng out the steps of the 

Procedure. 

METIIODS OF ANALYSIS OF PESTICIDE RESIDUES IN FOOD 

The methods for determining the levels of pesticide residues in food need not be 

referred to the Codex Cornmittee on Methods of Analysis and Sampling for 

endorsement. The Codex Connnittee on Pesticide Residues is responsible for 

carrying out the steps of the Procedure. 
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　分析・サンプリング法規格部会は、コーデックス分析及びサンプリング法の作成に関する事項

の調整役を引き受けるべきである。しかし、原案を提出した諸部会が作成手続きのステップを進

める責任を負っている。

　必要な場合、分析・サンプリング法規格部会は確実に作成の作業を行い、分析の分野で能力を

有している他の承認された機関との分析方法のクロスチェック試験を試みるべきである。

　分析・サンプリング法規格部会は、バリデーション（妥当性チェック〉の結果決定された方法

の実際の分析パフォーマンスを評価する。これは、方法作成の過程で行われた他の作成作業かに

得られる結果とともに、方法上で行なわれたかもしれない他の機関とのクロスチェック試験によ

って得られた適切な精確特性を考慮する。作成された一連の基準は分析・サンプリング法規格部

会による承認書類の一部となり、適切な食品別規格に盛り込まれる。

　加えて、分析・サンプリング法規格部会は、当該方法を遵守させたい規準における具体的な数

値を定めることができる。

食品全般に適用される分析及びサンプリング法

　分析・サンプリング法規格部会自体が食品全般に適用される分析及びサンプリング法を作成す

るときは、同部会が作成手続きのステップを進める責任を負っている。

食品添加物自体の分析法

　食品添加物の純度及び同定の基準を確証する目的のコーデックス食品添加物勧告規格［Codex

AdvisoエyFoodAdditivesSpeci丘cations］に記載されている分析方法は、分析・サンプリング法規格

部会に承認を受ける必要はない。食品添加物・汚染物質規格部会が作成手続きのステップを進め

る責任を負っている。

食品中の残留農薬の分析方法

　食品中の残留農薬を測定する方法は、分析・サンプリング法規格部会に承認を受ける必要はな

い。残留農薬規格部会が作成手続きのステップを進める責任を負っている。
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Relations between Commmees Codex Alimentarius Commission 

MICROBlonoGICAL METEODS OF ANALYSIS AND SAMPLING 

When Codex comrnittees have included provisions on microbiological methods 

of analysis and sampling for the purpose of verifying hygiene provisions, they 

should be referred to the Codex Committee on Food Hygiene at the most 
suitable time during Steps 3, 4 and 5 of the Procedure for the Elaboration of 

Codex Standards , which will ensure that govermnent comments on the methods 

of analysis and sanipling are available to the Codex Cbmmittee on Food 

Hygiene. The procedure to be followed will be as in the normal practice 

described above, substituting the Codex Cornmittee on Food Hygiene for the 

Codex Committee on Methods of Alalysis and Sampling. Microbiological 
methods of analysis and sampling elaborated by the Codex Committee on Food 

Hygiene for inclusion in Codex commodity standards for the purpose of 
verifying hygiene provisions need not be referred to the Codex Committee on 

Methods of Analysis and Sampling for endorsement. 
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分析及びサンプリングの微生物学的方法

　コーデックスの諸部会が衛生上の規定を確証する目的で分析及びサンプリングの微生物学的

方法の規定を加えるときには、その規定をコーデックス食品別規格作成手続きのStep3、4及び

5の最も適した時点に、食晶衛生規格部会に委託すべきである。これにより食晶衛生規格部会は、

分析及びサンプリング法に関する各国政府のコメントを確実に入手可能となる。とられる手続き

は、分析・サンプリング法規格部会を食品衛生規格部会に置き換える点を除き、上記の第（i）小節

と同様である。コーデックス食品別規格に加えるため、食品衛生規格部会により、衛生上の規定

を確証する目的で作成された分析及びサンプリングの微生物学的方法は、分析・サンプリング法

規格部会に承認を受ける必要はない。
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Procedural Manual Core functions of Contact Points 

CORE FUNCTIONS OF CODEX CONTACT POINTS 

The operation of Codex Contact Points will differ in each county 
depending on national legislatior~ government structures and practices. 

CODEX CONTACT POINTS: 

1 . Act as the liDk between the Codex Secretariat and Member countries; 

2. Coordinate all relevant Codex activities within their own countries; 

3 . Receive all Codex final texts (standards, codes of practice, guidelines and 

other advilsory texts) and working documents of Codex sessions and ensure that 

they are circulated to those concemed within their own countries; 

4. Send comments on Codex documents or proposals to the Codex 
Alimentarius Conmission or its subsidiary bodies and/or the Codex Secretariat; 

5 . Work in close cooperation with the national Codex committee, where such 

a committee has been established. The Codex Contact Point acts as the liaison 

point with the food industy, consurners, traders and all other concerned to 

ensure that the government is provided with an appropriate balance of policy 

and technical advice upon which to base decisions relatiiLg to issues raised in 

the cbntext of the Codex work; 

6. Act as a channel for the exchange of information and coordination of 

activities with other Codex Members; 

7. Receive the invitation to Codex sessions and inform the relevant 
chaipersons and the Codex Se'cretariat of the names of participants from their 

own countries; 

8. Maintain a library of Codex final texts; and 

9. Promote Codex activities throughout their own countries. 
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コーデックス連絡所の主な機能

コーデックス連絡所の運営は、国内制定法・統治体制および慣行により、各国により異なる。

コーデックス連絡所

1．コーデックス事務局と加盟国間のリンクとして活動する。

2．各国間のコーデックス関連の活動を調整する。

3．コーデックスの全ての最終的な文書（規格、取扱い規範、ガイドライン及び他の諮

問的文書）及びコーデックス諸会議の作業資料を受領し、それらを確実に自国内の関係

者に配布する。

4．コーデックスの書類又は提案についてのコメントを、コーデックス食晶規格委員会

又はその下部機関に及び／又は事務局に送付する。

5．自国内に食品規格部会が設置された場合、当該部会と緊密に連携する。コーデック

ス連絡所は、食品業界・消費者・業者及びすべての関係者との連絡窓口【1iaisonpointl≧

蝕自国内でコrデックスの業務に関連する問題が生じた搬問題の決定の基礎と

なる政策や技術的アドバイスを適宜自国政府に提供する。

6．情報交換の場、及び他のコーデックスメンバーとの活動の調整を函る。

7．コーデックス諸会議の招請状を受領し、該当議長及びにコーデックスの事務局に自

国からの参加者名を通知する。

8．コーデックスの最終文書を目録［1ibrary］にして維持する。

9．自国内においてコーデックスの活動を促進する。
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Section Ill Codex Alimentarius Commission 

SECTION 111 

Subsidiary Bodies 

Membersbip 

Contact Points 

Organigranl 

Contents of tbis Section 

This Section contains factual nformation ab out the Codex Alimentarius 

Commission, including a list of the Commission's Sessions and sessions 

of the Executive Cornmittee. 

The list of the Commission's Subsidiary Bodies gives the Terms of 
Reference of all Codex Committees established under Rule DC. I of the 

Commission's Rules of Procedure. Each body (including the Commission 

and the Executive Committee) is also identified by its unique reference 

code used in all official cofrespondence. The meetings of each Committee 

are listed. The structure of the Commission's subsidiary bodies is shown 

diagrammatically on the inside back cover. 

The countries which form the Commission's Membership are listed (as of 

July 1 999) together with a list of the national Codex Contact Points. 

These lists are subject to fiequent changes. The Secretariat of the Joint 

FAOIWHO Fo od Standards Programme provides up -dated information at 
regular intervals. 
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第　IH節

下　部　機　関

加　盟　国

連絡所

組　織　図

　　　　　　　　　　　　　　当項目の内容

　当項目は、「委員会」会議リストを含め、コーデックス食品規格委員会に関する実情

報を含む。

　「委員会」下部機関のリストは、　「委員会」手続き規定IX．1に基づいて制定された

すべての食品規格部会の委託事項を示す。また、各部会（委員会及び執行委員会を含む）

は、独自の委託コードにより識別され、こゐ委託コードは全ての公式書類に付されるこ

とになっている。各部会の会議は表に記されている

「委員会」下部機関の組織は、図表化して裏表紙内側（訳注：目本語訳は本節最終貢）に

示されている。

　「委員会」の加盟国は、各国の連絡所（コーデックス　連絡所）一覧表とともに記さ

れている（1999年7月現在）。これらのリストは、たびたび変更される。FAO／WHO合

同食品規格計画事務局は、一定期間ごとに最新情報を提供するものとする。
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Pπ》cedσ花ソル蟹aηこJa’ Comη7’ss’oηsess’oηs

SEsSlONS　OF　THE　CODExAuMENTARlus　COMM醤SS贋ON

SESSION
　　1醜

　2n“

　3瓢
　4血
　5血
　6山
　7出
　8出
　9血
　10血

　11th

　12血

　13血

　14血

　15血

　16血

　17血

　18血

　19血

　20也

　21st

　22nα

　23旭

　24血

・25血

　　　　　　（CX－701）20

PLACEAM》DATES
Rome，1ね1y，25June－3July1963

Geneva，Sv幡位erland，28Sep槌mber－70ctober1964

Rome，11識1y，19－280c重ober1965

Rome，Italy，7－14November1966

Rome，Italy，20February－1March1968

Geneva，Switzerland，4－14March1969

Rome，Italy，7－17Apr韮1970

Geneva，S噺tzerland，30Jme－9July1971

Rome，Italy，6－17November1972

Rome，It且1y，1－11July1974

Rome，1¢1y，29March－9Apri11976

Rome，Italy，17－28ApriU978

Rome，Italy，344December1979
Geneva，S輌屹erland，29June－10」媒1y1981

Rome，Italy4－15J皿y1983

Geneva　Switzerlan（ち1－12July1985

Rome，11冶1y，29June－10July1987

Geneva，Switzerland，3－12July1989

Rome，Italy，1－10Jdy1991

Geneva，S輌1zerland，28June－7July1993

Rome，Italy，3－8July1995

Geneva，Switzerland，23－28Jme1997

Rome，1佃1y，28June－3July1999

Geneva，S▽蕨tzerlan（L2－7July2001

Geneva，Switzerland，13－15Febm町200321

20

21

The　re飴rence　code，fbllowed　by　the　number　of　the　session，used血o茄cial

correspondence．

Ex惚ordi血a翻session。

fO3
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コーデックス食品規格委員会の会議

（CX701）20

各会期・開催年月日・場所

1stRome，Italy，25June－3July1963

2ndGeneva，Switzerland，28September－70ctober1964

3凪om¢，ltaly，19－280ctober1965

4血Rome，Italy，7－14November1966

5血Rome，Italy，20Febmary－1March1968

6血Geneva，Switzerland，4－14March196身

7thRome，Italy，7－17Apri11970

8血Geneva，Switzerland，30June－9July1971

9血Rome，Italy，6－17Novembef1972

10thRome，Italy，1－11July1974

11血Rome，Italy，29March－9April　I976

12血Rome，Italy，17－28Apri11978

13血Rome，Italy，3－14December1979

14血Geneva，Switzerland，29J㎜e－10July1981

15血R．ome，Italy4－15July1983

16血Geneva　Switzerland，1－12July1985

17血R．ome，Italy，29June－10July1987

18thGeneva，Switzerland，3－12July1989

19色Rome，Italy，1－10July1991

20血Geneva，Switzerlan（1，28June－7」樋y1993

21stRome，Italy，3－8July1995

22ndGeneva，Switzerland，23－28June1997

23rdRome，Italy，28June－3July1999

24thGeneva，Switzerland，2－7July2001

25血Geneva，Switzerlan¢13－15February200321

26th　R．ome，Italy，30June－7July2003

20参照コード及び直後の会期番号は、公式の通信に使用される。
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Commission sessions Codex A Iimentartus Commission 

SESSION 
26th 

PIJLCE AND DATES 
Rome, Italy, 30 June - 7 July 2003 
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Pκ）σedα陶，ん伯ησa， ε）fecαδ》e　Coη7π7πfeθsθssめηs

SEsslONSoF7陰HE　ExECu同r濫vECOMMrrEEoF聞rHE

　　　　CoDEx　AL匿MENTAR奮us　CoMMlssloN

（CX－702）
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1
1
1
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1
1
1
2
2
2
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2
2
2
2
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3
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S PL▲CE　AND　DATES

Rome，ltaly，3July1963

Was1血gtonD．C。，USA，25－26May1964

Geneva，Switzerland，25－26September1964

Gencva，S輌セerland，70ctober1964

Rome，ltaly，3－4June1965

Rome，Italy，180ctober1965

Rome，Italy，280ctober1965

Rome，Italy，14－16June1966

Rome，1惚1y，4November1966

Rome，Ilaly，16－18May1967

Rome，Italy，19Febr曜y1968

Rome，Italy，5－7June1968

Geneva，Switzerland，3March1969

Rome，Italy，17－19September1969

Rome，Italy，3Apri11970

Geneva，Swi舵erland，9－11February1971

Geneva，Switzerland，25June1971

Rome，Italy，15－18May1972

Geneva，S輌セerland，3－5July1973

Rome，Italy，28Jme1974
Geneva，Switzerland，17－19June1975

Rome，Italy，23－24March1976

Geneva，S幅tzerland，12』15July1977

Rome，Italy，13－14Ap盛11978

Geneva，Switzerland，10－13July1979

Rome，1ね1y，26－27November1979

Geneva，Swi枕erlan（L13－170ctober1980

Geneva，Sv吋セlerland，25－26Jme1981

Geneva，Switzerland，12－16July1982

：Rome，ltaly，30Jme－1July1983

Geneva，Switzerland，25－29June1984

Geneva，Switzerland，27－28June1985
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(cX702) 

~!~~1 ･ ~~]f~~~F)~ ~ ･ ~~,r'~'~'~f 

IstRome, Italy, 3 July 1963 

2*d Washington D.C., USA, 25-26 May 1964 

3*d Geneva, Switzerland, 25-26 September 1 964 

4th G-eneva, Switzerland, 7 October 1 964 

5th Rome, Italy, 3-4 June 1965 

6th Rome, Italy, 1 8 October 1965 

7th Rome, Italy, 28 October 1965 

8thRome, Italy, 14-16 June 1966 

9th Rome, Italy, 4 ･November 1 966 

10thRome. Italy, 16-18 May 1967 

1 IthRome, Italy, 19 February 1968 

12thRome, Italy, 5-7 June 1968 

1 3th Geneva, Switzerland, 3 March 1 969 

14thRome, Italy, 17-19 September 1 969 

l 5th Rome, Italy, 3 April 1970 

1 6th Geneva, Switzerland, 9-1 1 February 1 971 

1 7th Geneva, Switzerland, 25 June 1 971 

18thRome, Italy, 15-18 May 1972 

19th Geneva. Switzerland, 3.5 July 1973 

20th Rome. Italy, 28 June 1974 

2 Ist Geneva, Switzerland, 17-19 June 1975 

22*d Rome, Italy, 23-24 March 1976 

23*d Geneva, Switzerland, 12-15 July 1977 

24thRome, Italy, 13-14 April 1978 

25th Geneva~ Switzerland, 10-13 July 1979 

26th Rome, Italy, 26-27 November 1 979 

27th Geneva, Switzerland, 1 3 - 1 7 October 1 980 

28th Geneva, Switzerland, 25-26 June 1981 

29th Geneva. Switzerland, 12-16 July 1982 

30thRome, Italy, 30 June - I July 1983 

3 Ist Geneva, Switzerland, 25-29 June 1984 
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Executivle Commntee sessions Codex A!imen tartus Commission 

SESSION 
33rd 

34th 

3 5th 

3 6th 

3 7th 

3 8th 

39th 

40th 

41't 

42*d 

43rd 

44th 

45th 

46th 

47th 

48th 

4 9th 

50th 

5lst 

52nt 

PIACE AND DATES 
Rome. Italy, 30 June - 4 July 1986 

Rome, Italy, 26-26 June 1987 

Geneva, Switzerland, 4-8 July 1 988 

Geneva, Switzerland, 29-30 June 1989 

Rome, Italy, 3-6 July 1990 

Rome, Italy. 27-28 June 1991 

Geneva, Switzerland, 30 June-3 July 1 992 

Geneva, Switzerlan(~ 24-25 June 1993 

Rome, Italy, 28-30 June 1994 

Rome. Italy, 28-30 June 1995 

Geneva, Switzerland, 4-7 June 1 996 

Geneva. Switzerlandj 1 9-20 June 1 997 

Rome. Italy, 3-5 June 1998 

Rome. Italy. 24-25 June 1999 

Geneva, Switzerlandj 28-30 June 2000 

Geneva, Switzerland, 28-29 June 200 1 

Geneva,'Switzerland, 26-27 September 200 122 

Rome. Italy, 26-28 June 2002 
Geneva, Switzerland, I 0-1 1 February 200322 

Rome. Italy, 26-27 June 2003 

22 Exttaordinary session. 

1 06 
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32nd Geneva, Switzerland, 27-28 June 1 985 

33rdRome, Italy, 30 June - 4 July 1986 

34thRome, Italy, 26-26 June 1987 

35th Geneva, Switzerland, 4-8 July 1988 

36th Geneva, Switzerland, 29-30 J-une 1 989 

37thRome, Italy, 3-6 July 1990 

38thRome, Italy, 27-28 June 1991 

:':'mveuevtt S-w~~itzei-1alan~d '^ '-----* '--1-- * ~^* ,"" "----'-, , 'V JuJLle :' Jury l:'74 

40th Geneva, Switzerland, 24-25 June 1 993 

4lst Rome, Italy, 28-30 June 1994 

42nd Rome, Italy, 28-30 June 1995 

43rd Geneve~ Switzerland, 4-7 June 1 996 

44th Geneva, Switzerland, 1 9-20 June 1 997 

45thRome, Italy, 3-5 June 1998 

46th Rome, Italy, 24-25 June 1 999 

47th Geneva, Switzerland, 28-30 June 2000 

48th Geneve~ Switzerland, 28-29 June 2001 

49th Geneva, Switzerland, 26-27 September 200 1 22 

50thRome, Italy, 26-28 June 2002 

5 1 t Geneva Swrtzenand, I 0-1 1 J,~ebruary 200322 

52nd Rome, Italy, 26-27 June 2003 

- 241 -



ρπ》cedα尼’ル拍η‘Ja， SαわS毎始！yわod’es

SUBSID響ARY　BODIES　OF　THE　CODExAuMENTARluS　COMMISS膣ON

　　　　　　　　5乙斑皿4RyBOO』V乙撹RR乙猛刃X1ω

Jo凪T　FAO1冊O　COMM皿TEE　oF　GoVERNMENT　ExPERTS　oN　THE　CODE　OF

PRINCIPLES　CONCE㎜GMuKANDM皿，KPRODUCTS（CX－703）

Establishedby　FAO　and　W：HO　ia1958and童ntegratedinto　theJo血tFAOIWHO
Food　St＆ndaτds　Progra㎜e　in　1962　as　a　subsidiaη　body　of　血e　Codex

Alimentadus　Commissiommder　Rule　X．1（a），Re－name（1“Codex　Committee　on

MilkandM蝕kProducts”k11993andre－establishedas　asubsidiarybodyunder
RuleX．1（b）（i）seepage127．

58∬‘0π5

就
加
蝿
出
血
血
出
血
血
血
出
血
山
画
血
出
山
血
血
血
就
面

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2

Rome，It盆1y，8－12September1958

Rome，Italy，13－17Aph11959

Rome，Italy，22－26Feb㎜y1960
：Rome，Italy，6－10March1961

Rome，Italy，2－6Apdl1962

Rome，Italy，17－21Jme1963

Rome，Italy，4－8May1964

Rome，Italy，24－29May1965

Rome，Italy，20－25June1966

Rome，Italy，25－31August1967

Rome，Italy，10－15June1968

Rome，1惚1y，7－12July1969

Rome，Italy，15－20June1970

Rome，1惚1y，6－11September1971

Rome，Italy，25－30September1972

R・me，ltaly，10－15＄eptember1973

Rome，1惚1y，14－19Apri11975

Rome，1惚1y，13－18September1976

Rome，Italy，12－17June1978

Rome，1惚1y，26－30Apri11982

Rome，Italy，2－6June1986

Rome，Italy，5－9November1990

707
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コーデックス食品規格委員会の下部機関

食品規格委員会手続き規定X1（A）に基づく下部機関

共同FAO／WRO乳及び乳製品原則規範に関する政府専門家委員会（CX－703）

本委員会は、1958年にFAO及びWHOによって設置され、1962年に食品規格委員会手続き規定

D⊆1（a）に基づく下部機関としてFAO瓢贋0合同食品規格計画に統合された。1993年に「乳・乳製

品規格部会」と改称され、手続き規定x．1（b）（i）に基づく下部機関として改めて設置された。原文

127頁参照。

各会期・開催年月目・場所

1stRome，Italy，8－12Sept6mber1958

2ndRome，Italy，13－17Apri11959

3rdR．ome，Italy，22－26February1960

4thRome，Italy，6－10March1961

5thR．ome，Italy，2－6Apri11962

6血：Rome，ltaly，17－21June1963

7由Rome，Italy，4－8May1964

8血：Rome，Italy，24－29May1965

9thRome，Italy，20－25Jme1966

10th：Rome，Italy，25－31August　I967

11血Rome，Italy，10－15June1968

12血Rome，Italy，742July1969

13thRome，Italy，15－20June1970

14血Rome，Italy，6－11September1971

15血Rome，Italy，25－30September1972

16血：Rome，Italy，10－15September1973

17th：Rome，Italy，14－19Apri11975

18血：Rome，Italy，13－18September1976

19血Rome，Italy，12－17June1978

20血：Rome，Italy，26－30Apri11982

21stRome，Italy，2－6June1986

22ndR．ome，Italyラ5－9N』ovember1990
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Subsidiary bodies Codex Alimentarius Commission 

Tems ofReference: 

To e stablish international 

products. 

codes and standards concemmg milk and milk 

SUBSZD~4RYBOD~E:S UNDER RULEX.1(B)(1) 

CODEX COMMITTEE ON GENERAL Pltn~:CIPLES (CX-716) 

Host Government: Franee 

Sessions s 

Ist 

2'd 

3rd 

4th 

5th 

6th 

7th 

8th 

9th 

1 oth 

1 Ith 

12th 

1 3th 

1 4th 

1 5th 

1 6th 

1 7th 

1 8th 

Paris, 4-8 October 1965 

Paris, 16-19 October 1967 

Paris, 9- 1 3 December 1 968 

Paris, 4-8 March 1974 

Paris. 19-23 January 1976 

Paris, 15-19 October 1979 

Paris, 6-10 April 1981 

Paris, 24-28 November 1 986 

Paris, 24-28 April 1989 

Paris. 7-1 1 September 1992 

Paris, 25-29 April 1994 

Paris, 25-28 November 1996 

Paris, 7-1 1 September 1998 

Paris, 19-23 April 1999 

Paris, 10-14 April 2000 

Paris. 23-27 April 2001 

Paris. 15-19 April 2002 

Paris, 7-1 1 April 2003 

Terms ofReference: 

To deal with such procedural and general matters as are referred to it by the 

Codex Alimentarius Commission. Such matters have included the 
establishment of the General PrirLciples which define the purpose and scope of 

the Codex Alimentarius, the nature of Codex standards and the forms of 
acceptance by countries of Codex standards; the development of Guidelines for 

Codex Committees; the development of a mechanism for examining any 
economic irnpact statements submitted by governments concerning possible 

ip;plications for their economies of some of the individual standards or some of 

1 08 
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委託事項：

　乳及ぴ乳製品に関する国際的な規範並びに規格を制定する。

食品規格委員会手続き規定X．1（B）（1）に基づく下部機関

一般原則規格部会（CX－716）

主催国0フランス

1st　Paris，4－80ctober1965

2ndParis，16－190ctober1967

3rdParis，9－13December1968

4撒Paris，4－8March1974

5血Paris，19－23January1976

6山Paris，15－190c重ober1979

7血Paris，6－10Apdl　I981

8tkParis，24－28November1986

9血Paris，24－28Apri11989

10血Pa爵s，7－11September1992

11thPads，25－29ApriU994

12血Paris，25－28November1996

13血Pans，7－11September1998

14血Pa匝s，19－23Ap盛11999

15thPa爵s，10－14April2000

16thPahs，23－27Aphl2001

17伍Pa戯sシ15－19April2002

18thPads，7－11Aph12003

委託事項：

食品規格委員会が当部会に委託している手続き並びに一般的な事項を取り扱う。それらの事項と

しては、次のものが含まれる：食品規格の目的及び範囲、食品規格の性質及び各国による食品規

格の採択の様式を定義する一般原則の制定1規格部会に対するガイドラインの開発1個別規格ま

たは規格の規定が有する経済上の可能性ある示唆に関して、各国政府から提出された経済的衝撃

の声明を検討する機構の開発；食品の国際貿易に対する倫理綱領の制定。
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Pfocedural Manual Subsidia,y bodies 

the provisions thereof･, the establishment of a Code of Ethlcs for the 
International Trade in Food. 

CODEX COMMITTEE ON FOOD ADDITIVES AND CONTAMINANTS (CX-71 1) 

Host Government: Netheriahds 

Sessions: 

Ist 

2"d 

3rd: 

4th 

5th 

6th 

7th 

8th 

9th 

10th 

1 Ith 

1 2th 

1 3th 

14th 

1 5th 

1 6th 

1 7th 

l 8th 

19th 

20th 

21** 

22nd 

23rd 

24th 

25th 

26th 

2 7th 

28th 

2 9th 

3 Oth 

31* 
3 2nd 

33rd 

3 4th 

35th 

The Hague, 19-22 May 1964 

The Hague, l0-14 May 1965 

The Hague, 9-13 May 1966 
The Hague, 1 1-1S September 1967 

Arhhem, 1 8-22 March 1 968 

Arhhem, 15-22 October 1969 

The Hagne, 12-16 October, 1970 

Wageriingen, 29 May - 2 June 1972 

Wageningen, 10-14 December 1 973 

The Hague, 2-7 June 1975 

The Hague, 31 May - 6 June 1977 

The Hague, 10-16 October 1978 

The Hague, I 1-17 September 1979 

The Hague, 25 Nov. - I Dec. 1980 

The Hague, 16-22 March 1982 

The Hague, 22-28 March 1983 

The Hague, 10-16 April 1984 

The Hague, 5-1 1 November 1985 

The Hague, 17-23 March 1987 

The Hague, 7-12 March 1988 

The Hague, 13-18 March 1989 

The Hague, 19-24 March 1990 

The Hagne, 4-9 March 1991 

The Hague, 23-28 March 1992 

The Hague, 22-26 March 1 993 

The Hague, 7-11 March 1994 

The Hagne, 20-24 March 1995 
Manila, Philippines, 1 8-22 March 1 996 

The Hague, 17-21 March 1997 

The Hague, 9-13 March 1998 

The Hague, 22-26 March 1999 

Beijing, China, 20-24 March 2000 

The Hague, 1 2-1 6 March 200 1 

Rotterdam, 1 1-15 March 2002 

Arusha, Tanzania, 1 7-2 1 March 2003 

1 09 
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食品添加物・汚染物質規格部会（CX－711）

主催国：オランダ

1就TheHague，19－22May1964

2五dTheHague，10－14May1965

3rdTheHague，9－13May1966

4血The　Hague，11－15September1967

5血Amhem，18－22March1968

6血Amhem，15－220ctober1969

7血The　Hague，12－160ctober，1970

8血Wage血gen，29May－2」㎜e1972

9血Wageningen，10－14December1973

10thThe　Hague，2－7June1975

11血TheHague，31May－6June1977

12血The　Hague，10－160ctober1978

13血The　Hague，11－17September1979

14thThe　Hague，25Nov．一1Dec．1980

15血TheHague，16－22March1982

16血TheHague，22－28March1983

17血The　Hague，10－16Apri11984

18癒The　Hague，5－11Noyember1985

19血The　Hague，17－23Marc数1987

20血The　Hague，7－12March1988

21stTheHagueラ13－18March1989

22ndTheHague，19－24March1990

23τdThe　Hague，4－9March1991

24血TheHague，23－28March1992

25血TheHague，22－26March1993

26thThe　Hague，7－11March1994

27血TheHague，20－24MarcM995

28血Mani1亀Philippines，18－22March1996

29血The　Hague，17－21March1997

30血The　Hague，9－13March1998

31stTheHague，22－26March1999

32nd3e麺ing，China，20．24March2000

33rdTheHague，12－16March2001

34血Ro廿er（㎞，11－15March2002
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SαわS知航a弓〆わodわS CodexA隔meη伯脚s　Com’η鷹s’oη

距7”25のケψκπ¢83

（a）t・establish6ren40盤epem雌edma血【皿・rguide1血elevels蝕
血dividua1　長》od　　addi“ves，　負》r　con伽ts　　（血clud血g　　envh！onmen訟1

contamina並s）and蝕naturallyocc曲gtoxicantsinfbods加魅孤da血m1
角eds；

C》）　to　prepare　priorily　　lists　of　食》od　additives　and　con訟血櫓　　負》r

‡oxicological　evaluation　by　the　Jo血t　FAO／WHO　Expert　Com血ittee　on　Food

Addi重ives；

（c）toreco㎜endspeci丘cationsofidenti琢面p面tyfb漁odad磁tivesfbr
adoption　by血e　Co曲ssion；

（d）tooonsidαme血odsofanalysis蝕the仕detem1㎞“onin飾・d；and

（e）considerandelaboratestan戯ds・rc・desfbrrelatedsubjectssuchasthe
labe皿ngoffbodadditives　whensoldas　such，andfbod血adiation．

CoDEx　CoMM㎜E　oN　FOOp　HYGIENE（CX－712》

石㎞部Goり87””昭擢3こ乙8」∠．

58∬’0π53

　　　　1就

　　　2nd
　　　3蝿

　　　4血

　　　5出

　　　6血

　　　7血

　　　8th

　　　9出
　　　　10血

　　　　11血

　　　　12血

　　　　13血

　　　　14山

　　　　15山

　　　　16血

　　　　17血

　　　　18血

　　　　19血

”0

WashingtonD。C。，27－28May1964

Rome，14－16June1965

Rome，31May．3June1966
Was1血gtonD。C．，12－16June1967

Was1血gtonD，C，，6－10May1968

WashingtonD。C．，5－9May1969

WashingtonD．C。，25－29May1970

WashingtonD．C．，14－18Jme1971

WashingtonD．C．，19．23June1972

WashingtonD．C．，14－18May1973

WashingtopD．C．，10－14Jme1974

WashingtonD．C．，12－16May1975

Rome，10－14May1976

WashingtonD．C．，29August－2September1977

WashingtonD．C．，18－22September1978

WashingtonD，C．，23－27July1979

WashingtonD．C．，17－21November1980

WashingtonD，C．，22－26Feb町1982
WashingtonD。C．，26－30September1983
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35血、㎞sha，Tanzania，17－21March2003

委託事項：

（a）個々の食品添加物、汚染物質（環境的汚染物質を含む）並びに食品及び動物飼料中・

の天然毒物の許容最高限度または許容限度ガイドラインの制定または承認を行う。

（b）FAOIWHO合同食品添加物専門家会議による毒物学的評価を受けるため食品添加物及び汚染

物質の優先リストを作成する。

（c）　「委員会」による採択のため、食品添加物の同定と純度の規格を勧告する。

（d）食品中の添加物（汚染物質）測定のための分析方法を検討する。

（e）食品添加物自体を販売する際の表示や食品照射等の関連事項の緯格または規範を検討、作成

する。

食品衛生規格部会（CX．712）

主催国．：アメリカ

1stWas1血gto丘D。C．，27－28May1964

2ndRome，14－16June1965

3rdRome，31May－3」㎜le1966

4血WashingtonD。C．，12－16June1967

5血WashingtonD。C，，6－10May1968

6出WashingtonD．C。，5－9May1969

7血WashingtonD．C．，25－29May1970

8血WashingtonD．C。，14－18June1971

9血Was㎞gtonD．C．，19－23J㎜e1972

10血WashlngtonD．C．，14－18May1973

11血WashingtonD。C。，10－14Jme1974

12血WashingtonD．C。，12－16May1975

1施Rome，10－14May1976

14血WashingtonD，C．，29August－2September1977’

15出WashingtonD．C．，18－22September1978

16血WashingtonD．C。，23－27July1979

17色Washin瑛onD。C．，17－21November1980

18血WashingtonD．C。，22－26Februaly1982

『
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Prooedural Manual Subsidia,y bodies 

20th 

2lst 

22*d 

23rd 

24th 

25th 

2 6th 

27th 

28th 

2 9th 

30th 

3lst 

3 2ud 

33rd 

3 4th 

3 5th 

Washington D.C., 1-5 October 1984 

Washington D.C., 23-27 September 1985 

Washington D.C., 20-24 October 1986 

Washington D.C., 21-25 March 1988 

Washington D.C., 16-20 October 1989 

Waslrington D.C., 28 October - I No~ember 1991 

Washington D.C., 1-5 March 1993 

Washington D.C., 17-21 October 1994 

Washington D.C., 27 November - I December 1995 

WashitLgton D.C., 21-25 October 1996 

Washington D.C., 20-24 October 1997 

Orlando, Florida, 26-30 October 1998 

Washington D.C., 29 November - 4 December 1999 

Washington P･C., 23-28 October 2000 

Bangkok, Thailand, 8-13 October'200 l 

Orlando, Florida, 27 January-1 February 2003 

Terms ofreference: 

23 . 
(a) to drafi basic provisions on food hygiene applicable to all food , 

(b) to consider, amend if necessay and endorse provisions on ~ hygiene 

prepared by Codex cornmodity cornmittees and contained in Codex commodity 

standards, and 

(c) to consider, amend if necessary, and endorse provisions on hygiene 

prepared by Codex commodity committees and contained in Codex codes of 
practice unless, in specific cases, the Commission has decided otherwise, or 

(d) to drafi provisions on hygiene applicable to specific food items or food 

group s , whether coming within the terms o f reference of a C odex c ommo dity 

committee or not; 

(e) to consider specific hygiene problems assigned to it by the Commission; 

(O to suggest and prioritize areas where there is a need for microbiological 

risk assessment at the international level and to develop questions to be 

addressed by the risk assessors; 

23 The tenn "hygiene" includes, where necessary, microbiological specifications for 

food and associated methodology. 
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19血Washin導onD．C．，26－30September1983

20伍WashingtonD。C。，1－50ctober1984

21stWashingtonD．C。，23－27September1985

22皿dWashingtonD．C．，20－240cωber1986

23rdWashingtonD．C．，21－25March1988

24血WashingtonD。C．，16－200ctober1989

25血WashingtonD．C．，280ctober－1November1991

26血WashingtonD．C．，1－5March1993

27血Washl卿onD．C．，17－210ctober1994

28血Was㎞gtonD．C．，27November－1D6cember1995

29血WashingtonD．C．，21・250ctobef1996

30血WashingtonD．C．，20－240ctober1997

31st　Orlando，Florida，26－300ctober1998

32ndWashingtonD．C．，29November－4December1999

33rdWas1血gtonD。C．，23－280ctober2000

34thBangkok，Thaila皿d，8－130c愈ober2001

35血Orlando，Florid亀27Januay－1Febmary2003

委託事項：

（a）すべての食品に適用できる食品衛生に関する基礎的な規定案を作成する。器

（b）食品別規格部会により作成され、各食品別規格に含まれている食品衛生に関する規定を検討

し、必要あれば修正し、さらにそれを承認する。

（c）食品別規格部会により作成され、各食品規格の取扱い規範に含まれている食品衛生に関する

規定を検討し、必要あれば修正し、さらにそれを承認する。ただし、特殊な場合で、　「委員会」

が別に決定した場合は除く。

（d）一食品別規格部会の委託事項の範囲内において生じるか否かに関わらず、特定の食品または

食品グループに適用できる衛生に関する規定案を作成する。

（e）　r委員会」より当部会に指示された特定の衛生問題を検討する。

（f〉国際的なレベルで微生物学的なリスク査定を実施ずる必要のある分野を提案し、それらに優

先順位を付け、リスク評価機関に問題を提起する。

器「衛生」という用語は、適宜、食品に対する微生物学的な明細事項及び関連する方法論を含むものと

する。
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Subsidiary bodies Codex Alimentartus Commission 

(g) to consider microbiological risk management matters in relation to food 

hygiene and in relation to the risk assessment of FAO and waO. 

CODEX COMMITTEE ON FOOD LABELLING (CX-714) 

Host Government: Canada 

Sessions: 

Ist 

2*d 

3rd 

4th 

5th 

6th 

7th 

8th 

9th 

1 Oth 

llth 

1 2th 

1 3th 

14th 

1 5th 

1 6th 

l 7th 

1 8th 

l 9th 

20th 

2lst 

22~d 

23rd 

24th 

25th 

2 6th 

27th 

2 8th 

2 9th 

3 Oth 

3lst 

Ottawa, 21-25 June 1965 

Ottawa, 25-29 July 1966 

Ottawa, 26-30 June 1 967 

Ottawa, 23-28 September 1968 

Rome, 6 April 1970 

Geneva, 28-29 June 197 l 

Ottawa, 5-lO June 1972 

Ottawa, 28 May - I June 1973 

Rome, 26-27 June 1974 

Ottawa, 26-30 May 1975 

Rome, 25-26 March 1 976 

Ottawa, 1 6-20 May 1 977 

Ottawa, 16-20 July 1979 

Rome, 28-30 November 1979 

Ottawa, 10-14 November 1980 

Ottawa, 17-21 May 1982 

Ottawa, 12-21 October 1983 

Ottawa, 1 1-18 March 1985 

Ottawa, 9-13 March 1987 

Ottawa, 3-7 April 1989 

Ottawa, 11-15 March 1991 

Ottawa, 26-30 April 1993 

Ottawa, 24-28 October 1 994 

Ottawa, 14-17 May 1996 

Ottawa, 15-18 April 1997 

Ottawa, 26-29 May 1998 

Ottawa, 27-30 April 1 999 

Ottawa, 5-9 May 2000 

Ottawa, 14 May 2001 

Halifax, 6-10 May 2002 

Ottawa, 28 April - 2 May 2003 

1 1 2 
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（g）微生物学的なリスク管理事項を、食品衛生及びFAO並びWHOのリスク査定に関連させて検

討する。

食品表示規格部会（CX－714）

主催国：カナダ

1stOttawa，21－25Jme1965

2盤40ttawa，25－29July1966

3、dOttawa，26－30Jme1967

4thOttawaラ23－28September1968

5血Rome，6Apri11970

6thGeneva，28－29June1971

7血Ottawa，5－10June1972

8血Ottawa，28May－1J㎜le1973

9血Rome，26－27Jme1974

10血Ottawa，26－30May1975

11血Rome，25－26Ma曲1976

12血Ottawa，16－20May1977

13血Ottawa，16．20July1979

14磁Rome，28－30November1979

15thOttawa，10－14November1980

16血Ottawa，17－21May1982

17thOttawa，12－210ctober1983

18血Ottawa，11－18March1985

19癒Ottawa，9－13March1987

20血Ottawa，3－7Aph11989

21stOttawa，11－15March1991

22ndOt£awa，26－30April　I993

23τdOttawa，24－280ctober1994

24血Ottawa，14－17May1996

25血Ottawa，15－18April1997

26血Ottawa，26－29May1998

27血Ottawa，27－30ApriI1999

28血Ottawa，5－9May2000

29血Ottawa，1－4May2001

30血Halifax，6－10May2002

31stOttawa，28Apri1－2May2003
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Procedural Manual Subsidia,y bodies 

Terms ofreference: 

(a) to drafi provisions on labelnng applicable to all foods; 

(b) to consider, ainend if necessary, and endorse drafi specific provisions on 

labelling prepared by the Codex Committees drafiing standards, codes of 

practice and guidelines; 

(c) to study specific labelling problems assigned to it by the Conmission; 

(d) to study problems associated with the advertisement of food with 
particular reference to claims and misleading descriptions. 

CODEX COMMITTEE ON METHODS OF ANALYSIS AND SAMPLING (CX-715) 

Host Government: Federd Republic of Germany (Ist to 6t:h sessions), 

Hungmy 
Sessions : 

Ist 

2nd 

3nd 

4th 

5th 

6th 

7th 

8th 

9th 

1 Oth 

l Ith 

1 2th 

13th 

14th 

1 5th 

l 6th 

1 7th 

1 8th 

l 9th 

20th 

2lct 

22nd 

23rd 

24th 

Berlin, 23-24 September 1965 

Berlin, 20-23 September 1966 

Berlin, 24-27 October 1 967 

Berlin, 1 1-15 November 1968 

Cologne, 1-6 December 1969 

Bonn Bad Godesberg, 24-28 January 1 97 1 

Budapest 12-18 September 1972 

Budapest, 3-7 September 1 973 

Budapest, 27-3 1 October 1 975 

Budapest 24-28 October 1 977 

Budapest, 2-6 July 1979 

Budapest, 11-15 May 1981 

Budapest, 29 November - 3 December 1 982 

Budapest, 26-30 November 1 984 

Budapest, 10-14 November 1986 

Budapest, 14-19 November 1988 

Budapest, 8-12 April 1991 

Budapest, 9-13 November 1 992 

Budapest, 2 1 -2S March 1 994 

Budapest, 2-6 October 1 995 

Budapest, 10-14 March 1997 

Budapest, 23-27 November 1998 

Budapest, 26 February - March 200 1 

Budapest, 1 8-22 November 2002 

1 1 3 
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委託事項：

（a）すべての食品に適用できる表示に関する規定案を作成する。

（b）食品規格、取扱い規範及びガイドラインを作成する各食品別規格部会によって作成される特

定の表示規定案を検討し、必要あれば修正し、さらにそれを承認する。

（c）「委員会」が当部会に指示した特定の表示問題を研究する。

（d）特に強調及ぴ誤解を招く記述事項に関する食品の広告についての問題を研究する。

分析・サンプリング法規格部会（CX－715）

，主催国：西ドイツ（第1回から第6回会議まで）

　　　　　ハンガリー

lstBerl血，23－24September1965

2ndBer1セ1，20－23September1966

3rdBerlin，24－270ctober1967

4th　Ber1血，11－15November1968

5thCologne，1－6December1969

6thBom　Bad　Godesberg，24－28January1971

7血Budapest，12－18Sep‡ember1972

8血Budapest，3－7Sep重ember1973

9thBu（iapest，27－310ctober1975

10th　Budapest，24－280ctober1977

11血Budapest，2－6July1979

12thBudapest，11－15May1981

13届Budapest，29N・vember．3December’1982

14thBudapest，26－30November1984

15thBudapest，10－14November1986

16血Budapest，14－19November1988

17血Budapest，8－12Apri11991

18thBudapest，9－13November1992

19thBudapest，21－25March　I994

20血Budapest，2－60ctober1995

21stBudapest，10－14March1997

22ndBudapest，23－27November1998

23rdBudapest，26Febm明一March2001

24血Budapest，18－22November2002
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Subsidia,y bodies Codex Alimentarius Commission 

Tems ofreference: 

(a) to define the crit~ria appropriate to Codex Methods of Analysis and 

Sam pling; 

(b) to serve as a ooordinaflng body for C odex with other international groups 

workng in methods o f analysis and sampling and quality assurance systems for 

lab oratories ; 

(c) to specify, on the basis of final recommendations submitted to it by the 

other bodies referred to in (b) above, Reference Methods of Analysis and 

Sampling appropriate to Codex Standards which are generally app licable to a 

number of foods; 

(d) to consider, amend, if necessary, and endorse, as appropriate, methods of 

analysis and sampling proposed by Codex (Commodity) Committees, except 
that methods of analysis and sampling for residues of pesticides or veterinary 

drugs in food, the assessment of micro biological quality and safety in food, and 

the assessment of specifications for food additives, do not fall within the terrns 

of reference of this Committee; 

(e) to elaborate sampling plans and proeedures, as may be required; 

(~ to cons ider specific s ampling and analysis problems submitted to it by the 

Coinmission or any of its Cornmittees; 

(g) to define procedures, protocols, guidelines or related texts for the 

assessment of food laboratory proficiency, as well as quality assurance systems 

for laboratories. 

CODEX CowMmEE ON PESTICIDE RESIDIJES (CX-718) 

Host Government: Netherlands 

Sessions : 

1*t 

2*d 

3rd 

4th 

5th 

6th 

7th 

8th 

9th 

The Hague, 17-21 January 1966 

The Hague, 18-22 September 1967 

Arnhem, 30 September4 October 1 968 

Arnhem, 6-14 October 1969 

The Hague, 28 September - 6 October 1970 

The Hague, 16-23 October 1972 

The Hague, 4-9 February 1974 

The Hague, 3-8 March 1975 

The Hague, 14-21 February 1977 

1 14 
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委託事項1

（a〉国際食品規格の分析方法及びサンプリング方法に適合した基準を定義する。

（b）分析及びサンプリング方法並びに品質保証について作業をしているその他の国際グループ

に対し、食品規格のための調整機関として奉仕する。

（c）上記（b）で言及されている機関によって当部会に提出された最終勧告に基づいて、多数の食

品に一般的に適用できる食品規格に適している分析及びサンプリングの参照方法を特定する。

（母）（食品別）規格部会によって提案された分析及びサンプリング方法を検討し、必要であれば

修正し、適切であれば承認する。ただし、食品中の残留農薬または残留動物用医薬品に対する分

析及びサンプリング方法、食品中の微生物学的な品質及び安全性の評価、食品添加物の明細事項

の評価は、当部会の委託事項の範囲には入らない。

（e）必要であれば、サンプリング方法及び手続きを作成する。

（f）　「委員会」またはその部会のいずれかにより当部会に提出された特定のサンプリング及び分

析の問題を検討する。

（g）研究機関の品質保証システムと同様、食品試験機関制度の評価のための手続き、原案、ガイ

ドラインまたは関連文書を明示する。

残留農薬規格部会（CX－718〉

主催国：オランダ

1stTheHa即e・17－21再anuay1966

2ndThe　Hague，18－22September1967

3rdAtnlhem，30September－40ctober1968

4血Amhem，6－140ctober1969

5伍The　Hague，28September－60ctober1970

6血The　Hague，16－230ctober1972

7血The　Hague，4－9Februaly1974

8血TheHague，3－8March1975

9血The　Hague，14－21Febma㎎1977

10血TheHague，29May－5June1978

11血The　Hague，11－18J㎜．e1979

12血The　Hague，2－9June1980

13thThe　Hague，15－20Jme1981

14thThe　Hague，14－21June1982
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Procedural Manual Subsidia,y bodies 

1 oth 

1 Ith 

12th 

1 3th 

14th 

15th 

16th 

1 ~th 

1 8th 

19th 

20th 

2lst 

22~d 

23rd 

24th 

25th 

2 6th 

27th 

28th 

29th 

30th 

3lst 

3 2nd 

33rd 

34th 

3 5th 

The Hague, 29 May - 5 June 1978 

The Hague, 11-18 June 1979 

Th~ Hague, 2-9 June 1980 

The Hague, 15-20 June 1981 

The Hague, 14-21 June 1982 

The Hagne, 3-10 October 1983 

The Hague, 24 May - 4 June 1984 

The Hague, 25 March - I April 1985 

The Hague, 21-28 April 1986 

The Hague, 6-13 April 1987 

The Hagne, 18-25 April 1988 

The Hague, 10-17 April 1989 

The Hague, 23-30 April 1990 

The Hague, 15-22 April 1991 

The Hague, 6-13 April 1992 

Havana, Cuba, 1 9-26 April 1 993 

The Hagne, 1 1-18 April 1994 

The Hague, 24 April-1 May 1995 

The Hague, 15-20 April 1996 

The Hague, 7-12 April 1997 

The Hague, 20-25 April 1 998 

The Hague, 12-17 April 1999 

The Hague, 1-8 May 2000 

The Hague, 2-7 April 2001 

The Hague, 13-18 May 2002 

Rotterdam, 3 1 March - S April 2003 

Terms of reference: 

(a) to establish maximum limits for pesticide residues in specific food items or 

in groups of food; 

(b) to establish maximum limits for pesticide residues in certain animal 
feeding stuffs moving in intemational trade where this is justified for reasons of 

protection of human health; 

(c) to prepare priority lists of pesticides for evaluation by the Joint FAOlwrlO 

Meeting on Pesticide Residues (JMPR); 

(d) to consider methods of sampling and analysis for the determination of 

pesticide residues in food and feed; 

1 15 
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15血The　Hague，3－100ctober1983

16血TheHague，24May－4June1984

17出TheH：ague，25Ma℃h－1April1985

18血The　Hague，21－28Aphl1986

19thThe　Hague，6－13Aphl1987

20血The　Hague，18－25Ap直11988

21stThe　Hague，10－17Aph11989

22ndThe　Hague，23－30April1990

23rdThe耳ague，15－22Ap並11991

24血The　Hague，6－13Apri11992

25血Havana，Cuba，19－26Aph11993

26thThe　Hague，11．18Ap丘11994

27血TheHague，24Aphl－1May1995

28thThe　Hague，15－20April1996

29血The　Hague，7－12Apri11997

30出The　Hague，20－25April1998

31stThe　Hague，12－17Apri11999

32ndTheHague，1－8May2000

33rdThe　Hague，2－7April2001

＄4血TheHa即e・13－18May2002

35血Ro伽rdam，31Marc益一5Apri12003

委託事項：

（a）特定の食品または食品グループ中の農薬に対する最大残留基準値を制定ずる。

（b）国際貿易で動いている動物飼料中の農薬に対する最大残留基準値を制定する。ただし、その

貿易で、このことが人問の健康を保護する理由で正当化される場合に限る。

（c）FAO／WHO合同残留農薬専門家会議（IMPR）による評価のための農薬の優先リストを作成する。

（d）食品及び飼料中の残留農薬を測定するためのサンプリング及び分析方法を検討する。
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¥. 

Subsidiary bodies Codex Alimentarius Commission 

(e) to consider other matters in relation to the safety of food and feed 

containing pesticide residues; and 

(O to establish maximum limits for environmental and industrial contaminants 

showing chemical or other similarity to pesticides, in specific food items or 

groups of food. 

CODEX COMMITTEE ON RESIDUES OF VETERINARY DRUGS IN FOODS 
(CX-730) 

Host Governmert.･ United States ofAmerica 

Sessions: 

let 

2'd 

3rd 

4th 

5th 

6th 

7th 

8th 

9th 

1 Oth 

1 Ith 

12th 

13th 

1 4th 

Washington. D.C. 27-31 October, 1986 

Washington, D.C. 30 November - 4 December 1987 

Washington. D.C. 3 1 Qctober - 4 November 1988 

Washington. D.C. 24-27 October 1989 

Washington. D.C. 16-19 October 1990 

Washington, D.C. 22-25 October 1991 

Washington. D.C., 20-23 October 1992 

Washington,,D.C., 7-10 June 1994 

Washingtor~ D.C., 5-8 Deoember 1995 

San Jos6 (Costa Rica), 29 October - I November 1996. 

Washington D.C., 15-18 September 1998 

Washington, D.C., 28-3 1 March 2000 

Charleston, South Carolina, 4 - 7 December 200 1 

Arlingtor~ Virginia, 4 - 7 March 2003 

Terms of reference: 

(a) to detennine priorities for the consideration of residues of veterinary drugs 

in foods; 

(b) to recommend maximum, Ievels of such substances; 

(c) to develop codes ofpractice as may be requirred; 

(d) to consider methods of sampling and analysis for the determination of 

veterinary drug residues in foods. 
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（e）農薬を残留して亙・る食品及ぴ飼料の安全性に関する他の事項を検討する。

（D特定の食品または食品グループ中において農薬と同じような化学的にまたは他の類似性を呈

している環境及び産業汚染物質に対する最大基準値を制定する。

残留動物用医薬品規格部会（CX－730）

主催国：アメリカ

1stWashlngton，b。C。27－310ctober，1986

2無dWashington，D．C．30November－4December1937

3罫dWashington，D．C．310ctober－4November1988

4血Was㎞gton，D．C．24－270ctober1989

5血Washington，D．C、16－190ctober1990

6血Washington，D．C．22－250ctober1991

7血Washington，D．C．，20．230ctober1♀92

8血Wasl血gton，D．C．，7－10Jt血e1994

9血Washington，D．C．，5－8December1995

10thSan　Jos6（CostaRica），290ctober－1November1996

11血WashingtonD．C．，15－18September1998

12血Washington，D。C．，28－31March2000

13血CharlestoR，SouthCarolina，4－7December2001

14血Arlington，Virginia，4－7March2003

委託事項：

（a）食品中の残留動物用医薬品を検討するための優先順位を決定する。

（b）これらの物質の最大基準値を勧告する。

（c）必要であれば、取扱い規範を開発する。

（d）食品中の残留動物用医薬品を測定するために使用される分析方法の基準を決定する。
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Procedural Manual Subsidia,y bodies 

CODEX COMWTTEE ON FOOD IMPORT AND EXPORT CERTIFICATION AND 
INSPECTION SYSTEMS (CX-733) 

Host Governmen~ A ustralia 

Sessions: 

Ist 

2nd 

3rd 

4th 

5th 

6th 

7th 

8th 

9th 

1 oth 

1 Ith 

Canberra, 21-25 Septernber 1992 

Canberra, 29 November-3 December 1 993 

Canberra, 27 Februay-3 March 1995 

Sydney, 19-23 February 1996 

Sydney, 17-21 February 1997 

Melboume, 23-27 February 1 998 

Melboume, 22-26 February 1 999 

Adelaide, 2 1 -25 February 2000 

Perth, 1 1 - 1 5 December 2000 

Brisbane, 25 February - I March 2002 

Adelaide, 2-6 December 2002 

Terms of reference: 

(a) to develop principles and guidelines for food import and export inspection 

and certification systems with a view to harrnonising methods and procedures 

which protect the health of consumers, ensure fair trading practices and 
facilitate international tiade in foodstuffs ; 

(b) to develop principles and guidelines for the application of measures by the 

competent authorities of exporting and importing countries to provide assurance 

where necessay that foodstuffs comply with requirements, especially statutory 

health requirements ; 

(c) to develop guidelines for the utilisation, as and when appropriate, of 
quality as surance systems24 to ensure that fo odstuffs c onform with requirements 

and to promote the recognition of these systems in facilitating trade in food 

products under bilateral/multilateral arrangements by countrie s ; 

(d) to develop guidelines and criteria with respect to format, declarations and 

language of such official certificates as countries may require with a view 

towards intemational hannonization; 

24 Q~ality assulz2ce means all those planned and systematic actions necessary to 

provide adequate coniidence that a product or service will satisfy given 

requirements for quality (IS0-8402 Quality - Vocabulary) 
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食品輸出入検査及び認証制度規格部会（CX－733）

主催国：オーストラリア

1stCanberra，21－25Septβmber1992

2且dCanberra，29November－3December1993

3τdCanbenla，27Feb町一3March1995

4血Sydney，19－23Febnlary1996

5th　Sydney，17－21Febnlary1997

6出Melboume，23－27February1998

7血Melbo㎜e，22－26Februa鯉1999

8血Adelaide，21－25Febru肛y2000

9血Pe實h，11－15December2000

10血Brisbane，25Febmary－1March2002

11血Adelaide，2－6December2002

委託事項：

（a）消費者の健康を保護し、公正な貿易の実施を保証し、かっ食品の国際貿易を促進する方法と

手続きを調和させる目的で、食品輸出入検査及び認証制度のための原則及びガイドラインを開発

する。

（b）必要に応じて、食品が諸要件一特に健康に関する法令上の要件一に適合するという保証を与

えるために、各輸出入国の所管官庁による手段適用のための原則及びガイドラインを開発する。

（C）適宜、食品が諸要件に適合することを保証するために品質保証制度24の利用のためのガイド

ラインを開発する。さらに、各国の双務的・多辺的協定に基づいて食品の貿易を促進する際、こ

れらの制度の承認を奨励する。

（d）各国が国際調和の目的で要求し得る当該公式証明書の書式、内容及び言語に関するガイドラ

イン及び基準を開発する。

以「品質保証」とは、ある製品またはサービスが、品質の所与の要求水準を満たしているという十分な

確証を与えるために必要なすべての計画的かつ体系的な処置を意味するものである。（ISO－8402品

質一語彙）
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Subsidia,y bodies Codex Alimentarius Commission 

(e) to make recommendations for irLformation exchange in relation to food 

import/export control; 

(O to consult as necessay with other intemational groups workng on matters 

related to food inspection and certification systems; 

(g) to consider other matters as signed to it by the Commis sion in relation to 

food inspection and cenification systems. 

CODEX COMMITTEE ON NUTRrTION AND FOODS FOR SpECIAL DIETARY USES 
(CX-72 O) 

Host Government: Federal Republic of Gemany 

Sessions: 

Ist 

2nd 

3rd 

4th 

5th 

6th 

7th 

8th 

9th 

10th 

1 Ith 

12th 

13th 

14th 

1 5th 

1 6th 

1 7th 

1 8th 

1 9th 

20th 

21*t 

22~d 

23rd 

24th 

Freiburgh in Breisgau, 2-5 May 1 966 

Freiburgh in Breisgal~ 6-10 November 1967 

Cologne, 14-18 October 1968 

Cologne, 3-7 November 1969 

Bonn, 30 November-4 December 1 970 

Bonn, 6-10 December 1971 

Cologne, 10-14 October 1972 

Bonn Bad Godesberg, 9-14 September 1974 

Bonn, 22-26 September 1 975 

BonlQ~ 28 February - 4 March 1977 

Boun Bad Godesberg, 23-27 October 1 978 

Bom Bad Godesberg, 29 September - 3 October 1980 

Bonn Bad Godesberg, 20-24 September 1 982 

Boun Bad Godesberg, 24 January - I February 1985 

Bonn Bad Godesberg, 12-16 January 1987 

Bonn Bad Godesberg, 29 September - 7 October 1988 

Boun Bad Godesberg, 18-22 February 1991 

Bonn Bad Godesberg, 28 September - 2 October 1992 

Boun Bad Godesberg, 27-3 1 March 1 995 

Bonn Bad Godesberg, 7-1 1 October 1996 

Berlin, 2 1 -25 September 1 998 

Berlin, 1 9-23 June 2000 

Berlin, 26-30 November 200 l 

Berlin, 4-8 November 2002 
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（e）食晶の輸出入管理に関する情報交換のための勧告を行う。

（f〉必要であれば、食品の検査及び認証制度に関する事項について作業しているその他の国際的

グループと協議する。

（g）食品の検査及び認証制度に関して「委員会」から当部会に指示されたその他の事項を検討す

る。

栄養・特殊用途食品規格部会（CX－720）

主催国：ドイツ

1stFreibu壌hinBreisgau，2－5May1966

2ndFreiburgh　inBreisgau，6－10November1967

3rd　Cologne，14－180ctober1968

4血Cologne，3－7November1969

5thBom，30November－4December1970

6血Bom，6－10December1971

7血Cologne，10－140ctober1972

8血BomBadGodesberg，9－14September1974

9血Bom，22－26September1975

10磁Bom，28Februa鯉一4March1977

11血Bonn　Bad　Godesberg，23－270ctober1978

12山BomBadGodesberg，29September－30ctober1980

13thBo㎜Bad　Godesberg，20－24September1982

14血Bom　Bad　Godesberg，24January－1Febnlary1985

15血Bom　Bad　Godesberg，12－16January1987

16血BomBad　Godesberg，29September－70ctober1988

17血BomBadGodesberg，18－22February1991

18出BonnBad　Godesberg，28September－20ctober1992

19血BomBadGodesberg，27－31March1995

20血Bom　Ba（1Godesberg，7－110ctober1996

21stBerlin，21－25September1998

22ndBerl血，19－23June2000

23fdBerlin，26－30November2001

24thBer1血，4－8November2002
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Tems of reference: 

(a) to study specific nutn'tional problems assigned to it by the Commission 

and advise the Commission on general nutrition issues; 

(b) to drafi general provisions, as appropriate, concerning the nutritional 

aspects ofall foods; 

(c) to develop staridards, guidelines o~ related texts foir foods for special 

dietary uses, in cooperation with other committees where necessary; 

(d) to consider, amend if necessary, and endorse provisions on nutritional 

aspects proposed for inclusion Codex standards, guidelines and related texts. 

CODEX COMMITTEE ON COCOA PRODUCTS AND CHOCOLATE (CX-708) 

Host Government: S,vitz;erland 

Sessions: 

Ist 

2nd 

3rd 

4th 

5th 

6th 

7th 

8th 

9th 

1 Oth 

l Ith 

1 2th 

13th 

1 4th 

1 5th 

1 6th 

1 7th 

1 8th 

1 9th 

Neuch^atel, 5-6 November 1 963 

Montreux, 22-24 April 1964 

Ztirich, l0-12 March 1965 

Beme, 15-17 March 1966 

Lugano, 9-12 May 1967 

Montreux, 2-5 July 1968 

Horgen, (Znrich), 23-27 June 1 969 

Luceme, 29 June - 3 July 1970 

Neuch^atel, 27 September - I October 1971 

Lausame, 7-1 1 May 1973 

Z-firich, 2-6 December 1 974 

Bienne, I -5 November 1976 

Aarau, 2-6 April 1 979 

Lausanne, 21-25 April 1980 

Neuch^atel, 29 March - 2 April 1982 

Thun~ 30 September - 2 October 1996 

Berne, 1 6-18 November 1 998 

Fribourg, 2-4 November 2000 

Fribourg, 3-5 October 2001 

Adjourned sine die 

Terms ofreference: 

To elaborate world wide standards for cocoa products and chocolate. 
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委託事項：

（a）「委員会」から当部会に指示された特定の栄養上の問題を研究し、また「委員会」に対して

一般的な栄養面に関するアドバイスを行う。

（b）すぺての食品の栄養面に関する規定案を作成する。

（c）適宜、他の部会と協力して、特殊用途食晶の規格、ガイドライン及び関連書類を作成する。

（d）食品規格部会及び全般問題規格部会に、当該部会が責任を有する規格の中の栄養面について

勧告する。さらに、この目的のためのガイドラインを作成する。

（e〉栄養面に関する事項で国際食品規格に含めるべきとの提案を受けた案件にっいて規定を検

討し、必要であれば修正し、かっ承認する。

ココア製品・チョコレート規格部会（CX－708）

主催国：スイス

1stNeuchatel，5－6November1963

2ndMontreux，22－24Apri11964

3rdZ血ich，10－12March1965

4血Beme，15－17単arcM966

5旺ugano，9－12May1967

6血Montreux，2－5July1968

7thH：orgen，（Z血匿ich），23－27June1969

8血Luceme，29June－3July1970

9thNeuchate1，27September－10ctober1971

10血Lausame，7－11May1973

11thZIまrich，2－6December1974

12血Bieme，1－5November1976

13thAarau，2－6Apri11979

14thLausa皿しe，21－25Apガ11980

15血Neuchate1，29Malch－2Apri11982

16th　Thun，30September－20ctober1996

17血Beme，16－18November1998

18血Fhbourg，2－4November2000

19血Fribourg，3－50ctober2001

無期休会
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CODEX COMMITTEE ON SUGARS (CX-710) 

Host Gbvernment: United Kl'ngdom 

Sessions: 

Ist 

2"d 

3:d 

4th 

5th 

6th 

7th 

London, 3-5 March 1964 

London, 24 March 1965 

London, 1-3 March 1966 

London, 18-21 April 1967 

London, lO- 12 September 1968 

London, 19-22 March 1974 

London, 9-1 1 February 2000 

AdjourrLed sine die 

Terms ofreference: 

To elaborate world wide standards for all types of sugars and sugar products. 

CODEX COMMITTEE ON PROCESSED FRUITS AND VEGETABLES (CX-713) 

Host Government.･ United States ofAmerica 

Sessions: 

1*t 

2nd 

3rd 

4th 

5th 

6th 

7th 

8th 

,9th 

10th 

1 Ith 

1 2th 

1 3th 

14th 

l 5th 

16lh 

1 7th 

1 8th 

Washington, D.C., 29-30 May 1964 

Rome, 8-1 1 June 1965 

Rome, 6-10 June 1966 

Washington, D.C., 19-23 June 1967 

Washington, D.C., 13-17 May 1968 

Washington, D.C., 12-16 May 1969 

Washington~ D.C., 1-5 June 1970 

Washington, D.C., 7-1 1 June 1971 

Washington, D.C., 12-16 June 1972 

WashingtorL, D.C., 21-25 May 1973 

Washington, D.C., 3-7 June 1 974 

Washington. D.C., 19-23 May 1975 

Washington, D.C., 9-13 May 1977 

Washington, D.C., 25-29 September 1978 

Washington~ D.C., 17-21 March 1980 

Washington, D.C., 22-26 March 1982 

Washington, D.C., 13-17 February 1984 

Washington, D.C., 10-14 March 1986 
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委託事項：ココア製品及びチョコレートの世界規模規格を作成する。

糖類規格部会（CX－710）

主催国：イギリス

1stLondon，3－5March1964

2ndLondon，2－4March1965

3rdLondon，1－3March1966

4出Lo盤do旦，18－21Apri11967

5血London，10－12September1968

6血London，19－22March1974

7血London，9－11Febnユary2000

△
本休期無

委託事項：全種類の砂糖及び砂糖製晶の世界規模規格を作成する。

加工果実・野菜規格部会（CX－713）

主催国：アメリカ

1stWashington，D。C、，29－30May1964

2ndRome，8－11J㎜．e1965

3rdRome，6－10June1966

4血Washington，D．C、，19－23J㎜e1967

5血Washington，D，C。，13－17May1968

6血Washington，D．C．，12－16May1969

7血Washington，D．C．，1－5June1970

8血Washington，D。C．，7。11June1971

9伍Washington，D。C。，12－16June1972

10血Washington，D．C．，21．25May1973

11血Was㎞gton，D．C．，3－7Jme1974

12血Washington，D。C．，19－23May1975

13山Wash㎞gton，D．C。，9・13M4y1977

14血Washinぎon，D。C．，25－29September1978

15血Washington，D．C。，17－21March1980

16血Washington，D。C。，22－26March1982

17血Washington，D．C。，13－17Febm鰐1984

18血Washington，D．C．，10．14March1986
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l 9th 

20th 

21*t 

Washington, D.C., 16-20 March 1998 

Washington, D.C., 1 1-15 September 2000 

San Antonio, Texas, 23-27 September 2002 

Terms of reference: 

To elaborate world wide standards for all types of processed fruits and, 

vegetables including dried products, camed dried peas and beans, jams and 

jellies, but not dried prunes, or fruit and vegetable juices. The Commission has 

also allocated to this Committee the work of revision of standards for quick 

frozen fruits and vegetables (see page 138). 

CODEX CO~nuITTEE ON FATS AND OILS (CX-709) 

Host Government: United Kingdom 

Sessions : 

Ist 

2"d 

3rd 

4th 

5th 

6th 

7th 

8th 

9th 

1 Oth 

1 Ith 

1 2th 

13th 

1 4th 

1 5th 

1 6th 

l 7th 

1 8th 

London, 25-27 February 1 964 

London, 6-8 April 1 965 

Londor~ 29 Mdrch - I April 1966 

London, 24-28 April 1 967 

Londor~ 16-20 September 1968 

Madrid, 17-20 November 1969 

London, 25-29 March 1 974 

London, 24-28 November 1 975 

London, 28 November - 2 December 1 977 

London, 4-8 December 1 978 

London, 23-27 June 1980 

London, 19-23 April 1982 

London, 23-27 February 1 987 

London, 27 September - I October 1993 

London, 4-8 November 1 996 

London, 8-12 March 1999 

London, 19-23 February 2001 

London, 3-7 February 2003 

Terms ofreference: 

To elaborate world wide standards for fats and oils 

marine origin including margarine and olive oil. 

of animal, vegetable and 
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19血Washin衷onラD．C．，16－20March1998

20血Wash血瑛・ゆC・・！1－15September2qOO

21st　San　Antonio，Texas，23－27September2002

委託事項：全種類の加工果実及び野菜の世界規模規格を作成する。これには、乾燥製品、乾燥え

んどうとビーンズの缶詰、ジャム及びゼリーを含むが、乾燥すももあるいは果実ジュース並びに

野菜ジュースは含めない。「委員会」はまた、当部会に急速冷凍果実及び野菜の規格改訂の作業

を委託した（P．138参照）

油脂規格部会（CX－709）

主催国。イギリス

1stLondon，25－27Febnla可1964

2ndLondon，6－8Apdl1965

3rdLondon，29March。1Apri11966

4出London，24．28Aph11967

5th　London，16－20September1968

6血Ma面d，17－20November1969

7血London，25－29March1974

8血London，24－28November1975

9th　Lon（lon，28November－2December1977

10血London，4－8December1978

11th　London，23－27June1980

12thLondon，19－23April1982

13血London，23－27Febma【y1987

14血London，27September－10ctober1993

15血London，4－8November1996

16血London，8－12March1999

17重h　London，19－23Februεぼy2001

18血London，3－7Febma靱2003

委託事項：動物性、植物性の油脂及び海産起原の油脂の世界規模規格を作成する。これには、マ

ーガリン及びオリーブ油を含める。
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CODEX CO~~ITTEE ON MEAT (CX-717) 

Host Government: Federal Republic of Germany 

Sessions: 

1*t 

2nd 

3:d 

4th 

5th 

6th 

7th 

Kuhn:bach, 28-30 October 1965 

Kulnibach, 5-8 July 1966 

Kuhal:bach, 15-17 November 1967 

Kulrn:bach, 1 8-20 June 1 969 

Bonn, 16-20 November 1970 

Kulmbach, I -5 November 197 l 

Kulmbac~ 25-29 June 1973 

Dissolved by the 16lh session of the Colmnission in 1985. 

Tems ofreference: 

To elaborate world wide standards and/or descriptive texts and/or codes of 

practice as may seem appropriate for the classification~ description and grading 

of carcasses and cuts of beef, veal, mutton, Iamb and pork. 

CODEX COMMITTEE ON MEAT HYGIENE (CX-723) 

Established as the Codex Committee on Meat Hygiene by the 8th session of the 

Codex Alirnentarius Commission (197 1). The terms of reference and the name 
of the Conmittee were amended by the 24th session of the Commission (200 Ith) 

to include poulty. The specific reference to poulty was removed by the 26 

Session of the Commission (2003). 

Host Go vernment: Nav Zealand 

Sessions: 

Ist 

2nd 

3!d 

4th 

5th 

6th 

7th 

8th 

9th 

London, l0-15 April 1972 

London, 18-22 June 1973 

London, 25-29 November 1 974 

London, 18-22 May 1981 

London, 1 1-15 October 1982 

Rome, 14-18 October 1991 

Rome, 29 March - 2 April 1993 
Wellingion, 1 8-22 February 2002 

Wellington, 17-21 February 2003 
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食肉規格部会（CX－717〉

主催国：ドイツ

1stKu㎞b統ck，28－300ctober1965

2ndKu㎞bach，5－8July1966

3rdKu㎞bach，15－17November1967

4血憩旦h豊必ach，18－20」1皿e1969

5血Bom，16－20November1970

6thKu㎞bach，1－5November1971

7血Ku㎞bach，25－29J㎜e1973

1985年の第16回食品規格委員会で解散した。

委託事項：肉牛、肉用仔牛、羊、仔羊及び豚の屠体並びにそれらのカット肉の分類、記述及び格

付けに対して適当と思われる世界規模規格及び／または記述的文書原び／または取扱い規範を

作成する。

食肉衛生規格部会（CX－723）

コーデックス食品規格委員会の第8回会議（1971年〉において食肉衛生規格部会として設置された。

委託事項及び部会の名称は、2001年の第24回会議において食鳥肉を含んだものに変更された。

食鳥肉に関する特定の委託事項は、2003年の第26回会議において削除された。

主催国：ニュージーランド

1就London，10－15Aph11972

2皿d　Lon（10n，18－22June1973

3rd　London，25－29November1974

4血London，18－22May1981

5th　Lon（10n，11－150ctober1982

6th　Rome，14－180ctober1991

7血Rome，29March－2April1993

8血Wellington，18－22Febnlary2002

9血Wellin導on，17－21Febru町2003
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Terms ofreference: 

To elaborate world-wide standards and/or codes of practice as appropriate for 

meat hygiene. 

CODEX COMMITTEE ON PROCESSED MEAT AND POULTRY PRODUCTS 
(CX-72 1) 

Host Gb vernment: Denmark 

Sessions: 

Ist 

2nd 

3rd 

4th 

5th 

6th 

7th 

8th 

9th 

1 Oth 

1 Ith 

l 2th 

13th 

1 4th 

1 5th 

Kulmbach, 4-5 July 1966 

Copenhagen, 2-6 October 1 967 

Copenhagen, 24-28 June 1 968 

Copenhagen, 9-13 June 1 969 

Copenhagen, 23-27 November 1 970 

Copenhagen, 17-21 April 1972 

Copenhagel~ 3-7 December 1 973 

Copenhagen, 10-14 March 1975 

Copenhagen, 29 November - 3 December 1 976 

Copenhagen, 20-24 November 1 978 

Copenhagen, 22-26 September 1 980 

Copenhagen, 4-8 October 1982 

Copenhagen, 23-26 October 1984 

Copenhagen, 12-16 September 1988 

Copenhagen, 8-12 October 1990 

Abolished by the 23!d Session of the Comnrission (1999). 

Terms ofreference: 

To elaborate world wide standards for processed meat products, 

consumer packaged meat, and for processed poulty meat products. 

CODEX COMMITTEE ON FISH AND FISHERY PRODUCTS (CX-722) 

Host Government: Norway 

Sessions: 

Ist Bergen, 29 August - 2 September 1966 
2~d Bergen, 9-13 October 1 967 
3rd Bergen, 7-1 1 October 1968 
4th Bergen, 29 September 8 - October 1969 

including 
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委託事項：食肉衛生に関し七適当と思われる世界規模規格及び／または取扱い規範を作成する。

加工食肉・食鳥肉製品規格部会（CX．721）

主催国：デンマーク

1st　Ku㎞bach，4－5July1966

2簸d　Copenhagen，2－60ctober1967

3ra　Copenhagen，，24－28J肥e1968

4th　Copenhagen，9－13June1969

5血Copenhagen，23－27November1970

6血Copenhagen，17－21Apri11972

7thCopenhagen，3－7December1973

8血c・penhagen，10－14M：鉱ch1975

9血Copenhagen，39November－3December1976

10血Copenhagen，20－24November1978

11血Copenhagen，22－26September1980

12伍Copenhagen，4－80ctober1982

13血Copenhagen，23－260ctober1984

14出Copenhagen，12－16September1988

15血C・pe血agen，8－120ct・berl990

1999年の第23回食品規格委員会で解散した。

委託事項：消費者用包装済食肉を含む加工食肉製品及び加工食鳥肉製品の世界規模規格を作成す

る。

魚類・水産製品規格部会（CX－722）

主催国：ノルウエー

1stB“rgen，29August－2September1966

2ndBergen，9－130ctober1967

3rdBergen，7－110ctober1968

4thBergen，29September8－October1969

5血Bergen，5－100ctober1970

6thBergen，4－80ctober1971

7出Bergen，2－70ctober1972

8色Bergen，1－60ctober1973
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5th 

6th 

7th 

8th 

9th 

1 Oth 

1 Ith 

1 2th 

1 3th 

1 4th 

l 5th 

16th 

1 7th 

1 8th 

19th 

20th 

21*t 

22'd 

23rd 

24th 

25th 

Bergen, 5-10 October 1970 

Bergen, 4-8 October 1971 

Bergen~ 2-7 October 1972 

Bergen, 1-6 October 1973 

Bergen, 30 September - 5 October 1974 

Bergen, 29 September - 4 October 1975 

Bergen, 27 September - 2 October 1976 

Bergen, 3-8 October 1977 

Bergen, 7-1 1 May 1979 

Bergen, 5-10 May 1980 

Bergen, 3-8 May 1982 

Bergen, 7-11 May 1984 

Oslo, 5-9 May 1986 

Bergen, 2-6 May 1988 

Bergen~ 11-15 June 1990 

Bergen, 1-5 June 1992 

Bergen, 2-6 May 1994 
Bergen, 6-10 Ivl:ay 1996 

Bergen, 8-12 June 1998 

Alesund, 5-9 June 2000 

AlesuntL 3-7 June 2002 

Terms of reference: 

To elaborate world wide standards for fresh, frozen (including quick frozen) or 

otherwise processed fish, crustaceans and molluscs. 

CODEX COMMITTEE ON EDIBLE ICES (ex-724) 

Host Government: Sweden 

Sessions : 

1*t Stockholm, 18-22 February 1974 
2'd stockholrn, 23-27 June 1975 

3rd Stockholm, 1 1-15 October 1976 

Abolished by the 22'd Session of the Commission 1 997. 

Terms of referen ce: 

To elaborate world wide standards as appropriate for all types of edible ices, 

including mixes and powders used for their manufacture. 
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9血Bergen，30September縣50ctober1974

10血Bergen，29september廟4Qctober1975

11thBergen，27September－20ctober1976

12血Bergen，3－80ctober1977

13血Bergen，7－11May1979

14血Bergen，540May1980

15血Bergen，3－8May1982

16血Bergen，7－11May1984

17伍Oslo，5－9May1986

18血Bergen，2－6May1988・

19血Bergen，11－15June1990

20thBergen，1－5June1992

21stBergen，2－6May1994

22ndBergen，6－10May1996

23rdBergen，8－12June1998

24血Alesund，5－9June200q

25血Alesund，3－7June2002

委託事項：生鮮、冷凍（急速冷凍を含む）またはその他の加工した魚、甲殻類及び軟体動

　　　　　　　　物の世界規模規格を作成する。

食用氷規格部会（CX－724）

主催国：スウェーデン

1就Stoc㎞o㎞，18－22Febm町1974

2且dStockho㎞，23－27June1975

3τdStockho㎞，11－150ctober1976

1997年の第22回食品規格委員会で解散した。

委託事項：全種類の食用氷及びそれらを製造するのに使用されるミックス類及びパウダー類の世

界規模規格を作成する。
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CODExCoMM皿TEEoN　SoUPSANDBROTHS（CX廓726）

1海餌（ヌoり82””昭撹35”3ま吻87血”4

3ε欝加π醒

　　　　1st

　　　　2nd

Benユe，3－7November1975　－

St．Gallen，741November1977

Abolishedbythe24出Sessionofthe　Commission2001

距””547ψκ麗28

To　elaborateworld．wide　standards　fbr　soups，broths，bou皿ons　and　consomm6s．

CoDExCoM㎎TTEEoNCEREALS，P肌SESANDLEGu：MEs（CX－729）

石ω5∫Go惚御”2ε撹30初池4蕊敏多冨の「1盟御εガ6σ

3ε∬50π醍

鏡
加
旭
出
血
血
出
血
血

1
2
3
4
5
6
7
8
9

Washington，D．C．，24－28March1980

Washington，D』C．，27Apd1－1May1981

Was舳1gton，D．C、，25－290ctober1982

W謝血gton，D．C．，24－28September1984

Wasl血gton，D．C。，17－21M訂ch1986

Washington，D．C。，24－280ctober1988

Washington，D．C．，22－260ctober1990

Washington，D．C．，26－300ctober1992

Was㎞gton，D．C．，310ctober－4November1994

　　　　A両oumeds加ε4∫ε．

艶7物5のケψκπ683

To　elaborate　world　wide　standards　and／or　codes　of　practice　as　may　be

apPropriate長）r　cerea】ls，pulses，1egumes　and血eir　produc旛。

CoDExCoMMHTEEoNVEGETA肌EPRoTEINs（CX－728）

勘舘Goり87”躍8躍爵　c乙㎜48

Sε∬‘o”513

　　　　1st

　　　　2且d

　　　　3皿

Ottawa，3－7November1980
0ttawa，1－5Malch　I983

0ttawa，6－10Feb磁ry1984

ブ25
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スープ・ブロス規格部会（CX－726〉

主催国：スイス

1stBeme，3－7November1975

2nd　St　GaIIen，7－11November1977

2001年の第24回食品規格委員会で解散した。

委託事項：スープ類、ブロス類、ブイヨン類及びコンソメ類の世界規模規格を作成する。

穀類・豆類規格部会（CX－729）

主催国：アメリカ

1stWashington，D．C．，24－28March1980

2鼓dWashington，D．C．，27April－1May1981

3rdWashin瑛on，D．C。，25－290ctober1982

4甑Washington，D。C。，24－28September1984

5出Washington，D．C．，玉7－21March1986

恥wash血導・ゆ£．，2牛286ct・ber1988

7血Washington，b．C．，22－260ctober1990

8血Washington，D．C．，26－300ctober1992

9血Washington，D．C．，310c重ober－4November1994

無期休会

委託事項：適宜、穀類、豆類及びそれらの製品の世界規模規格及び／または取扱い規範を作成す

る。

植物タンパク規格部会（CX－728）

主催国：カナダ

1就Ottawa，3－7November1980

2ndOttawa，1－5March1983

3rdOttawa，6－10Febmary1984
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4th 

5th 

Havana, 2-6 February 1987 

Ottawa, 6-10 February 1989 

Adjourned sine die. 

Tems of reference: 

To elaborate defini'tions and world wide standards for vegetable protein 

products derivimg from any member of the plant kingdom as they come into use 

for hurnan consumption, and to elaborate guidelines on utilization o f such 

vegetable protein products in the food supply system, on nutritional 

requirements and safety, on labelling and on other aspects as may seem 
ap pro priate . 

CODEX COMMmEE ON FltEsH FRIIITS AND VEGETABLES (CX-731) 

Established by the 17th session of the Commission (1987) as the Codex 

Committee on Tropical Fresh Fruits and Vegetables. Its name and Terms of 
Reference were 'amended by the 21*t Session of the Commission (1995). 

Host Government: Medco 

Sessions: 

let 

2~d 

3:d 

4th 

5th 

6th 

7th 

8th 

9th 

1 oth 

Mexico City, 6-10 June 1988 

Mexico City, 5-9 March 1990 

Mexico City, 23-27 September 1 99 1 

Mexico City, 1-5 February 1993 

Mexico City, 5-9 September 1994 

Mexico City, 29 January - 2 February 1 996 

Mexico City, 8-12 September 1997 

Mexico City, 1-5 March 1999 

Mexico City, 9-13 October 2000 

Mexico City, l0-14 June 2002 

Terms ofReference: 

(a) to elaborate world wide standards and codes of practice as may be 

appropriate for fresh fruits and vegetables; 

(b) to consult with the UN/ECE Working Party on Standardization of 
Perishable Produce in the elaboration of world wide standards and codes of 

1 26 
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4血Havana，2－6February1987

5血Ottawa，6－10Febmary1989

ム
諏休期無

委託事項：人間の摂取に使用されてきた植物源に由来する植物タンパク食晶の定義及び世界規模

規格を作成ずる。さらに、食品供給システムにおける植物タンパク食品の利用に関するガイドラ

イン、栄養の基準並びに安全性に関するガイドライン、表示に関するガイドライン及び適当と思

われる他の面に関するガイドライを作成する。

生鮮果実・野菜規格部会（CX－731）

「委員会」の1987年の第17回会議において熱帯生鮮果実・野菜規格部会として設置された。そ

の名称及び委託事項は、1995年の第21回会議までに変更になっている。

主催国：メキシコ

1slMexicoCity，6－10June1988

2ndMexico　City，5－9March1990

3rdMexico　Ci鯉，23－27S6ptember1991

4血Mexico　City，1－5February1993

5出MexicoCity，5－9September1994

6血Mexico　City，29Januay－2Februa可1996

7血Mexico　City，8－12September1997

8血Mexico　City，1－5March1999

9血Mexico　City，9－130ctober2000

10伍Mexico　City，10－14Jme2002

委託事項：

（a）生鮮果実及び野菜に対して適当と思われる世界規模規格及び取扱い規範を作成する。

（b）世界規模規格及び取扱い規範の作成に当たっては、腐敗しやすい製品の規格化作業を行う

U：N／ECE作業パーティと、とりわけ規格または取扱い規範の重複がないこと並びにそれらが同様

の広範な書式に従うことを保証する点に関して協議する。25
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practice with particular regard to ensuring that there is no duplication of 
standards or codes of practice and that they follow the same broad forma~5. 

(c) to consult, as necessary, with other intemational orgariizations which are 

active in the area of standardization of ftesh fruits and vegetables. 

CODEX COMMITTEE ON MILK AND MILK PRODUCTS (CX-703) 

Host Go vernment: Nav Zealand 

Sessions: 

Ist 

2nd 

3:d 

4th 

5th 

Rome, 28 November - 2 December 1994 

Rome, 27-3 1 May 1996 

Montevideo (Uruguay), 1 8-22 May 1998 

Wellington, 28 February - March 2000 

Wellington, 8-12 April 2002 

Terms of referen ce: 

To elaborate world-wide standards, codes and related texts for milk and milk 

products . 

25 The Working Party on Standardization of Perishable Produce of the United 

Nations Economic Commission for Europe: 

1 . may recommend that a world wide Codex standard for ffesh fiuits and 

vegetab les should be elaborated and submit its recommendation either to the 

Codex Committee on Fresh Ftuits and Vegetables for consideration or to the 

Commission for approvak 

2. may prepare '~roposed drafi standards" for fresh fruits or vegetables at the 

request of the Codex Committee on Fresh Fruits and Vegetables or of the 
Commission for distri'bution by the Codex Secretariat at Step 3 of the Codex 

Procedure, and for further action by the Codex Committee on Fresh Fruits and 

Vegetables; 

3 . may wish to consider "proposed drafi standards" and "drafi standards" for 

fresh fruits and vegetables and transmit comments on them to the Codex 

Committee on Fresh Fruits and Vegetables at Steps 3 and 6 of the Codex 

Procedure; and 

4. may perfonn specific tasks in relation to the elaboration of standards for 

fresh frui'ts and vegetables at the request of the Codex Committee on Fresh Fruits 

and Vegetables. 

Codex "proposed draft standards" and "draft standards" for fi:esh fruits and 

vege'iables at S'teps 3 and 6 of the Codex Procedure should be submitted to the 

IJN/ECE Secretariat for obtainirLg comments. 
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（c）必要であれば、生鮮果実及び野菜に関する規格化の分野で活動している他の国際機問と協議

する。

乳・乳製品規格部会（C藩703）

主催国：ニュージーランド

1st：Rome，28NFovember－2December1994

2ndRome，27－31May1996

3rdMontevideo（Uruguay），18－22May1998

4血Wellington，28Febmary－March2000

5血Wellington，8－12Aphl2002

委託事項：乳及び乳製品に関する国際的な規格、規範及び関連文書を作成する。

25：腐敗しやすい製品の規格化作業を行うUNIECE（国連欧州経済委員会）の作業パーティは：

　1．生鮮果実及び野菜のための世界規模食品規格が作成されるよう勧告できる。さらに、その勧告

　を、検討のため生鮮果実・野菜規格部会、または承認のため「委員会」に提出することができる。

2．生鮮果実1野菜規格部会あるいは「委員会」の要請に応じて、コーデックス手緯きのStep3での

コーデックス事務局による配布、さらに生鮮果実・野菜規格部会による、さらなる手続きをとるた

めに、生鮮果実・野菜に関する「提案規格草案」を作成することができる。

3．生鮮果実及び野菜に対する「提案規格草案」及び「規格草案」の検討を期待し、コーデックス

手続きのStep3及び6でそれらの規格草案に関する意見を生鮮果実・野菜規格部会に伝達することが

できる。

4．生鮮果実及び野菜の規格作成に関して、生鮮果実・野菜規格部会の要請に応じて特定の任務を

遂行することができる。

コーデックス手続きのStep3及び6における生鮮果実及び野菜のための「提案規格草案」及び「規格

草案」は、コメント要請のためUN；ECE事務局に提出されなければならない。
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CODEX C ouMITTEE ON NATURAL MINEl~L WATms (CX-7 1 9) 

The Committee was established by the Commission as a Regional (European) 

Codex Committee, but has since been allocated the task of elaborating world-

wide standards for natural mineral waters and bottled (packaged) water other 

than natural mineral water. 

Host Go vernment: S~vitz:eriand 

Sessions: 

Ist 

2'd 

3:d 

4th 

5th 

6th 

7th 

Badan/Aarzan, 24-25 February 1 966 

Montreux, 6-7 July 1 967 

Bad Ragaz, - 9 May 1968 

Vienna, 12-13 June 1972 

Thun, 3-5 October 1996 

Beme, 19-21 November 1998 

Fribourg, 30 October - I November 2000 

AdjourtLed sine die. 

Tems ofreference: 

To elaborate regional standards for natural mineral waters. 

AD HOC CODEXINTERGOVERNMENTAL TASKFORCES 
UNDER RULE X.1(B)(1) 

AD HOCCODEX INTERcovaRr~ENTAL TASK FORCE ON FRUIT AND 
VEGETABLE JUICES (CX~O1) 

Host Government: Brazil 

Sessions: 

Ist Brasilia, 1 8-22 September 2000 

2*d Rio de Janeiro, 23-26 April 2002 

3rtl Salvador (Bahia), 6 - 10 May 2003 

Terms of Referen ce: 

The ad hoc Task Force shall: 

(a) revise and consolidate the existing Codex standards and guidelines for 

fiuit and vegetable juices and related products, giving preference to general 

standards ; 
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ナチュラルミネラルウォ｝ター規格部会（CX－719）

主催国：スイス

1stBadan／Aarzan，24－25：Febmary1966

2蝕dMonなeux，6－7July1967

3fdBadRagaz，一9May1968

4血Viema，12－13June1972

5血Th㎜，3－50ctober1996

6血Beme，19－21November1998

7thFribourg，300ctober－1November2000

無期休会

委託事項：ナチ斗ラルミネラルウォーターの地域規模規格を作成する。

食品規格委員会手続き規定X．1（B）（1）に基づく政府間特別部会

果汁及・野菜ジュースに関する政府間特別部会（CX－801）

主催国：ブラジル

1stBrasilia，18－22September2000

2ndRio4e　Janeiro，23－26Apri12002

3rdSalvador（Bahia），6－10May2003

委託事項：当特別部会の委託事項は次の通りとする。

（a）果汁、野菜ジュース及び関連商品に関する既存の国際食品規格及びガイドラインを改訂統合

し、その際には一般原則を優先的に考慮しながら作業する。
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(b) revise and up-date the methods of analysis and sampling for these 
products; 

(c) complete its work prior to the 28th s~ssion of the Commission (2005). 

AD HOCCODEX l~~TERCOVERNMENTAL TASK FORCE ON FOODS DERIVED 
FROM BIOTECHNOLOGY (CX-802) 

Host Government: Japan 

Sessions: 

Ist chiba, 14-17 March 2000 
2~d chiba, 25-29 March 2001 

3rd Yokohama, 4-8 March 2002 
4th Yokohama, 1 1-14 March 2003 

Dissolved by the 26th Session of the Comrmssron (2003) upon compleuon of Its 

mandate. 

Objectives 

To develop standards, guidelines or recommendations, as appropriate, for foods 

derived from biotechnology or traits introduced into foods by biotechnology, on 

the basis of scientific evidence, risk analysis and having regar(~ where 
appropriate , to other legitirnate factors relevant to the health o f consuners and 

the promotion of fair trade practices. 

Timeframe 

The Task Force shall complete its work within four years. The Task Force 
should first submit a preliminary report to the Commission in 200 1 , a mid-term 

report, where appropriate, to the Executive Committee in 2002, and a full report 

in 2003 . 

Terms ofReference 

(a) To elaborate standards, gnidelines, or other principles, as appropriate, for 

foods derived from biotechnology; 

(b) To coordinate and closely collaborate, as necessary, with appropriate 

Codex Committees wirthin their mandate as relates to foods derived from 

biotechnology; and 

(c) To take full account of existing work carried out by national authorities, 

FAO , WHO , other international organizations and other relevant intemational 

fora. 

1 29 
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（b）前述の商品の分析方法及びサンプグング方法を改訂及び更新する。

（c）当特別部会の作業は、2005年28回食品規格委員会までに終えるものとする。

バイオテクノロジー応用食品に関する政府間特別部会（CX－802〉

主催国：目本

1stChiba，14－17March2000

2豆dChiba，25－29March2001

3rdYokohama，4－8March2002

4血Yokohama，11－14March2003

当該目的事項完了のため、2003年の第26回食品規格委員会で解散した。

目的：科学的証拠、リスク分析、必要であれば消費者の健康に関する法的要因並びに公正な貿易

慣行の促進に考慮し、バイオテクノロジー応用食品に関する規格、ガイドライン又は勧告を作成

する。

作業期問：当特別部会はその作業を4年以内に終了させる。当特別部会はまず2001年に食品規格

委員会に予備報告を提出し、必要であれば2002年に執行委員会あてに中間報告を提出し、2003

年に最終報告を提出する。

委託事項：

（a）適宜、バイオテクノロジー応用食品に関する規格、ガイドライン及びその他原則を作成す

る。

（b）必要であれば、バイオテクノロジー応用食品に関連する適当な食品規格部会と綿密に連携協

力し、それらの任務とのすりあわせを行う。

（c）各国の政府機関、FAO、WHO、その他機関及び関連国際司法によって遂行中の作業を全て考

慮する。
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AD HOCCODEX IrtTERCOVERNMENTAL TASK FORCE ON ANIl~L FEEDING 

(CX-803) 

Host Governments Denmark 

Sessions: 

Ist Copenhagen, 13-15 June 2000 

2"d coperihagen, 19-21 March 2001 

3rd Copenhagen, 17-20 June 2002 

4th copenhagen, 25-28 March 2003 

Objectives 

With the airrL of ensuring the safety and quality of foods of animal origin, the 

Task Force should develop guidelines or standards as appropriate on Good 

~timal Feeding practices. 

Time Frame 

The Task Force shall complete its work within four years. The Task Force 
should fnst submit a preliminary report to the Commission in 200 1 and a fiill 

report in 2003. 

The mandate of the Task Force was extended by one year by the 26th session of 

the Commission (2003) in order to allow completion of its work. 

Tems ofReference 

(a) To complete and extend the work already done by relevant Codex 
Colmoittees on the Drafi; Code of Practice for Good Aihnal Feeding. 

(b) To address other aspects which are important for food safety, such as 

problems related to toxic substances, pathogens, naicrobial resistance, new 

technologies, storage, control measures, tuceability, etc. 

(c) To take full account of and collaborate with, as appropriate, work carried 

out by relevant Codex Comnrittees, and other relevant international bodies, 

including FAO, waO, OIE and IPPC. 
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動物用飼料に関する政府間特別部会（CX．803）

主催国：デンマーク

1st　Copenhagen，13－15June2000

2ndCopenhagen，19－21March2001

3rd　Copenhagen，17－20June2002

4血Copenhagen，25－28March2003

目的：動物性起源の食品の安全性及び品質を保証するため、必要であれば適正農業規範に則り、

当特別部会はガイドライン又は規格を作成する。

作業期間：当特別部会はその作業を4年以内に終了させる。当特別部会はまず2001年に食品規格

委員会に予備報告を提出し、2003年に最終報告を提出する。

当特別部会の委託期間は、当該作業を完了させるため、2003年第26回食品規格委員会において1

年延長された。

委託事項：

（a）既に関連する食品規格委員会の部会で作成された適正動物用飼料の使用に関する取扱い規

範草案を完了及び改良する。

（b）毒性物質、病原体、微生物の抵抗、新たなテクノロジー、保管、管理方法、トレーサビリテ

ィ等、食品の安全性に関してその他重要と思われる事項について喚起する。

（c）適宜、関連する食品規格委員会の部会及びFAO・WHO・OIE・IPPCを含むその他国際機関に

よって遂行中の任務を全て考慮する。
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SUBSIDIARY BODIES UNDER RULEX.1(B)(II) 

FAO/WHO COORl)INATING COMMrrTEE FOR AFlucA (CX-707) 

Membership: 

Membership of ~he Connnittee is open to all Member Nations and Associate 

Members of FAO and/or WHO which are members of the Codex Alimentarius 

Commission, within the geographic location ofAfrica. 

Terms ofreference: 

(a) defmes the problems and needs of the region conceming food standards 

and food control; 

,(b) promotes within the Committee contacts for the mutual exchange of 
iniormation on proposed regulatory initiatives and prob lems arising fi:om fo od 

oontrol and sfmulates the strengthening of food control infrastructures; 

(c) recommends to the Commission the development of world wide standards 

for products of interest to the region, including products considered by the 

Committee to have an internatipnal market potential in the future ; 

(d) develops regional standards for food products moving exclusively or 

almost exclusively in intra regional trade; 

(e) draws the attention of the Commission to any aspects of the Commission's 

work of particular significance to the region; 

(O promotes coordination of all regional food standards work underta:ken by 

international governmental and non-governmental organizations within the 

region; 

(g) exercises a general coordimating role for the region and such other 

functions as may be entrusted to it by the Commission; 

(h;) promotes the acceptance of Codex standards and maximum limits for 

residues by member countries. 

Sessions: 

l*t Rome, 24-27 June 1974 
2~d Accra, 15-19 September 1975 

3!d Accra, 26-30 September 1977 

4th Dakar, 3-7 September 1979 

5th Dakar, 25-29 May 198 1 
6th Nairobi, 3 1 October - 5 November 1983 

7th Nairobi, 12-18 February 1985 
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食品規格委員会手続き規定X．1（B）（皿）に基づく政府間特別部会

アフリカ地域調整委員会（CX－707）

加盟資格：当委員会は、アフリカ地域内にある食品規格委員会加盟国でFAO及び／またはWHO

のすべ七の加盟国及び準加盟国に公開されている。

委託事項：

（a）この地域における食品規格及び食品管理の問題及び土一ズの輪郭をはっきり示す．

（b）提案された規制上の発議の作成及び食品管理から生じる問題に関する情報の相互交換のた

め、当委員会内の連絡を促進する。さらに、食品の管理基盤の強化を促進する。

（c）当委員会が、将来国際市場力を潜在的に有すると考えられる製品も含めて、この地域に利害

関係のある製品の世界規模規格の開発を「委員会」に勧告する。

（d）専らまたはほとんど専ら地域内貿易で移動している食品の地域規格を開発する。

（e）この地域に特に意義のある食品規格委員会の仕事のあらゆる面に、「委員会」の注意を喚起

する。

（Oこの地域内で、国際的な政府間及び非政府間機関によって着手されたすべての地域食晶規格

事業の調整を促進する。

（g）当地域に対する一般的な調整及び当委員会に「委員会」が委託できる他の機能を宥使する。

（h）加盟国によるコーデックス食品規格及び最大残留基準値の採択を促進する。

1stRome，24－27June1974

2ndAccra，15－19September　I975

3rdAccra，26－30September1977

4血Dakar，3－7September1979

5血Dakar，25－29May1981

6thNa虻obi，310ctober－5November1983

7thNairobi，12－18Febmary1985
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8th 

9th 

10th 

1 Ith 

12th 

13th 

14th 

l 5th 

Cairo, 29 November - 3 December 1 988 

Cairo, 3-7 December 1990 

Abuja, 3-6 November 1 992 

Abuja, 8-1 1 May 1995 

Harare, 1 9-22 November 1 996 

Harare, 3-6 November 1998 

Kampala, 27-30 November 2000 

Kampala, 26-29 November 2002 

FAO/WHO COORDINATING COMMITTEE FOR ASIA (CX-727) 

Membership: 

Membershr'p of the Conmittee is open to all Member Nations and Associate 

Members of FAO and/or WHO which are members of the Codex Alimentarius 

Commission, witbin the geognphic location ofAsia. 

Tems ofreferenee: 

(a) defines the problems and needs of the region concerning food standards 

and food control; 

(b) promotes within the Committee contacts for the mutual exchange o f 
information on proposed regulatory initiative s and problems aris ing from food 

control and stimulates the strengthening of food control infrastructures; -

(c) recommends to the Commission the development of world wide standards 

for products of interest to the region; including products considered by the 

Comolittee to have an intemational market potential in the future ; 

(d) develops regional standards for food products moving exclusively or 

almost exclus ively in intra regional ttade ; 

(e) draws the attention of the Commission to any aspects of the Commission's 

work of particular significance to the region; 

(D promotes c oordination of all regional food standards work undertaken by 

intemational governmental and non-governmental organizations within the 

region; 

(g) exercises a general coordinatug role for the region and such other 

fimctions as may be entrusted to it by the Cornmission; 

(h;) promotes the acceptance of Codex standards and max:murn limits for 

residues by member countries. 
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8血Cairo，29November－3December1988

9thCa丘o，3－7December1990

10血Ab両a，3－6November1992

11血Ab両a，8－11May1995

12血Harare，19－22November1996

13血Harare，3－6Ngvember1998

14thKampala，27－30November2000

15th　Kampala，26－29November2002

アジア地域調整委員会（CX－727）

加盟資格：当委員会は、アジア地域内にある食品規格委員会加盟国でFAO及び／またはW：HOの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドすべ⑫加盟国及び準加盟国に公開されている・　　　　　身

委託事項：

（a）この地域における食品規格及び食品管理の問題及び二一ズの輪郭をはっきり示す。

（b〉提案された規制上の発議の作球及び食品管理から生じる問題に関する情報の相互交換のた

め、当委員会内の連絡を促進する。さらに、食品の管理基盤の強化を促進する。

（c）当委員会が、将来国際市場力を潜在的に有すると考えられる製品も含めて、この地域に利害

関係のある製品の世界規模規格の開発をr委員会」に勧告する。

（d）専らまたはほとんど専ら地域内貿易で移動している食品の地域規格を開発する。

（e）この地域に特に意義のある食品規格委員会の仕事のあらゆる面に、・「委員会」の注意を喚起

する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（f）この地域内で、国際的な政府間及び非政府閲の機関によって着手されたすべての地域食品規

格事業の調整を促進する。

（g）当地域に対する一般的な調整及び当委員会に「委員会」が委託できる他の機能を行使する。

（h）加盟国によるコーデックス食品規格及び最大残留基準値の採択を促進する。
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Sessionss 

1*t 

2~d 

3ni 

4th 

5th 

6th 

7th 

8th 

9th 

1 Oth 

l Ith 

1 2th 

13th 

New Delbi, 10-16 January 1977 

Manila, 20-26 March 1979 

Colombo, 2-8 February 1982 

Phetchburi, 28 February - 5 March 1 984 

Yogyakarta, 8-14 April 1986 

Denpasar, 26 January - I February 1988 

Chiang-Mai, 5-12 February 1990 

Kuala Lumpur, 27-31 January 1992 

Beijing, 24-27 May 1994 

Tokyo, 5-8 March 1996 

Chiang Rai, 16-19 December 1997 

Chaing-Mai, 23-26 November 1 999 

Kuala Lumpur, 17-20 September 2002 

FAorwHO COORDINATING COMMITTEE FOR EUROPE (CX-706) 

Membership: 

This Committee is open to all Member Govermnents of FAO and/or WHO 
within the geographic area of Europe, including Israel, Turkey and the Russian 

Federation and its Chairperson is, ex officio, the Coordinator for Europe. 

Terms ofreference: 

(a) defines the problems and needs of the region concerning food standards 

and food control; 

(b) promotes within the Committee contacts for the mutual exchange of 
information on proposed regulatory initiatives and problems arising from food 

control and stimulates the strengthening of food control inftastructures; 

(c) recommends to the Commission the development of world wide standards 

for products of interest to the region, including products considered by the 

C ommittee to have an intemational market potential in the future ; 

(d) develops regional standards for food products moving exclusively or 
almost exclusively in intra regional trade; 

(e) draws the attention of the Commission to any aspects of the Commission's 

work of particular significance to the region; 

(O promotes coordination of all regional food standards work undertaken by 

intemational governmental and non-goveramental organizations within the 

region; 
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1stNewDelhi，10・16January1977

2ndManila，20－26March1979

3rd　Colombo，2－8Febr腿ary1982

4血Phetchburi，28Febma【y－5March1984

5血Yqgyakarta，8－14Apri11986

6血Denpasar，26Ja1皿aエy－1Febmary1988

7血Chiang－Mai，5－12Febmary1990

8th　Kuala　Lumpur，27－31Januaq／1992

9血Be麺ing，24－27May1994

10血Tokyo，5－8March1996

11血Chiang　Rai，16－19December1997

12血Chaing－Mai，23－26N’ovember1999

13血Kuala　Lumpur，1720September2002

ヨーロッパ地域調整委員会（CX－706）

加盟資格：当委員会は、イスラエル、トルコ及びロシアを含むヨー直ッパ地域内にあるFAO及び

／またはWHOのすべての加盟国政府に公開されている。当委員会の議長は、その職権によりヨ

ーロッパ調整官を兼ねる。

委託事項：

（a）この地域における食品規格及び食品管理の問題及び二一ズの輪郭をはっきり示す。

（b）提案された規制上の発議の作成及び食品管理から生じる問題に関する情報の相互交換のた

め、当委員会内の連絡を促進する。さらに、食品の管理基盤の強化を促進する。

（c）当委員会が、将来国際市場力を潜在的に有すると考えられる製品も含めて、この地域に利害

関係のある製品の世界規模規格の開発を「委員会」に勧告する。

（d）専らまたはほとんど専ら地域内貿易で移動している食品の地域規格を開発する。

（e〉この地域に特に意義のある食品規格委員会の仕事のあらゆる面に、

する。

「委員会」の注意を喚起

（Dこの地域内で、国際的な政府問及び非政府間の機関によって着手されたすべての地域食品規

格事業の調整を促進する。
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Subsidia,y bodies Codex Alimentartus Commission 

(g) exercises a general coordinating role for the region and such other 

ftinctions as may be entrusted to it by the Commission; 

(h) promotes the acceptance of Codex standards and maxirnum limits for 

residues by member countries. 

Sessions: 

Ist 

2nd 

3rd 

4th. 

5th 

6th 

7th 

8th 

9th 

1 oth 

1 Ith 

1 2th 

1 3th 

14th 

1 5th 

1 6th 

1 7th 

1 8th 

19th 

20th 

2lst 

22nd 

23rd 

Berne, 1-2 July 1965 

Rome, 20 October 1965 

Vienna, 24-27 May 1966 

Rome, 8 Novernber 1966 

Vienna, 6-8 September 1 967 

Vienua, 4-8 November 1 968 

Viema, 7-10 October 1969 

Viema, 27-29 October 1971 

Vienna, 14-16 June 1972 

Vienna, 13-17 June 1977 

Innsbruck, 28 May - I June 1979 
Innsbrucl~ 1 6-~O March 198 1 

Innsbruck, 27 September - I October 1 982 

Thun, 4-8 June 1984 

Thun, 16-20 June 1986 

Vienna, 27 June - I July 1988 

Vienna, 28 May - I June 1990 

Stockholm, 11-15 May 1992 

Stockholm, 16-20 May 1994 

Uppsala, 23-26 April 1 996 

Madridj 5-8 May 1998 

Madrid, 3-6 October 2000 

Bratislava, I O- 13 September 2002 

FAO/wrlO COORDINAmNG COMMITTEE FOR LATIN AMERICA AND THE 
CARBBEAN (CX-725) 

Membersh ip : 

Membershr'p of the Committee is open to all Member Nations and Associate 

Members of FAO and/or WHO which are members of the Codex Alimentarius 

Commission, within the geographic location of Latin America and the 

Caribbean. 
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（g）当地域に対する一般的な調整及び当委員会に「委員会」が委託できる他の機能を行使する。

（h）加盟国によるコーデックス食品規格及び最大残留基準値の採択を促進する。

1stBeme，1－2July1965

2ndRLome，200ctober1965

3rdVie皿a，24－27May1966

4血Rome、8November1966
　　　フ
5血Vie皿a，6－8September1967

6血Viema，4－8箪ovember1968

7th　Vienna，7－100ctober1969

8血Viema，27－290ctober1971

9血Viema，14－16June1972

10血Viema，13－17June1977

11血㎞sbmck，28May－1Jme1979

12曲msbruck，16－20March1981

13血㎞sbr腿ck，27September－10ctober1982

14丘しThm，4－8June1984

15th　Thun，16－20June1986

16血Vien11＆，27June－1July1988

17血Vie皿a，28May－1June1990

18血Stoc㎞o㎞，11－15May1992

19血Stockho㎞，16－20May1994

20血Uppsala，23－26Apri11996

21stMadrid，5－8May1998

22ndMadrid，3－60ctober2000

23rdBratislava，10－13September2002

ラテンアメリカ・カリブ海地域調整委員会（CX－725）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
加盟資格：当委員会は、ラテンアメリカ及びカリブ海地域内にある食品規格委員会加盟国でFAO

及び／またはWHOのすべての加盟国及び準力口盟国に公開されている。
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Tep,s ofreference: 

(a) defines the problems and needs of the regidn conceming food standards 

and food control; 

(b) promotes within the Cornnrittee contacts for the mutual exchange of 
infiormation on proposed regnlatory initiative s and problems arising from food 

control and stimulates the strengt~ening of food control infrastructures; 

(c) recommends to the Commission the development of world wide standards 

for products of interest to the region, including products considered by the 

Committee to have an intemational market potential in the firture ; 

(d) develops regional standatds for food products moving exclusively or 
almost exclusively in intra regional trade; 

(e) draws the attention of the Commission to any aspects of the Commission's 

work ofparticular significance to the region; 

(O promotes coordination of all regional food standards work undertaken by 

intemational governmental and non-governmental organizations within the 
region ; 

(g) exercises a general coordinating role for the region and such other 
functions as may be entrusted to it by the Commission; 

(b;) promotes the acceptance of Codex standards and maximum lirnits for 
residues by member countries. 

Sessions: 

1*t 

2'd 

3rd 

4th 

5th 

6th 

7th 

8th 

9th 

1 Oth 

1 Ith 

1 2th 

13th 

Rome, 25-26 March 1976 

Montevideo, 9- 15 December 1 980 

Havana, 27 March - 2 April 1 984 

Havana, 17-22, April 1985 

Havana~ 1 1-16 February 1987 

San Jos6, 20-24 February 1989 

San Jos6, 1-10 July 1991 

Brasilia, 1 6-20 March 1 993 

Brasilia, 3-7 April 1 995 

Montevideo, 25-28 February 1997 

Montevideo, 8-1 1 December 1998 

Santo Domingo, 13-16 February 2001 

Santo Domingo, 9-13 December 2002 
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委託事項：

（a）この地域における食品規格及び食品管理の問題及び二一ズの輪郭をはっきり示す。

（b）提案された規制上の発議あ作成及び食品管理から生じる問題に関する情報の相互交換のた

め、当委員会内の連絡を促進する。さらに、食品の管理基盤の強化を促進する。

（c）当委員会が、将来国際市場力を潜在的に有すると考えられる製品も含めて、との地域に利害

関係のある製品の世界規模規格の開発を「委員会」に勧告する。

（d）専らまたはほとんど専ら地域内貿易で移動している食品の地域規格を開発する。

（e）この地域に特に意義のある食品規格委員会の仕事のあらゆる面に、

する。

「委員会」の注意を喚起

（Dこの地域内で、国際的な政府間及び非政府間機関によって着手されたすべての地域食品規格

事業の調整を促進する。

（g）当地域に対する一般的な調整及び当委員会に「委員会」が委託できる他の機能を行使する。

（h）加盟国によるコーデックス食品規格及び最大残留基準値の採択を促進する。

1stR．ome，25－26MarcM976

2ndMontevideo，9－15December1980

3rdHavana，27March－2April1984

4血Havana，17－22Ap組1985

5thHavana，11－16Febmaτy1987

6th　San　Jos6，20－24Febmary1989

7出SanJos6，1－10July1991

8血Brasfl曼a，16－20March1993

9血Brasflia，3－7April1995

10伍Montevideo，25－28February1997

11血Montevideo，8－11December1998

12血Santo　Domingo，13－16Februaly2001

13血Santo　Domingo，9－13December2002
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Subsidia,y bodies Codex Alimentarius Commission 

FAOIWHO COORDINATING COMMrrTEE FOR TEE NEAR EAST (CX-734) 

Membership: 

Membersiu'p of thd Committee is open to all Member Nations and Associate 

Members of FAO and/or WHO that are memb ers of the Codex Alimentarius 
Conbmission, within the geographic locations of the Near East as defined by 

FAO or the Eastern Mediterranean by WHO . 

Tems of referenee: 

(a) defines the problems and needs of the region concerning food standards 

and food control; 

(b) promotes withirL the Committee contacts for the mutual exchange of 
information on proposed regnlatory initiative s and problems arising fiom food 

control and stimulates the strengthening o f food control irLfrastructures; 

(c) recommends to the Commission the development of world wide standards 

for products of interest to the region, including products considered by the 

Colmoittee to have an intemational market potential in the fil:ture ; 

(d) develops regional stand~rds for food products moving exclusively or 

ahnost exclusively in intra regional trade; 

(e) draws the attention of the Commission to any aspects of the Commission's 

work ofparticular significance to the region; 

(O promote s coordination of all regional food standards work undertaken by 

intemational governmental and non- governmental organizations within the 

region; 

(g) exercises a general coordinating role for the region and such other 

filnctions as may be entrusted to it by the Commission; 

(b;) promotes the acceptance of Codex standards and maximum limits for 

residues by member countries. 

Sessions: 

1*t Cairo, 29 January - I February 2001 

2~d Cairo, 20-23 January 2003 
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近東地域調整委員会（CX－734）

加盟資格：当委員会は、FAO定義による近東又はWHO定義による東地中海地域内にある食品規

格委員会加盟国でFAO及び／またはWHOのすべての加盟国及び準卸盟国に公開されている。

委託事項：

（a）この地域における食品規格及び食品管理の問題及び二一ズの輪郭をはっきり示す。

（b）提案された規制上の発議の作成及び食品管理から生じる問題に関する情報の相互交換のた

め、当委員会内の連絡を促進する。さらに、食品の管理基盤の強化を促進する。

（c）当委員会が、将来国際市場力を潜在的に有すると考えられる製品も含めて、この地域に利害

関係のある製品の世界規模規格の開発をr委員会」に勧告する。

（d）専らまたはほとんど専ら地域内貿易で移動している食品の地域規格を開発する。

（e）この地域に特に意義のある食品規格委員会の仕事のあらゆる面に、「委員会」の注意を喚起

する。

（0この地域内で、国際的な政府閲及び非政府間の機関によって着手されたすべての地域食品規

格事業の纏を嘩する・　　　　1

（g）当地域に対する一般的な調整及び当委員会に「委員会」が委託できる他の機能を行使する。

（h）加盟国によるコーデックス食品規格及び最大残留基準値の採択を促進する。

S8∬’oπ醒

1st　Caセ’o，29」㎝ua尊一1Febnユ町2001

2nd　Ca動o，20－23Januaτy2003
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FAOnvHO COORDINATING COMMITTEE FOR NORTH AMERICA AND TEIE 
SOUTH WEST PACIFIC (CX-732) 

Membership: 

Membership of the Committee is open to all Member Nations and Associate 

Members of FAO and/or waO which are members of the Codex Alimentarius 

Commission, with the geographic locations of North Atnerica and the South 

West Pacific. 

Tems of referenee: 

(a) defines the problems and needs of the region concerning food standards 

and food control; 

(b) promotes within the Comrnittee contacts for the mutual exchange o f 
information on proposed regulatory initiatives and problems arising from food 

control and stimulates the strengthenirLg of food control inftastructures; 

(c) recommends to the Commission the development of world wide standards 

for products of interest to the region, including products considered by the 

Conmittee to have an international market potential in the future ; 

(d) develops regional standards for food products moving exclusively or 

ahnost exclusively in intra regional trade; 

(e) draws the attention of the Commission to any aspects of the Comlnission's 

work of particular significance to the region; 

(O promotes coordination of all regional food standards work undertaken by 

intemational governmental and non-governmental organizations within the 

region; 

(g) exercises a general coordinating role for the region and such other 

functions as may be entrusted to it by the Commission; 

(b;) promotes the acceptance of Codex standards and maximum limits for 

residues by member countries. 

Sessions : 

Ist 

2nd 

3rd 

4th 

5th 

6th 

7th 

Honolulu, 30 April - 4 May 1990 

Canberra, 2-6 December 1991 

Vancouver, 31 May - 3 June 1994 

Rotorua, 30 April - 3 May 1996 

Seattle, 6-9 October 1998 

Perth, 5-8 December 2000 

Vancouver, 29 October - I November 2002 
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北アメリカ・南西太平洋地域調整委員会（CX－732）

加盟資格：当委員会は、北アメリカ及び南西太平洋地域内にある食品規格委員会加盟国

でFAO及び／またはWHOのすべての加盟国及び準加盟国に公開されている。

委託事項：

（a）この地域における食品規格及び食品管理の問題及び二一ズの輪郭をはっきり示す。

（b）提案された規制上の発議の作成及び食品管理から生じる問題に関する情報の相互交換のた

め、当委員会内の連絡を促進する。さらに、食品の管理基盤の強化を促進する。

（c）当委員会が、将来国際市場力を潜在的に有すると考えられる製品も含めて、この地域に利害

関係のある製品の世界規模規格の開発をr委員会」に勧告する。

（d〉専らまたはほとんど専ら地域内貿易で移動している食品の地域規格を開発する。

（e〉この地域に特に意義のある食品規格委員会の仕事のあらゆる面に、　「委員会」の注意を喚起

する。

（f〉この地域内で、国際的な政府問及び非政府間の機関によって着手されたすべての地域食品規

格事業の調整を促進する。

（9）当地域に対する一般的な調整及び当委員会にヂ委員会」が委託できる他の機能を行使する。

（h）加盟国によるコーデックス食品規格及び最大残留基準値の採択を促進する。

3ε∬∫0π5’

1stH：onolulu，30Aph1－4May1990

2ndCanberra，2－6December1991

3rdV絃ncouver，31May－3Jme1994

4血Rotoma，30Ap丘1－3May1996

5出Seat‡le，6－90ctober　I998

6血Perth，5－8December2000

7血Va丑couver，290ctober－1November2002
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Subsidiaf y bodies Codex Alimentartus Commission 

! 

{ 

i 

JOINT E CE/CODEX ALIMENTARIUS GROUPS OF EXPERTS ON 
STANDARDl~LTION26 

Quick Frozen Foods (CX- 705) 

Sessions : 

1*t 

2'd 

3rd 

4th 

5th 

6th 

7th 

8th 

9th 

10th 

1 Ith 

12th 

l 3th 

Geneva, 6-lO September 1965 

Geneva, 5-9 September 1966 

Rome, 18-22 September 1967 

Geneva, 2-6 September 1968 

Rome, 22-26 September 1969 

Rome, 27-3 1 July 1970 

Geneva, 6- I O December 1 97 1 

Geneva, 30 April - 4 May 1973 

Rome, 7-11 October 1974 

Geneva, 6-lO October 1975 

Geneva, 14-18.March 1977 

Rome, 30 October - 6 November 1 978 

Rome, 15-19 September 1980 

Abolished by the 23!d Session of the Commission (1999). The work ofthe Joint 

Group of Experts was transferred to the Codex Committee on Processed Fruits 

and Vegetables (see page 120). 

Tems of reference: 

The Joint ECE/Codex Alimentarius Group of Experts on the Standardization of 

Quick Frozen Foods will be responsible for the development of standards for 

quick frozen foods in accord~:nce with the General Principles of the Codex 

Alirnentarius . The Joint Group will be responsible for general considerations , 

defilaitions, a ffamework of indr'vidual standards for quick frozen food products 

and for the actual elaboration o f standards for quick frozen food products not 

specifically allotted by the Commission to another Codex Committee, such as 

Fish and Fishery Products, Meat, Processed Meat and Poulty Products. 

26 These Joint ECE/Codex Alimentari'us committees were not subsidiary bodie_s 

under any specifrc rule of the Codex Alimentarius Commission but follow the 

same procedure as Codex Commodity Committees for the elaboration of Codex 

standards. 
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ECEICAC規格化専門家会議26

％この専門家会議は、食品規格委員会の特定の規則に基づいた下部機関ではないが、各食晶別規格部会

におけるコーデックス食品規格作成手続きに従う。

急速冷凍食品（CX－705〉

1stGe血eva，6－10September1965

2ndGeneva，5－9September1966

3rd：Rome，18－22September1967

4血Geneva，2－6September1968

5血Rome，22－26September1969

6出Rome，27－31July1970

7血Geneva，6－10Decemりer1971

8血Geneva，30April－4May1973

9th　Rome，7－110ctober1974

10出Geneva，6－100ctober1975

11血Geneva，14一玉8March1977

12thRome，300ctober－6November1978

13血Rome，15－19September1980

1999年の第23回食品規格委員会で解散した。

管された（P．120参照）。

当専門家会議の作業は、加工果実・野菜部会に移

委託事項：ECE／CAC規格化専門家会議は、食品規格一般原則に従って、急速冷凍食品の規格を

開発する責務を有する。この専門家会議は、急速冷凍食品の般的な検討、定義、個別規格の枠組

に対して責任を有している。また、魚類及び水産製品、食肉、加工食肉及び食鳥肉製品のように、

「委員会」より各規格部会に特に指示されない急速冷凍食品規格の実際の作成に対して責任を有

している。各食品別規格部会によって作成される急速冷凍食品の規格は、ECE／CAC急速冷凍食

品専門家会議により制定された一般規格に適合しなければならない。また、その規格は、適当な

段階において当専門家会議に調整の目的で委任されなければならない。
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'Procedural Manual Subsidia,y bodies 

Standards drawn up by Codex commodity conmittees for quick frozen foods 

should be in accordance with the general standard laid down by the Jo int 

ECE/Codex Alimentarius Group of Experts on the Standardization of Quick 

Frozen Foods and . should, at an appropriate stage, be feferred to it for 

coordination purposes. 

Fruit Juices (CX-704) 

Sessions; 

Ist 

2nd 

3rd 

4th 

5th 

6th 

7th 

8tb 

9th 

10th 

1 Ith 

l 2th 

1 3th 

14th 

1 5th 

1 6th 

1 7th 

1 8th 

19th 

Geneva, 6-10 April 1964 

Geneva, 29 March - 2 April 1965 

Geneva, 21-25 February 1966 

Geneva, 10-14 April 1967 

Rome, 25-29 March 1968 

Geneva, 27-3 1 October 1969 

Rome, 20-24 July 1 970 

Geneva, 8-12 March 1971 

Rome, 20-24 March 1 972 

Geneva, 16-20'July 1973 

Rome, 14-18 Oetober 1974 

Geneva, 19-23 July 1976 

Geneva, 26-30 June 1978 

Geneva, 9-13 June 1980 

Rome, 8-12 February 1982 

Geneva, 30 April - 4 May 1984 

Rome, 26-30 May 1986 

Geneva, 16-20 May 1988 

Rome 12-16 November 1990 

! 

I 

Abolished by the 23ld Session ofthe Comnrission (1999). The work ofthe Joint 

Group was transferred to the Codex ad hoc Intergovemmental Task Force on 

Fruit Juices (see page 128). 

Terms ofreference: 

To elaborate world wide standards for fruit juices, concentrated fruit juices and 

nectars. 

1 39 
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果汁（CX－704）

1999年の第23回食品規格委員会で解散した。この専門家会議の作業は、果汁に関する政府間特

別部会に移管された（P．128参照）。

1stGeneva，6－10Apdl1964

2ndGeneva，29March－2Aph11965

3rd　Genevaナ21－25Febnlary1966

4血Geneva，10－14Ap冠11967

5血Rome，25－29March1968

6血Geneva，27－310ctober1969

7thRome，20．24July1970

8出Geneva，8－12March1971

9血Rome，20－24Marc虹1972

10血Geneva，16－20July1973

11血Rome，14－180ctober1974

12thGeneva，19－23July1976

13thGeneva，26－30June1978

14血Geneva，9－13Ju且e1980

15血Rome，8－12Febmary1982

16血Geneva，30April－4May1984

17血Rome，26－30May1986

18出Geneva，16－20May1988

19血Rome12－16November1990

委託事項：果汁、濃縮果汁及びネクターの世界規模規格を作成する。
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ル多eノηbe侭3力な） Codexハ伽7eη伯吻s　Comm’ssbη

MEMBERsH匿P　oF　THE　CooEx　Aし』MENTAR題us　CoMMlss賃QN

4御‘4

　1．　Angola
　2。　Be血
　3．　Bo糖wana
　4．　　Burk血a　Faso

　5．　Buamdi
　6．　　Cameroon
　7．　Capc　Verde
　8．　　　Cen柱al　Afdcan　RepubIic

　9．　Chad

10‘　Congo，Democmtic　Rep。
11．　　　Congo，Rcpublic　of

12。　　C6te　d，Ivo辻e

13．　　　Equatorial　Guinea

14．　匹Ed杜ea

15．　　E廿亘opia

16．　　Gabon
17．　　Gambia

18．　　Ghana
19．　　Gu血ea

20．　GuhleaBissau
21．　　Kenya

22．　Lesotho
23．　　　Liberia

24．　Madagascar
25．　Malawi
26．　Mali
27．　Mau：dtania
28．　Mauritius

29．　Morocco
30．　Mozambique
31．　　Nanユibia

32．　Niger

33．　Nigeda
34．　　Rwanda
35．　　SenegaI

36，　　Seychelles

37．　　Sienra］しeone

　7・40

　　　　Sou癒hA丘ica

　　　　Swazila裁d

　　　　Togo

　　　　Uganda
　　　　United　Republic　of

　　　　Tanz面a
43．　　　2ゑmbia，

44．　zi血babwe

38．

39，

40．

41．

42．

。43血

45．

46．

47．

48．

49．

50．

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6

5
5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6

Bangladesh

B㎜ei　Damssalam
Bhutan
Cambodia
China

Democratic　PeoPle，s

Republic　ofKorea
India

Indonesia

Japan

Kaねkhstan
Laos
Malaysia

Mongolia

Myanmar
Nepal
Pakistan

PhiliPP血es

R“public　of：Korea

Shlgapore

Sri　L，a血ka

Thailand

vietNam

Eπηρ8

67．　Albania
68，　Amlenia
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コーデックス食品規格委員会加盟国

鞠懇施A廊餓

慧擢幽蕊
丁鰭癒

暮暮肌戯

鞭臆瓠猛鄭聴㈹置

丁戯鐘
z麟撫
z盤海鵠膨韓

銘
鱒
鞠
翻
超

報
載

謹、銘蕊

3闘悪短薩曲

R欝鐙豆三》㎜籔瓢捻醗

窓誼職

ζ罎敵錘

晦軸㏄麟ぜ慈曜轟
鞠励搬題聲：触a

磁編

謙盤」鐙題

錨曲塞麓肛

L船零
灘翻響甑琶

灘鞭欝穐

灘舞繊
翼學謎

伽斑舳
雲鞠麺雛
嚢響雌c慰ぜK戯鯉
霊血鍵勲導郵邑

s虹L曲．

漉嚢
v露駕唖

赫
髄
報
認
磯
憩

鱈卿惑

　
み

鮭
発
蟄
無
猛
瓢
鼠
無
皿
劔
飢
醗
磁
醜
甑
騰
撫
欝
腿

A曇暮雛麟

慧曲
騒磁陥護麗畿

登雛蟹盤犀灘

盈翻’
む雑麟鰭
癒鞭e聖懸喪

君雌継麺翻露鞠酌鰍
穏魎感

£惣盤欝，撫趣㏄艶癒疑卿．

蜘璽換，R搾痴短窃ぜ
む騒類轟寧魏漿鍾穏

慧電艶撫蜘茎伽麺磯

三瀬毅麗

……掘囎謡

怨曲範
繕麗錘匿

羅㎞
蝕a
軸雛瓶燃騒
瓶騨
L熊戯泌

L懲壇漁

獅冠畢瓢鑓
疑滋蓬繕

簸感
越欝戯麟蓬

灘鋤濾斑麗

簸鐙憩齪覇

麓揖z凝曲嬢恐

郵麟む盈
翼ま響叡

蒲藝磁蕊

盈灘紬
婁e懸恐臨業

蝕ぎ鋤崩欝

1距鐙謹L購慰
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ね鍬
　
　
ロ
　
　
の
　
　
　
　
　
ほ
　
　
り
　
　
　
　
　
の
　
　
は
　
　
リ
　
　
ロ
　
　
リ
　
　
ロ
　
　
め
　
　
コ
　
　
ロ
　
　
タ
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
の
　
　
　
　
　
の
　
　
ロ
　
　
い
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
ぼ
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
ワ
　
　
リ
　
　
の
　
　
ロ
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
の
　
　
り

　
童
憲
3
4
5
惑
マ
騒
肇
舜
三
2
窯
4
5
藝
7
騒
撃
麟
笠
慧
三
4
露
感
7
慧
撃
馨
至
2
3
4
多
藝
四
、
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
三
－
i
ユ
乳
i
ユ
㌻
ノ
幽
繋
聯
淺
榊
奪
ぬ
ラ
層
つ
割
争
薗
乱
∠
孚
嶺
つ
脚
3
3
3
所
き
磯
｝
3
槻
》
3



Procedural Manual Membership 

69. 

70. 

71. 

72. 

73. 

74. 

75. 

76. 

77. 

78. 

79. 

80. 

81. 

82. 

83. 

84. 

85. 

86. 

87. 

88. 

89. 

90. 

91. 

92 . 

93. 

94. 

95. 

96. 

97. 

98. 

99. 

100. 

101. 

102. 

103. 

104. 

1 05 . 

106. 

Austria 

B elgium 

Bulgatia 

Croatia 

Cyprus 
Czech Republic 

Denmark 
Estonia 

Finland 

France 

Georgia 

Germany 
Gree ce 

Hungay 
lceland 

lreland 

Israel 

Italy 

Latvia 

Lithuania 

Luxembourg 
Malta 
Mo Idova 

Netherlands 

Norway 
Poland 
Portugal 

Romania 
Russian Federation 

Serbia and Montenegro 

Slovak Republic 

Slovenia 

Spain 

Sweden 
Switzerland 

The Former Yugoslav Republic 

of Macedonia 

Turkey 
United Kingdom 

Laa'n America and the Caribbean 

107. Antigua and Barbuda 

108. 

109. 

1 10. 

111. 

1 12. 

ll3. 

1 14. 

115. 

1 16. 

1 17. 

118. 

1 19. 

120. 

121. 

122. 

123. 

124. 

125. 

126. 

1 27 . 

128. 

129. 

130. 

131. 

132. 

133. 

134. 

135. 

136. 

137. 

138. 

Argentina 

Bahamas 
Barbados 
B elize 

Bolivia 

Brazil 

Chile 

Colombia 
Costa Rica 

Cuba 
Dominica 
Dominican Republic 

Ecuador 
El Salvador 

Grenada 
Guatemala 

Guyana 
Haiti 

Honduras 
Jamaica 

Mexico 
Nicaragua 

Panama 
Paraguay 
Peru 
Saint Kitts and Nevis 

Saint Lucia 

Suriname 
Trinidad and Tobago 

Uruguay 
Venezuela 

Near East 

139. 

1 40 . 

141. 

142. 

143. 

144. 

145. 

146. 

1 47 . 

Algeria 

B ahrain 

Egypt 
lran (Islamic Republic OD 

lraq 

Jordan 

Kuwait 
Lebanon 
Libyan Ara:b Jamahiriya 

1 41 
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撃
尊
三
2
讐
4
5
感
ワ
奪
肇
韓
三
2
3
4
5
姦
7
奪
肇
舜
ま
2
3
4
5
藝
マ
藝
嚢
韓
三
2
三
4

薮
？
7
7
7
7
7
7
了
了
7
露
霊
慧
霊
露
霧
霧
麓
琶
露
璽
費
撃
嚢
璽
蓼
愛
2
蓼
套
癖
藝
癖
癖
蓼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噌
↓
’
i
重
董
i

5
藝
鐘
癖

－
唖
ユ

盛灘敷惣

磁穿職
轟糠董鐡盛a
　　む
縫艶撫

c卿5
c灘聾鼠轡輯b翫
互》電㈹血

墓繭饒
ぎ幽感
lF謬蹴
翫礎夢躁

餐e闘ぎ
癒鰍穏
麗㎜暮鐡ぎ

夏c磁鑓轟

互憾醗4

亙奮懸磁

互掘望

L繍撫
L紘醗画経
L羅鰹搬惣醐嬉

舗磁丑

麗ね奎南拠

麗e塊総薮麟

饗醗w響

野翻瓢轟

撃戯鵬懸韮

鼠趣拠鍵臨

飛縢震滋醗耳訣ぎ露藤範

甜勧熱鑓建灘至趣趨驚鍛澄鱒心

s睡織k鼓壁曲錘£

醐面礎麺羅

魯幽
s騨樋雅

懸認髭猛雛韮組4

職慈…『灘響￥鱗藝囎語欝聯曲翫
のぎ蚤蚤麗e《歎蹴盤

τ臆響
騒磁鎗感K血費餓

五鐙蚕醜．雀蹴2鐙齢媒寵器まぜ悉轟8虚慾鐙灘む醤蘇凝

獅7．　　恕蚤鮮趣船雪幽幽

綴
詮
量
鍛
慧
銘
醤
釜
鐘
豊
釜
醤
鎗
蓋
糞
舞
蚕

蓋
量
葦
藍
蓋
蓋
重
蓋
蓋
蓋
室
至
毫
夏
豊
蓋
蓋
蓋
重
茎
蓋
蓋
箆
藍
蓋
叢
蓋
至
蓋
誰
茎

灘霧磯翫漉、

悪，離裟

盈麟鋤薯
β紐麹

麹磁掌蜘

登蝦纏蓋

・偽戯遜

c嚥㎞濾
《ン轟蕃繍羅ε鍵

・£蜘鑑

蜘蜘撫｝面幟鞠弱碁藍o
，三騰戯

E裏聾擁欝繭《

敬e盤幽

軸捷盤蝕
《海聾
E慮ま
慧繊鯉弩
」麗艶圭職

鍼慈鮭燈爵

聾虻趣ε露麟趣

野盤
翌鵬騨ぎ
野F鰍
蒙鯉鐘獲重捻餓遣聾灘鷲紬

＄翻L畿謡

騒鯉丁癒繭慕樋轟，丁蓼撫鱒
　　　　　　　　　　v
讐撫騨亨

Ψ轍躍油

烈㎏躍ヂ・渇億錨

簿
嬢
鎖
魂
毅
磐
鋼
類
葡
響

翼
嘆
三
饗
三
憲
蓋
翌
蓋
e
蓋
重

滋費幡録

醤曲血
這欝象

舳（羅融・飛確海毬曝趣勇
動鴫

忍鰐d灘

叢鷺騨譲

L凛漉盤

L三㎏灘、緬ね謬曲…糞

一311一



Membership 

l 48 . 

149. 

1 50. 

151. 

1 52. 

153. 

154. 

155. 

156. 

Mauritania 

Oman 
Qatar 
Saudi Arabia 

Sudan 
.Syian Ara:b Republic 

Tunisia 

United Arab Emhates 

Yemen 

Codex Alimentartus Commission 

North America 

157. Canada 
1 58, United States of America 

Soath-West Paafic 

1 59. Australia 

l 60. Cook Islands 

161. Fiji 
1 62 . Kiri'bati 

1 63. Micronesia, Federated 
States of 

1 64. New Zealand 
165. Papua New Guinea 
166. Samoa 
1 67. Solomon Islands 

168. Tonga 
1 69. Vanuatu 

1 42 
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ユ4窓．

盆憩．

三鎗．

i鈍．
置灘、

三萎3．

蒐翼、

ユ多5、

ユ多姦．

勘盤鋤，

鋤qa縷
＄麟A懸熱蛾

難蕊醗

暴脚み晦ゑ叢雛蕊撫
了睡…翻

鞭短語虚撫髭為舳盤譲糠蘇

Y㈹雛

勘鵡轟一遭躍謬遡敵綴

茎57．　c繊伽
茎5暑．　　霧圭盛総愚窪犠纈鐙£A【慶艘懸

ぷ鯉罐』恥蟹鞠君華む

笠5婁』　　尭鵬亀髭避

重感豹．　　《彰ゆ御蔵1髪紬

揃・　藝量
重繧2．　　獅池難証

錘3．　雑郵磁e呂細．璽懸翻驚感

　　　　　慧憾盤騨f

葦64．　　擁¢w　Z急翻，

藩5，　翌鑑蝉蕪鍔w9漉麗
蓋衡．　蒙麗翻
厳毒マ．　　菖魂礁獅登亙縫鋤壷

叢ξ窪、　　丁嬉駐望錘

茎6蓼．　　v晒澱！糖
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Procedural Manual Contact points 

CODEX CONTACT POINTS27 

Albania Directorate of Food Quality and Inspection 

D oeumentation Centre 

MirListy of Agriculture and Food 

Skenderbe sq 

Tirana 

Fax: +355 42 279244 

Algeria Ministere de IEconomie 

Direction g6n6rale de la concurrence et des prk 

Direction de la qualit6 et de la eonsonnnation 

Palais du Gouvemement 
Alger 

Angola Gab inete de S eguran9 a Alimentar 

Ministerio da Agricultura e do Desenvolvimento 

Rural 

C.P. S27 

Luanda 

Fax: +244 2 320553 +244 2321943 

Antigua and Barbuda Director 

Antigua and Barbuda Bureau of Standards (ABBS) 

P.O. Box 1550, Redcliff Street 

St. John's, Antigua 

Phone: +854 462 1625 

Fax: +854 462 1532 
Email: abbs@candw.ag 

27 Thie list is tubjeet to fiequent ehanges. CoEtaet Points ofnew Metobais 8!re notifiedby Ciuihr Ifitter. Revised nsts a･e 

citclalnted at regular in~vab aHd aalptatednst is Eaaint8ined on the Codex InterDetpeges ontheWorld-Wide Wcb at 

the following addTees: httpJ/v~w.eod~linentuius.net 

1 43 
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Contact points Codex Alimentartus Commission 

Argentua Dr Alfredo Nader 
Coordinador de la Subsecretario de Politica 

Agro pecuaria 

Secretaria de Agricultura, Ganaderia, Pesca y 

Alimentac.i6n (SAGPYA) 
Paseo C016n 982, Primer Piso, Oficina 68 

(1063) Buenos Aires 

Phone: +54 114349 2356 
Fax: +54 1 1 4349 2161 
Email: codex@sagpya.min:produccion.gov.ar 

Armenta Dr. A. Malkhassian 

Director, State Enterprise "Paren" 

Ministy of Food and Purchase 

375023 Yerevan 
Gorvetca str. 4 

Phone: +374 252 46 86 +374 252 46 87 

Fax: +374 2 52 88 43 
Telex: 243338 VOLT SU 

Australia Manager. Codex Australia 

Product Safety and Integrity, 

Product Integity, Animal and Plant Health 

Department of Agriculture, Fisheries and Foresty 

GPO Box 858 
Canberra ACT 260 1 

Phone: +6126272 5692 
Fax: +61 2 6272 3103 
Email: Godex.contact@af~a.gov.au 

am.backhouse@affa.gov.au 

Au stria Dr Erhard H6baus 
Division IH/4 Nutrition and Quality Management 

Federal Ministy of Agriculture, Foresty, 

Environment and Water Management 
Stubenring 1 

A-1 O I O Vienna 

Phone: +43171100 6802 
Fax: +431 71 100 2959 
Email: erhard,hoebaus@bmlfuw.gv.at 

1 44 
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Procedural Man ual Contact points 

Bahamas Director of Fisheries 

Departrnent of Fisheries 

East Bay Street 

PO Box N-3028 
Nassau 
Phone: +1 242 393 1777 +1 242 393 1014 

Fax: +1 242 393 0238 

B ahrain Dr. Rifa'at Abdul Hameed 

D irector of Public Health 

P.O. Box 42 

Manama 
Fax: +973 25 25 69 

Bangladesh Director-General 

Bangladesh Standards and Testing Institution 

(BSTD 
1 1 6/A, Tejgaon Industrial Area 

Dhaka 8 
Phone: +880 2 882 14 62 

Fax: +880 2 913 15 81 
Email: bsti@bangla.net 

Barbados Director 

Barbados National Standards Institution 

"Flodden", Culloden Road 

St. Michael 

Phone: +1 246 426 38 70 

Fax: +1 246 436 14 95 
Email: ofiice@bnsi.com.bb 

Belgium Cotnit~ belge du Codex Alimentarius 

Minist~re des Affaires 6trangeres, du commerce 

ext6rieur et de la Coop6ration au d6veloppement 

Direction g6n6rale des relations 6conomiques et 

bilaterales ext6rieures 

1 OOO Bruxelles 

Rue des Petits Cannes, 15 

Phone: +32 02 5018111 +32 2 5018299 

Fax: +32 2 5018827 
Email: Charles.Cremer@health.fgov.be 
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Contact points Codex Alimentarius Commission 

Belize The Director 

Belize Bureau of Standards 

Ministy of Trade and Industy 

Belize City 

53 Regent Street, P.O. Box 1647 

Phone: +501 2 72 314 

Fax: +50,1 2 70 71 l 

B enin Secretariat de la Commission nationale du Codex 

Alimentarius 

Direction de l'Alimentation et de la Nutrition 

appliqu6e (DANA) 
Minist~re du D6veloppement Rural 

B.P. No. 295, Porto Novo 

Phone: +229 2126 70 

Bhutan Mr. Sonam Tobgay 
Agricultural Marketing Section 

Ministy of Agriculture 

Thimpu 
Phone: +975 2 324898 +975 2 322834 

Fax: +975 2 323153 
Email : s_tobgay@moa.gov.bt 

s onamtob ler@hotmail . c om 

B olivia Direcci6n Ejecutiva 

Instituto Boliviraho de Normalizaci6n y Calidad 

(IBNORCA) 
Calle Ricardo Mujia N 665 - Sopocachi 

Casilla: La Paz - Bolivia 5034 

Phone: +591 2 241 8236 +591 2 241 9038 

Fax: +591 2 241 8262 
Email: irLfo@ibnorca.org 

Botswana The Headj National Food Control Laboratory 

Ministy of Health 

Private Bag 00269 

Gaborone 
Phone: +267 374351 +267 374357 
Fax: +267 374 354 
Email: nfcbgabs@global.bw 
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Procedural Manual Contact points 

Brazil Brazilian Codex Contact Point 

Divisao de Agticultura e Produtos de Base -

Minist6rio da~ Rela96es Exteriores 

Esplanada dos Minist6rios Bl. H Anexo I Sala 53 1 

Brasilia-DF 

CEP: 70 170-900 

Phcne: +55 61 411 6373 +55 61 411 6369 

Fax: +55 61 226 3255 
Email: mvieira@mre.gov.br 

Brunei Darussalam Dr. Mohamad Y. Bin Haji Mohiddin 

Deputy Director of Agiculture 

Departrnent of Agriculture, Ministy of Industy and 

Primary Resources 

Bandar Seri Begawan 2059 

Fax: +673 2 382226 +673 _2381639 

Bulgaria Monsieur le Chef de la Section de la Commission 

du Codex Alimentarius 

Union nationale agro-industrielle 

55, boul. Hristo Botev 

lOOO Sofia 

Phone: +35928531Ext.617 
Fax: +359 2 800 655 

Burkina Faso Minist~re de l'Agriculture, de l'Hydraulique et des 

Ressources Halieutiques/ Direction G6n6rale des 

Pr6visions et des Statistiques Agricoles (DGPSA) 

03 BP 7010 Ouagadougou 03 
Phone: +226 32 45 79 +226 32 45 80 

Fax: +226 32 45 86 
Email: agistat@fasonet.bf 

Burundi Bureau Burundais de normalisation et contr6le de 

la qualit6 "BBN" 

B.P. 3S35 

Bu j umbura 

Phone: +257 2 22 1815 +257 222 1577 
Email: bbn@speednet.bi 

1 47 

- 322 -



左頁参照

一323一



Contact points Codex Alimentarius Commission 

Cambodia Mr. Lim Thearith 

Assistant Quality Control Service 

I~viCONTROL, 50E/144 Street 
Phnom-Penh 
Phone: +855 2 3485 

Fax: +855 2 3426166 

Cameroon Ministere du d6veloppement industriel et 

commercial 
Direction du d6veloppement industriel 

C ellule de la normalisation et de la qualit6 

Yaound6 
Phone: +237 23 26 37 

Fax: +237 22 27 04 
Telex: 8638KN 

Canada Mr. Ron B. Burke, Director 

Bureau of Food Regulatory, Intemational and 

Interagency Affairs 

Food Directorate, Health Products and Food Branch 

Health Canada 

Room 2395, Building No. 7 

Tuuney's Pasture (0702C1) 

Ottawa. Ontario KIA OL2 
Phone: +1 613957 1828 +1 613 957 1749 

Fax: +1 613 941 3537 
Email: codex_canada@hc-sc.gc.ca 

Cape Verde Gabinete de Estudos e Planeamento 

Ministerio de Pescas, de Agricultura y Animation 

Rurale 

Caixa Postal 1 15 

Cidade de Praia 

Fax: +238 64054 

Central AJirican 

Republic 

Ministre des Eaux, des Forets, de la Chasse, de la 

peche, charg6 de 1'Environnement 

Minist~re des Eaux, des Forets, de la Chasse, de la 

peche , charg6 de 1'Environnement 

Bangui 
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Procedural Man ual Contact points 

Chad Direction du g6nie sanitaire et de l'assainissement 

Sous- direction de l'assainissement 

B.P, 440 

Nl) jamena 

Fax: +235 51 51 85 

Chile Ministerio de Salud 

Divisi6n de Salud Ain:biental 

Estado 360 80 Piso, Oficina 801 

Santiago 

Phone: +56 2 664 1240 +56 2 664 1244 

Fax: +56 2 639 71 10 
Email: jcomejo@netline.cl 

Cbina Mr. ZHOU Kaizhong 
Deputy Director-General 

Deparunent of Market and Economic Information 

Ministy of Agriculture 

1 1 Nongzhanguan Nanli 

Beijing, I O0026 

Phone: +86 1064193150+86 10 64193156 
Fax: +86 10 64192468 
Email: Zholrl~h@agri.gov.cn 

Colombia Ar~a de Alimentos 

Grupo Promoci6n y Prevenci6n 
Ministerio de la Protecci6n Social 

Carrera 13, No. 32-76, Piso 14 

Santaf6 de Bogot~ D.C. 

Phone: +57 1 3365066 

Fax: +57 1 3360182 
Email: bolarte@minproteccionsocial.gov.co 

Congo, Republic of Point de Contact: Codex Alimentarius 

Ministere du D6veloppement Industriel, des Petites 

et Moyennes Enreprises et de l'Artinisat 

B.P. 15.493 

Brazzaville 

Phone: +242 814157 
Email: mdipmea@yahoo.fr 
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Contact points Codex Alimentarius Commission 

Cook Islands No Contact Point notified 

Costa Rica Comit6 Nacional del C odex Alimentarius 

Oficina Nacional de Normas y Unidades de Medida 

Ministerio de Economia, Industria y Comercio 

A.P. 1736 

2050 San Jos6 

Phone: +506 283 5133 

Fax: +506 222 2305 +506 283 5133 
Telex: 24 14 MEC 

C6te d'lvoire Dr Helene Coulibaly 
Directrice de I ' alimentation et de la qualit6 

Minist~re de 1'agriculture et des ressources animales 

B.P. V 84 

Abidjan 

Phone: +225 20218972 
Fax: +225 20 21 90 71 
Email: daq@;aviso.ci 

Croatia State Office for Standardization and Metrology 

National Contact Point - Codex Alimentarius 

Cornmission 

Ms. Tea Hawanek 
Ulica grada Vnkovam 78 

1 OOOO Zagreb 

Phone: +385 1 6106005 
Fax: +385 1 610 9320 
Email: ured.ravaatelj a@dznm.hr 

Cuba Sra. Directora, Direcci6n de Relaciones 

Intemacionales 

Oficina Nacional de Normalizaci6n 

Calle E No. 261 entre 1 1 y 13 

Ve(iado - La Habana 10400 

Phone: +53 7 8300022 +53 7 8300835 

Fax: +53 7 338048 
Email : nc@ncnorma . cu 
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Procedural Man ual Contact points 

(ly prus ' Dr. IoaEnis G. Karis 

Director, Cypms Organization for Standards and 

Control of Quality 

Ministry of Commerce, Industy and Tourism 

1421 Nicosia 

Phone: +357 2 867 190 

Fax: +357 2 37 51 20 
Email: mcicys@cytanet.com.cy 

( 

Czech Republic Ministerstvo zemedelstvi Ceske republiky 

Odbor potrav, inarske v~roby 

Czech Codex Alimentarius Con,mittee 

Te~nov 17 
1 17 05 Praha 1 

Phone: +420 2 2181 2795 + 420 2 2181 

1111 

Fax: +420 2 2231 41 17 
Email: pribylova@mae.cz 

Telex: 121041 

Democratic People' s 

Republic of Korea 

Director 

Foodstuffs Institute 

P.O. Box 901 

kyongyang. 

Democratic Republic of 

the Congo 

1 ~re Direction des 6tudes et de la politique agricole 

Minist~re de l'agriculture et du d6veloppement 

rural 

B.P. 8722, Kjnshasa 1 

Phone: +243 1231126 
Telex: 21382 DR KlN ZR 

Denmark Danish Codex Contact Point 

Danish Veterin~y and Food Administration 

Mgrkboj Bygade 1 9 

DK-2860 Sgborg 
Phone: + 45 33 95 60 OO + 45 33 95 62 33 

Fax: +45 33 95 62 99 
Email: codex@fdir.dk 

jk@fdir. ck 
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Contact points Codex Alimentarius Commission 

Dominica Dhector 
Dorninica Bureau of Standards# Ist Floor, 28 

Kennedy Avenue 
P.O. Box 1015 

Roseau 
Phone: +767 448 1685 

Fax: +767 449 9217 
Email : standards@cwdom. dm 

Dominican Republic Secretaria de Estado de Salud Publica y Asistencia 

Social (SESPAS). 

Av. Tirandentes , 

Esquina San Cristobal, 

Ensanche La Fe, 

Santo Domingo 
Phone: +1 809 565-6344 

Fax: +1 809 541-0382 
Email : rodri:guezcodex@hottnail . com 

rosaacespedes@hotmail.com 

Ecuador Sr. Director General 

Instituto Ecuatoriano de Nortnalizaci6n 

Calle Baquerizo Moreno E8-29 y Diego de 

Almagro (casilla: 17-01-3999) 

Quito 

Phone: +593 2 2501885 +593 2 2501887 

Fax: +593 2 2567815 
Email : inenfu@andinanet.net 

Egypt The President 

Egyptian Organization for Standardization (EOS) 

2 Latin America Street 

Garden City, Cairo 

Phone: +20 2 354 9720 

Fax: +20 2 354 8817 
Email: moi@idsc.net.eg 

Telex: 932 96 eas un 
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Proced ural Man ual Contact points 

El Salvador Consejo Nacional de Ciencia y Tecnologia 

(CONACYT) 
Colonia Medica Pasaje Dr. Guillermo Rodriguez 

Pacas y Ave. Dr. Emilio Alvarez No. 5 1 

San Salvador 

Phone: + 503 226 2800 

Fax: +503 225 6255 
Email: crochoa@conacyi.gob.sv 

evanegas@conacyi.gob.sv 

Equatorial Guilrea Jefe Nacional de Estadisticas Agropecuarias 

Ministerio de Agicultura, Ganaderia, Pesca y 

Desarrollo Rural 

Malabo 
Fax: +240 9 3 178 

Eritrea Dr. Akberom Tedla 
He ad, Eritrean Standards Institution 

P.O. Box 245 

Asmara 
Phone: +291 1 115624 +291 1 120328 

Fax: +291 1 120245 
Email: Akberom@ecl.doe.gov.er 

E sto nia Dr. Toivo Novandi 
Head of Department, Veterinary and Food 

Department, 
Ministy of Agriculture 

39/4 1 Lai str. 

EE OIOO Tallinn 

Phone: +372 6 256212 
Fax: +372 6 256 210 
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Contact points Codex Alimentarius Commission 

Etbiopia Mr Gashaw Workneh 
National Codex Officer 

Quality and Standards Authority of Ethiopia 

(QSAE) 
P.O. Box 23 10 

Addis Ababa 

Phone: +2511460525 +251 1 460111 
Fax: +251 1 460880 +251 1 460881 
Email: qsae@telecom.net.et 

F', j i The Permanent Secretary; 

Ministy of Agriculture, Sugar and Land 

Resettlement, 

Private Mail B ag, Raiwaqa, 

Suva 
Phone: +679 3384233 

Fax: +679 3385234 

Finland Ministy of Trade and Industy 

Advisory Conmittee on Foodstuffs 

General Secretary 

PO Box 32 
FlN-O0023 Go~ermnent 
Phone: +358 9 1606 3654 

Fax: +358 9 1606 2670 
Email: anne .haikonen@kun. fi 

France Comit6 intenninist6riel pour les questions de 

c60p6ration 6conomique europ6enne 

Secretariat g6n6ral (Sccl) 

Can6 Austerlitz 

2 , boulevard Diderot 

75572 PARIS cedex 12 

Phone: +33 1 44 87 1603 

Fax: +33 1 44 87 16 04 
Email: sgci-codex-fr@sgci.finances.gouv.fr 

pascal.audebert@sgci.gouv,ff 
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G縁bon Commissionnationale　Gabona1se　de　la　FAO

M1nist鳶rede1，agriculture，der61evageetdu

d6veloPPement　mぼal

B．P．511
L，ibreville

Pho！1e：　＋241763835

Fax：　　　＋241728275

G訊mb董a TheDirectorofAgriculture

D噸artment　ofAgdcult臓re
MinistryofAgriculture

Ce！1tral　Bahk　Build血g

Buckle　Street

Ba勾’ul

Fax：　　　＋220228998　　　＋220227994

Georgia H．E，Ba㎞Guloa

MinisterofA顔cultureandFood
41、Kos惚v呂St「．

380023Tbilisi

Germany Bundesm㎞sterium　f灘Verblaucherschutz，

Em㎞皿g　und　Landwh魑cha，R，

Pos曲ch140270
53107Bom
Phone：　＋492285294655

Fax：　　　＋492285294842

Email：MarthlaDeGrave＠BMVE：L』Bund。de

Ghana The　D圭rector

Ghana　Stαndards　Boar（1

P．0，BoxM－245

Accra

Phone：　＋23321500065
Fax：　　　＋23321500092

Emai1：gsbnep＠ghana．com

プ55
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Contact points Codex Alimentarius Commission 

Greece Directorate ofProcessing, Standardization and 

Quality Control ofAgriFood Products of Plant 

Qrigin 

MiDistry of Agriculture 

2 Acharnon St. 

101 76 Athens 

Phone: +30 1 0212 4319 

Fax: +30 1 0523 8337 
Email: ax2u049@nainagric.gr 

Telex: 221701YGDP GR 

Grenada Director 

G1:enada Bureau of Standards 

P.O. Box 2036 

St. George's 

Grenada 
Phone: + 1 473 440 6783+1 473 440 5886 

Fax: +1 473 440 5554 
Email: gdbs@caribsuf.com 

Guatemala Jefe Area Inocuidad de los Al~nentos no 

Procesados 

Unidad de Normas y Regulaciones 

Mixisterio de Agricultura, Ganaderia y 

Alimentaci6n 
7*. Avenida No. 12-90 Zona 1 3, Guatemala. 

Phone: +502 475 3058 +502 475 3074 

Fax: +502 475 3068 
Email: codexguatemala@unr.gob.gt 

Correo@unr.gob.gt 

Guinea M. Ie Directeur 

Institut National de la Normalisation et de la 

M6trologie 

B.P. 1639 

C onakry 

Phone: +224 41 28 16 +224 41 35 03 

Fax: +224 41 39 90 
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Guyana Dh℃ctor

Guyana　National　Bureau　of　S伽（㎞ds

P．0。Box10926
Georgetov円ユ

P血one：　＋592277841　　＋592277890

Fax：　　　＋592277890

Ema量1：gnbs＠sdnp．org，gy

　　　　Cable：　GUYSTAN

Ha量菰　M．RaymondTardieu
　　　　D丘ecdon　no㎜alisadon　et　contr61e　de　la　qualit6

　　　　Ministさreducommerce

　　　　8，me　L6git㎞e，ChampdeMars
　　　　Port陶au－P血ce

Honduras 1）ra　Sonia　Benitez

Plmto　de　Contacto　del　Co（1ex　e豆Honduras

Direcci6n　Geneml　de　Regulaci6n　y　Desaπ0110

hsti加cional

Secret囲a　de　Salud

c／oR切resentaci6nFAO　enHonduras
A．P．1808

Tegucigalpa

Phone：　＋5042369346　　＋5042367321

Fax：　　＋5042367124
Emai1：FAO－HND＠丘eld．fao。org

Hungary Dr．M直riaV血adi

Scientific　Deputy　Director

Central　Foo（1Research　hstitute（KEKI）

P，0．Box393（H：e㎜an　O枕6丘t15）

H－1536Budapest　g

Phone：　＋3613558982
Fax：　　　＋3613559853　　＋3613558928

Emai1：mvaradi＠mai1．cfd．hu

757
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Contact points Codex Alimentarius Commission 

lcelan d Mr. Thodur Asgeirsson 

Director of Fisheries 

Directorate of Fisheries 

Ing6lfsstr~ti l 

lO1 Reykjavik 

Phone: +354 569 7900 

Fax: +354 569 7991 
Email : thordur@fiskisto fa.is 

India Dr. S.R. Gupta 

Assistant Director General (PFA) and Liaison 

Officer, National Codex Cornmittee 

Directorate General of Health Services 

NirmarL Bhavan 
New Delbi 1 10 O1 1 

Phone: +91 113012290 
Fax: +91 11 3012290 
Email: Codex:India@nb.nic.in 

Telex: 3166119DGHS n~T 

Indonesia Director General 

BSN - Badan Standardisasi Nasional 

(National Standardization Agency) 

Manggala Wanabakti Block rv, 4th floor 

Jl. Jnd. Gatot Subroto , S enayan 

Jakarta, 10270 

Phone: +62 21 574 7043 +62 21 574 7044 

Fax: +62 2 1 574 7045 
Email: bsn@bsn,or.id 

s ps-2@bsn.or.id 

lran ~slamic Republic 

oO 

Institute of Standards and Industrial Research of 

lran 

Ministy of Industries 

P.O. Box IS8754618 
Teheran 

Phone: +98 2612803870 
Fax: +98 261 2803870 
Email: Codex-Office@Isiri.org 

Telex: 215442 STAN IR 
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Procedural Manual Contact points 

lraq Central Organization for Standardization and 

Quality Control 

Ministy of Plaming 

P.O. Box 13032 
Baghdad - Jadria 

Phone: +964 1 7765180 +964 1 7765181 

Fax: +964 1 7765781 
Telex: 213505 COSQC IK 

lrelan d Mi.Richard Howell 

Food and Research Gtoup 

Departrnent ofAgriculture and Food 

7C Kildare Street 

Dublin 2 

Phone: +353 1 607 2572 

Fax: +353 1 661 62 63 
Email: Richard.Howell@agiculture.gov.ie 

Israel Mt. Lazar VOLMAN 
Citrus Products Board 

29 Karlibach St. 

67 132 Tel Aviv 

Phone: +972 3 561 2323 

Fax: +972 3 561 2327 
Email: citruspr@zahav.net.il 

Italy Dott.ssa B. Lo Turco 

Segreteria, Comitato Nazionale Italiano per il 

Codex Alimentarius 
Ministero delle Politiche Agricole e Forestali - D.G. 

delle Po litiche Comunitarie e Intemazionali 

Via ~C Settembre 20 

O0187 Rome 
Phone: +39 06 4880273 +39 06 46655016 

Fax: +39 06 4880273 
Email: blturco@tiscalinet.it 
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Contact points Codex Alimentartus Commission 

Jamaica Bureau of Standards 

6 Winchester Road 

P.O, Box ll3 

I~ngston 10 

Phone: 
Fax : 

Email: 

Telex : 

+876 926 3140 6 +876 968 2063 71 

+876 929 4736 
arobins@to j .com 

nfo@ jbs.org jm 

2291 STANBUR JA 

Japan Yoshihiro Yamashita 

Policy Division 

Science and Technology Policy Bureau 
Ministy of Education, Culture, Sports, Science and 

Technolo gy 

3-2-2 Kasumigaseki, Chiyoda-ku 

Tokyo 100-8959 

Phone: +8135253 4111 
Fax: +81 3 5253 4010 
Email: codex@mext.gojp 

Jordan National Committee for Codex Alimentarius 

DireGtorate of Standards 

Ministy of Industy and Trade 

P.O. Box 2019 

j~lrnan 
Phone: +962 6 568 Ol 39+962 6 568 10 99 

Email: jism@nic.netjo 

Kazakhstan Dr B.T. Tleubekor 

Chief, Departrnent of Sanitary-Hygiene 

Surveillance 

Moskovskaya str 66 

473000 Astana 

Phone: +8 3172317811 
Fax: +8 317 23 1 7807 

1 60 
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Keny3 Ma禦re重C．Rotich（M旬
Kenya　Bureau　of　S惚ndards（Kコ巳BS）

KapitiRoa¢0£fMombasaRoad
P．0．Box54974－00200，
Nairobi

Phone：　＋2542502211　　＋2542503293

Fax：　　＋2542602350　＋2542609660

Emai1：撤b＠kebs．org

臨ba偵　　No　Contact　Pohlt　notiHed

Kuwait Mr．YousefA1・Baba■

Vice　Genera1D加ctor　fbr　Standards＆In（1ustrial

Servicesノ励hs

PublicAutho㎡ty　fbrIlldustry

P．0．Box4690Safat　P．Cod13047

Phone：　＋9652411062　　＋9652465103
Fax：　　　＋9652451141　　＋9652436638

TeIex：　44205　Cable：　SIDEB　Kuwai重

Kyrgyzstan Dega血nent　ofState　Sanitaly　Epidemiological

Suτveillance

MinistryofHealth

Frunze　str．353

720033Bishkek，Kyrgyzstan
Fax：　　＋996312660538

Emai1：dgsm＠elcatkg

　　　　L30People，s

Democra憾c　Repub賦c

H．E．Ponemek　Daraloy
Minister

MinistryofHealth

（Tbrough：FAO　Representative　B．P．1640）

Vientiane

767
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Coη拍cfρo加煮s Codex沌伽eηホa吻s　Co所而ss’oη

L3餅a Mf．levaGange
Senior　Off宝cer

Vete血aryandFood　Depaτtment
M面s柱yofAgricul伽e
Republikas　lau㎞lms2

Riga，LV－1981

Phone：　＋3717027200
Fax：　　　＋3717027205

Emai1：ievag＠z叫gov。1v

Lebanon Mr．AntoineSema’an
Director　Genera1，

LIBNOR－Lebanese　S惚ndards　I1旭ti加鍍on

S血EI　Fil－Gedco3center
BloOk　B，10th　floor

P。0．Box55120

Be㎞t
Phone：　＋9611485927　　＋9611485928
Fax：　　　＋9611485929

Emai1：1ibnor＠cnrs。edu．1b

Lesotho Standards　and　Quality　Assurance　Section

M回stryofIndust塚，TradeandMarketiug

P．0．Box747

Mase瓢

Libe盛3 Mr．JosephM　Coleman
Director　ofSt飢（brds

M姐stryofCommerce＆Industry
P．0．Box10－9041

1000Monrovia，

Libyan　Ar£b

Jam曲赫ya

Director

OfEceoflnt㎝1adona1Cooperadon，Secre㎞atfbr
Agricultt【ral　Reclamation　and　LandDevelopment

c／o　UNI）P　Omce－P．0，Box358

Tdpoli

Fax：　　＋21821603449

f62
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Proced ural Man ual Contact points 

Lithuania Assoc.Prof. J. Algis Abaravicius 

Hygiene Doctor 
Lithuanian National Nutrition Center 

Ministy of Health 

Kalvariju 153 

LT-2600 Vilnius 

Phone: +370 2 778919 +370 85 85894 

Fax: +370 2 778713 
Email: RMC@RMC.LT 

algis.abaravicius@mf,vu,It 

Luxembourg M. Fran90is Arendt 

Ing6nieur-chef de Division 

Laboratoire national de s ant6 

1 ArueAugusteLunriere 

Luxembourg 

Madagascar Direction de la Qualit6 et de la M~trologie L6gale 

Minist~re du Commerce 

B.P. 1316 

Antananarivo - 101 

Malawi Mr Austin S Khulumula 

Director-General 

Malawi Bureau of Standards 

P O Box 946 
B Iantyre 

Phone: +265 1 670 488 

Fax: +265 1 670 756 
Email: mbs@malawi,net 

askhuhl Jnula @malawi , net 
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Contact points Codex Alimentartus Commission 

Malaysia Chief S ecretariat 

Food Qua:lity Control Division 

Department of Public Health 

Ministry of Health Malaysia 

Block B, 3rd Floor 

Kompleks Pejabat-Pejabat Kesihatan 

Jalan Cenderasari, 

50590 Kuala Lumpur 
Phone: +60 3 26946601 

Fax: +60 3 26946517 
Email: ccp-malaysia@dph.gov.my 

cep-malaysia@hotmail.com 

Mali No Contact Point notified 

Malta Mr. John Attard Kingswell 

Manager Health Inspector 

Departrnent of Public Health 

37/39, Rue d'Argens, 

Msida 
Phone: +356 21332225 +356 21337333 

Fax: +356 21344767 
Email: Mhi@gov.mt 

Mauritania Centre National dTlygi~ne 

B.P. 695 

Nouakchott 
Phone: +222 5253 134 

Fax: +222 5253 134 
+222 5253 175 

Mauritius The Chief Agricultural Offlcer 

Agricultural S ewices 

Ministy of Agriculture, Fisheries and Natural 

Resources 
NFP Building, Maillard Street 

Port Louis 

Fax: +230 212 4427 
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Proced ural Man ual Contact points 

Mexico 

Micronesia, Federated 
States of 

Direcci6n Gcneral de Normas (DGN) 

Secretaria de Economl'a 

Ave. Puente de Tecamachalco N0.6 

Lomas de Tecamachalco, Secci6n Fuentes, 

Naucalpan de Juar'ez, Estado de M6xico. 

53950, M6xico 
Phone: +52 55 5729 9480 +52 55 5729 

9300 

Fax: +52 55 5729 9480 +52 55 5519 

9715 

Email: codexmex@economia.gob.mex 
jorgez@economia.gob.mx 

Dr. Eliuel IC Pretrick 

Secretary, FSM Department of Health, Education 

and Social Affairs 

P.O. Box PS-70 

Palikir, Pohnpei State FM 96941 

Phone: +691320 2619 +691 320 2643 
Fax: +691 320 5263 
Email : F SMEnvironment@mail.fin 

Mongolia The Director 

National Centre for Hygiene, Epidemiology and 

Microbiology 

Ministy of Health 

Central Post - PO Box 596 

Ulaanbaatat 

Fax: +976 132 1278 

Morocco Division de la R6pression des Fraudes 

Ministere de l'agriculture et de la mise en valeur 

agricole 

25, Avenue des Alaouiyines 

Ra:bat 

Fax: +212 37 763378 
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Contact points Codex Alimentartus Commjssion 

Mozambique Codex Contact Point in Mozambique 

Departamento de Higiene Alubiental 

Attn. Mr. Evaristo Baquete, Chefe do Departamento 

Ministerio da Sau'de 

P.O. Box 264 

Maputo 

t 

Myanmar Directol# Food and Dru:g Administtation 

Department of Health 

35, Min Kyaung Road 

Yangon. Dagon Township 

Phone: +95 1 245331 

Namibia Dr V. Shivute 

The Permanent Secretary 

Ministry of Agriculture, Water and Rural 

Develo pment 

Private Bag 13 184 

Windhoek 
Phone: +264 61208 7649 
Fax: +264 61 22 1733 
Email: Stanleye@mawrd.gov.na 

Nepal Chief Food Research Offlcer 

Central Food Research Laboratory 

Babar Mahal 

Kathmandu 
Phone: +977 1 2 14824 +977 12 12781 

Netherlands Ms. Elfriede E.E. Adriaansz 

Executive Officer for Codex Alimentarius 

Ministy of Agriculture, Nature Management and 

Fisheries 

Departrnent of Food and Veterinary Af~airs 

Room 4301 
P.O.Box 2040 1 

2500 EK The Hague 
Phone: +3170 378 4104 
Fax: +31 70 378 6141 
Email: irLfo@codexalimentarius.nl 

1 66 

- 360 -



左頁参照

一361一



Procedural Man ual Contact points 

New Zealand S. Rajasekar 

Codex Coordinator and Contact Point for New 

Zealand 
New Zealand Food Safety Authority 

68-86 Jervois Quay 

P O Box 2835 
Wellington 

Phone: +64 4 463 2576 

Fax: +64 4 463 2583 
Email: rajasekars@azfsa.govi.nz 

Nicaragua Punto de Contacto del Codex 

Direcci6n de Tecnologia, Normalizaci6n y 

Metrologia (DTNM) 
Ministerio de Fomento Industtia y Comercio 

(MIFI C) 

Kil6metro 6 Carretera Managua-Masaya 

Phone: +505 267 0161 

Fax: +505 267 2019 
Email: codex@mific.gob.ni 

dtnm@mific.gob.ni 

Niger D ivision Nutrition 

Direction Sant6 Familial 

Ministere de la Sant6 Publique 

B.P. 623 

Niamey 
Phone: +227 72 36 OO 

Fax: +227 72 24 24 

Nigeria Director General o f Standards 

Standards Organisation ofNigeria 

Federal Secretariat 

Phase 1, 9th fl. 

P.M.B. No. 2102 (Yaba) 

lkoyi, Lagos 

Phone: +234 1 2696177 

Fax: +234 1 2696178 
Email: son@sononline-ng.org 
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Coηfaαρo加εs Codex鴻”meη煮aがこJs　Co177’η’ss’oη1

Norway （Ms）Dr．BedtWilsher

NolwegianFoodCon賛01Authori敏
〕Postboks8187Dep．

00340slo　l

Phone：　＋4722246650
Fax：　　　＋4722246699

Email：beriLwilsher＠sntno

Om識n D仕ectorGe且eral　ofHealthA働飴

D圭rectorate　Gene餓10fHealthA伽irs

M血ist尊ofHea1血
P．0．Box393－Dalseit
113Muscat
Phone：　＋968602177

Fax：　　＋968696099

Telex：　：5465SIHA　ON

Pakist3n The　D元rectoやGeneral　fbr　Bealth

MinistryofHealth，SocialWe1飯eandPopula丘on
：Plannまng

Gove㎜ent　ofPakis1夏n

Secre㎞at　Block　C

Islamabad

Phone：　＋9251820930
　　　　Cable：　SEHAT　ISLA甑BAD

P総nama ㎞tode　Contacもo：MinisteriodeComercio　e

Industrias　Dkecci6n　General　de　Normas　y

Tecnologialndustrial

Dkectom：ElviaV．de　Cades
Edi且cio　Plaza　Edison，3er　Piso　P鉱aam6

Phone；　＋5073600716
Fax：　　　＋5073600721

Papua　New　Guinea DL　Ian　I．Onaga

ProgamManager
Technical　and　Field　Sewices　B聡nch

Dept．ofAgdcultulre　and　Livestock

P．0．Box2141，Boroko　NCD

Phone：　＋6753217005
Fax：　　＋67：53214364
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Procedural Manual Contact points 

Paraguay Dta. Lilian Martinez de Alonso 

Direotor General 

Instituto Nacional de Tecnologia y Normalizaci6n 

Avda. General Artigas y General Roa - C.C. 967 

Asunci6n 
Phone: +595 21 290 160 +595 21 290 266 

Fax: +595 21 290 873 
Email: codex@intn.gov.py 

Peru Dr. Alberto Documet Perea 

Director Ejecutivo de Higiene Alimentaria y 

Zoonosis 

Direcci6n General de Salud Arn:biental 

Ministerio de S alud 

Calle Las Amapolas N 350 

Lince, Lima 14 

Phone: +51 1 4428353 +51 1 4428356 

Fax: +51 1 4428353 
Email: codex@digesa.sld.pe 

Pbilippines OIC-Director Gilberto F. Layese 

Bureau of Agriculture and Fisheries Product 

Standards (BAFPS) 
Departrnent of Agiculture 

E1liptical Road, Diliman 

Quezon City 1 104 

Phone: +63 2 920 6131 +63 2 920 6132 

Fax: +63 2 920 6134 

Poland Agricultural and Food Quality Inspection 

30 Wsp6lna Street 

O0-930 Warsaw 
Phone: +48 22 6216421 
Fax: +48 22 621 48 58+48 22 629 48 16 
Email: kodeks@ijhar-s.gov.pl 

1 69 

- 366 ~ 



左頁参照

一367一



Contact points Codex Alimentarius Commission 

Portugal Dr. Carlos Alberto M. Andrade Fontes 

Director, Gabinete de Planeamento e Politica Agro-

Alimentar 
Ministerio da Agricultura, do Desenvolvinento 

Rural e das Pescas 

Rua Padre Ant6nio Vieira I -70 

1099-073 Lisboa 

Phone: +35121 3819320 
Fax: +351 21 3876635 
Email: dd@gppaa.min-agricultura.pt 

Qatar Under-Secretary 

Ministy of Pu:blic Health 

P.O. Box 3050 

Doha 
Phone: +974 29 20 OO 

Fax: +974 43 30 19 

Republic of Korea Director (for Codex) 

Bilateral Cooperation Division 

Ministy of Agiculture and Foresty 

#1, Joongang, Kwachon, Kyonggi 

427-7 1 9 REPUBLIC OF KOREA 
Phone: +82 2 500 2656 

Fax: +82 2 507 2095 
Email: maf.bcd@maf.go.kr 

Republic of Moldova National Centre for Applied and Scientific 

Preventive Medicine 

MiDisty of Health 

67a, Gh. Asaki street, of. 40 1 

MD 2028, Chisinau 

Phone: +373 2 735822 +373 2 735813 

Fax: +373 2 729725 
Email: codex@mednet.md 

no po pol@mednet.md 
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Proced ural Man ual Contact points 

Romania Romanian Codex Contact Point 

Food Industy Division 

Ministy of Agriculture and Food 

Bdul. Carol I, No 24, Sector 3 

70033 Bucarest 

Phonei +401 3112278 +401 3120274 
Fax: +401 31 12278 +401 3 120274 

Russian Federation Institute of Nutrition of the Russian Academy of 

Medical Sciences 

Attention: Drs V.A.Tutelian and A.K. Baturin 

Ustlnsky Pr., 2/14 

1 09240 Moskva 

Phone: +7 095 925 1140 

Fax: +7 095 230 2812 
Telex: 411407 

Rwanda Division-Normalisation et Contr^ole de la Qualit6 

Micistere du Commerce et de la Consommation 

B.P. 476 

Kigali 

Phone: +2SO 73875 +250 73237 
Fax: +250 72984 
Telex: 502 MlNAFFET RW 

Saint Kitts and Nevis Dr. Milton Whittaker 

Director, Bureau of Standards 

Miristy of Trade 

Government of St. Kitts and Nevis 

Basseterre. SAlNT KITTS 

Saint Lucia The Director 

Saint Lucia Bureau of Standards (SLBS) 

Block B, 4th Floor, Heraldine Rock Bldg 

John Compton Highway 
LC-Castries 

Phone: +1 758 453 0049 +1 758 468 4235 

Fax: +1 758 452 3561 
Email: slbs@candw.lc 
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Contact points Codex Alimentarius Commission 

Samoa Assistant CEO Fair Trading & Standards 

Ministry of Comtnerce, Industry and Labour 

(MCIL) 
A pia 

Phone: +685 20471 +685 24084 
Fax: +685 21646 
Ernail: _ Iulia.Petelo@tci,gov.ws 

Saudi Arabia Attention: Public Relations 

Departrnent Gntemational Relations) 

Saudi Arabian Standards O, rganization (SASO) 

P.O. Box 3437 

Riyadh ll471 
Phone: +966 1 452 0224 +966 1 452 0166 

Fax: +966 1 452 0167 
Telex: SASO SJ 401610 

Senegal Comit6 national du Codex 
Service de l'alimentation et de la nutrition appliqu6e 

au S6n6gal (SANAS) 
Ministere de la Sant6 

Direction de la Sant6 

BP 10604, Dakar 

Phone: +221 824 47 53 

Fax: +221 824 75 49 

Serbia and Montenegro Director, Federal Institution for Standardization 

(SZS) 
Savezno Ministarstvo Za Razvoj 

Nanku I Zivotnu Sredinu, Kneza Milosa 20 

1 1 OOO Beograd 

Phone: +381 Il 3613150 
Fax: +381 11361 73 41 
Email: jus@szs.sv.gov.yu 
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Procedural Manual Contact points 

Seychelles Director 

Seychelles Bureau of Standards 

P.O. Box 953 

Victoria (Mah6) 

Phone: +248 38 04 OO 

Fax: +248 37 51 51 
Email: sbsorg@seychelles.net 

Sierra Leone The Director, Food Standards Departrnent 

Sierra Leone Standards Bureau 

S.L.P.M.B Headquarters Building 

C.T. Box 1 1, Clinetown 

Freetown 
Phone: +232 22 228 374 

Fax: +232 22 224 437 
Email: slsb@sienatel.sl 

kalisena@hotmail . com 

Singapore Agri-Food and Veterinary Authority 

5 Maxwell Road #18-00 

Tower Block, MND Complex 
Singapore 069 1 10 

Phone: +65 6325 5480 +65 6325 8582 

Fax: +65 6324 4563 
Email: SEAH_Huay_Leng@ava.gov.sg 

CHU_Sin-1@ava.gov.sg 

Slovak Republic Secretariat of the Slovak Food Codex Committee 

Food Research Institute 

824 75 Bratislava 26 

P.O.Box 25 
Priemyselna 4 

Phone: +42 12 55574622 

Fax: +42 12 55571417 
Email: codex@vap.sk 
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Contact points Codex Alimentarius Commission 

Slovenia Dr. Marusa Adamic 
Hygiene Specialist 

Institute for Public Health and Social Welfare 

Trubajeva 2 
61000 Ljubjana 

Phone: +386 6132 3245 
Fax: +386 61 32 39 55 

Solomon Islands Mr. David Ho'ota 
Ministy of Health and Medical Services 

P.O. Box 349 

Honiara 

Phone: +677 38871 

Fax: +677 25513 
Email: Dth8@hotmail.com 

South Africa Directorate: Food Control 

Departrnent of Health 

Private Bag X828 

OOO IPretoria 

Phone: +27 123120167 +27 123120185 
Fax: +27 12 326 4374 
Email: carolv@health.gbv.za 

Sp ain Secretaria de la Comisi6n Inter-ministerial para la 

Ordenaci6n Alimentaria (CIOA) 
Subdirecci6n General de Higiene de los Alimentos 

Direcci6n General de Salud Pu'blica 

Ministerio de Sanidad y Consumo 

Paseo del Prado 18 - 20 

2807 1 Madrid 

Phone: +34 91 596 1346+34 91 596 14 40 

Fax: +34 91 596 44 87+34 91 596 15 47 
Email : finittelbrunn@msc.es 

Sri Lanka Director, (Environrnent and Occupational Health) 

Miristy of Health - Room 149 

385 Deans Road 

Colombo 10 
Phone: +94 1 432050 

Fax: +94 1 440399 
+94 1 437884 
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Procedural Manual Contact points 

Su dan Director-General 

Sudanese Standards and Metrology Organization 

(SSMO) 
P.O. Box 194 

Kbartoum 
Phone: +249 1 1 775247 

Fax: +249 1 1 776359 
Email : ssmo@sudanmail .net 

Suriname Humbert W. Belliot 

Head - Jutidical Affairs and Foreign Relations 

Ministy o f Agriculture, Livestock and Fisheries 

Leti'tia Vriesdelaan - P.O.Box 1807 

Paramaribo 

Phone: +597 42 0061 

Fax: +597 47 0301 

Swaziland The Principal Secretary 

Att: Director of Health Services 

Ministy of Health 

P.O. Box 5 

Mbabane 
Phone: +268 42431 

Fax: +268 42092 
Telex: 2393 MH 

Sweden Swedish Codex Contact Point 

National Food Administration 

Box 622 
S-751 26 Uppsala 

Phone: +46 18 17 55 OO 

Fax: +46 18 10 58 48 
Email: evlo@slv.se 

Switzerland Ms Awilo OCHIENG PERNET 
Codex Contact Point 

Swiss Federal. Office of Public Health 

CH-3003 Bern 
Phone: +41 31 322 95 72+41 31 322 95 89 

Fax: +41 31 322 95 74 
Email: awilo.ochieng@bag.admitL.ch 
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Coη煮aαρo加給 Codex離meη猛a吻s　Comm’ssめη

Syrian　Arab　Repuわ髄c S頭鍛㎞bOrgξmiza誠on蝕S伽‘㎞（㎞tionand
Metrology（SASMO）
P．0．Box11836
Damascus

Phone：　＋963115128213

Fax：　　÷963115128214

Email：sasmo＠netsy

Tha皿and Director

O£Ece　ofConmodi妙and　System　S1肥dards

NationalBureauofAgricu1旗alCommo《1ityand
Food　S訟血d㎞db

F122，LPN　Tower1
333Vipavadee一㎞gsit　Rd

Ja両ak，Banεkok10900
Phone：　＋6626188861
Fax：　　＋6626188863
Ema逓；codex＠acfも．go血

The　FormerYugos監av

RepubHcofMaced①nia

P血n．BlagqjaAleksoski，MD
Dkector

Republichs従tutefbrHealthProtection

聾50Divセ勾a”6

1000SkOP∫e

Phone：　＋3892147051
Fax：　　＋3892223354
Ema丑：codexalimentadus＠maiLnetmk
　　　　blagqla＿a1＠yahoo。com

Togo　M．1eCharg6deliaisonduCodexAlimen㎞us
　　　　DivisionNutritional璽1．T．：R。A

　　　　BP1163，Lom6
　　　　Phone：　＋2282251559
　　　　Fax：　　　＋2282253096

Tonga Mt．Haniteli　Fa＆nunu

D廿ector，Minist甲ofAgricultureandForestry

P。0．Box14

Nu㎞’alo鉛

Phone：　＋67623402

Fax：　　　＋67624271
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Pπ⊃oed｛〃a’ル蛋aησa1 Coη拍σぎρo加εs

Tr血dad　and　Tob3go Theα豆efC五emist　and　Director　ofFood　and　Drugs

Che血istry

Food　and　Drugs　Division

醐s好ofHea1血and　Env抽onment
35－37Saokville　S1■eet

Port－of」Spa元血

Tunisia M，Ali　Ben　Ga董d

Pr6sident　D孟recteur　G6n6ral

Institαt　national　de】la　norlna五sation　et　d‘e　la

propri6t6血dus㎞elle（】㎜ORPI）

B．P．23（Cit6ElKhadhraparrueA．Savary）

1012Tu皿is顧Belvedere

PLone：　＋2161785922
Fax：　’　＋・2161781563

Turkey General　D辻ectomlte　ofProtection　an（1Con廿01

M血istryofA顔culture　andRuralA価鵬

Akay　Cad．No3Bakanhklar
Ankam
Phone：　＋903124174176
Fax：　　　＋903124186：523

Uganda Dr．Terry：Kahuma
Executive　D廿ector

UgandaNationalBureau　ofStandards

P，0．Box6329
Kampala

Phone：　＋25641222367　＋25641505995
Fax：　　　＋25641286123

Emai1：㎜lbs＠afもat。com

United　Arab　Emh’ates A曲ohtyfbrS伽dardizationandMetrology
P．0．Bo琴2166

AbuDhabi
Phone：　＋97126710888
Fax：　　　＋9172671099

Emai1＝　esma＠uae．gov．ae

ブ77
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Coη伯cfρo加給 Codex’輔’ηeηオa吻s　Co’ηmlssめη

UnitedKingdom

UnitedRep騒bHc　of

　　　　　Tanzania

United　States　of

　　　　Ame盛ca

Urugmy

MrsTu重uAh虚o
Food　Stand鉱rds　Agency

Room615C
AviationHouse

125Kingsway
：Lon40n

WC2B6NH－
Phone：　＋・442072768164

Fax：　　＋442072768193
Emai1：tutu，aluko＠fbodstandards．gsi．gov・uk

The　Tanz面a　Bureau　ofS訟ndards

P．0．Box9524
1》ar”es需Salaam

Phone：　＋255222450298＋2：55222450206

Fax：　　　＋255222450959

Emai1：tbsinfb＠uc㎝1aiLco。tz

Telex：　41667TBS　TZ

U．S．Codex　Office

Room4861Sou血BuHding
Food　Sa驚W　and　I1旭pection　Se画ce

US　Depa丘mentofAgriculture

14001nd¢pendenceAve，SW
WashingtonD．C。20250
Phone：　＋12022057760＋・12027202057
Fax＝　　＋12027203157
Emai1：uscodex＠f忌is．us血。gov

　　　　ed．scarbrough＠fもis。usda。gov

Ing，Ruperto　E．Long

Presidente，Laboratodo　Tecno16gico　del　Uruguay

（LATU）

Av．ItaHa6201（C』P。11500）

Montevideo

Phone：　＋59826013730
Fax：　　　＋59826042960

Emai1：jrodrig＠1鋤、org，uy
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ρπ）c8dα陰’Maησa， Coηねc～ρo〃7煮s

Vanua加 M士．Benuel　Tadlongi

P血cipal　Plant　Pmtec賃on　O鐘cer

vanuatu　Quaran血e　Inspection　serv三ce

D中aτtment　ofAgdculture　and　H：orticultuτe

Pr1vateMailBagO40
Port－Vila

Phone：　＋67823130

Fax：　　＋67824653

EmaiL　vqisvila＠vamatα識om。vu

Venezuela Sr．Je驚，Secci6n　de　Registro　de1U㎞entos，

MinisteriodeSanidadyAsistenciaSocial

Cen1才o　S㎞6n　Bolivar，Edi£Sur2

Caracas

VietNam Mf．NguyenHuuThien
Director』Genem1，D丘ectorate　fbr　Stan（㎏rds　and

Quality

70TranHung　Dao　Str．

Hanoi

Phone：　＋844266220
Fax：　　　＋844267418

Yemen GeneralDirectorfbrMeasurements

MinistryofEconomy，SupplyandTrade
SanaOa

Zambia Secre町，Food　and　Drugs　Con往01

MinistryofHealth

P．0．Box30205
Lusaka

Fax：　　　＋2601223435

Z㎞baわwe TheGovemmentAmlyst
The　Gove㎜ent　Analyst，s　I’aboratory

P．0．Box　CY231
Causeway
Harare

Phone：　＋2634792026
Fax：　　＋2634708527
Emai1：dnhari＠9惚．gov。zw
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Procedural Manual Appendix: General decisions 

AppENDDc GENERAL DECISIONS OF THE CON,MISSION 

STATE!,~~:NTS OFPR~VICIPLE CONCERNING THEROLE OFSCIENCEhr 
THE CoDEXDECISION-MAi~rviG PRoeESSAND TI~EXTENT To WHICH 

OTHER FACTO~SARE TAKENINTO ACCOUNT2S 

1 . The food standards, guidelines and other recommendations of Codex 
Alimentarius shall be based on the principle of sound scientific analysis and 

evidence , involving a thorough review o f all relevant information, in order that 

the standards assure the quality and safety of the food supply. 

2 . When elaborating and deciding upon food standards Codex Alimentarius 
wiill have regard, where appropriate, to other legitirnate factors relevant for the 

health protection of consutners and for the promotion of fair practices in food 

trade. 

3. In tbis regard it is noteii that food labelling plays an im:portant role in 

furthering both of these objectives. 

4. When the 'situation arises that members of Codex agree on the necessary 

level o f protection o f public health but hold differing views about other 

considerations , members may abstain from acceptance o f the re levant etandard 

without necessarily preventing the decision by Codex. 

criteria for th e Consideration of the Other Factors Referred to in the Second 

Statement ofPri'nciple29 

' when health and safety matters are concemedj the Statements of Principle 

Concerning the Role of Science and the Statements of Principle Relating to 

the Role ofFood Safee/ Risk Assessment should be followed; 

' other legitimate factors relevant for health protection and fair trade 

practices may be identifiled in the risk management proce ss, and risk 

managers should indicate how these factors affpct the selection of risk 

management options and the development of standards, guidelines and 

related texts; 

e consideration of other factors should not affect the scientific basis of risk 

analysis; in this process, the separation between risk assessment and risk 

28 Decision of the 2 1't Session of the Commissior~ 1 995. 

29 Decision of the 24th Session of the Commissior~ 200 1 . 
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付属書＝　委員会の一般的決定

コーデックスの政篇莫定プ々セズ1ごβケる拶学の疫謙樽ずる偏財

　　　　畜よぴぞの彪孝疲さカるべき要因の緬囲F28

1．コーデックス食晶規格における食品規格、ガイドラインおよびその他の勧告は、規格が

食品供給の質と安全を確保するものであるよう、すべての関連情報を十分1；検討すること

を含め、健全な科学的分析および証拠に基づくものでなければならない1

2．コーデックス食品規格委員会が食品規幣を作成または決定する際は、適宜、消費者の健

康の保護および食品貿易における公正な慣行の促進に関連する法的要因にも考慮しなけれ

ばならない。

3．この（消費者の健康の保護および食品貿易における公正な慣行の促進という）点におい

て、食品表示は4の二点を推し准めるために重要な役割を果たす。臼

4．コーデックスのメンバーが公衆の健康の保護という程度においては必要性があると同

意しているが、その他の考慮材料については意見が異なるという問題が起こった場合、必

ずしもコーデックスの決定を妨げることなく、関連規格について受諾を棄権することがで

きる・

原肱つρτの＝つ身の表傍で言及さカた形の葛因の考慮箏獄つρτの碁華29

●健康と安全の問題に関しては、「科学の役割に関する原則」および「食品安全性リスク

　評価に関する原則」に従わなければならない。

●健康保護と公正な貿易慣行に関連する他の法的要因にっいては、リスク管理プロセスで

　明らかになる場合がある。リスク管理機関は、いかにこれらの法的要因がリスク管理オ

　プションの選定や規格・ガイドライン・関連文書の作成に影響を与えるかを提示しなけ

　ればならない。

●他の要因による考慮事項は、リスク分析の化学的根拠に影響を及ぼしてはならない；こ

　のプロセスでは、リスク評価の科学的インテグリティを確保するため、リスク評価とリ

　スク管理は分けて考えるべきである。

281995年第21回会議時の決定

292001年第24回会議時の決定
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Appendix: General decisions Codex Alimentartus Commission 

management should be respected, in order to ensure the scientific integrity 

ofthe risk assessment; 

e it should be recognized that some legitimate concems o f governments when 

establishing their national legislation are not generally applic ab le or 
relevant world-wide ; 30 

' only those other factors which can be accepted on a world-wide basis, or on 

a regional basis_ in the case of regional standards and related texts, should 

be taken into account in the fi:amework of Codex; 

e the consideration of specific other factors in the development of risk 

management recomtnendations of the Codex Alimentarius Commission and 

its subsidiary bodies should be clearly documented, including the rationale 

for their integration, on a case-by-case basis; 

e the feasibility of risk management options due to the nature and particular 

constraints of the pro duction or processing methods, transport and storage, 

especially in developing countries, may be considered; concerns related to 

economic intere sts and trade issues in general should be substantiated by 

quantifiable data; ' 

e the integration of other legitimate factors in risk management should not 
create unjustified barriers to tradesl; particular attention should be given to 

the impact on developing countties of the inclusion of such other fadtors. 

30 confusion should be avoided between justification of national measures under the 

SPS and TBT Agreements aud their validi'ty at the international level. 

31 According to the wrO principles, and taking into account the particular provisions 

of the SPS and TBT Agreements. 
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●各国政府が国内法を制定する際に抱えるいくつかの法的懸念事項は、一般的に言って世

　界規模では適用できないまたは関係がないということを認識すべきである。30

●世界規模または地域規模で受諾されるのは、各地域における規格および関連文書がコー

　デックス食晶規格体制のなかに取り入れられたときである。’

●コーデックス食品規格委員会またはその下部機関によるリスク管理勧告の策定時のそ

　の他特定の考慮事項は、ケースバイケースの原則に従い、なぜその事項が考慮されたの

　か合理的根拠を明確に文書化しなければならない。

●特に発展途上国における製造・加工の方法、輸送および保管の性質上のまたは特殊の制

　約がある場合、リスク管理オプションの実行可能性を考慮しなければならない1経済的

　利益および一般的な貿易問題は、定量化したデータにより十分に裏付けをとらなければ

　ならない。

●　リスク管理上の他の法的要因を一体化することにより、貿易上砂不当な障壁を作り出し

　てはならない31。そのような他の要因を規格などに入れる際には、発展途上国に与える

　影響に特段の注意を払うべきである。

30SPS協定・TBT協定の国内での測定の正当化と、それらの国際的レベルでの妥当性に混乱が生じないよ

う努めるべきである。・

31WTOの原則に従い、またSPS協定・TBT協定の特殊規定を考慮に入れる。

一391一



Procedural Man ual A p pend ix: General decisions 

STA TEMENTS OFPRINCIPLERELA TING To Tl~ROLE OFFOOD SAFETY 
RISKASSESSMENT32 

1 . Health and safety aspects of Codex decisions and recommendations should 

be based on a risk assessment, as appropriate to the circumstances. 

2. Food safety risk assessment should be soundly based on science, should 

incorporate the four steps of the risk assessment process, and should be 

documented in a transp arent manner. 

3 . There should be a functional separation of risk assessment and risk 

management, while reco gnizing that some interactions are essential for a 

pragmatic approach. 

32 Decision of the 22nd Session of the Commission, 1997. 
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翻品安全荏のグズク評伽の役紘欝ずる原矧の表卵32

』1．コーデックスの決定および韓国の健康および安全面は、適宜状況に応じ、リスク評価に

基づいていなけれぱならない。

2．食品安全性のリスク評価は、着実に科学に根ざし、リスク評価プロセスの4段階を盛り

込み、かつ透明性の高い方法で文書化されなければならない。

3．リスク評価とリスク管理の機能は明確に分離され、一方、実際的なアプ白一チにおいて

は両者の相互作用が必須である。

321997年第22回会議時の決定
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Appendix: General decisions Codex Alimentartus Commission 

MEASURES TOFA CILITA TE CONSENSUS33 

The Codex Alimentarius Comtnission; desiring that every effort should be ~lade 

to reach agreement on the adoption or amendment o f standards by consensus , 

recommends the following measures to facilitate consensus: 

･ ReffainirLg ftom submitting proposals in the step process where the 
scientific basis is not well established on current data and, w, here 

necessary, carry out further studies in order to clarify controversial 

issues ; 

･ Providing for thorough discussions and documentation of the issues at 
meetings of the comrnittees concemed; 

･ Orgajaizing irLformal meetings of the parties concemed where 
disagreements arise, provided that the objectives of any such meetings 

are clearly defined by the Committee concemed and that participation 

is open to all interest delegations and observers in order to preserve 

trans parency; 

･ Redefining, where possible, the scope of the subject matter being 
consider9d for the elaboration of standards in order to cut out issues on 

which consensus could not be reached; 

･ Providing that matters are not progressed from step to step until all 

relevant concems are taken into account and adequate compromises 

worked out; 

･ Emphasizing to Committees and their Chaitpersons that matters should 
not be passed onto the Cornmission until such time as consensus has 

been achieved at the technical level; 

･ Facilitating the increased involvement and participation of developing 
countries. 

33 Decision of the 26th Session of the Codex Alimentarius Commission, 2003. 
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　　　　　　　　維惹ζコンセンヴスノを容易1ごずる方宏33

コーデックス食品規格委員会は、規格の採択または修正が総意によって合意に達するよ

うあらゆる努力が払われることを願い、総意を容易にするため次の方法を勧告する：

●　科学的根拠が最新のデータで裏付けされていない場合、またそうすることが必要

　な場合は、ステッププロセスにおいて提案を提出することを差し控え、論争中の

　問題を明確にするためさらなる研究を行うものとする。

●　関連部会の会議において、問題になっている事柄を十分に議論し、書類を提供す

　　る。

●　不一致が生じた関係者同士で非公式の会議を組織する。ただし、これらの会議の

　　目的が関係部会によって明確に定義され、かつ透明性を保つた南、すべての関係

　する代表団およびオブザーバーに会議の参加資格があること。

●　可能な場合、総意が得られなかった問題を切り離すため、問題となっている規格

　の議題の範囲を再定義する。

●　すべての関連する懸念が考慮されるまで事態が次のステップに進まない場合、適

　切な妥協をする。

●　技術レベルで総意に達するまでは問題を委員会で通過させるべきでないと、各部

　会とその議長に強調する。

●　発展途上国の関与と参加を容易にする。

332003年第26回会議時の決定
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個 特別部会
（2部会）

地域調整部会
　（6部会）

○一般原則（フランス）
○食品添加物・汚染物質（オランダ）
○食品衛生（米国）
○食品表示（カナダ）
○分析・サンプリング方法（ハンガリー）

○残留農薬部会（オランダ）
○食品残留動物薬（米国）
○食品輸出入検査認証制度（豪州）
○栄養・特殊用途食品（ドイツ）＊

○乳及び乳製品（ニュージーランド）

●ココア製品チョコレート（スイス）

○加工果実野菜（米国）
○食肉衛生（ニュージーランド）

○魚類・水産製晶（ノルウェー〉

○生鮮果実及び野菜（メキシコ）ぴ

●糖類（英国）

○油脂（英国）
●穀物・豆類（米国）
●植物タンパク質（カナダ）
●ナチュラル・ミネラル・ウォーター（スイス）

○果実・野菜ジュース（ブラジル）※

○動物用飼料（デンマーク）※
○アジア
○アフリカ
○ヨーロッパ
○ラテンア刈力・カリブ海

○近東
○北アメリカ・南西太平洋

（2004年7月現在）

注）1．●印の部会は、休会中。
　　2．　（）内の国は、主催国名。
　　3．執行委員会は、議長、3副議長及び7地域代表（アジア、アフリカ、欧州、ラテンアメリカ・畑プ・北米・南西太平洋・近東）で構嘆。

　　4。※印の部会は，期限付き部会。　（果実・野菜ジュースは2005年、動物用飼料は2003年までに作業を終了する予定であったが・2003

　　　年の総会で合意に至らなかった点について次回討議することになっている・）
　　5．＊　特殊用途食品について検討する場合は、個別食品部会として機能する。
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